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˔εϚートγςΟ෼໺΍ύーιφルσータ෼໺ʹ͓͍ͯɺϢーεέーεʹ͍ͭͯ৘ใऩ集・෼ੳΛ行ͬͨɻ

˔֤෼໺ʹؔͯ͠ɺ国内外ʹ͓͚Δ۩体తͳϢーεέーεのߏ成ཁૉΛ 4PDJFUZ���� ϦϑΝϨンεΞーΩ
ςΫνϟの֤૚ʢઓུ・੓ࡦɺルールɺ૊৫ɺϏジωεɺػೳɺσータɺσータ࿈ܞɺΞηοトʣʹ੔
ཧͨ͠ɻ

˔֤෼໺ʹؔͯ͠ɺ࣮ূ͢΂͖ෳ਺のϢーεέーεΛબఆͨ͠ޙɺ࣮ূۀࣄΛ࣮͠ࢪɺεςーΫϗルμー
ͱの߹ҙ形成ΛਐΊͳ͕ΒΞーΩςΫνϟΛߏஙͨ͠ɻ

日ຊిࣜגؾ会ࣾɺҰൠࣾஂ法ਓσータྲྀ௨ਪਐٞڠ会ɺ国ཱେ学法ਓ౦ژେ学ɺΞΫ
ηンνϡΞࣜג会ࣾɺ国ཱେ学法ਓ名ݹ԰େ学ɺࣜג会ࣾ+T#ɺࣜג会ࣾ日ݐઃܭ૯߹
େ学ɺࡕ会ࣾɺ国ཱେ学法ਓେࣜג࡮会ࣾɺେ日ຊҹࣜג所ɺΤϒϦηンεジϟύンڀݚ
会ࣾࣜג会ࣾɺηίϜトϥεトγεςϜζࣜג*%%,

スϚートシティ等෼໺ʹ͓͍ͯ、෼໺・ا業ԣஅ
ͷ૬ޓ࿈ܞ等をՄೳͱ͢ΔアーΩテクチャͷ構
ங

εϚートγςΟΞーΩςΫνϟߏங

SPDJFUZ���0 の実ݱに͚޲、εϚーτγςΟ෼໺΍ύ

ーιφルデータ෼໺にお͍て、׭ຽ࿈ܞମ੍にΑって

AI・ビッグデータͳͲを活用した実ূࣄ業をਐめͭͭ、

෼໺・ا業ԣ断の૬ޓ࿈ܞͳͲをՄೳとするΞーΩςΫ

νϟを構ஙした。εϚーτγςΟ෼໺΍ύーιφルデー

タ෼໺にお͍て、国಺֎のΞーΩςΫνϟ΍Ϣーεέー

εに͍ͭて৘報をऩू・෼ੳし、֤෼໺にؔする国಺֎

にお͚る۩ମతͳϢーεέーεの構成要ૉを、SPDJFUZ�

��0 ϦϑΝϨϯεΞーΩςΫνϟの֤૚（ઓུ・੓ࡦ、

ルール、૊৫、ビδネε、機ೳ、データ、データ࿈ܞ、

Ξηッτ）に੔ཧしたʢਤ �ʣ。

֤෼໺にؔして、実ূす΂き複਺のϢーεέーεをબ

ఆして実ূࣄ業を実施し、εςーΫϗルμーと合ҙܗ成

をਐめͳがらΞーΩςΫνϟを構ங。構ஙしたΞーΩς

Ϋνϟを利害ؔऀ܎間でڞ༗し、෼໺・ا業ԣ断のデー

タ࿈ܞ、੍度੔උ、国ࡍඪ४ԽͳͲのਪਐを໨ඪとして

͍る。

ここでは、まͣ「εϚーτγςΟΞーΩςΫνϟઃܭ

研究ͷ໨త1

とؔ܎実ূ研究のਪਐ」、「D''5（DBUB�'SFF�'MPX�8JUI�

5SVTU）実ݱのためのΞーΩςΫνϟઃܭと国ࡍඪ४Խਪ

ਐの研究開発」、「ଟ༷ͳ෼໺を஍ཧ空間৘報でͭͳ͙࣋

続తͳϓϥッτϑΥーϜのデβイϯと実ূ」のΞーΩς

ΫνϟおΑͼϓϥッτϑΥーϜにؔする開発ࣄ業に͍ͭ

ਤ �　4PDJFUZ���� ϦϑΝϨンεΞーΩςΫνϟ
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εϚートγςΟΞーΩςΫνϟߏங
εϚートγςΟ等෼໺ʹ͓͍ͯɺ෼໺・企ۀԣ断の૬ޓ࿈ܞ等ΛՄೳͱ͢ΔΞーΩςΫνϟのߏங

てղઆし、εϚーτγςΟとύーιφルデータのͦれͧ

れの実ূ実ݧに͍ͭて঺հする。ͳお、本研究開発は全

て201�年度に実施した。

業ऀࣄ （1）
೔本ిࣜגؾձࣾ、ΞΫηϯνϡΞࣜגձࣾ、ࣛౡݐ

ઃࣜגձࣾ、ࣜגձࣾ೔立製作ॴ、国立研究開発法人産

業技術総合研究ॴ、一ൠࣾஂ法人データྲྀ௨ਪਐٞڠձ。

（2） ࣮ ಺༰͓Αͼ研究ͷ成果ࢪ
国಺のεϚーτγςΟは、全国֤౎ࢢで͞ま͟まͳ取

り૊Έがଘࡏするものの、ଞ஍Ҭ΁のԣల開΍取り૊Έ

の࣋続Խがࠔ೉とͳって͍る。εϚーτγςΟのڞ௨Ξ

ーΩςΫνϟ構ஙを໨ࢦし、「国಺֎でのεϚーτγς

Οにؔするௐࠪ」、「ΞーΩςΫνϟ・౎ࢢOSのݕ౼」、「ඪ

४Խのਪਐ」、「実ূ研究のشࢦ」の研究߲໨を実施した。

�ʣ国内外ͰのεϚートγςΟʹؔ͢Δௐࠪ

Ԥभをத৺とするεϚーτγςΟにؔする IP5 ύイ

ϩッτであり、21౎ࢢがࢀՃするେن໛ͳ取り૊Έ

「SZODISPOJ$JUZ」、エετχΞ੓෎が੔උした҆全ͳデー

タަ׵のためのϓϥッτϑΥーϜ「9�3PBE」ʢਤ �ʣ、イϯ

υதԝ੓෎౷ܭ・ܭը実施ল（.JOJTUSZ�PG�SUBUJTUJDT�BOE�

PSPHSBN�INQMFNFOUBUJPO）が開発した、ੜମ認ূ技術を

活用したݸ人を一ҙにࣝผする൪߸「ABEIBBS」ʢਤ �ʣ、

スϚートシティアーΩテクチャ
設計ͱ関ূ࣮܎研究ͷ推進2

9�3PBE

ʻ9�30"%
ͷߏ੒ཁૉʼ੫຿

౰ہ

ࣾ会
อݥ

ॅຽ
୆ா

ݥอ߁݈

・電子ID　※個人ID
・電子投ථ、e-タックス（e-Tax）
・政策決定への電子参加
・その他（e-バンキング、e-キャビネット、
　m-パーキング、e-スクール、e-ポリス、
　e-ビジネスレジストリ、e-ヘルス、e-処方ᝦ）

ۚج

ۜ行

ຽࢢ
ϙータル

αーϏε
ϙータル

参考にするポイント
・主に機能層、データ連携層
・維持組織の機能

ೝূ

ࢹ؂

等

9�30"%
9�3
0"
%

9�30
"%

9�30
"% 9�30"%

9�30
"%

9�
30
"%

ʻ֓೦ਤʼ

˞9�30"%ͱͯ͠͸σータ
͸อ͍࣋ͯ͠ͳ͍

$&/53"- .0/*503*/(
64&3�4611035
.&/#&3�3&(*453"5*0/
$&35*'*&3
5*.&45".1&3
461&3�7*4*0/
."/"(&.&/5 0' 53645 4&37*$&4

・政府整備のデータ交換プラットフォーム
・20か国Ҏ上で導入（フィンランド、キルギス等）
・維持組織：エストニア政府（ࡁܦ௨৴ল�౳）

電子政府の
データ交換プラットフォーム

/8

ʻ9�30"%্ͷΤετχΞ
੓෎ʼ���の੓෎αーϏεΛ࣮૷ࢠి

ਤ �　9�3PBE ֓ཁɺ֓೦ਤ

＜概念ਤ＞ ＜各層の主な概要＞

キャッシュレス決済

個人認証基盤、API

ディジタルॺ名、ID/住所証明

個人識別アカウント識別番号、生体情報、
銀行口座、携ଳ端末

オープンパーソナルデータストア

参考にするポイント
・主に機能層、データ層
・維持組織の機能

12.5億人

*OEJB4UBDL
・印の個人情報のDXインフラ（12.5億人、91ˋ）
・個人識別、送金、取引、補助金支払等の基盤
・運営組織：固有識別番号庁（政府機関、UIDAI）

個人情報DXインフラ

ਤ �　*OEJB4UBDL ֓ཁɺ֓೦ਤ

ʢ出యɿ"SWP�0UU�	%JSFDUPS
�F�(PWFSOBODF�"DBEFNZ	F("

l*OUFSPQFSBCJMJUZ�'SBNFXPSL�BOE�*CT�CPPSEJOBUJPO�
JO�PVCMJD�4FDUPS��*OUFHSBUJPO�BOE�"SDIJUFDUVSF�PG�(PWFSONFOU�&MFDUSPOJD�*OGPSNBUJPO�4ZTUFNT
z ඛ̛̪̟Ϧࡾ
αーνˍίンαルςΟンά 	 ג 
 ϓϩσϡーε・F�(PWFSOBODF�"DBEFNZ�	F("
 ओ催ʮΤεトχΞ・σジタル
Ψόϝントݚ࡯ࢹमʢF�(PWFSOBODF�*NQMFNFOUBUJPO�BOE�*OOPWBUJPOTʣʯʢ���� 年 �月 �� 日ʣʣ

ʢ出యɿIUUQT���XXX�TMJEFTIBSF�OFU�JOEJBTUBDL�JOEJB�TUBDL�B�EFUBJMFE�QSFTFOUBUJPOʣ

「Aadhaar」を活用するデジ
タルインフラとしての機能
／API が「India Stack」と総
称されている
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NIS5（NBUJPOBM�IOTUJUVUF�PG�SUBOEBSET�BOE�5FDIOPMPHZɿ

ถ国国立ඪ४技術研究ॴ）がओಋしてఆめたίϯηϯサ

εϑϨーϜϫーΫ「IES�$JUZ」ͳͲ、ւ֎でのओ要ͳΞ

ーΩςΫνϟ΍Ϣーεέーεを 10݅ఔ度、おΑͼ国಺

のϢーεέーεを「౎ܕྨࢢ」、「՝୊෼໺」、「஍ํ۠෼」

のภりͳ͘ �0 ʙ �0 ݅ఔ度ௐࠪ・෼ੳし、ΞーΩςΫ

νϟ構ஙのイϯϓッτ৘報とした。

�ʣΞーΩςΫνϟ・౎04ࢢのݕ౼

本ࣄ業で構ஙするΞーΩςΫνϟϞデルにैって౎

�OSࢢ が構ங͞れることで、εϚーτγςΟ間の૬ޓӡ

用ੑが୲อ͞れ、͞ま͟まͳサービεϞδϡールがͲの

౎ࢢでも利用Մೳとͳるࣾձを実ݱすることを೦಄にお

き、ΞーΩςΫνϟを構ஙした。

ΞーΩςΫνϟの্Ґ �૚であるઓུ・੓ࡦ૚、ル

ール૚、૊৫૚の構成要ૉのಛੑと、ͦれらの૚಺・૚

利用ऀ 住民、企業、観光客

外෦ɿଞ஍Ҭʢ౎4.ࢢʗ౎04ࢢʣɺଞγεςϜɺ等

ス
マ
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シ
テ
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略

ス
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を
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デ
ー
タ
提
供

自
由
な
連
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を
実
現

૬ޓӡ༻

参画

૬ޓӡ༻

ਤ �　εϚートγςΟϦϑΝϨンεΞーΩςΫνϟのશ体૾

A：3 大都市ݍの中心都市　B：3 大都市ݍの周ล都市　C：地方都市ݍ（連携中਻都市ݍ）の中心都市　D：地方都市ݍ（連携中਻都市ݍ）の周ล都市
表 �　ओͨΔインϓοトͱ͢Δ国内Ϣーεέーε

都ࢢ名 業名ࣄ 業ࣄ
࣌期

都ࢢ
ܕྨ

஍ํ
۠෼

՝୊
෼໺ ビジωス（サービス � システム）

ࢢ·͍ͨ͞
Ӝ࿨ඒԂ

データ利活用型スマートシティ推進
事業

2017 － A 関東 健康 ・各種生活支援サービス

ԣ඿ࢢ
データ活用・オープンイノベーショ
ン

2017 － A 関東 その他
・ オープンイノベーションの一環としての官民デー

タ活用

౎෎ژ 「スマートシティ京都」モデル構築 2018 － A 近ـ
観光
環境
セキュリティ

・京都ビッグデータ活用プラットフォーム構築

ദの༿ 柏の葉スマートシティ 2019 － B 関東
エネルギー
健康

・エネルギーマネジメント
・スマートヘルス

෱Ԭࢢ 地域包括ケア情報プラットフォーム 2016 － C 九州 健康

・データ集約（医療・介護情報）
・在宅連携支援システム
・情報提供システム
・データ分析（シミュレーション、見える化）

ࢢલ߂ 弘前型スマートシティ構想 2013 － D 東北
観光
インフラ（ઇ）

・আઇ管理
・スマートシティ観光都市
・シェアリングエコノミーを活用したઇ対策

ࢢࢬ౻ スマートシティ・コンパクトシティ 2017 － D 中部
インフラ
セキュリティ

・河川水位計・雨量計測システム
・児ಐ見守り

૔ෑࢢ データ利活用事業 2018 － D 中国
観光
その他

・オープンデータ・地域特性分析
・人流分析・マーケティング
・人材育成

ӹాࢢ サイバースマートシティ構想 2018 ー D 中国
防災
健康
インフラ

・防災 IoT（水位モニタリング）
・スマートヘルスケア
・道路インフラ管理
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εϚートγςΟΞーΩςΫνϟߏங
εϚートγςΟ等෼໺ʹ͓͍ͯɺ෼໺・企ۀԣ断の૬ޓ࿈ܞ等ΛՄೳͱ͢ΔΞーΩςΫνϟのߏங

間にお͚るؔੑ܎を੔ཧ・෼ੳした্で、実ࡍのまͪͮ

͘りにお͚るΞーΩςΫνϟ利活用໘での՝୊ͳͲを໌

֬Խし、ͦれにରԠしたΞーΩςΫνϟをఏҊした。ͳ

お、2࣍ௐࠪを実施したϢーεέーεには表 �がある。

また、౎ࢢOSは「サービε࿈ܞ」、「౎ࢢOS間࿈ܞ」、「Ξ

ηッτ࿈ܞ �ଞγεςϜ࿈ܞ」に֘౰する֎部࿈ܞが࠷

もॏ要であるとԾఆし、֤࿈ܞϢーεέーεから必要と

ͳる構成要ૉをநग़した݁果、ਤ �のΑうͳΞーΩς

Ϋνϟを構成した。

�ʣඪ४Խのਪਐ

I56΍+5$1�8(11、A(8、NIS5ͳͲでग़൛͞れて͍る、

εϚーτγςΟにண໨したඪ४֨ن、おΑͼ作成தのも

のをௐࠪすることにΑり、本ࣄ業でのΞーΩςΫνϟに

ؔして、ඪ४ԽਪਐのためにૂうྖҬを୳ࡧ。εϚーτ

γςΟΞーΩςΫνϟのධՁࢦඪを �߲໨Ҏ্ઃܭし、

本研究開発で構ஙしたΞーΩςΫνϟをධՁ。ؔ࿈ඪ४

Խஂମと࿈ܞし、ඪ४ԽにؔするϫーΫγϣッϓ΍৘報

。ͳͲを実施して報告書としてまとめた׵ަ

�ʣ࣮ شࢦのڀݚূ

全ての実ূ研究実施ऀの実ূ研究ܭը΁、࿈ܞ実ূ಺

༰を൓өした্で実ূをشࢦし、ಘられた஌ݟをΞーΩ

ςΫνϟ構ங΁ϑΟーυバッΫした。֤実ূ実ݧに͍ͭ

ては、「�� εϚーτγςΟ実ূ実ݧ」をࢀর。

業ऀࣄ （1）
一ൠࣾஂ法人データྲྀ௨ਪਐٞڠձ。

（2） ࣮ ಺༰͓Αͼ研究ͷ成果ࢪ
ύーιφルデータ෼໺をؚΉデータྲྀ௨にお͍て、೔

本はࣗ༝で৴པのお͚るデータྲྀ௨のルールͮ͘りに

取り૊Ήํ਑である D''5 をఏএして͍る。本研究で

は、ύーιφルデータの利活用をଅਐするύーιφルデ

ータ・ϦϑΝϨϯεΞーΩςΫνϟ書の開発を໨ࢦし、

「ΞーΩςΫνϟの構ஙおΑͼϢーεέーεγφϦΦに

Αるূݕ」、「ルール・੍度、ビδネεϞデルͳͲのݕ

౼」、「国಺֎でのύーιφルデータの活用にؔする৘報

ऩूと෼ੳ」、「ύーιφルデータ෼໺ΞーΩςΫνϟݕ

౼ձٞのઃஔとӡӦ」、「ඪ४Խのਪਐ」を実施し、Լه

の成果෺を開発した（IUUQT���EBUB�USBEJOH�PSH�TJQC�1@

QFSTPOBMEBUBBSDIJUFDVUVSF@EUB�）。

w�ϦϑΝϨϯεΞーΩςΫνϟ֓要書

w�ϦϑΝϨϯεΞーΩςΫνϟ書

w�ϢーεέーεγφϦΦςϯϓϨーτ

w�ϢーεέーεγφϦΦू

w�E-SI 報告書౼ݕ

w�データδϟέッτの国ࡍඪ४Խ

一ྫとして、υϥイϒϨίーμーൢചࣄ業ऀのϢーε

έーεγφϦΦをਤ �、ਤ �にࣔす。

実施にあたっては、「ύーιφルデータ෼໺ΞーΩς

Ϋνϟݕ౼ձٞ」、「E-SI ձ」、「ύーιφルデータ౼ݕ

෼໺にお͚る実ূ実ݧ実務ऀձٞ」をઃஔ・ӡӦし、༗

ࣝऀ΍実務ऀのॿݴ΍ҙݟを൓өͤ͞た。ύーιφルデ

ータ෼໺の֤実ূ実ݧに͍ͭては、「���ύーιφルデー

タ実ূ実ݧ」をࢀর。

業ऀࣄ （1）
国立େֶ法人౦ژେֶ、国立研究開発法人産業技術総

合研究ॴ、一ൠࣾஂ法人ࣾձ基盤৘報ྲྀ௨ਪਐٞڠձ、

。ձࣾՁ஋総合研究ॴࣜג

（2） ࣮ ಺༰͓Αͼ研究ͷ成果ࢪ
஍ཧ空間৘報は͞ま͟まͳ෼໺でڞ௨త・൚用తに利

用͞れる৘報であるが、஍ཧ空間৘報ϓϥッτϑΥーϜ

はͦれͧれのϢーβー΍用్にԠ͡て構ங͞れており、

必ͣしもͦれらが࿈͞ܞれて͍るものではͳ͍。ͦ こで、

஍ཧ空間৘報ϓϥッτϑΥーϜを֤ϓϥッτϑΥーϜ΍

データอ༗ऀとデータ利用ऀͳͲを݁Ϳϋϒとଊ͑、「Ϣ

ーεέーεを構成する要ૉのநग़・੔ཧ・ݕ౼」、「ルー

ル・੍度、ビδネεϞデル・૊৫ମ੍ͳͲのݕ౼」、「ϓ

ϥッτϑΥーϜのઃݕ・ܭ౼」、「Ϣーεέーεの実ূ研

究」を実施。஍ཧ空間৘報ϓϥッτϑΥーϜ「(空間৘

報ηϯター」にお͚る実૷・ӡ用をఏҊして͍る。

�ʣ(ۭؒ৘ใηンターͱ͸

( 空間৘報ηϯターは、産ֶ׭の͞ま͟まͳ機ؔが

อ༗する஍ཧ空間৘報（(空間৘報）をԁ׈にྲྀ௨し、

ࣾձతͳՁ஋をੜΈग़すことをࢧԉする機ؔである。

2012 年 �݄に੓෎でֳܾٞఆ͞れた、஍ཧ空間৘報活

D''T（DaUa 'SFF 'MPX 8JUI TSVTU）࣮ݱͷたΊͷ
アーΩテクチャ設計ͱ国ࡍඪ४化推進ͷ研究開発3

ଟ༷ͳ෼໺を஍理空間情報Ͱͭͳ͙࣋ଓ
తͳϓラットフォームͷデザインͱ࣮ূ4
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用ਪਐ基本ܭըに基͍ͮてઃ立͞れ、201� 年 11 ݄Α

り一ൠࣾஂ法人ࣾձ基盤৘報ྲྀ௨ਪਐٞڠձがӡӦして

͍る。(空間৘報ηϯターのࣾձత໾ׂをਤ �、γες

Ϝ構成をਤ �、データ࿈ܞをਤ �にࣔす。

�ʣϢーεέーεのબఆͱルール・੍ ౓ɺϏジωεϞσル・

૊৫体੍ͳͲのݕ౼

SIP（๷ࡂ、ࣗಈӡసͳͲ）の֤෼໺にお͚るΞーΩ

ςΫνϟ΍Ϣーεέーεと࿈ܞし、஍ཧ空間৘報ϓϥッ

τϑΥーϜにお͚る҆ఆతͳࣗ立ӡӦの実ݱに͚޲て、

複਺のϢーεέーεをઃఆした。͞らに、このうͪ実ݱ

ՄೳੑͳͲを౿ま͑て「Ϣーεέーεの実ূ研究」とし

て取り૊ΉϢーεέーεをબఆした。また、Ϣーεέー

εを౿ま͑た、஍ཧ空間৘報ϓϥッτϑΥーϜのビδネ

εϞデル΍ܦӦઓུ、利用ن໿ͳͲのルールઃݕ・ܭ౼

を行った。۩ମతには、これまで実ࡍに஍ཧ৘報ϓϥッ

τϑΥーϜをӡӦしてきた (空間৘報ηϯターをϞデ

ルに、必要とͳるن໿ྨ΍ܧ続తͳӡӦがՄೳにͳるΑ

う૊৫ମ੍をݕ౼・構ஙした。

Ϣʕεέーεのྫを͛ڍると、複਺の人ྲྀデータのൺ

ֱ΍複਺のデータを૊Έ合Θͤた、人ྲྀデータのՄࢹԽ

までをࢧԉするサービεのఏڙが͑ߟられるʢਤ ��ʣ。

ਤ �　υϥイϒϨίーμーϏジωεのεςーΫϗルμーϦεト

εςーΫϗルμϦεトυϥイϒϨίーμーϏジωεのྫࣄ
໨తɿ 関与する個人、事業者の一覧表を作成することで、パーソナルデータ の取り扱われる範ғを明確にし、プライバシー原則などを९守すべきプレ

イヤーに抜けがないかを確認する

名শ ֓ཁ IS0�IEC 29100 Ͱͷ෼ྨ

υϥイόー ドライブレコーダーで録画した映像を提供する PII principal

υϥイϒϨίーμーൢചۀࣄ者 ドライブレコーダーを販売する 非֘当

σータ஝ੵۀࣄ者
ドライバーから提供された映像を஝積管理する。映像加工（非個人
情報化）をデータ加工事業者へ委ୗする。映像をߪ入したい事業者
へ販売する。個人情報保護法上の個人情報取扱事業者に֘当

Data controller

σータ加ۀࣄ޻者
データ஝積事業者から映像加工（非個人情報化）を受ୗする
個人情報保護法上の委ୗ先に֘当

Data processor

σータߪೖۀࣄ者 データ஝積事業者から映像をߪ入する 非֘当（PII 扱わない）

௨行ਓ ドライブレコーダーが録画した映像に映り込んでいる人 PII Principal

�νΣοΫϙイント�
 ドライブレコーダー販売事業者は、パーソナルデータ の取り扱いについて、特段の役目を持たないのか ?
 通行人は、パーソナルデータ の視点では、システムを構成する一構成者としてリストされる

υϥイϒϨίーμー
ൢചۀࣄ者

υϥイόー

σータ஝ੵۀࣄ者

σータߪೖۀࣄ者

σータ加ۀࣄ޻者

υϥイϒ
Ϩίーμー
のൢച υϥϨίө૾

ʢ௨行ਓ৘ใؚ͕·
ΕΔ場߹͕͋Δʣ

加ޙ޻の
υϥϨίө૾

໿ܖ຿ҕୗۀ

௨行ਓ

ө૾ར༻ʹؔ͢Δಉҙ

ചങܖ໿

ө૾ར༻ܖ໿

ਤ �　υϥイϒϨίーμーϏジωεの૬ؔਤ

�Ϗジωεؔ܎υϥイϒϨίーμーϏジωεのྫࣄ
໨తɿ 関与する個人、事業者間のビジネス関係（ܖ約など）を明確化する

�νΣοΫϙイント�
 委任ܖ約ではないか？

�νΣοΫϙイント�
 通行人とは、何の約定も、結ばれていない
 ブライバシー原則に照らしてドラレコ映像を利用しているࢫの通知が通行人΄かに対しては必要ではないか ?
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ਤ �　(ۭؒ৘ใηンターのγεςϜߏ成

データ連携
機能

ଞϓラットフォーム
SIP4D等

データカタログ
CKAN-API

メタデータ/データ

・メタデータはJSON形式

ルール

Ξηοト

஍理空間情報ϓラットフォーム
利用ऀ

஍理空間情報ϓラットフォーム

データ登録/
登録支援機能

ユーザー管理機能

データ変換/
処理機能

データ配信/
データDL機能 データ配信API/タイル配信

データカタログ機能
データ検索機能

カタログサービス間
連携機能

・データ配信APIの集約
・類ࣅデータの配信形式共通化

他PFのメタデータと
連携/登録

他PFから取得した
データの変換等

・メタデータの記述方法の標準化
（ISO19115,JMP2.0）
・ハーベスティング等連携ස度、手法

メタデータ/データ

ユーザー管理機能
（アクセス制御）

・データ提供者による登録
・データセット化して格納

・データセット提供形式の拡張
・データフォーマットの変換

データ提供系API
データPFごとに準備されたAPI

データカタログ/メタデータ
提供API
データPFごとに準備されたAPI

ਤ �　(ۭؒ৘ใηンターのσータ࿈ܞͳͲʹؔ͢ΔΞーΩςΫνϟ

政府・自治体等のデータ・情報
の「信ୗ」を通じての利活用支
援、オープン化支援
利活用方法のコンサルティング

多様な G 空間情報を検索可能にする
さらに、すぐ使える「社会課題解決支援
パッケージ」として提供

「社会課題解決支援パッケー
ジ」を開発

G 空 間 情 報 の 統 合・
解析、新たな利活用方
法の開発などを産学
官で実施

災害時のۓ急対応を情報で支援
（通行可能情報等）

災害時の情報提供（૒方向）・連携の
ハブ
災害対応の経験の஝積

G 空間に関するオープンリソース
（ソフトウェアデータ、人材）の充

実支援、利活用支援
G 空間情報のアウトリーチ

G
G

平常時の情報提供

国民等自治体・公共団体等

੓෎・࣏ࣗ体
޲ ʮ͚৘ใ৴
ୗۜ行ʯ෦໳

ۭؒΦーϓン
Ϧιーε・
ϋϒ

(ۭؒ৘ใ
ʢσータ・
ΞϓϦʣの
ྲྀ௨ࢧԉ෦໳

ۭؒ৘ใの
開発෦໳ڀݚ

ରԠ֐ࡂ
৘ใϋϒ

ਤ �　(�ۭؒ৘ใηンターのࣾ会త໾ׂ
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�ʣ஍ཧۭؒ৘ใϓϥοトϑΥーϜのΞーΩςΫνϟの

ઃݕ・ܭ౼

஍ཧ空間データϓϥッτϑΥーϜは͞ま͟まͳԠ用ྖ

Ҭから利用͞れるため、͞ま͟まͳ෼໺で࢖Θれて͍る

஍ཧ空間データをௐࠪし、෼໺͝とにݕ౼͞れて͍る͞

ま͟まͳඪ४（データϞデル΍ඪ४イϯターϑΣーε、

ϝタデータඪ४ͳͲ）が、ͲのΑうͳ෼໺でͲのΑうに

利用͞れて͍るのかを၆ᛌਤとして੔ཧした。

௚઀ͳ஍ཧ空間データは、஍্ٿにଘࡏするあらΏる

஍෺΍ࣄ৅のঢ়ଶを৘報でදݱするデータである。஍෺

΍ࣄ৅の「ঢ়ଶ」をදすओͳデータ構଄としては、Ґஔ

৘報΍େき͞、ͦのܗঢ়ͳͲをදݱするزԿデータ、お

Αͼͦれらに෇ਵする໊শ΍छྨ、ঢ়ଶͳͲをදݱする

属ੑデータで構成͞れる。زԿデータは、ͦのܗにΑっ

てϕΫターܕデータとϥεターܕデータで෼ྨ͞れる。

ϕΫターܕデータは、஍෺΍ࣄ৅のܗঢ়のҐஔをࣔすҢ

度とܦ度の࠲ඪ஋を࣋った఺のデータを基本ܕとし、఺

（ϙイϯτ）、ઢ（ϥイϯ）、໘（ϙϦΰϯ）でද͞ݱれる。

୅දతͳデータࣜܗとして、(.-、ES3I の SIBQFp�MF、

,.-、(FP+SON ͳͲがある。ϥεターܕデータは、ؾ

ԹͳͲ໌֬ͳܗঢ়として۠੾れͣ、࿈続తにมԽするঢ়

ଶをදݱするため、一ఆのྖҬを֨ࢠ（ηル）にࡉ෼Խし、

とࣜܗにͦの属ੑ஋を࣋たͤる。୅දతͳデータࢠ֤֨

して、஍ཧը૾の (FP5I''、NFU$D'、6S(S の DE.ͳ

Ͳがある。これらに͍ͭても成果報告書で੔ཧした。

また、SIP�D（෎লி࿈ܞ๷ࡂ৘報ڞ༗γεςϜ）、

5FMMVT（ࡁܦ産業লのӴ੕データΦーϓϯˍϑϦーԽお

Αͼデータ利活用ଅਐࣄ業）ͳͲ、طଘϓϥッτϑΥー

Ϝの機ೳ֓要に͍ͭてもٴݴした。

εϚーτγςΟの実ূ実ݧのࣄ業ऀと実ূ実ݧ಺༰に

͍ͭて؆୯に঺հする。

（1）  「利用ऀ΁ͷデリバリーをҙࣝした都ࢢ 0S
ͷ開発͓Αͼ࣮ূ研究」

�ʣۀࣄ者

ΞΫηϯνϡΞࣜגձࣾ、ࣜגձࣾΞείエύーτφ

ーζ、ࣜגձࣾ A3ISE�BOBMZUJDT、5IS 。ձࣾࣜג

�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

国のεϚーτγςΟでศ利かͭޮ཰తに活用Մೳͳ、

౎ࢢOS の機ೳに͍ͭてݕ౼した。۩ମతには、ձ௡ए

দࢢ໾ॴ、஍اݩ業、ࢢຽͳͲのݱ৔のҙݟ΍஌ݟをࢀ

ຽとの઀఺がେき͍行੓手続き（デδタルࢢに、ಛにߟ

Ψバϝϯτ）おΑͼҩྍ෼໺（ϔルεέΞ）サービεを

௥Ճしͭͭ、ҎԼの機ೳに͍ͭて౎ࢢOS ΁のಋೖをݕ

౼した。

w�ϫϯετッϓ・ϫϯεΦϯϦー機ೳ

w�Ϧίϝϯυ機ೳ

スϚートシティ࣮ূ࣮5ݧ

ਤ ��　ਓྲྀσータ׆༻෼໺のϢーεέーε

֓ཁ（෇ՃՁ஋） センター͕
˞活ಈ͏ߦ

センターʹΑΔ
ऩू・ม׵・
ఏڙデータ˞

機ೳ˞ ターήット
ビジωス

Ϟデル
ऩӹ � コスト

さまざまな人流データをカタロ
グとしてଗえる

●人流データをデータ
セ ッ ト ͱ し ͯ ొ ࿥、
検索しやすいように
する

・データフォルμ͔Βͷऩ
ू

・データΧタロ
グ

・データೖखࢧ
ԉ

・マーケティン
グ、 不 動 産、
交通など各種
サービス事業
者

・レ ベ ニ ュ ー
シェア

（販売代理）

様々な人流 / 流動データを共通
のフォーマットで API 配信する

● 各者の人流データを
共通 API 等で配信

・同্
・人 流 デ ー タ 共 通 フ ォ ー

マット提供

・ 人流データ提
供 API

・データ変換

・自治体
・他 プ ラ ッ ト

フォーム運営
者

・レ ベ ニ ュ ー
シェア

利用者のニーズに合わせて複数
の人流データを組み合わせて提
供。
個別のデータソースでは໢ཏ性
などに問題があるのでこれを解
決するべく集約したデータとし
て提供

● ２者Ҏ上のデータを
組み合わせた人流推
計データの提供

・人流データ提供 ・ 人流データ提
供 API

・ データダウン
ロード

・レポート提供

・レ ベ ニ ュ ー
シェア

ɿ実装・実現済み　赤字：本事業で実施　赤࿮：ユースケース実証対象ࣈଠࠇ　※
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w�サービεの༰қͳ௥Ճ・ҡ࣋のために必要ͳ機ೳ

ϩグイϯॲཧのதで౎ࢢOS Αり発行͞れたϩグイϯ

τーΫϯ、おΑͼ౎ࢢOS Αりࣄલに࿈͞ܞれて͍るΞ

ΫηεΩーをもとに、ϔルεέΞデータを取ಘする API

を実行する。ϩグイϯτーΫϯとΞΫηεΩーを౷合త

に૊Έ合Θͤてॲཧすることで、ϔルεέΞデータのη

ΩϡΞͳ࿈ܞを実ݱした。

݁࿦として、ϫϯετッϓ・ϫϯεΦϯϦーに͍ͭて

は、౎ࢢOS と࿈ܞしたΦϓτイϯ৘報の取ಘ΍、؅ཧ

するॅຽ IDとサービεの IDのඥ͚ͮがޮ཰తであるこ

とが֬認できた。Ϧίϝϯυ機ೳに͍ͭては、ࢠҭてத

ͳͲのݸ人属ੑ৘報にඥ͚ͮて、必要ͳ行੓手続きをग़

し෼͚ることがՄೳであることが෼かった。

、はサービε͝とにҟͳる認ূํࣜではͳ͘ޙࠓ

OQFOID$POOFDU ͳͲのඪ४తͳ༷࢓を用͍てڞ௨Խし

て͍͘ことが必要で、՝୊としてはデータのߋ新、デー

タͳͲのඪ४ϑΥーϚッτのಋೖ・ӡ用、౰֘஍Ҭでॅ

ຽからの৴用をಘたެຽ࿈ஂܞମのઃ立・ӡ用ͳͲがڍ

͛られる。

（2）  「ҟछスϚートシティ基盤ͷϓログラϚブル・
フΣデϨーションʹΑΔ広Ҭ人流೺Ѳ・活用
࣮ূ」

�ʣۀࣄ者

国立େֶ法人໊ݹ԰େֶ、ܚጯٛक़େֶ。

�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

೔ʑมԽするࣾձঢ়گにԠ͡、ҟͳるεϚーτγςΟ

ϓϥッτϑΥーϜ間で೚ҙのデータの૬ྲྀޓ௨をՄೳと

する、$JUZ'FEFS をఏҊした。

͞ま͟まͳデータにରするΞΫηε権をࣾձঢ়گにԠ

͡てมߋՄೳで、ͦれͧれのϓϥッτϑΥーϜは͍ޓに

ҟͳるϓϩτίルを利用して͍ることが૝ఆ͞れるた

め、ϓϩτίル΍データϑΥーϚッτの૬ޓม׵が必要

とͳる。この 2఺の要݅をຬたしͭͭ、開発の༰қੑ

をߴめるため、$JUZ'FEFS はΦーϓϯιーειϑτ΢Σ

ΞのNPEF�3ED 活用したઃܭ・実૷を行った。

ͳお、ࣾ ձঢ়گにԠ͡たεϚーτγςΟの૬ޓ઀続を、

本実ূ実ݧでは「ϓϩグϥϚϒル・ϑΣデϨーγϣϯ」

とݺͼ、「ࡂ害࣌෺ྲྀࢧԉγφϦΦ」、「人ྲྀデータ࿈ܞ

γφϦΦ」で $JUZ'FEFS の༗ޮੑをূݕ。$JUZ'FEFS サ

ーバー、౦ژ౎ࢢOS（'I8A3E）、໊ OS（SZOFSFY）ࢢ԰౎ݹ

のͭࡾのγεςϜの࿈ܞでは、౦ژ౎ࢢOS ಺データ΁

のಈతͳΞΫηε権มߋ΍໊ݹ԰౎ࢢOSଆのデータの

ड৴・ՄࢹԽがୡ成できることを֬認した。

（3）  ҟछシステム࿈ܞʹΑΔ都ࢢサービス広Ҭ化
দ広Ҭߴ） � ๷ࡂ）ͱෳ਺都ࢢ間ͷデータ࿈

ͷ࣮ূܞ
�ʣۀࣄ者

೔本ిࣜגؾձࣾ。

�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

ҟにඋ͑、複਺࣏ࣗମのڻ害のࡂҬで発ੜするࣗવ޿

๷ऀ܎ؔࡂがॅຽの҆全をकるために必要ͳ৘報をਝ଎

にڞ༗できる IP5 を行ݧ௨ϓϥッτϑΥーϜのಈ作実ڞ

った。த֩౎ࢢのߴদࢢとۙྡ࣏ࣗମである؍Իࢢࣉお

Αͼҁ઒ொが、طଘの๷ࡂγεςϜとަ௨・ؾ৅ͳͲの

ҟछγεςϜの࿈ܞを௨͡てಈ作を֬認した。

国ࡍ௨৴ඪ४֨نのAPI であるN(SI（NFYU�(FOFSBUJPO�

SFSWJDF�IOUFSGBDFT）を࠾用してҟछデータをѻうデータ

ߴ」、઀続した݁果ޓし、ҟͳるγεςϜを૬׵にมࣜܗ

দ޿Ҭ๷ࡂμッγϡϘーυ」΍「Տ઒ਫҐ෼ੳ」にお͍

て、֤࣏ࣗମの๷ࡂ୲౰ऀが8FC ্でࡂ害৘報をਝ଎

にڞ༗できた。

また、N(SI を࠾用したҟͳる౎ࢢ OS ΁の૬ޓ઀続

に͍ͭても、μッγϡϘーυ্΁の৘報දࣔにΑり֬認。

利用Մೳͳデータ΍サービεΞϓϦέーγϣϯをѻう࠶

。したূݕ作し、ಈ作をࢼを「௨サービεΧタϩグڞ」

（4）  ຽ間ࣄ業ऀؚΉ都ࢢ಺ͷҟͳΔシステム࿈ܞ
ʹΑΔ෼໺ԣஅサービスͷ࣮ূ研究

�ʣۀࣄ者

೔本ిࣜגؾձࣾ。

�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

౎ࢢOS と複਺のຽ間γεςϜとの࿈ܞを実ূするこ

とを໨తに、෋ࢢࢁが੔උしたεϚーτγςΟਪਐ基盤

Ҭ۠ॅډ） �8ˋをΧバーした -P3B8AN・データྲྀ௨基

盤サービε 'I8A3E）を活用し、API をհして施ઃ・ళ

ฮͳͲの৘報をఏڙする͙るͳͼγεςϜ΍ $ZDMPDJUZ

（γΣΞサイΫルγεςϜ）、δϣルμϯࣜגձࣾのܦ࿏

γεςϜと઀続。ώΞϦϯグௐࠪͳͲも実施し、෼ࡧݕ

໺間ԣ断サービεの実ݱを໨ࢦした。

ͦの݁果、Ξηッτ૚（మಓ࣌ࠁද৘報のҧ͍）、デ

ータ࿈ܞ૚（࿈ܞෆ଍）、データ૚（ࢀՃళฮͳͲのෆ଍）
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ͳͲの՝୊が໌らかにͳった。

また、෋ࢢࢁで構ஙしたサービεをߴদࢢにԣల開す

るূݕを行ったとこΖʢਤ ��ʣ、データのෆ଍・ෆ開 ・ࣔ

ෆ౷一ͳͲの՝୊が͑ݟてきた。ͦのվળ施ࡦとして、

データϑΥーϚッτのڞ௨Խ、API で࿈ܞՄೳͳຽ間γ

εςϜの利用にΑって、ԣల開࣌に、新ن開発࣌とൺֱ

して໿ 80ˋの開発期間の୹ॖ、開発޻਺のݮ࡟が実ݱ

できた。

AI、͚޲業ऀࣄ関࿈サービスޫ؍  （5） 活用ߴܕ
度データ共༗化ϓラットフォームͷ研究開
発・࣮ূ

�ʣۀࣄ者

ձࣾࣜג +5#。

�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

産業の活ੑԽがਐめられて͍るが、தখサービεޫ؍

Ӧし、必要ͳデܦ業ऀは஝ੵ͞れたϊ΢ϋ΢をもとにࣄ

ータの஝ੵもͳ͍ため、ܹٸͳ࣌୅のมԽ΁のରԠがで

きͣ、データ෼ੳをもとにల開するେا業にԡ͞れܦӦ

はਰୀ޲܏にある。

ͦこで、॓ധ実੷・༧໿データͳͲؔޫ؍࿈のデータ

を全国ن໛でఏڙする「ޫ؍༧報ϓϥッτϑΥーϜ」に、

業ऀࣄにؔΘるϦΞルタイϜデータ、おΑͼଟ༷ͳޫ؍

がอ༗するデータを஝ੵした。͞らには、AI を૊Έࠐ

Μͩۙະདྷのध要༧ଌデータをਪܭ・ఏڙする「ߴ度デ

ータڞ༗ԽϓϥッτϑΥーϜ」を構ங。ਆಸ઒ݝ౬Տݪ

ொ、ࡾॏݝҏ੎ࢢ、௕໺ݝനഅଜ、ԭೄݝԭೄࢢにお͍

て、開発したࢼ行൛γεςϜの利用を௨͡て、γεςϜ

をΑり利用ऀχーζにଈしたものとするҙ׵ަݟを複਺

ճにΘたって実施した。

നഅエϦΞの実ূ実ݧでは、「ߴ度データڞ༗Խϓϥ

ッτϑΥーϜ」を構ஙし、ͦの݁果をώΞϦϯグするこ

とで、࢖用ྉ΍՝୊ͳͲを໌らかにできたʢਤ ��ʣ。

（6）  スϚートウエルωスシティ࣮܎ʹݱΔ࣮ূ研
究

�ʣۀࣄ者

ձࣾͭ͘͹΢エルࣜג、総合研究ॴܭઃݐձࣾ೔ࣜג

ネεϦサーν、༗ݶ੹೚؂ࠪ法人τーϚπ。

�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

をର৅としてࢢຈࡳ I$5 施߁݈・ࡦ施ࡦ・౎ͮ͘ࢢり

施ࡦを࿈ಈͤ͞、ूੵੑの͍ߴ೐Θ͍のある౎৺ͮ͘り

と、ެަڞ௨とెาにΑるҠಈをத৺とした݈߁తͳ౎

ੜ活をՄೳにする「΢エルネεˍ΢ΥーΧϒルͳίϯࢢ

ύΫτγςΟ」の実ݱを໨ࢦし、「εϚーτ݈޾ϙイϯ

τγεςϜ」、「԰಺֎γーϜϨε人ྲྀܭଌγεςϜの開

౎04ࢢ
෋ࢢࢁσータྲྀ௨ج൫αーϏεʢ'*8"3&ʣ

௨ަڞެ
Ґஔ৘ใ表ࣔ

ళฮイベント
৘ใ表ࣔ

प༡ルート表ࣔ
ަ௨ࡧݕ表ࣔ

౎04ࢢ
൫αーϏεʢ'*8"3&ʣجσータྲྀ௨ࢢদߴ

͓໾ཱͪ
৘ใ表ࣔ

ళฮイベント
৘ใ表ࣔ

प༡ルート表ࣔ
ަ௨ࡧݕ表ࣔ

ਤ ��　෋͔ࢢࢁΒߴদࢢ΁の࣮ূʹ͓͚ΔαーϏεల開イϝージ
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εϚートγςΟΞーΩςΫνϟߏங
εϚートγςΟ等෼໺ʹ͓͍ͯɺ෼໺・企ۀԣ断の૬ޓ࿈ܞ等ΛՄೳͱ͢ΔΞーΩςΫνϟのߏங

発」、「ビッグデータを活用したεϚーτ・ϓϥϯχϯグ

手法」を開発した。また、ͦのޮ果をূݕするイϕϯτ

ͳͲを実施した。

͞らには、εϚーτ΢エルネεγςΟの実ݱに必要ͳ

ϙイϯτからಘられる֤छビッグデータをεϚー޾݈

τ・ϓϥϯχϯグに活用するために、データϑΥーϚッ

τのఆٛとデータϕーεを構ஙした。

（7）  スϚートシティʹ͓͚Δパーソφルデータͱ
産業データͷデータऔҾࢢ৔ʹΑΔ共༗基盤
ͷ࣮ূ

�ʣۀࣄ者

エϒϦηϯεδϟύϯࣜגձࣾ、ιϑτバϯΫࣜגձ

ࣾ、೔మιϦϡーγϣϯζࣜגձࣾ。

�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

εϚーτγςΟにお͍ては、ࢢຽの͞ま͟まͳ活ಈに

ඥͮ͘データ（ύーιφルデータ）と、産業のॾ活ಈに

Αってੜ成͞れるデータ（産業データ）がଘࡏして͍る。

ύーιφルデータと産業データの૒ํにお͍て、࣌ʑ

にࣔす「ϦΞルタイϜデ໌ࠀʑとมԽするࣾձの࢟をࠁ

ータ」と、一ఆ期間・ྔのूੵޙに౷ܭ・ղੳすること

で෇ՃՁ஋がੜ͡る「஝ੵܕデータ」があり、ͦれらが

$PS（$ZCFS�PIZTJDBM�SZTUFN）্にࡏࢄして͍る。

ここでは産業データとして、੺๧にՃໍするܰ՟෺ӡ

ૹ業をӦΉݸ人ࣄ業ओの「ՙࡹき」にண໨し、データऩ ・ू

Ճํ޻法のϓϩτタイϓϞデルの構ங、ҟ෼໺かͭ౎ࢢ

͝とのデータのऩू・ௐୡ・活用をするため、国ࡍ௨৴

ඪ४֨نの API である N(SI（NFYU�(FOFSBUJPO�SFSWJDF�

IOUFSGBDFT）にରԠしたデータ取Ҿࢢ৔の開発ͳͲを行

った。͞らには、データ取Ҿࢢ৔を利用したデータのఏ

のมԽに合ࢢೖにお͚る՝୊੔ཧ、౎ߪ・޻෼ੳՃ・ڙ

Θͤたྲྀग़ೖデータมಈに͍ͭても、ΞイデΞιϯを行

ਤ ��　നഅΤϦΞの࣮ূ

˔࣮ূͰの࣮ࢪ内容

˔࣮ূ෩ܠ
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͍、౎ࢢ開発のデータ活用に͍ͭてもূݕした。

ͳお、データに͍ͭては、7BSJFUZ（データのଟ༷ੑ）、

7PMVNF（データྔ）、7FMPDJUZ（データੜ成଎度・ස度）

の「ビッグデータの �ͭの 7」の֓೦をߟࢀに、ं྆

のҐஔ৘報（Ґஔ、ํ֯、Ճ଎度ͳͲ）とυϥイバーの

ੜମ৘報（Ґஔ、า਺、৺ഥ਺ͳͲ）のϦΞルタイϜデ

ータ΍、�0Nϝッγϡの ID ͳͲ஝ੵܕデータをՃ޻し

て͍る。データՃ޻のਪਐイϝーδをਤ ��にࣔす。デ

ータ取Ҿの̏ܕۃϞデルはਤ ��のとおりである。これ

らのビδネεϞデル૑ग़にあたっての、՝୊（法੔උ）、

εϚーτγςΟのΞーΩςΫνϟ構ங΁のϑΟーυバッ

ΫͳͲを、201� 年度成果報告書にまとめて͍る。

（8）  ෼໺ԣஅʹΑΔ՝୊ղܾܕデジタルスϚート
シティͷ࣮ݱͱෳ਺都ࢢ間ͷデータ࿈ܞʹ関
͢Δ࣮ূ研究

�ʣۀࣄ者

。ձࣾࣜגඋอোܯ総合研究ॴ、૰合ܭઃݐձࣾ೔ࣜג

データ選定
サイクル

0Kʂ

0Kʂ

ٻཁ༷࢓
加工
サイクル

テーラリングデータͷ作成

ਤ ��　σータ加޻のਪਐイϝージ

データ

ରՁ

データ
ఏऀڙ

データ
利用ऀ

データ

ରՁ

データ
ఏऀڙ

データ

ରՁ

データ
利用ऀ

データ
औҾࢢ৔

ӡӦࣄ業ऀ

ਤ ��　σータऔҾʹ͓͚Δ̏ܕۃϞσル



1894*Pୈظ�ʮϏοάσータ・"*Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯڀݚ成果ใࠂॻʢ����年౓ʵ����年౓ʣ

ε
Ϛ
ồ
τ
γ
ς
ỹ
等
෼
໺
ʹ
͓
͍
ͯ
、෼
໺
・
ا
ۀ
ԣ
அ
ͷ
૬
ޓ
࿈
ܞ
等
Λ
Մ
ೳ
ͱ
͢
Δ
Ξ
ồ
Ω
ς
Ϋ
ν
Ỿ
ͷ
ߏ
ங

εϚートγςΟΞーΩςΫνϟߏங
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�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

೔本の஍ํ౎ࢢが๊͑るڞ༗՝୊、人ݮޱগとྸߴԽ

のղܾに͚޲、ऩूデータをՃݹ઒ࢢεϚーτγςΟ

ࢢ઒ݹ৘報基盤（'I8A3E）に஝ੵした্で、「Ճ͚޲

Φーϓϯデータ API」を活用して、「࣍ੈ୅ݟकりサー

ビεのల開」、「AI ・たデータऩू͚޲行ಈ෼ੳにऀྸߴ

利活用」、「εϚーτอҭԂ」、「複਺౎ࢢ間のデータ࿈ܞ

（౎ࢢ OS 間࿈ܞ）」の実ূ研究を実施。ͦの݁果、「AI

たデータऩू・利活用」では認஌͚޲行ಈ෼ੳにऀྸߴ

঱൑ఆ཰ 80ˋ、.$I（ܰ度認஌ো害）൑ఆ཰ �0ˋをୡ

成し、ҟγεςϜ間の࿈ܞを֬認した。「εϚーτอҭԂ」

では、Ϋϩε෼ੳにΑるอҭԂサービεの্޲、อҭ࢜

のಇきํվֵͳͲのޮ果を実ײした。「౎ࢢOS 間࿈ܞ」

では、ऩूデータのデータϕーεԽ、データϑΥーϚッ

τのඪ४࠾用・ڞ௨Խをূݕできた。

ύーιφルデータの実ূ実ݧのࣄ業ऀと、実ূ実ݧ಺

༰に͍ͭて؆୯に঺հする。

（1） 情報ۜߦ間データ࿈ܞͷ࣮ূͱ࡯ߟ
�ʣۀࣄ者

େ೔本ҹࣜג࡮ձࣾ、෋࢜௨ࣜגձࣾ、ࣜגձࣾエψ・

ςΟ・ςΟ・データ。

�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

৘報ۜ行ࣄ業の成௕に൐͍、複਺の৘報ۜ行間に఺ࡏ

するੜ活ऀのύーιφルデータの౷合࿈ܞ΍、サービε

まりが༧ߴ業ऀの活用データの౷合と͍ったχーζのࣄ

૝͞れるが、೔本では৘報ۜ行γεςϜϓϥッτϑΥー

Ϝがଘࡏして͍ͳ͍。

ͦこで「複਺の৘報ۜ行にଘࡏするύーιφルデータ

の౷合࿈ܞ」、「複਺の৘報ۜ行にଘࡏするサービεࣄ業

ऀデータの౷合࿈ܞ」をূݕした。ͦれͧれのϞデルを

ਤ ��、ਤ ��にࣔす。

を౿ま͑「ҟͳる৘報ۜ行γεςϜϓϥッτϑΥه্

ーϜ࿈࣌ܞのԾઆ構ங、ཹҙ఺ݕ౼」ʢਤ ��ʣを実施し

たとこΖ、࣍の࡯ߟ・ఏݴを報告書にまとめた。

w�認ূ・認Մにؔする利ศੑの্޲

w�利用ن໿等΁のಉҙํࣜにؔして

w�データ࿈ܞにؔするڞ௨༷࢓のࡦఆ

w�τϨーサビϦςΟにΑるύーιφルデータ࿈ܞにରす

るੜ活ऀのෆ҆ײ௿ݮ

w�ੜ活ऀओ権ܕデータྲྀ௨ࣾձの実ݱ

ྫ͑͹、「利用ن໿ͳͲ΁のಉҙํࣜにؔして」では、

データ࿈ܞઌの৘報ۜ行ଆϓϥイバγーϙϦγー΍利用

໿΁のಉҙが必要とͳるが、ੜ活ऀがͦれら全てをಡن

ΈࠐΜ্ͩで಺༰をཧղし、ಉҙを行うとは͑ߟに͍͘

と͍う໰୊఺が͛ڍられる。「ੜ活ऀओ権ܕデータྲྀ௨

ࣾձの実ݱ」では、ੜ活ऀからのಉҙ取ফ΍データফڈ

ґཔ、ୀձͳͲに൐う৘報ۜ行間、おΑͼサービεࣄ業

ऀ΁のରԠルール੔උがٻめられる。

ͳお、ࠓճのಉҙઃఆ΍ύーιφルデータ利用࣌のূ

੻にؔしては、ϒϩッΫνΣーϯを用͍て͍る。複਺৘

報ۜ行間でデータ࿈ܞしてサービεをఏڙするࡍ、ίε

τをか͚て֤৘報ۜ行が୯ಠでূ੻৘報の৴པੑを্޲

ͤ͞るのではͳ͘、ൺֱత௿ίετで実૷Մೳͳϒϩッ

ΫνΣーϯにΑる෼ࢄ୆ா技術を用͍たূ੻վ͟Μରࡦ

が༗ޮと͑ߟる。

͚޲ʹ఺Ͱͷ医療データ利活用ͷଅ進ى人ݸ  （2）
た「医療൛」情報ۜߦアーΩテクチャͷ࣮ূ
研究

�ʣۀࣄ者

国立େֶ法人େࡕେֶ。

�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

I$5 のීٴにΑり、ैདྷはࢴにه࿥͞れて͍た਍ྍه

࿥΍݈਍݁果のిࢠԽがਐΜで͍るが、ҩྍデータྲྀ௨

サービεの੔උは͍まͩ発ల్্である。

本研究では、「ҩྍ൛」৘報ۜ行（ҩྍ৘報ۜ行とݺͿ）

のΞーΩςΫνϟをఏࣔすることを໨తとして、「ҩྍ

データ利用サービεの಺༰に͍ͭてのௐࠪ」、「ҩྍ機ؔ

からҩྍデータを֎部にग़ྗするࡍの՝୊の੔ཧ」、「ҩ

ྍデータを֎部にग़ྗするࡍのҩྍデータඪ४Խのݕ

౼」、「ϔルεサービεࣄ業ऀとの࿈ܞにؔするௐࠪおΑ

ͼ࿈ܞの実ূ」、「ҩྍデータ利用サービε全ମのビδネ

εϞデルのݕ౼」、「法ྩ・法ྩ্のద合ੑを୲อするҩ

ྍ৘報ۜ行ࣄ業のӡ用のありํのݕ౼」を実施。一部は

େࡕେֶපӃで実ূを行͍、ऀױからのҙݟをௌ取した。

全ମのΞーΩςΫνϟはਤ ��のとおりである。

ҩྍ機ؔ಺のిࢠΧルςを EMFDUSPOJD�.FEJDBM�3FDPSE

（E.3）とݺͿのにରし、ҩྍ機ؔがڞ༗するࣜܗのも

のは EMFDUSPOJD�)FBMUI�3FDPSE（E)3）とݺ͹れ、ੈք

パーソφルデータ࣮ূ࣮6ݧ
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" ৘ใۜ行ʹ
ΞΧ΢ントΛ࣋ͭタϩ΢͞Μ

"৘ใۜ行

情報ۜߦシステム
ϓラットフォーム 9

" ৘ใۜ行のタϩ΢͞Μの
ύーιφルσータΛ࿈ܞ

αーϏεۀࣄ者

#৘ใۜ行

PDS PDS

ਤ ��　ύーιφルσータ౷߹࿈ܞのϞσル

αーϏεۀࣄ者

αーϏεۀࣄ者

C৘ใۜ行

情報ۜߦシステム
ϓラットフォーム :

αーϏεۀࣄ者

%৘ใۜ行

ਤ ��　αーϏεۀࣄ者׆༻σータの֫ੑ׵ޓಘのϞσル

C・%৘ใۜ行ʹΞΧ΢ントΛ࣋ͭαーϏεۀࣄ者̣ࣾ͞Μ

C৘ใۜ行ͱ̙৘ใۜ行の
αーϏεྖҬσータΛ࿈׆ͯ͠ܞ༻

ਤ ��　৘ใۜ行γεςϜϓϥοトϑΥーϜؒ࿈ܞのϞσル

ੜ׆者ɺαーϏεۀࣄ者͸
৘ใۜ行ϓϥοトϑΥーϜʹؔΘΒͣɺ
৘ใۜ行の૬׆ޓ༻͕Ͱ͖Δ

#৘ใۜ行"৘ใۜ行 %৘ใۜ行C৘ใۜ行

情報ۜߦシステムϓラットフォーム 9

研究テーϚᶃ

研究テーϚᶅ

研究テーϚᶄ

情報ۜߦシステムϓラットフォーム :

PDS

PDS PDS PDS PDS

PDS
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εϚートγςΟΞーΩςΫνϟߏங
εϚートγςΟ等෼໺ʹ͓͍ͯɺ෼໺・企ۀԣ断の૬ޓ࿈ܞ等ΛՄೳͱ͢ΔΞーΩςΫνϟのߏங

でଟ͘の取り૊Έが͞れて͍る。೔本では、஍Ҭのҩྍ

機ؔがྗڠして、஍Ҭҩྍ࿈ܞγεςϜをӡ用して͍る

がଟ͍。8FCྫࣄ 技術をԠ用し、֤පӃのిࢠΧルς

を΄かのҩྍ機ؔからӾཡͤ͞る࢓૊Έとͳっており、

ηϯターଆにେきͳγεςϜがෆ要である఺で、೔本の

ঢ়گに合ったγεςϜ構成とͳって͍る。このγεςϜ

は、ऀױがҩྍ機ؔをసӃしたࡍͳͲで、஍Ҭのதでҩ

ྍ機ؔが࿈ܞする৔合に༗ޮである。一ํ、ऀױがసډ

した৔合΍ཱྀ行ઌでのड਍、͞らにはઌఱੑ࣬ױ΍ຫੑ

。࿥の作成にはରԠできͳ͍هのੜ֔のҩྍױ࣬

一ํ、๺ԤͳͲでӡ用͞れて͍る E)3 はதԝにେき

ͳサーバーをஔ͘タイϓのものであり、E)3 の؅ཧ૊

৫がデータ؅ཧを行って͍る。このデータの一部はױ

ऀがӾཡすることをՄೳとし、PFSTPOBM�)FBMUI�3FDPSE

（P)3）の機ೳを݉Ͷඋ͑て͍る。これにରして、೔本

でීٴして͍る஍Ҭҩྍ࿈ܞγεςϜ（E)3）では、η

ϯターにେきͳサーバーを࣋ͭ構成ではͳ͍こと΍、ҩ

ྍ機ؔがデータを؅ཧするίϯηϓτで構ங͞れて͍

ることから、これを P)3に֦ுͤ͞ることはできͳ͍。

このため、೔本にお͍ては E)3と P)3の૒ํを立্ͪ

ܞ༗では஍Ҭ࿈ڞのҩྍデータのࡍがసӃするऀױ、͛

γεςϜ（E)3）をద用ͤ͞、ຫੑ࣬ױ΍発作ੑ࣬ױの

ҩྍデータの؅ཧには P)3 をద用ͤ͞、྆ऀが૒ํの

ܽ఺をิうܗをとる構成がྑ͍と͑ߟる。

また、ిࢠΧルςγεςϜは֤ϕϯμーがಠࣗのઃܭ

で開発したγεςϜであり、データϕーεの構଄はϕϯ

μー͝とにҟͳる。͞らに、ༀ΍ࠪݕにؔΘるγεςϜ

は、ΦーμーエϯτϦγεςϜのときからܧ続して࢖Θ

れてきており、これらで࢖Θれて͍るίーυは、֤පӃ

が࠾൪したϋ΢είーυである。ࡏݱ、)-� がੈքの

ҩྍ৘報のඪ४Խのਪਐを୲うஂମとして活ಈをしてお

り、201� 年には、)-��')I3 がϦϦーε͞れた。')I3

はこれまでのඪ४֨نのํ͑ߟをม͑て8FC�API ΍

3ES5 を取りೖれ、γεςϜ構ஙのし΍す͞をॏࢹした。

データは9.-または +SONでද͞ݱれる。')I3 のίϯ

ηϓτがੈքతに͞ײ޷れ、ੈքதに一ؾに޿がってお

り、バーδϣϯがߋ新͞れてࡏݱ 3FMFBTF�� とͳって͍

る。ޙࠓのҩྍ৘報のඪ४֨نは、')I3 に౷合͞れて

͍͘ものとࢥΘれる。

成果報告書では、ҩྍデータྲྀ௨サービεのεςーΫ

ϗルμーとͦの間の法తͳؔܖ、܎໿తͳؔ܎（ద用͞

れるݸ人৘報のอޢに܎る法ྩは、ຽ間部໳とެత部໳

でҟͳる）、ビδネεϞデルԽ、ޙࠓのਐめํに͍ͭて

も成果をまとめて͍る。

（3）  ੜମೝূ（إ特௃量）データͷࣄ業ऀ間࿈ܞ
ʹ関͢ΔアーΩテクチャ࣮ূ研究

�ʣۀࣄ者

೔本ిࣜגؾձࣾ。

ϔルεαーϏεఏۀࣄڙ者

健康サービス企業

生命保険会社

Ұ࣍ར༻ۀࣄ者

病院

クリニック

自治体健診機関

ೋ࣍ۀࣄ༺׆者

研究機関

製薬企業

医療機器関連企業

a）アカウント
    作成

c）データ
    Ӿ覧

d）データ
    入力

f）ヘルスサービス
   データ利用

e）データӾ覧
   （一次利用）

b）データ送信

g）ヘルスサービス提供

h）二次活用

薬局

介護施設

ਓݸ

ҩྍ৘ใۜ行 i）データ
   移動

ਤ ��　ҩྍσータྲྀ௨αーϏεのશ体૾
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�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

ੜମ認ূ（إ認ূ）のԣ断త活用に͚޲た、複਺ࣄ業

ऀにΑる ID ࿈ܞにؔする実ূを࿨Վݝࢁೆلന඿エϦ

Ξにお͍て実施した。ࣄ業ऀが஫ҙす΂きྀߟ要ૉ、ID

࿈ܞルールの੔උ΍技術のඪ४Խのための必要߲໨ݕ౼

ͳͲを成果としてまとめて͍る。

実ূの݁果、إ認ূのෛのイϝーδの෷১に͍ͭては、

τϥϒル発ੜޙのิঈ΍৘報࿙ӮϦεΫのܰݮରԠと、

ࣗ਎で利用するかʗ࡟除するかをબ୒できるίϯτϩー

ルが༗ޮであることͳͲが෼かった。

またإ৘報を複਺ࣄ業ऀ間で࿈ܞする৔合に、一ൠత

ͳ認ূ࿈ܞϑϩーがద用でき、国ࡍඪ४Խ͞れて͍るੜ

ମ৘報อޢの技術にΑって、一ఆఔ度҆全に؅ཧ͞れる

ことが෼かった。

報告書では、ϔルγϯΩએݴ、OE$D の AI にؔする

ཧࣄձק告、一ൠデータอنޢଇ（(DP3）、E6ྩࢦ࡯ܯ、

ϫγϯτϯभੜମࣝผࢠ法、ݸ人৘報อޢ法、๷൜Χϝ

ϥ৚ྫͳͲ ��݅の֤ൣيに͍ͭて、֓要、国಺֎のإ

র合とのؔ࿈ੑ、ࣥ行ੑに͍ͭてϨϙーτして͍る。ͦ

して、إ認ূ技術を࢖ったサービεを開発するࣄ業ऀが

஫ҙす΂きྀߟ要ૉをநग़し、ࣄ業ऀが९कす΂き行ಈ

ʢਤ「ଇ（Ҋ）ݪর合技術のదਖ਼利用إ」਑ࢦ ��ʣとし

てまとめて͍る。

（4）  ԣ඿スタジアムをத৺ͱしたߦಈデータ利活
用ͷアーΩテクチャʹ関͢Δ࣮ূ研究

�ʣۀࣄ者

,DDI 。ձࣾࣜג

�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

ਤ ଇʢҊʣݪ༺র߹ٕज़のదਖ਼རإ　��

ʻإর߹ٕज़のదਖ਼ར༻ݪଇʢҊʣのҰ෦ൈਮʼ

���৘ใܾࣗݾఆのݪଇ（参照：自ݾ情報コントロール権、EU ビデオ機器ガイドライン等）
・ 事業者は、利用者による情報自ݾ決定権の行使を現実に可能にするためのユーザ・インターフェースの設計・実装を目指

す。例えば、Ҏ下の事߲の実現が考えられる。
・ 利用者が、サービスの具体的な範ғ（本人確認情報の連携先等）を自由に選択できること
・ 利用者が、一般的に本人確認サービスに同意していたとしても、文脈や状況に応じて同サービスの利用を一時的にڋ൱で

きること（利用者の好むタイミングで連携する場合としない場合を選択できること）
・ 利用者が、本人確認情報に連携（紐෇け）されている属性情報や本人確認等の履歴を確認でき、いつでも連携を解আでき

ること（本人が知らないなかでネガティブ情報が不当に拡散することをよって生じるスティグマ化・ᖻ印化を防止するこ
と）

・ 利用者が、自ݾの本人確認情報が漏えいした場合などに、本人確認情報そのものの登録を解আし、再登録できること
・ 事業者は、利用者の顔情報を取得する際に、利便性だけではなくリスクを含めたわかりやすい説明を行うとともに、明確

な本人同意を取得する（インフォームド・コンセント）。なお、事業者が利用目的を類型化し、アイコン化することなど
により、利用者に利用目的が一見してわかるように表示することも考えられる。

���࣮ޮతͳࡁٹのݪଇ（参照：ビジネスと人権に関する指導原則、消費者基本法等）
・ 事業者は、ޡ認証、他人受け入れ等により利用者にඃ害を与え得ることを理解し、利用者からのۤ情相談対応窓口の設置

など、利用者への回復ા置や補償を含む実効的な救済を行うための体制を整備する。
・ 事業者は、利用者が本人確認情報に連携（紐෇け）されている属性情報や本人確認等の履歴を確認でき、いつでも連携を

解আできるようにする（本人が知らないなかでネガティブ情報が不当に拡散することによって生じるスティグマ化・ᖻ印
化を防止すること）。

・ 事業者は、実効的な救済のために、ܖ約等により事業者間（システム提供者とシステム利用者間等）での੹任の所在を明
確にする。

���୅ସखஈのఏڙのݪଇ（参照：EU ビデオ機器ガイドライン、NICT 調査報告書、国交省 ONE-ID ガイドブック等）
・ 事業者は、顔照合を望まない利用者向けに、顔照合技術を利用せずに、従来通りのサービスを受けられる方法を提供する。

���ར༻໨తのݶఆのݪଇ（参照：国交省 ONE-ID ガイドブック等）
・ 事業者は、予め定めた利用目的に限定して利用者の顔情報を利用する。例え、事後的に新たなニーズが生じた場合でも、

安қな拡張や変更は行わない（複合目的の回ආ）。

���҆શ؅ཧのݪଇ（参照：技術論点検討 WG による実施報告書等）
・ 事業者は、顔情報がパスワード等と異なり基本的に変更できない特性をもつことにؑみ、暗号化や非保持化等のセキュリ

ティ対策や、第三者による情報セキュリティ監査等を実施する。また、生体情報保護の機能等を用いた安全管理を行うこ
とを検討する。
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εϚートγςΟΞーΩςΫνϟߏங
εϚートγςΟ等෼໺ʹ͓͍ͯɺ෼໺・企ۀԣ断の૬ޓ࿈ܞ等ΛՄೳͱ͢ΔΞーΩςΫνϟのߏங

ਆಸ઒ݝԣ඿ࢢの౎ࢢ・஍ҬのϥϯυϚーΫである

「ԣ඿εタδΞϜ」、おΑͼಉεタδΞϜをத৺とした൒

ܘ 1LNҎ಺のエϦΞ（ؔ಺、ҏ੎࡚ொ、ݩொ・த՚֗）

で実ূ実ݧを実施した。ࡁܦ活ಈをଅਐするର৅として、

デδタルサイネーδදࣔ΍Ϋーϙϯ഑৴、デδタル޿告

おΑͼ A3اը（ΞーΩςΫνϟにお͚る機ೳ૚）を用

͍、དྷ৔લʙԣ඿εタδΞϜ಺ʙདྷ৔ޙの֤ターϜにお

͍てͦれͧれద੾ͳタッνϙイϯτでのདྷ৔ऀίϛϡχ

έーγϣϯを行って、ԣ඿εタδΞϜ಺またはपลエϦ

Ξの঎業施ઃのମ্޲ݧおΑͼߪങ行ಈの活ੑԽのূݕ

を実施。ͦの݁果、利用ऀのಉҙ取ಘ、ྗڠళฮとの取

Ҿ、ओ要εςーΫϗルμー΁のϑΟーυバッΫを௨͡て、

ඪ४Խ（ରྗڠళฮͳͲ）΍εςーΫϗルμーとの௕期

తͳؔ܎構ஙに͚޲た、ΞーΩςΫνϟのありํの۩ମ

Խがޙࠓの՝୊であることが෼かった。

（5）  トラストサービスʹ関͢ΔアーΩテクチャͱ
しͯͷ共通 API ఆͱͦͷ༗ޮੑʹ関͢ࡦ༷࢓
Δ࣮ূ研究

�ʣۀࣄ者

ηίϜτϥετγεςϜζࣜגձࣾ、ηイίーιϦϡ

ーγϣϯζࣜגձࣾ

�ʣ࣮ 内容ݧ࣮ূ

SPDJFUZ���0 の実ݱには、ύーιφルデータ෼໺ͳͲ

のΞϓϦέーγϣϯサービεは、データの作成ऀ΍ΞΫ

ηεऀを֬実に認ূ、認Մし、ྲྀ௨データのਅਖ਼ੑを୲

อする必要がある。ͦのためには、ిࢠॺ໊΍タイϜε

タϯϓͳͲのτϥετサービεの利用が༗ޮͩが、τϥ

ετサービεࣄ業ऀ͝とに API ΍Ϣーβー認ূの༷࢓

がҟͳるため、֤ΞϓϦέーγϣϯଆにとって͞ま͟ま

ͳτϥετサービεと࿈ܞし΍す͍ڥ؀が੔って͍ると

は͍͑ͳ͍。

ͦのため、国ࡍ࿈ܞをྀߟしඪ४Խをݟਾ͑たτϥε

τサービεڞ௨ API の༷࢓ௐࠪ΍࢓ （༷要༷࢓ٻ）ࡦఆ、

基本ઃܭ（֎部༷࢓）、ඪ४Խをূݕした。

௨ڞ API ఆするにあたって、ビδネεで利ࡦを༷࢓

用͞れるγーϯを૝ఆするために、ࣗવ人ではͳ͘૊৫

から発行͞れる৘報のਖ਼౰ੑを֬認できるి໌ূࢠ書で

は、国ࡍతに利用できるϓϩϑΝイルとしてすでに実૷

͞れて͍る、E6での実ଶௐࠪおΑͼ本ϓϩδΣΫτで

の実ূ用の༷࢓（Fγール）がある。

API の༷࢓ௐࠪでは、υイπ、イタϦΞ、ϙーϥϯυ、

ϋϯΨϦーで、ిࢠイϯϘイε͚޲の Fγールをఏڙし

て͍る 5SVTU�SFSWJDF�PSPWJEFS（5SP）に͍ͭて、ӡ用の

実ଶ΍४ڌして͍るඪ४技術、実施法ͳͲのݱ஍ௐࠪを

行った。

ϑϥϯε、ϕルギー、ルΫηϯϒルΫでは、ڞ௨ API

のඪ४Խとして $MPVE�SJHOBUVSF�$POTPSUJVN の API ΁

の౷合に͍ͭてҙ׵ަݟを行͍、E6ඪ४Խஂମである

E5SI�ESI のఆ期ϛーςΟϯグͳͲにࢀՃし、೔ E6τϥ

ετサービε૬ޓ認ূに͚޲た活ಈに͍ͭてҙ׵ަݟを

行った。

Ҏ্を౿ま͑、利用ऀ認ূ、ϦϞーτॺ໊、Fγール、

タイϜεタϯϓの֤τϥετサービεに͍ͭて、必要と

͞れるڞ௨ API 要༷࢓ٻをࡦఆした。

研究開発の࠷ऴ໨ඪとしては、εϚーτγςΟ෼໺΍

ύーιφルデータ෼໺にお͚る国಺֎ؔ࿈ࣄ業の੔ཧ・

構଄ԽおΑͼ実ূࣄ業を௨͡て、౎ࢢOS ઃܭ΍国ࡍඪ

४Խ、෼໺・ا業ԣ断のデータ࿈ܞͳͲにࢿするΞーΩ

ςΫνϟを構ஙすることを໨ࢦして͍る。ͦのΞーΩς

Ϋνϟに基ͮき、׭ຽのؔऀ܎がڞ௨のํݟ・ཧղを౿

ま͑、技術開発΍ࣾձ実૷、データ࿈ܞ、国ࡍඪ४Խ、

੍度੔උͳͲをਐめ、εϚーτγςΟの実ݱ΍ύーιφ

ルデータのԁ׈ͳ࿈ܞ・ྲྀ௨をՃ଎ͤ͞た͍と͑ߟて͍

る。

·ͱΊͱޙࠓͷల๬7
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本研究では、これまで技術తにࠔ೉であった、サービ

ε業務தのঢ়گをεタッϑ・٬ސのײ৘までؚめて೺Ѳ

し、ͦれにରॲするεΩルを໌らかにしてࢧԉする、認

஌తイϯタϥΫγϣϯࢧԉ技術を開発することを໨ࢦし

た。͞らに、Ի੠΍ө૾、ςΩετ（発ݴ಺༰）、バイ

タルデータͳͲの複਺のデータを౷合తにֶश・ॲཧす

ることで、ଟ֯తͳ؍఺から઀٬γーϯをࣗಈղੳして

ՄࢹԽするとともに、઀܇٬࿅΍実ݱ৔での઀ࢧ٬ԉを

実ݱする基盤技術を研究開発した。実ݱ৔（サービεݱ

৔）での઀ࢧ٬ԉには٬ސのঢ়ଶをηϯγϯグする必要

があるが、実ݱ৔でηϯサデバイεを૷ணしてମද໘か

らηϯγϯグすることはۃめて೉し͍。ͦのため、٬ސ

のମද໘にରしてඇ઀৮であり、かͭ؆ศにܭଌがՄೳ

ͳηϯサデバイεの開発が必要である。

Ҏ্の՝୊から、ଞのϓϩδΣΫτの࿈ܞとして、ઓ

ུతイϊϕーγϣϯ૑଄ϓϩグϥϜ（SIP）第 2期「ϑ

ΟδΧル空間デδタルデータॲཧ基盤」で開発をਐめて

͍るηϯサデバイεを活用し、実ݱ৔でඇ઀৮・؆ศに

。したࢦ٬のঢ়ଶをηϯγϯグできる手法の構ஙを໨ސ

Ճ͑て、本研究՝୊では٬ސの਎ମಈ作にয఺を౰て、

଍ఈ໘でܭଌՄೳͳ଍ѹ෼෍から਎ମಈ༳ྔをܭଌし、

Ԡ用Մೳੑをݕ౼することを໨తとした。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2018 年度ʙ 2022 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
�ʣ઀٬Ԡରதの٬ސの଍ѹ෼෍ܭଌख法のݕ౼

実ऀྗڠݧの଍ѹ෼෍をද৘データ΍Ի੠データと࣌

ଌするために、ϑΟδΧル空間デδタルデܭಉ期してࠁ

ータॲཧ基盤のϓϩδΣΫτで開発をਐめたηϯサγー

τをઃஔした。

用したηϯサγーτは、ԣ෯が࢖ճࠓ 800�NN、ॎ

෯が �00�NNͩった。ηϯサγーτは、ബ͍थࢷγー

τ಺に֨ࢠঢ়に഑ྻͤ͞たײѹ部の఍߅஋をεΩϟϯܭ

ଌすることでѹྗの෼෍を取ಘし、ՄࢹԽするものであ

る。֤ײѹ部は、఍߅ບがඍখͳ 2૚のエΞギϟッϓ

をհして޲か͍合͍、ѹྗをड͚ることで઀৮໘ੵがม

Խし、ѹྗにԠ͡たްΈํ޲の఍߅มԽがಘられる。

ಈిѹۦ、ଌ৚݅としてはܭ ����7、サϯϓϦϯグप

೾਺が 10�)[ で 20�8 ఺（�2 ʷ �� の行ྻ）をεΩϟ

ϯܭଌし、A�D ม׵をհして 8ビッτのγϦΞルデー

タをύιίϯにૹ৴する。このデータをܭଌ࣌間෼஝ੵ

し、ύιίϯ্にอଘする。ܭଌޙのデータॲཧとして

は、ಘられたγϦΞルデータを֤ײѹ部のҐஔ৘報に഑

ஔし、ѹྗに४ͣる 0ʙ 2�� までのビッτ஋をׂり౰

てる。͞らに、ઐ用のιϑτ΢ΣΞを活用することにΑ

本研究ͷ໨తͱ࿈ܞʹΑΔ期଴1 期間ͱํ法2ࢪ࣮

˔ઓུతイϊベーγϣン૑଄ϓϩάϥϜʢ4*Pʣୈ ൫ʯͰ開جʮϑΟジΧルۭؒσジタルσータॲཧظ�
発ͨ͠ɺηンασόイεのݱ場׆༻Λݕ౼ͨ͠ɻ

ɻͨ͠౼ݕଌՄೳͳηンασόイεのԠ༻ՄೳੑΛܭʹ٬の体表໘ʹରͯ͠ඇ઀৮Ͱ͋Γɺ͔ͭ؆ศސ˔

国ཱڀݚ開発法ਓٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚ所

ଞͷϓロジΣクトͱͷ࿈ܞ、૬৐ޮ果

՝୊ͱ成果ڀݚ
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՝୊ͱ成果ڀݚ
ଞのϓϩジΣΫトͱの࿈ܞɺ૬৐ޮ果

り、ビッτ஋にԠ͡た৭ௐมԽをͭ͘ることで、ѹྗの

ՄࢹԽがՄೳである。ՄࢹԽしたグϥϑΟΫεを、ಈը

としてอଘすることもՄೳであるʢਤ �ʣ。

͞らに、ಘられた଍ѹ෼෍のデータから、଍ѹத৺

（$PPɿ$FOUFS�PG�PSFTTVSF）の取ಘもՄೳである。$PP

のҠಈي੻をࢉग़することで、٬ސの਎ମಈ༳のਪఆも

Մೳとͳる。

ଞํ、ϚルνϞーμルデータとの౷合したղੳを行う

ため、データ౷合ղੳιϑτ΢ΣΞ（,JOFAOBMZ[FS、Ω

ッηイίϜςッΫࣾ製）を࢖用した。ιϑτ΢ΣΞの活

用で、઀٬データϕーεのために取ಘしたද৘（ಈը）

とಉ期してղੳでき、$PP のҠಈي੻とのଟ֯తͳղੳ

がՄೳにͳる。

本研究では、ϚルνϞーμルਂ૚ֶशに基ͮ͘઀

ਤ �　ηンαγートの֓ཁ

ਤ �　�઀٬σータベーεܭଌڥ؀ʢඃݧ者のཱͪҐஔʹηンαγートΛઃஔʣ

シート状圧力分布センサ

X配線とY配線の間を可変抵抗体がつないでいる状態
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ԉࢧ٬ AI の開発のため、ԋܶऀݧܦにྗڠを͗ڼ、

「઀٬データϕーε」の構ஙをਐめた。この実ݧにお͍

て、実ऀྗڠݧ（ԋܶऀݧܦ）は、઀٬Ԡର৔໘でのސ

٬のײ৘がදग़し΍す͍、تͼ΍ڻき、期଴、ౖり、൵

しΈ、ෆ҆、͞らにχϡーτϥル（շʗෆշঢ়ଶ、֮੧

ਤ �　ϚルνϞーμルσータͱ౷߹ͨ͠ղੳ݁果のҰྫ

ਤ �　�ͭのײ৘มԽのܭଌ݁果のҰྫ
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（a）ニュートラル条件 （b）ポジティブ感情条件 （c）ネガティブ感情条件

ਤ �　଍ѹ෼෍ܭଌ݁果のҰྫ

ʗඇ֮੧ঢ়ଶではͳ͍）の�छྨのײ৘දݱを行った（઀

٬データϕーεܭଌのための実ݧ৚݅ͳͲは、Q�22「Ϛ

ルνϞーμルデータにΑるࣗಈঢ়ଶهड़γεςϜ」をࢀ

র）。

ηϯサγーτは、実ऀྗڠݧの଍ݩにઃஔすることと

し、実ݧதの଍ѹ෼෍おΑͼ$PPのܭଌを行ったʢਤ�ʣ。

（1） ઀٬Ԡରதͷ٬ސͷ଍ѹ෼෍計測
઀٬データϕーεにྗڠしたඃऀݧのうͪ 10໊にର

して、実ݧதに଍ѹ෼෍のܭଌを行った。実࣌ݧのデー

タのܽଛはͳ͘、ιϑτ΢ΣΞでのデータ取ಘは໰୊ͳ

͘行うことができた。また、実ݧऴྃޙにඃऀݧに଍ఈ

ಘΒΕた஌ݟͱ࣮ݱՄೳੑ3
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՝୊ͱ成果ڀݚ
ଞのϓϩジΣΫトͱの࿈ܞɺ૬৐ޮ果

部（ηϯサと઀して͍るときの࢖用ײ）に͍ͭてਘͶた

とこΖ、ҧ࿨ײがͳかったと͍うճ౴をಘた。

ଞํ、݁果の一ྫとして、଍ѹ෼෍のϩーデータʢਤ

�ɺਤ �ʣ、本ղੳ݁果おΑͼ઀٬データϕーεで取ಘし

たײ৘をؚめた࣭తデータʢਤ �ʣを૊Έ合Θͤること

で、ײ৘ϥϕルが෇༩͞れた $PP Ҡಈي੻がղੳでき、

データのҙຯ͚ͮがՄೳにͳると͑ߟられる。

（2） ࣮ ৔Ͱͷӡ用Մೳੑݱ
本研究では、実ݱ৔でのকདྷతͳӡ用をݟਾ͑てのη

ϯサデバイεのӡ用Մೳੑに͍ͭてݕ౼をਐめて͍る。

٬໾のސ಺で౷੍͞れた৚݅でࣨݧでは、実ݧճの実ࠓ

଍ѹ෼෍と $PP をܭଌして͍ることもあるため、デー

タ取ಘが༰қであったʢਤ �ʣ。しかしͳがら、଍ѹ෼

෍΍ $PP のデータ͚ͩでは実ݱ৔でىこって͍ること

の֬認は೉し͘、実ݱ৔でಉ࣌に取ಘするಈը΍Ի੠デ

ータとの࿈ܞしたデータ取ಘが必要にͳると͑ߟられ

る。͞らに、ͦのಉ࣌に取ಘするデータと଍ѹ෼෍΍

$PP データとの࣌ࠁಉ期も必要とͳる。

͞らに、$PP データのҙຯ͚ͮが必要とͳる。ࠓճの

実ݧでは、٬ސ໾のඃऀݧ（໾ऀ）には立ͪҐஔをݻఆ

するܗで実ݧ৚݅をఆめたʢਤ �ʣ。しかしͳがら、実

٬がͦの৔にとͲまると͍うことはސ、৔の৔合にはݱ

গͳ͍ため、ײ৘มԽにΑる $PP のҠಈͳのか、ڥ؀

要ҼのҠಈͳのかが൑断できͳ͍Մೳੑがある。ͦのた

め、ࠓճの実ݧではূݕできͳかった実ݱ৔でのӡ用も

でのデータܗ٬の਎ମಈ作と合Θͤたސ、໺にೖれたࢹ

取ಘがॏ要にͳると͑ߟられる。

ݟ৔でのӡ用をݱのΑうͳ՝୊があるものの、実ه্

ਾ͑てのಉ࣌ऩूγεςϜを構ஙすることͳͲで઀ࢧ٬

ԉが実ݱできると、本ηϯサデバイεの新たͳԠ用Մೳ

ੑが期଴できると͑ߟて͍る。

本研究՝୊では、実ݱ৔での઀ࢧ٬ԉを行うため、ސ

٬のମද໘にରしてඇ઀৮であり、かͭ؆ศにܭଌがՄ

ೳͳ手法を構ஙすることを໨ࢦし、ઓུతイϊϕーγϣ

ϯ૑଄ϓϩグϥϜ（SIP）第 2期「ϑΟδΧル空間デδ

タルデータॲཧ基盤」と࿈ܞをਐめ、開発தのηϯサデ

バイεを活用したূݕ実ݧを実施した。

ͦの݁果から、実ݧ৚݅をݶఆした৔໘での活用Մೳ

ੑはࣔࠦ͞れたが、実ݱ৔ӡ用に͚޲ての࣌間ಉ期ܭଌ

の必要ੑͳͲのকདྷతͳ՝୊もநग़できた。

ըすܭのల๬として、ηϯサデバイεの実ӡ用をޙࠓ

る৔合のө૾΍Ի੠等の΄かのデータとの࣌ࠁಉ期の取

れたಉ࣌ऩूをՄೳとするγεςϜの実ݱを໨ࢦす。こ

のγεςϜが実ݱすることで、ηϯサデバイεでಘられ

るデータのҙຯ͚ͮができ、実ݱ৔での઀٬Ԡରの͞ら

ͳる؍٬Խが期଴できる。

·ͱΊޙࠓͷల๬4

ਤ �　�࣮ ܠଌηοトΞοϓのશܭͰのݧ࣮ূ ਤ ٬のཱͪҐஔ΁のηンαγートのઃஔސ　�



198

ࠃ
ࡍ
࿈
ܞ
ࠃ、
ࡍ
ن
֨
Խ

˔4*P αイόーۭؒのڀݚ成果のࣾ会࣮૷Λਪਐ͢ΔͨΊɺルール੔උΛઓུతʹਪਐͨ͠ɻ

˔෼໺ؒσータ࿈ܞの成果Ͱ͋Δ C"%%& ίωΫタٕज़͸ɺҰൠࣾஂ法ਓσータࣾ会ਪਐٞڠ会ʢ%4"ʣ
ͱ࿈͠ܞඪ४ԽΛਪਐͨ͠ɻ

ʮ̝ώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯのհޢ෼໺Ͱ͸ɺ%PCʢ%PDUPS�UP�PBUJFOU�XJUI�CBSF���
/VSTFʣ࣮ݱの法վਖ਼の׆ಈΛਐΊͨɻ

ʮ̝ώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯの普及ʹ͚ͯ޲ *40�TC���� Ͱ׆ಈ͠ɺ�݅の国ࡍඪ४͕ࡦఆ
͞Εͨɻ

国ཱڀݚ開発法ਓٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚ所ਓ֦ؒுڀݚηンターڀݚηンター௕　ؙ࣋ਖ਼明

国ࡍ࿈ܞ、国֨نࡍ化

՝୊ͱ成果ڀݚ

SIP サイバー空間ϓϩグϥϜでは、研究成果のࣾձ実

૷をਪਐするためのルール੔උをઓུతにਪਐしてき

た。ルール੔උには、ίϯιーγΞϜ಺での合ҙܗ成ͳ

ͲのϑΥーϥϜඪ४、ある͍は +IS΍ ISO（国ࡍඪ४機構）

ͳͲのデδϡールඪ४、͞らには業法のվਖ਼のΞΫγϣ

ϯͳͲがؚまれる。

のためٴのී「基盤技術ܞ෼໺間データ࿈」、ॳに࠷

にਪਐしてきた、ϑΥーϥϜඪ४から国ࡍඪ४Խ΁の取

り૊Έに͍ͭてड़΂る。࣍に、「ώϡーϚϯ・イϯタϥ

Ϋγϣϯ基盤技術」のීٴにؔするものとして、େき͘

ೋͭの活ಈをਐめてきた。一ͭは、ಛఆのυϝイϯにؔ

する取り૊Έである。ここでは、հࢧޢԉ技術のීٴに

、た法վਖ਼のΞΫγϣϯに͍ͭてड़΂る。もう一ͭは͚޲

Αりแׅతͳઓུとして、「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγ

ϣϯ基盤技術」ͦのものをීͤ͞ٴる国ࡍඪ४ઓུと、

ͦのඪ४Խに͚޲たΞΫςΟビςΟに͍ͭてड़΂る。

͞らに、成果のීٴ΍ల開のためにਪਐした国ࡍ࿈ܞ

の取り૊Έに͍ͭてड़΂、ޙࠓをల๬する。

SIP サイバー空間ϓϩグϥϜのデータ࿈ܞύーτで

੔උしてきた、「෼໺間データ࿈ܞ基盤技術」である

$ADDE（$POOFDUPS�ASDIJUFDUVSF�GPS�DFDFOUSBMJ[FE�DBUB�

EYDIBOHFɿ෼ܕࢄデータަ׵のためのίネΫタ・Ξー

ΩςΫνϟ）ίネΫタ技術に͍ͭて、2021 年 �݄Αり

一ൠࣾஂ法人データࣾձਪਐٞڠձ（DSA）と SIP サイ

バー空間ϓϩグϥϜとの࿈ܞにΑってීٴに͚޲た活ಈ

をਐめてきた。DSA ଆでは、࣏ࣗମ΍一ൠا業、ஂମ

ͳͲをର৅に、$ADDE ίネΫタ技術のΧタϩグͳͲの

ԉを୲౰。SIPࢧ΍ಋೖڙఏ༷࢓ ଆでは、΄かの SIP ՝

୊にお͍て構ஙする産業෼໺಺のデータ基盤΍、行੓機

ؔ・研究機ؔのอ༗するデータ基盤に͍ͭて $ADDE ί

ネΫタ技術を実૷し、データ࿈ܞの実ূをਐめてきた。

これらに基ͮき、国಺でのϑΥーϥϜඪ४のࡦఆ、͞ら

には、ͦのϑΥーϥϜඪ४に基ͮ͘国ࡍඪ४Խ΁の取り

૊Έをਐめて͍るஈ֊である。

また、国ࡍඪ४Խに͚޲、ಉ༷の技術であるԤभ

IDSA ίネΫタとの૬ޓ઀続に͍ͭて、国ࡍ࿈ܞもਪਐ

して͍るʢਤ �ʣ。

͸͡Ίʹ1 「෼໺間データ࿈ܞ基盤技術」ͷ
ඪ४化活ಈͱ国ࡍ࿈2ܞ
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内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)第2期課題
「ビッグデータ・AIを活用したサイバー空間基盤技術」

DSA
一般社団法人データ社会推進協議会 
2020年12月発足、2021年4月本格始動

分野間データ連携基盤の実装と運営
CADDEコネクタの普及活動
 （対象：自治体、一般企業・団体等）

◆ SIPコネクタ・カタログ等の仕様提供
◆ SIPコネクタ導入支援

国際標準化活動

CADDEコネクタ技術開発・OSSリリース
◆ コネクタ機能（接続機能）
◆ データカタログ横断検索機能
◆ 来歴管理／契約管理／認証認可サービス
◆ 運営支援ツール(データ作成、ドメイン語彙作成など)

国際連携検証（技術および制度面等）
◆ トラストサービス実証
◆ グローバル連携（欧州IDSAコネクタとの相互接続）

分野ごとデータ基盤へのSIPコネクタ実装推進
◆ 他SIP課題にて構築する産業分野内のデータ基盤
◆ 行政機関・研究機関の保有するデータ基盤

೴波ʹΑΔೝ஌঱・ͯ Μ͔ΜؑผAI

認知症様の症状のみから投薬治療されている患者
に対しててんかんとのؑ別を行い、抗認知症薬か
ら抗てんかん薬の方が望ましい患者を抽出。
治療の適正化により、認知症様症状の軽減と不要
な薬ࡎを削減する。

հࢣޢ�؃࢜ޢのࢧԉͰσータऔಘ

ઐ໳ҩ

ʴ⼷DPDモデル⼷から⼷DPCモデル⼷への制度・保険改గ

೴೾σータʹ͖ͮج
ͯΜ͔ΜɺඇͯΜ͔Μ൑ఆ

ਤ �　෼໺ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़のඪ४Խ׆ಈͱ国ࡍ࿈ܞ

ਤ �　%PCʢ%PDUPS�UP�PBUJFOU�XJUI�CBSF�/VSTFʣ
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「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」では、հޢ・

・෼໺にお͚る研究成果として、೴೾にΑる認஌঱ޢ؃

てΜかΜؑผ AI 技術を開発した。ऀױとಉ͡空間に͍

るհ࢜ޢ΍ࢣޢ؃のࢧԉにΑって、೴೾ͳͲのデータを

取ಘ。これらのデータにରして、認஌঱΍てΜかΜͳͲ

の঱ঢ়のՄ൱を、開発した AI 技術で൑ఆできる。この

AI 技術にΑるॲཧ݁果をԕִに͍るઐ໳ҩが਍ると͍

う、DP$（DPDUPS�UP�PBUJFOU�XJUI�$BSF���NVSTF）とݺͿ

΂きϞデルを૝ఆして͍る。

行法では、このΑうͳମ੍でのԕִ਍ྍは認められݱ

て͍ͳ͍。ߴ度ͳ AI 技術があり、ͦの技術を活用して

ԕִ஍に෼ࢄするऀױをਝ଎かͭޮ果తに਍ྍできるՄ

ೳੑがあっても、ద法でͳ͚れ͹ීٴしͳ͍。

このため、SIP 業にお͍てࣄ DP$ Ϟデルの༗ޮੑ、

҆全ੑをࣔすエビデϯεの஝ੵ、DP$ ద用Լでの࿑ಇ

報ुにؔする՝୊の੔ཧをਐめてきた。これらに基͍ͮ

て、実施ࣄ業ऀらがؔ܎লிと法վਖ਼に͚޲たٞڠをਐ

めて͍るʢਤ �）。

「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」では、人

と人、ある͍は人とڥ؀のイϯタϥΫγϣϯを、AI を

౥ࡌしたγεςϜがࢧԉすることで、͍ߴ෇ՃՁ஋のੜ

産をࢧԉすることを໨ඪに͛ܝて͍る。これは、౰たり

લ඼࣭（௨ৗϨϕルの඼࣭）のサービεఏڙをޮ཰Խ、

ࣗಈԽしてੜ産ੑを্͛るํ޲ではͳ͘、Αり͍ߴ඼࣭

のサービεをఏڙできる人ࡐをҭ成、もし͘は、ݱ৔ࢧ

ԉする技術を௨して、෇ՃՁ஋の͞らͳる্޲か౤ೖࢿ

して͍る。ίϞデΟςΟԽし޲ࢦをਤることをݮの௿ݯ

たサービεのՁ֨ڝ૪にؕるのではͳ͘、͍ߴ෇ՃՁ஋

サービεにお͚るίετ・ύϑΥーϚϯεでのࠩผԽを

「ώューϚン・インタラクション基盤技
術」ͷհޢ෼໺ʹ͓͚Δルールվਖ਼活ಈ3

「ώューϚン・インタラクション基
盤技術」ͷඪ४化活ಈͱ国ࡍ࿈4ܞ

AI͕͋ΒΏΔੜ活৔໘ʹ༹͚ࠐΈ、人間をࢧԉ͢Δੈքを࣮ݱ

Δ͢ݱ付加Ձ஋Λ࣮ߴ
຿ۀ౓εΩルߴ

�ຊ඼࣭Λ௿ίεトͰج
຿ۀܕΔ�୯७・ఆ͢ݱ࣮

AI技術の援用によって、人と人とのイン
タラクションの高度化で෇ՃՁ஋を産
Έग़ͤΔ「人」͕ ༰қʹ育成される、も
しくは、AI技術のオンサイト支援によっ
てߴ度ͳインタラクションʹΑΔ͍ߴ
෇ՃՁ஋を௿コストͰ࣮ݱできる

ώューϚン・インタラクション基盤技術
ʢޠݴʷඇޠݴʷタεΫʣ"*ʴ༹͚ࠐΉ*�'

ਤ �　ʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯの֓೦

国ڝࡍ૪ྗ֬อ
おもてなし、として高い品
質競争力を持つ接客サービ
ス領域の生産性向上

ઌۦత社会՝୊ ߴɿ ྸ化
サービス品質を௿下させず
少ない࿑働資源で多くの要
介護者をカバーできる

ઌۦత社会՝୊ɿগ子化
少ない࿑働資源（教師）投入
で個人の学習効果を向上さ
せるサービス

開発ΛਪਐڀݚܕΈɺσータऩ集ͱ"*ٕज़開発のҰ体ࠐ場ʹਂ͘ೖΓݱ

出ޱαーϏεʢϓϩトタイϓʣ

学शσータʢݱ場σータʣ

ώューϚン・インタラクション基盤技術
ʢޠݴʷඇޠݴʷタεΫʣ"*ʴ༹͚ࠐΉ*�'

ਤ �　ʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯΛਪਐ͢Δ۩体෼໺のબఆ
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ਤるઓུであるʢਤ �ʣ。

「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」の研究開

発は、このΑうͳઓུを۩ମతにਪਐする՝୊として、

෇ՃՁ஋サービεとして、೔本がすでに༏Ґにあ͍ߴ」

る産業෼໺のੜ産ੑ্޲」、「೔本がઌ行して๊͑る、ࣾ

ձ໰୊をղܾするサービεのੜ産ੑ্޲」のೋͭを͛ܝ

た。લऀに͍ͭては઀٬サービεを取り্͛、ऀޙにͭ

͍てはྸߴԽରԠとしてհޢサービεを、গࢠԽରࡦと

してֶशࢧԉサービεを取り্͛たʢਤ �ʣ。

「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」とは、ϑ

ΟδΧル空間で活ಈする人を、サイバー空間と઀続͞れ

たγεςϜ（ಛにサイバー空間で৘報ॲཧする AI）が

٬とै業һސԉすることで、ϑΟδΧル空間にお͚るࢧ

（人と人）のイϯタϥΫγϣϯをߴ度Խ、ߴ෇ՃՁ஋Խ

する࿮૊Έであるʢਤ �ʣ。SIP サイバー空間ϓϩグϥϜ

のࣄ業期間では、ઌに͛ڍた઀٬΍հޢ、ֶशと͍うࣄ

ྫを௨͡て、基盤技術の開発とྫࣄ実ূをਐめてきた。

これらは、ྫ͑͹ճసण࢘԰のΑうに、౰たりલ඼࣭で

লྗԽ、ࣗಈԽをਤるํ޲ではͳ͍。ֶशであれ͹、ڭ

һと͍う人తݯࢿを௥Ճ౤ೖすることͳ͘、AI ಋೖし

たݸ人ద合ֶܕशࢧԉγεςϜにΑって、ֶशޮ果をߴ

める。ֶ͍ߴशޮ果は、すͳΘͪ、Αり͍ߴサービεఏ

ੜ産ੑ্޲

社会໰୊ղܾ

高いサービス提供品質
を 維持したまま、省力
化

TC��� のࡦ֨نఆΛओಋ͢Δ
υイπͱ日ຊ͸ɺ
・ʮαーϏεの඼࣭ʺఏڙ者ਓ਺ʯ
ͱ͍͏͑ߟ方Λ普及ͤ͞ɺʮݸ
ผରԠ � ଴Λ௒͑ΔαーϏظ
εʯΛɺ౰ͨΓલ඼࣭のαー
ϏεͱࠩผԽ͍ͨ͠ɻ

・αーϏεΤΫηϨンεのೝূ
Λ受͚ͨۀࣄ者ΞϥイΞンε
Λͭ͘Γ͍ͨɻ

人的資源を追加投入す
ることなく、より高い 
サービス提供品質へ

Surprising Excellent 
Service provision

Surprising Excellent 
Service provision

Individual Excellent
Service provision

Individual Excellent
Service provision

Customer feedback
management

Customer feedback
management

Core Service provisionCore Service provision

ISO 23592: 2021, Service excellence
 – Principles and model

Service Excellence Pyramid

Level 4

Level 3

Level 2

Level 1

ਤ �　�αーϏεΤΫηϨンεの国ࡍඪ४ͱʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯのల開ઓུ

SPDJFUZ 5.0ͷ 
フϨームϫーク

SIP成果
	খن໛ྫࣄ


2P-্޲

社会Ձ஋্޲

成果ීن・ٴ໛֦大 
（SPDJFUZ 5.0࣮ݱ΁ͷݙߩ）

サイバー空間
"*

ώューϚン・インタラクション基盤技術

フィジΧル空間

٬ސ ఏڙ者

%#

高いサービス提供品質
を 維持したまま、省力
化

人的資源を追加投入す
ることなく、より高い 
サービス提供品質へ

ੜ産ੑ্޲

社会໰୊ղܾ

ਤ �　ʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯのల開
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であれ͹、すでにޢをҙຯする。઀٬΍հݱ඼࣭の実ڙ

༏れたै業һのεΩルにΑって実͞ݱれる͍ߴサービε

ఏڙ඼࣭をଛͳうことͳ͘、AI をಋೖした業務ࢧԉγ

εςϜにΑりলྗԽをਤるものである。

SIP の実੷とޮྫࣄ業期間தに実ূした、これらのࣄ

果のエビデϯεをもとに、ࣄ業ऴྃޙも成果のීٴとن

໛の֦େをਤることにͳる。

このΑうͳ「͍ߴサービεఏڙ඼࣭のলྗԽ」は、ઌ

にड़΂た「౰たりલ඼࣭のޮ཰Խ、ࣗಈԽ」とは࣭తに

ҟͳるものであり、୯にίετ໘͚ͩを࿦͡るのではී

サー͍ߴ、తにもࡍてきた。国͑ߟにͭͳがらͳ͍とٴ

ビεఏڙ඼࣭と౰たりલ඼࣭を໌֬に۠ผし、͍ߴ඼࣭

のサービεをఏڙできる૊৫ೳྗをඪ४ԽしΑうとする

ಈきがある。υイπがத৺とͳり、2018 年に ISO に「5$

（5FDIOJDBM�$PNNJUUFFɿ技術委һձ）�12�EYDFMMFODF�JO�

TFSWJDF」が発଍した。ٞ௕国はυイπで、ٞ௕はಉ国

Ӧֶऀの.BUUIJBT�(PVUIJFSܦ तが務めて͍る。ここڭ

では、サービεエΫηϨϯε（SFSWJDF�FYDFMMFODF）にͭ

͍ての国ࡍඪ४をٞ࿦することとͳって͍る。サービε

エΫηϨϯεとは、͍ߴ඼࣭のサービεをఏڙする૊৫

ೳྗとఆٛ͞れた。͍ߴ඼࣭のサービεとは、ਤ �にࣔ

すΑうに、ISO��001 ͳͲでඪ४Խ͞れたίΞサービε

のఏڙೳྗ（TFSWJDF�QSPWJTJPO）΍、ISO�1002 でඪ४

Խ͞れた٬ސからのϑΟーυバッΫ؅ཧೳ （ྗDVTUPNFS�

GFFECBDL�NBOBHFNFOU）でܗ成͞れる「౰たりલ඼࣭

のサービεఏڙೳྗ」を௒͑、「ݸผのす͙れたサービ

εఏڙೳྗ（JOEJWJEVBM�FYDFMMFOU�TFSWJDF�QSPWJTJPO）」΍

�ೳྗ（SVSQSJTJOHMZڙきのあるす͙れたサービεఏڻ」

FYDFMMFOU�TFSWJDF�QSPWJTJPO）」にҐஔ͚ͮられて͍る（ISO�

2���2�SFSWJDF�FYDFMMFODF���PSJODJQMFT�BOE�NPEFM）。

このΑうに、「౰たりલ඼࣭のサービεఏڙೳྗ」と「ߴ

͍඼࣭のサービεఏڙೳྗ」を໌֬に੾り෼͚、͍かに

して「͍ߴ඼࣭のサービεఏڙೳྗ」を૊৫として֫ಘ

するかにয఺を౰てたඪ४は、౰֘ SIP サイバー空間ϓ

ϩグϥϜの「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」

のల開のํੑ޲と合கする。ͳͥͳら͹、「͍ߴ඼࣭の

サービεఏڙೳྗ」として༗する΂き૊৫ೳྗの一部を、

「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」にΑってল

ྗԽできるからである。すͳΘͪ、「౰たりલ඼࣭のޮ

཰Խ、ࣗಈԽ」とは、໌֬にҟͳるϑϨーϜϫーΫでࢧ

ԉ技術をڝ૪できることにͳる。

「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」のサϒϓϩ

グϥϜデΟϨΫターを務める産業技術総合研究ॴのචऀ

は、このΑうͳ SIP サイバー空間ϓϩグϥϜのීٴ、ల

開のઓུを౿ま͑、ISO5$�12 の೔本からのエΩεύー

τとして、ಉ 5$にお͚る国ࡍඪ४ࡦఆにؔ༩してきた。

本ࣥߘච࣌఺で、ҎԼの2ͭのඪ४がࡦఆ͞れて͍る。

w�ISO�2���2�2021�SFSWJDF�FYDFMMFODF���PSJODJQMFT�BOE�

NPEFM

w�ISO�5S�2�082�2021�SFSWJDF�FYDFMMFODF� ��DFTJHOJOH�

FYDFMMFOU� TFSWJDF� UP�BDIJFWF�PVUTUBOEJOH�DVTUPNFS�

FYQFSJFODFT

લऀは、サービεエΫηϨϯεにؔするݪଇとϞデル

に͍ͭて合ҙしたඪ४であり、ऀޙはͦのす͙れたサー

ビεをઃܭするためのΨイυϥイϯをඪ४Խしたもの

で、೔本からఏҊ͞れた。これらのೋͭの国ࡍඪ४はଈ

༁͞れ、2021ޠに೔本࠲ 年຤にҎԼのΑうͳ຋༁ +IS

として発͞ץれた。

w�+IS�:�2���2�2021�サービεエΫηϨϯε � ଇおΑݪ

ͼϞデル�

w�+IS�:�2�082�2021�サービεエΫηϨϯε � ୎ӽした

するためのエΫηϨϯτサービεのઃݱを実ݧ٬ମސ

ܭ

઀٬サービεのΑうにߴ、 ͍඼࣭のサービεであって、

かͭ෼໺ಛ༗のඪ४がࡦఆ͞れて͍ͳ͍ものは、ޙࠓ、

この 5$�12 で֬立͞れたඪ४を଍ֻかりに、「サービ

εエΫηϨϯε（す͙れたサービεをఏڙする૊৫ೳྗ）

をߴめる AI ඪ४ϨϕルのࡍԉγεςϜ」として、国ࢧ

サービεエΫηϨϯε֫ಘにؔ৺を࣋ͭا業΁のビδネ

εల開をਐめて͍͘ことにͳる。

ͳお、国ࡍඪ४ϨϕルのサービεエΫηϨϯεを֫ಘ

したا業は、૬ޓにΞϥイΞϯεをܗ成することが૝ఆ

͞れて͍る。πーϦζϜͳͲ、複਺のサービεࣄ業ऀで

成͞れるサービε෼໺にお͍ては、ҿ৯΍ܗがݧ٬ମސ

ӡ༌、॓ധͳͲのا業がΞϥイΞϯεを૊Μで、٬ސに

ରして一؏した「͍ߴ඼࣭のサービεఏڙ」を୲อする

Αうͳಈきもग़て͘るであΖう（ྫ͑͹ߤ空サービεの

国ࡍతͳΞϥイΞϯε）。ͦうͳれ͹、このサービεエ

ΫηϨϯε・ΞϥイΞϯεにՃໍできるかͲうかが、֤

に、૊৫ࡍれることにͳる。ͦの͞ࢹ業にお͍てॏ要ا

తにサービεఏڙೳྗをߴめるํࡦとして、AI γες

Ϝࢧԉでのૣ期ҭ成、ݱ৔ࢧԉを実ݱするώϡーϚϯ・
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՝୊ͱ成果ڀݚ
国ࡍ࿈ܞɺ国֨نࡍԽ

イϯタϥΫγϣϯ基盤技術の成果は、͍ڧ期଴を࣋って

ಋೖݕ౼͞れるものと͑ߟて͍る。

SIP サイバー空間ϓϩグϥϜでは্ड़のΑうに、国ࡍ

࿈ܞをਪਐしͳがら、開発した技術成果のීٴに͚޲た

国ࡍඪ४Խをઓུతにਐめてきた。ͦれにՃ͑て、ݸ

ผの෼໺にお͍ても、国ࡍඪ४Խを൐Θͳ͍国ࡍ࿈ܞ

で、技術成果のීٴをਤって͍る。「ώϡーϚϯ・イϯ

タϥΫγϣϯ基盤技術」にお͚るτϯネルͳͲのอकサ

ービεにお͍ては、まͣは೔本国಺の࣏ࣗମをத৺とし

たࢢ৔にࢀೖして͍͘が、͞らにͦのઌとして、೔本の

ODA（O⒏��DJBM�DFWFMPQNFOU�ATTJTUBODFɿ੓෎開発ࢧԉ）

の࿮૊Έを活用し、কདྷతͳτϯネルͳͲのอकサービ

εࢢ৔とͳりಘる్্国にରして、人にΑるଧԻεΩル

のڭҭγεςϜのఏڙԉॿの実ݱに͚޲て取り૊Έをਐ

めて͍る。SIP サイバー空間ϓϩグϥϜで開発したଧԻ

ҭ成とಉ࣌に、ϨーࡐҭγεςϜは、人ڭεΩルのࠪݕ

βーଧԻࠪݕの機ցֶशに必要ͳݱ஍データをऩूする

ҙຯも࣋っており、কདྷతͳϨーβーଧԻࠪݕγεςϜ

のಋೖもࢹ໺にೖれて͍る。

また、「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」の

઀٬サービεにお͍ては、国ࡍతͳエΞϥイϯサービ

εの࿈ܞに͚޲て、Χφμの国立研究ॴN3$（NBUJPOBM�

3FTFBSDI�$PVODJM�$BOBEB）と、SIP サイバー空間ϓϩグ

ϥϜにお͚る઀٬サービεを୲う産業技術総合研究ॴと

でแׅతͳ࿈ܖܞ໿をక݁した。

N3$ は、AJS�$BOBEB とแׅతͳ࿈ܞをしており、空

、施ઃも༗して͍る。ここにݧΧ΢ϯターを໛した実ߓ

SIP サイバー空間ϓϩグϥϜで開発した技術のల開を૝

ఆして͍る。SIP サイバー空間ϓϩグϥϜで開発したײ

৘ਪఆ技術はޠݴ৘報を用͍ており、࣌ݱ఺では೔本ޠ

ର࿩にݶられて͍るが、ϕーεとͳって͍る AI エϯδ

ϯは本དྷӳޠのものͳので、技術Ϟδϡールとしてଟ国

。て͍る͑ߟల開はे෼にՄೳであるとޠ

ͦの΄か、հޢサービε΍ֶशサービεに͍ͭても、

開発した技術に用͍られて͍るޠݴ認ࣝϞδϡールは、

のޠられて͍るが、ͦもͦもӳݶにޠ఺では೔本࣌ݱ

AI エϯδϯをΧεタϚイζしたものであり、技術తに

はӳݍޠ΁のରԠはՄೳである。たͩし、հޢサービε

΍ֶशサービεは、国͝とのจԽ΍੍度がେき͘ҟͳっ

て͍るྖҬで、実ビδネεとしても国ࡍԣ断తͳものが

ల開にͭࡍめてগͳ͍。これらの෼໺の技術成果の国ۃ

͍ては、੍度΍จԽが೔本にۙ͘、かͭ、ݱ஍での技術

のグϥ΢ϯデΟϯグにҙཉを࣋ͭύーτφーの発۷と࿈

。が必要にͳると認ࣝして͍るܞ

ϓϩδΣΫτऴྃޙの、国ࡍ࿈ܞ、国ࡍඪ४Խの活ಈ

に͍ͭては、ϓϩグϥϜ全ମとしては、෼໺間データ࿈

ٞڠ基盤技術に͍ͭては一ൠࣾஂ法人データࣾձਪਐܞ

ձ（DSA）が、「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」

に͍ͭては、ϓϩδΣΫτऴྃޙに産業技術総合研究ॴ

಺のίϯιーγΞϜとして発଍する「ώϡーϚϯ・イϯ

タϥΫγϣϯ基盤技術ίϯιーγΞϜ（Ծশ）」が୲っ

て͍͘ことにͳる。

国ࡍ࿈ܞͱޙࠓͷల๬5
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˔ੈք֤国の੓෎΍企ۀのڀݚ開発අの国ࡍൺֱͱͯ͠ɺ国ࡍ౷ܭ΍ಠࣗσータベーεΛ༻͍ͯ国ผɺ"*
ٕज़ྖҬผʹɺ੓෎ڀݚ開発අͱ企ڀݚۀ開発අͳͲΛਪఆͨ͠ɻ

˔"* ਓࡐのҭ成ʹର͢Δ֤国のࡦࢪのௐࠪ΋行্ͬͨͰɺ"* ྖҬʹ͓͚Δ日ຊのϙジγϣχンάΛ੔ཧ
͠ɺޙࠓʹऔΔ΂͖方਑Λࣔࠦͨ͠ɻ

˔ώϡーϚン・インタϥΫγϣンٕज़のࣾ会࣮૷ʹٕ͚ͨ޲ज़ಈ޲Λ੔ཧ্ͨ͠Ͱɺ4*P αイόーۭؒϓ
ϩάϥϜͰ࣮͍ͯ͠ࢪΔ �ςーϚのڝ߹༏Ґੑの෼ੳΛ行͍ɺۀࣄԽʹ͚ͨ޲औΓ૊Έの׆ಈҊΛ੔
ཧͨ͠ɻ

所ڀݚӦܦ会ࣾΤψ・ςΟ・ςΟ・σータࣜג

ઌ୺AI技術ʹ܎Δ技術ಈ޲
ͼ社会࣮૷՝୊ʹ関͢Δௐ査ٴ

ベンνϚーΫௐࠪ݁果

ੈք֤国の੓෎΍ا業では、AI ྖҬの研究開発の発

లと産業΁のద用をଅਐするために、ࣾձ実૷に͚޲た

΍取り૊ΈがਐΜで͍る。しかࢿの੔උ΁の౤ڥ業؀ࣄ

しͳがら、AI 技術を取りࣾ͘רձ実૷ঢ়گはେき͘ม

ಈしており、ॾ֎国੓෎΍国಺֎ا業の AI ྖҬの౤ࢿ

ঢ়گは೺Ѳできて͍ͳ͍。また、SIP サイバー空間ϓϩ

グϥϜのࣄ業໨ඪୡ成に͚޲てग़ޱઓུをݟग़す্で、

֤ϓϩδΣΫτが開発して͍る技術のଥ౰ੑの෼ੳ΍、

ࣾձ実૷に͚޲た活ಈの੔ཧが必要である。

本ௐࠪでは「ੈք֤国の੓෎΍ا業の研究開発අの国

ൺֱ」、「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ技術のௐࠪおࡍ

Αͼ SIP サイバー空間ϓϩグϥϜの研究開発ςーϚのڝ

合෼ੳ」の 2఺を実施した。

（1） ࣮ 期間ࢪ
201� ʙ 2021 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
�ʣ"*ؔ࿈のڀݚ開発༧ࢉͳͲʹؔ͢Δௐࠪ

ᶃ政府および国際組織の AI 関連施策

੓෎研究開発༧ࢉの技術ྖҬのಛఆがՄೳͳデータϕ

ーε（グϥϯτ D#）を用͍、֤国の੓෎研究開発༧ࢉ

全ମにରする AI ؔ࿈༧ࢉの഑ොֹのׂ合΍、AI 技術෼

ྨ͝との഑ොֹをࢉग़した。グϥϯτD#と OE$D ౷ܭ

の国ผ研究開発༧ࢉを૊Έ合Θͤることで、OE$D ౷ܭ

にある֤国の੓෎研究開発༧ࢉから、֤国の AI ؔ࿈の

੓෎研究開発༧ࢉをਪఆして国ࡍൺֱを行った。

ᶄ企業の研究開発費

研究開発අから૑ग़͞れるಛڐ਺のׂ合（全ಛڐ਺の

うͪ、AI ྖҬのಛڐ਺のׂ合）を用͍て、AI ྖҬの研

究開発අをਪఆした。は͡めに、ੈքのओ要ا業がग़ئ

したಛڐのうͪ、AI ྖҬのಛڐ਺のׂ合をࢉग़した্

で、OE$D ౷ܭに੔ཧ͞れた֤ا業の研究開発අに AI

ྖҬのಛڐൺ཰をֻ͚、1ࣾ͝との AI ؔ࿈研究౤ֹࢿ

をࢉग़した。

ᶅ AI 関連の人材に関する動向調査

AI 人ࡐのೳྗを、AI 研究ऀ（AI にؔするֶ術࿦จを

ࣥච・発දする人ࡐ）、AI 開発ऀ（AI Ϟデルをιϑτ΢

ΣΞ΍γεςϜとして実૷できる人ࡐ）、AI ը（AIا業ࣄ

Ϟデルをཧղした্でࢢ৔にചりग़ͤる人ࡐ）に۠෼し、

研究ͷ໨త1

期間ͱํ法2ࢪ࣮
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ベンνϚーΫௐࠪ݁果
ઌ୺"*ٕज़ʹ܎Δٕज़ಈ޲及ͼࣾ会࣮૷՝୊ʹؔ͢Δௐࠪ

֤۠෼の AI 人ࡐधڅをࢉࢼした。

�ʣʮώϡーϚン・インタϥΫγϣンج൫ٕज़ʯʹ ؔ͢Δٕ

ज़ಈ޲ௐࠪ

ᶃヒューマン・インタラクション技術の体系化

ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ技術は、৘報Պֶ෼໺

のը૾認ࣝ、ࣗવޠݴॲཧ、機ցֶशͳͲ͞ま͟まͳ技

術が༗機తに࿈ܞした技術ྖҬであり、基本機ೳとして

は「৘報取ಘ（ηϯγϯグ）」、「ϚルνϞーμルঢ়گ൑断」、

「ΞΫγϣϯ൑断」のͭࡾに෼͚られるʢਤ �ʣ。ώϡー

Ϛϯ・イϯタϥΫγϣϯ技術がؔΘる技術ྖҬをΑり໌

֬にするために、人޻஌ೳֶձが作成した「AI Ϛッϓ

Ќ 2�0」（人޻஌ೳֶձ)P れて͍る͞ࡌܝর）にࢀ AI

技術Ϛッϓ EのΩーϫーυをもとに、「ώϡーϚϯ・イ

ϯタϥΫγϣϯ基盤技術」にؔするΩーϫーυをऩू。

ۙ年の技術Ωーϫーυをऩूし、ମܥにඥ͚ͮて੔ཧし

た。

ᶄヒューマン・インタラクション技術の技術俯瞰ਤ

AI 技術にؔΘる技術Ωーϫーυから、ಛに「৘報取

ಘ（ηϯγϯグ）」、「ϚルνϞーμルঢ়گ൑断」、「ΞΫ

γϣϯ൑断」にؔΘる技術Ωーϫーυをநग़しϚッϐϯ

グした。

ᶅヒューマン・インタラクション技術の研究動向の調査

方法

ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ技術の研究ಈ޲を೺Ѳ

するため、ؔ࿈するֶձで 201� 年おΑͼ 2020 年に発

ද͞れた研究成果をର৅に、ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγ

ϣϯ技術にؔΘるֶձ࿦จ・ݪ著࿦จをநग़して、研究

಺༰をまとめた。

ᶆ情報取得（センシング・前処理など）に関する研究動向

ӡసにؔするࣄલデータ、υϥイバーのٿ؟ӡಈ・৺

ഥ਺・ΨルϰΝχッΫൽෘ൓Ԡˎ�と͍ったϚルνϞー

μルデータ、ं྆データをѻった研究΍、υϥイバー

のςイΫΦーバーのҙਤ・࣌間・඼࣭を༧ଌするデΟ

ーϓχϡーϥルネッτϫーΫϕーεのϑϨーϜϫーΫ

「DFFQ5BLF」の研究を঺հした。ͦの΄か、৺ిਤ৴߸

からෛのײ৘を認ࣝし、ϩϘッτΞγεタϯτをհして

。した研究を঺հしたࢦを໨ݮϦεΫ௿߁݈

ᶇ マルチモーダル状況判断（感情推定、行動予測など）に

関する研究動向

ϩϘッτが੠のେき͞をௐ੔することでࢀՃऀがύー

ιφϥイζ͞れたと͡ײ、ϩϘッτがஈ֊తに行ಈをௐ

情報取得
センシング・前処理

状況判断
感情推定・行動予測

アクション判断
タスクプランニング

ਤ �　ώϡーϚン・インタϥΫγϣンٕज़の体ܥԽ

ˎ�ൽෘを流れる電流の఍抗が、ൽෘの࣪気で௿くなる൓応。
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੔することでࢀՃऀがϩϘッτに立ͪدってަྲྀするՄ

ೳੑがߴまる研究を঺հした。ͦの΄か、ද৘認ࣝとԻ

੠認ࣝから、ײ৘༧ଌにΑるڙࢠの௧Έとײ৘をධՁし、

ͦれにԠ͡てޠݴతおΑͼඇޠݴతͳର࿩൓ԠをదԠ͞

ώܕ੖らしを行うイϯςϦδΣϯτͳదԠؾదͳ࠷、ͤ

ϡーϚϊイυϩϘッτの開発の研究を঺հした。͞ らに、

ώϡーϚϊイυϩϘッτを用͍て、ଟ人਺でのձ࿩にお

͍てडಈతͳඃऀݧをݕग़してࢀՃͤ͞る手法を঺հし

た。

ᶈアクション判断（タスクプランニングなど）に関する研

究動向

SIBSFE�$PPQFSBUJWF�ADUJWJUZ（S$A）のͭࡾの要ૉで

ある「૬ޓԠ౴ੑ（ҙਤのཧղ）・ڞಉ活ಈ΁のίϛッ

τϝϯτ（サϒϓϥϯのௐ੔）・૬ࢧޓԉ΁のίϛッ

τϝϯτ（ࢧԉのఏڙ）」の全てをඋ͑た「5FBNNBUF�

AMHPSJUIN�GPS�SIBSFE�$PPQFSBUJPO（5AS$）」と͍う新し

͍ΞルΰϦζϜをఏҊする、「人間とϩϘッτのνーϜ

ϫーΫのଟ໘ੑをਪ࿦するΞルΰϦζϜの研究」をは͡

めとした、人間とϩϘッτにؔΘるࣣͭの研究を঺հし

た。

ᶉ教育領域に関する研究動向

ίϯϐϡータービδϣϯを利用した新し͍γεςϜを

開発し、ڭҭڥ؀のデδタルπイϯを໨ࢦした研究を঺

հした。ͦの΄か、ڧԽֶशを用͍たڧԽֶशઓུを࠾

用し、બ୒ϓϩηεのࣗಈԽの研究΍、ਂ૚ֶशと認

஌Ϟデル΍৺ཧଌఆϞデルにώϯτをಘた「AUUFOUJWF�

,OPXMFEHF�5SBDJOH（A,5）」をఏҊする研究を঺հした。

ᶊ介護領域に関する研究動向

ถ国のհऀޢ 2
000 人をର৅に、հޢの՝୊に͍ͭ

てのௐࠪをؚめ、հྖޢҬの研究を঺հした。

ᶋ接客領域に関する研究動向

合成データのಛੑ（δΣενϟーのバϦエーγϣϯ、

ΩϟϥΫターのଟ༷ੑ、新し͍δΣενϟー΁の一ൠԽ

ͳͲ）を、ମܥతに研究する取り૊Έを঺հした。ͦの

΄か、ෆద੾ͳԠ౴にΑってର࿩ϓϩηεをޡらͤる՝

୊をղܾする、ϚルνターϯԠ౴τϦΨーϞデルをఏҊ

する研究を঺հした。

�ʣʮϏοάσータ・"*Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯ

ʹؔ͢Δڀݚಈ޲ௐࠪ

人と人のイϯタϥΫγϣϯを AI がࢧԉ・૿ڧするた

めの、人の認஌・行ಈにؔΘるඇޠݴデータをऩू・構

଄Խし、ঢ়گ൑断΍ίϛϡχέーγϣϯをݸ人に合Θͤ

てࢧԉするߴ度ͳイϯタϥΫγϣϯࢧԉ技術「認஌త

イϯタϥΫγϣϯࢧԉ技術」をは͡め、人と AI がڠಇ

するためのϚルνϞーμルͳهԱ・౷合・認஌・൑断を

Մೳとするߴ度ର࿩ॲཧ技術「ߴ度ϚルνϞーμルର࿩

ॲཧ技術」΍、ڭҭݱ৔ͳͲからࢣڭおΑͼֶੜに܎る

ビッグデータを取ूし、AI と૊Έ合Θͤることでڭҭ、

ֶश活ಈを࠷దԽする「ֶशࢧԉ技術」、հݱޢ৔から

հ࢜ޢおΑͼඃհऀޢにؔΘるビッグデータをऩूし、

AI と૊Έ合Θͤることでհ࢜ޢ・ඃհऀޢ૒ํのෛ୲

をܰݮする「հࢧޢԉ技術」と͍う、࢛ͭのςーϚの研

究開発の಺༰を੔ཧした。

�ʣ"*のࣾ会࣮૷՝୊ʹؔ͢Δௐࠪ

AI ઓུは、֤国のࣾձ՝୊΍産業తͳಛ௃、研究の

ΈͳͲが൓ө͞れており、ͦれͧれがҟͳるಛ௃を࣋ڧ

って͍ることから、೔本、ถ国、Χφμ、ӳ国、υイπ、

ϑϥϯε、த国、イϯυ、イεϥエル、γϯΨϙール、

ΦーετϥϦΞ、Ԥभ࿈合、OE$D の AI ઓུࡦఆঢ়گ

΍ͦのಛ௃、՝୊ͳͲをԣ断తに෼ੳした。

（1） AI 関࿈ͷ研究開発༧ࢉ等ʹ関͢Δௐ査
「੓෎おΑͼ国ࡍ૊৫の AI ؔ࿈施ࡦ」のௐࠪにΑっ

て、ถ国の੓෎研究開発༧ࢉがѹ౗తにଟ͘、͍࣍でӳ

国、த国、೔本のॱで続͘ことが෼かったʢਤ �ʣ。ま

た、AI ؔ࿈のグϥϯτをಛڐத෼ྨ͝とに෼ྨした্

で、技術෼ྨ͝とに国ผの੓෎研究開発༧ࢉをバϒルν

ϟーτにまとめた݁果、AI 全ମではถ国、த国の੓෎

研究開発༧ࢉがѹ౗తにେき͍ことが෼かった。「ا業

の研究開発අ」のௐࠪにΑって、ا業全ମの研究開発

අではถ国ا業がѹ౗తにେき͍が、த国ا業の৳ͼ

཰が著し͘、೔本をൈ͍て 2ҐにҐஔ෇͚て͍たʢਤ

�ʣ。AI にؔΘるಛڐ਺は、ถ国、೔本がಉఔ度でੈ

քτッϓのಛڐ਺であった。ಛに೔本のಛڐ਺がଟ͍

AI 技術ྖҬは、$PNQVUFS�WJTJPO でੈքτッϓであり、

,OPXMFEHF�SFQSFTFOUBUJPO が͍࣍でଟかった。また、೔

本は $POUSPM�NFUIPET のग़ئが૬ରతにଟ͍と͍うಛ௃

もあった。

「AI ؔ࿈の人ࡐにؔするಈ޲ௐࠪ」からは、ޙࠓの՝

୊が「エΩεύーτϨϕル」の人ࡐҭ成であることが໌

らかにͳった。

本研究ͷ成果3
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（2） �「ώューϚン・インタラクション基盤技術」
ʹ関͢Δ技術ಈ޲ௐ査
全ମとしては、୯ମのデータ΍機ೳではͳ͘、ද৘認

ࣝとԻ੠認ࣝ、ݕإग़とԻݕݯग़、ද৘認ࣝと͍った複

਺のϞーμルνϟネルを૊Έ合Θͤた研究がଟ͘ݟられ

た。ڭҭྖҬの研究では、ిࡐڭࢠのఏڙ΍ڭһのࢦಋ

ํ法のิॿͳͲに͞ま͟まͳ৘報技術が࢖Θれて͍る

が、業務ޮ཰Խ΍ݸผԽڭҭを໨తとしたものがओであ

り、ੜెのֶशҙཉの্޲΍ڭҭݱ৔のٛߨͳͲをࢧԉ

するサービεはまͩݟられͣ研究ஈ֊であった。հྖޢ

Ҭの研究では、ఏڙサービεのデδタルԽにΑって、հ

した研究開発がਐめられてࢦを໨্޲のੜ産ੑऀࣄैޢ

"* ઓུ΍Ψイυϥインのࡦఆঢ়گ ՝୊

日本
AI 戦略を通じて各分野における具体的な AI 導入
などの目標設定はされている。

AI 人材の不足や政府のデジタル化が不十分であ
ることが課題である。

米国
AI 原則の策定が進み、社会実装課題から州レベ
ルの規制まで踏み込んでいる。

社会実装が進んだことで、プライバシーや公正
利用の問題が各地で発生。州によっては法整備
による規制が進む。

カナダ
各国に先立ち AI 原則策定。基礎研究は活発だが
民間での利活用は発展途上。

トップ人材を排出するものの、出口としてそれ
ら人材を活用する企業が育っていない。

英国
米中に次͗、AI の利活用が進む。政府による AI
活用にも積極的である。

政府内で AI の利用が進むが、その透明性や利用
方法について多くの問題が発生し൷判が集まる。

ドイツ
モビリティなど得意な産業分野において AI 活用
を推進する。

AI 人材の不足が顕在化している。

フランス
EU と整合を取るように AI 倫理面での積極的な関
与を表明している。

AI の需要が高まることから、人材育成が課題視
されている。

中国
米国に並び AI 研究開発と社会実装が進む。法整
備に課題を持つ。

倫理面も政策が少ないことや、規制面の研究が
少ない。

インド
デジタル分野での強みを生かし、AI 活用を推進
する。

デジタル分野へのアクセス格差の存在や、プラ
イバシー保護が不十分であると指ఠされている。

イスラエル
民間レベルの研究開発が先行し、政府の AI 活用
は発展途上。

指針策定に向け、継続的な国家予算が確保され
ていない。

シンガポール
政府による積極的な AI 活用とフィンテック分野
で世界をリードする。

政府による情報監視が可能であり、企業活動へ
の影響が指ఠされている。

オーストラリア
各国の AI 原則を参考に関連ガイドラインの整備
を進める。

研究開発の促進や人材育成が課題である。

EU
域内各国と協調し、AI 倫理面でリーダーシップ
を維持することを目指す。

技術の利用に厳しい評価を課すとしており、社
会実装を阻害するڪれが指ఠされている。

OECD
各国の指針となるような基準となる AI 原則を公
表している。

組織の性質上、߆束力を持たないため指針提示
の場にとどまる。

表 �　֤国の "* ઓུ΍Ψイυϥインࡦఆঢ়گͱ՝୊のҰཡ
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おり、հޢ΍ҩྍの実ࡍのݱ৔で、ϦϋビϦࢧԉ΍ݟक

りࢧԉ、ࡏ୐έΞͳͲ、ऀྸߴの਎のճりのࢧԉを行う

研究がଟ͘ݟられた。઀٬ྖҬでは、খച業ͳͲにお͍

て、ళฮ಺の行ಈղੳを௨したϚーέςΟϯグ業務のࢧ

ԉ΍、ध要༧ଌにΑる発஫業務のࢧԉ、઀٬ॿݴ・঎඼

ൢଅͳͲのιϦϡーγϣϯのための研究開発がਐめられ

て͍る。ϩϘッτを࢖った઀٬にؔしては、ϩϘッτの

໨新し͞で୯にڵຯをҾ͘Ҏ֎の఺でのϝϦッτ΍期଴

͞れるޮ果にؔするௐࠪ研究がਐめられて͍るঢ়گであ

り、ϩϘッτの機ೳతͳ໘では、઀٬にॏ要ͳϓϩΞΫ

ςΟϒͳΞΫγϣϯをするための行ಈ༧ଌの研究が行Θ

れて͍る。

（3） �「ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間
基盤技術」ʹ関͢Δ研究ಈ޲ௐ査
֤研究開発ςーϚのಠࣗੑ΍༏Ґੑを੔ཧした্で、

にؔするࣔࠦをಘるたੑ޲業Խのํࣄの研究開発΍ޙࠓ

めにڝ合෼ੳを行った。ڝ合෼ੳにあたって、「ターή

ッτࢢ৔」、「ڝ合ൺֱද」、「ࣄ業Խに͚޲た取り૊Έ」

を੔ཧした。

ターήッτࢢ৔では、֤ςーϚで開発する࠷ऴϓϩμ

Ϋτがターήッτとͳるࢢ৔を੔ཧした。ڝ合ൺֱにお

͍ては、֤ςーϚの࠷ऴϓϩμΫτのίΞίϯϐタϯε

おΑͼターήッτが͍ۙا業をબఆした。ൺֱ߲໨は、

ओに AI 技術にؔするओ要ͳ機ೳと、ࢢ৔ੑ・ίετの

2఺とした。技術に͍ͭては、࠷ऴϓϩμΫτのओ要機

ೳとともに AI 技術で実૷͞れる機ೳをൺֱした。ࢢ৔

ੑに͍ͭては、ビδネεܗଶ、ターήッτ、ࢢ৔֫ಘ・

γΣΞのঢ়گをൺֱした。

これらのൺֱを௨して、SIP サイバーの研究開発のڧ

Έと、ࣄ業Խに͚޲た活ಈをࣔした。

（4） AI ͷ社会࣮૷՝୊ʹ関͢Δௐ査
ධՁࢦඪの国ࡍൺֱʢ表 �ʣから、೔本のڧΈは「AI

ઓུ」΍「人間த৺の AI ࣾձݪଇ」ͳͲ、੓෎として

のビδϣϯがࣔ͞れて͍る఺΍、データのೖ手ੑ΍୅ද

ੑも֤国のฏۉを্ճるධՁとͳって͍る一ํで、ऑΈ

として੓෎のデδタルԽのΩϟύγςΟ΍ࢢ৔の成ख़

度、人ࡐ、イϯϑϥのࢦඪに͍ͭて֤国ฏۉをԼճって

͍ることが໌らかとͳった。また、AI ࣾձ実૷の取り

૊Έは活発Խして͍るが、国಺の取り૊Έのଟ͘は実ূ

実ݧஈ֊であることが෼かった。

「AI ؔ࿈の研究開発༧ࢉͳͲにؔするௐࠪ」の݁果か

ら、੓෎機ؔ΍ڭҭ・研究機ؔ、֤産業ྖҬで国ڝࡍ૪

ྗを࣋ͭا業ͳͲ、ଟ༷ͳϓϨイϠーを݁ूして、੓෎

機ؔ΍ؔ࿈লிがਐめる֤施ࡦのޮ果を࠷େԽして͍͘

ことをఏҊした。また、「AI のࣾձ実૷՝୊にؔするௐ

ࠪ」の݁果をड͚、հޢҩྍ෼໺ではઌ୺తͳ取り૊

Έの認ূ੍度のಋೖ΍༧๷ҩྍ෼໺΁の AI 技術のಋೖ、

ެӹੑの͍ߴҩྍデータのྲྀ௨にؔしてఏҊした。あΘ

ͤて、ڭҭ෼໺では新نビδネεϞデルのఏҊ΍ެऺૹ

৴ิঈ੍ۚ度のվળͳͲの施ࡦをఏҊし、઀٬෼໺では

ΞϫーυܕϓϩδΣΫτのઃఆ΍՝୊Ϛッνϯグϓϥッ

τϑΥーϜのಋೖをఏҊした。೔本では「人間த৺の

AI ࣾձݪଇ」がఏএ͞れ、人ʑが AI をड༰しࣾձ全ମ

で AI を͍࢖こͳして͍͘ࢦ਑がࣔ͞れて͍る。ώϡー

Ϛϯ・イϯタϥΫγϣϯ技術のਐలとともに、人と人の

イϯタϥΫγϣϯを AI がࢧԉ・૿ڧする、ߴ度にચ࿅

͞れた技術がࣾձ実૷͞れて͍͘ことが期଴͞れる。

·ͱΊͱޙࠓͷల๬4
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本ௐࠪは、総合Պֶ技術・イϊϕーγϣϯձٞにお͚

るઓུతイϊϕーγϣϯ૑଄ϓϩグϥϜ（SIP）の、第

2期でબఆ͞れた 12՝୊のうͪ「ビッグデータ・AI を

活用したサイバー空間基盤技術」にؔする研究開発ςー

Ϛ「෼໺間データ࿈ܞ基盤技術」に͍ͭてのௐࠪと͍う

Ґஔ͚ͮである。ͦの໨తは、࣌ݱ఺でのւ֎の෼໺間

データ࿈ܞ基盤ಈ޲を౿ま͑ͭͭ、ޙࠓのւ֎との෼໺

間データ࿈ܞを国಺で実ݱするためのํੑ޲΍、ਐめํ

を取りまとめることである。

（1） ࣮ 期間ࢪ
2021 年度

（2） ࣮ 法ํࢪ
࣍のΑうͳΞϓϩーνでௐࠪを実施した。

ᶃ  174 のީ補団体に対する一次調査／深堀調査による

ৄ細把握

ᶄ  PwC が持つグローバルな知見に基づく海外成功事例

調査

ᶅ国際動向を踏まえた CADDE の立ち位置の分析

ᶃのࣄલௐࠪから一࣍ௐࠪ、ਂ۷ௐࠪの �ஈ֊では、

ௐࠪஂମをイϯタビϡー、デεΫτッϓサーϕイから࿦

఺を੔ཧし、ن໛のେき͞、ϝタデータ基盤等の؍఺か

らநग़した。֤ஂମにରしてはެ開৘報をもとに、Ξー

ΩςΫνϟ΍機ೳ要ૉ、੓෎のؔ༩度、ビδネεϞデル

に͍ͭてௐࠪした。ͦの্で、ਂງௐࠪஂମにରして

は༗ࣝऀ΁のイϯタビϡーͳͲを௨͡てৄࡉ৘報を֬

認し、$ADDE が国ڝࡍ૪ྗを࣋った基盤とͳるために

、とͳるࣔࠦをநग़した。また、�1ஂମに͍ͭてはߟࢀ

ΞーΩςΫνϟ΍࠾用技術ͳͲから೚ҙに෼ྨできるΑ

う੔ཧした。ௐࠪは、デεΫτッϓௐࠪとエΩεύーτ

イϯタビϡーを௨͡て、ௐࠪର৅とͳる活ಈஂମのઃ立

໨తͳͲにରして実施した。

�ʣٕ ज़ཁૉௐ ʢࠪҰ࣍ௐࠪʣ

機ೳ要ૉにお͍ては、ௐࠪର৅とͳる֤ஂମにରし

て、「データऩू」から「データ஝ੵ・Ճ޻」、「データ活

用・サービεఏڙ」、「データ؅ཧ」と͍う一࿈のྲྀれに

研究ͷ໨త1

期間ͱํ法2ࢪ࣮

˔"* ʹΑΔσータར׆༻ʹඞཁͳւ外ͱの෼໺ؒσータ࿈جܞ൫の࣮͚޲ʹݱɺ۩体తͳσータ࿈ܞʹ
ؔΘΔ׆ಈ内容΍成ޭྫࣄɺϢーεέーεΛௐࠪͨ͠ɻ

˔��� のީิஂ体ʹରͯ͠ɺʮҰ࣍ௐࠪʗਂງௐࠪʹΑΔৄࡉ೺ѲʯɺʮPXC͕࣋ͭάϩーόルͳ஌جʹݟ
ͮ͘ւ外成ޭྫࣄௐࠪʯɺʮ国ࡍಈ޲Λ౿·͑ͨ C"%%&ˎ� のཱͪҐஔの෼ੳʯの �ஈ֊ͰௐࠪΛ行ͬͨɻ

˔ௐࠪʹΑͬͯɺʮ国ࡍಈ޲Λ౿·͑ͨ国内σータ࿈جܞ൫のཱͪҐஔʯɺʮ日ຊʹͱͬͯ参ߟͱͳΓ͏Δ
ʯ͕෼͔͖ͬͯͨɻ౼ݕͱͳΓ͏Δஂ体の߹ڝʯɺʮྫࣄ

PXCίンαルςΟンά߹ಉ会ࣾ

෼໺間データ࿈ܞ基盤技術ʹ関͢Δ
国ࡍಈ޲ௐ査

ベンνϚーΫௐࠪ݁果

ˎ� SIP 第 2 期の「分野間データ連携基盤技術」では、分野を超えてデータの発見と利用ができる仕組みを「CADDE（Connector 
Architecture for Decentralized Data Exchange：分散型データ交換のためのコネクタ・アーキテクチャ）」として提案している。
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ベンνϚーΫௐࠪ݁果
෼໺ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʹؔ͢Δ国ࡍಈ޲ௐࠪ

必要ͳ機ೳ要ૉをચ͍ग़し、֤ ௐࠪର৅のରԠঢ়گを

੔ཧした。また、本ௐࠪでは、「DBUB�IOHFTUJPOˎ�」、「DBUB�

PSPDFTTJOH」、「DBUB�SUPSBHF」、「DBUB�AOBMZUJDT」、「DBUB�

EYDIBOHF�.BSLFUQMBDFˎ�」、「DBUB�$BUBMPH」、「PSJWBDZ�

BOE�IOGPSNBUJPO�SFDVSJUZ」の � 機ೳ要ૉ͝とに、ର৅

とͳるデータ࿈ܞ基盤の技術要ૉをఆٛしたʢਤ �ʣ。

�ʣۀࣄ形態ௐ ʢࠪҰ࣍ௐࠪʣ

「ビδネεϞデル」、「੓෎のؔ༩度合͍」のೋͭの؍

఺から、ࣄ業ܗଶのௐࠪを実施した。ビδネεϞデルの

ରԠྫࣄとして、データ取Ҿࢢ৔、PDSˎ��� ৘報ۜ行、

データ୲อ༥ࢿ、データূ݊Խ、データ৴託の �ͭを

૝ఆした。ಛにௐࠪண手࣌఺で৘報のগͳかったデータ

୲อ༥ࢿとデータূ݊Խに͍ͭて、௥Ճௐࠪを実施した。

�ʣάϩーόルベンνϚーΫௐࠪ

グϩーバルϕϯνϚーΫௐࠪを、ࣄલௐࠪ、一࣍ௐࠪ、

ਂ۷ௐࠪの �εςッϓで実施したʢਤ �ʣ。

ͳお、ਂ۷ௐࠪஂମのબఆのํ͑ߟは、

ᶃ データ基盤を連携している団体（「メタ基盤」に֘当

するか）

ᶄ  GAFAM のように、自社でプラットフォームを持って

いる団体

ᶅインド／中国の団体

と͍うͭࡾの؍఺から੔ཧした。これらの؍఺に基ͮ

き、(AIA�9、IDSA、DBUB�HPW、DBUB�XPSME、(PPHMF、.JDSPTPGU、

ANB[PO、IOEJB�SUBDL、SIBOHIBJ�DBUB�EYDIBOHF、͞ら

に௥Ճௐࠪとして 9DA5A と )-��')I3 の合ܭ 11 ஂମ

をਂ۷ର৅とし、༗ࣝऀ΁のイϯタビϡー΍௥Ճのデε

Ϋτッϓௐࠪを実施した。

（1） 技術໘Ͱͷௐ査݁果
技術໘でのௐࠪ݁果に͍ͭては、ւ֎データ࿈ܞ基

盤ஂମの �ׂҎ্のا業が、�機ೳ要ૉ全てにରԠす

る一ํで、「DBUB�PSPDFTTJOH」、「DBUB�SUPSBHF」、「DBUB�

AOBMZUJDT」に͍ͭてはରԠがま͹らͳঢ়ଶである。

�ʣௐࠪ؍఺�ʢஂ体෼ྨʣ

データϓϩバイμーとͳるஂମはデータҎ֎にも、ؔ

࿈のサービεまたはιϑτ΢ΣΞも௥Ճでఏڙするもの

がଟ͘ݟられる。ಛにຽ間ஂମにお͍ては、全てのஂମ

がこのύターϯに֘౰した。

本研究ͷ成果3

ˎ� データの転送によって、さらなる処理や分析のために取り込むことができるようにするプロセス。
ˎ� データの取引と交換を行うプロセス。
ˎ� 個人が自らの意思で自らのデータを஝積・管理するための仕組み。

%BUB *OHFTUJPO

%BUB�4UPSBHF

%BUB CBUBMPH

PSJWBDZ BOE�JOGPSNBUJPO�4FDVSJUZ

%BUB &YDIBOHF � .BSLFUQMBDF

%BUB "OBMZUJDT

σータऩ集 σータ஝ੵ・加޻ σータ׆༻・αーϏεఏڙ

֤छ෼໺
͝ͱの
σータ

σータ
؅ཧ

σータՄࢹԽʢ#*ͳͲʣ

औΓࠐΈ࣌
ΤϥーνΣοΫ

σータΩϟογϡ

%BUB PSPDFTTJOH

σータ஝ੵؒظ ΞーΧイϒ

σータอ؅ όοΫΞοϓ

σータඪ४Խ

Ծ名Խ・ಗ名Խ 名ͤدॲཧ

σータ౷߹

σータύイϓϥイン

ԉࢧ໿ܖ

ϨイςΟンά

トϥεト ΞΧ΢ント؅ݶݖཧ σータ؅ݶݖཧ

ϩά؅ཧ γεςϜࢹ؂ ίεト؅ཧೝূ・ೝՄ

඼࣭؅ཧʢϝンςφンεʣ

σータ෼ੳʢػց学शͳͲʣ

੥؅ٻཧ
ϚωタイζΛ
行͏場߹（ ）

σータ࿈ܞ方法
ʢίωΫタʗϓϩトίルؚΉʣ

σータఏڙ
"P*・ϑΥー
Ϛοト؅ཧ等（ ）

σータΧタϩά
࿦ཧܥʗ
෺ཧܥ（ ）*%؅ཧ σータΧタϩάޠࡧݕኮ؅ཧ

ਤ �　σータ࿈جܞ൫のٕज़ཁૉ

લௐࠪࣄ

ௐࠪεςοϓ

・ グローバル範ғでのデータ連携基盤を໢ཏ的
に調査し、リスト化

ௐࠪ໨త

デスクトップ調査

ௐࠪର৅ ௐࠪ方ࣜௐࠪஂ体਺

・ PwC がリストアップした海外データ連携基盤 120 団体に GAFAM や
データ連携基盤関連の各領域リーディングカンパニーを加えた、計
174 団体の簡қ調査を実施

Step1

Ұ࣍ௐࠪ

・一次調査対象となる団体の特徴を整理すること
（50 団体分類）

デスクトップ調査

・ 174 団体のうち、Data を提供する Provider を中心に計 50 団体を一次
調査対象として選定

・ アーキテクチャー（集中型、分散連邦型、ビジネスモデル（収益性）、政
府の関与度、コア技術（認証・認可、ID など）の観点で、デスクトップ調
査を実施

Step2

Shanghai 
Data Exchangeを追加

・ 深堀調査対象と比較し、CADDE で開発した・開
発中の機能を整理

・ CADDE の参考事例を収集
・ 深堀調査対象において、連携／競合相手となる

団体を判別
※連携相手の場合、連携の条件を整理

ਂງௐࠪ デスクトップ調査
＆インタビュー

・ 50 団体のうち、ᶃメタデータ基盤、ᶄGAFAM、ᶅインド / 中国の観点で、
9 団体を深堀対象として選定（後日 2 団体を追加し計 11 団体）

・ 組織目的、技術要素、コンプライアンス、事業形態・政府関与度、連携条
件の観点で、エキスパートインタビュー含めた深堀調査を実施

Step3

XDATAと
HL7 FHIRを追加

絞
込

絞
込

ਤ �　άϩーόルベンνϚーΫௐࠪのશ体૾
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�ʣௐࠪ؍఺�ʢΞーΩςΫνϟʣ

෼ࢄ࿈๜ܕとूதܕがओྲྀであった。また、あらΏる

έーεにରԠするために、෼ࢄ࿈๜ܕとूதܕのࠞ合ܗ

ଶで構ஙするέーεがଟ͘ଘࡏした（ਤ �）。

�ʣௐࠪ؍఺�ʢίΞٕज़ʣ

ίΞ技術に͍ͭては、ҎԼに͛ڍた「དྷྺ基盤」、「デ

ータ認ূ」、「Ϣーβー認ূ」のͭࡾの؍఺から੔ཧした。

w�དྷྺ基盤ɿデータདྷྺは基本తにొ࿥必ਢとͳって͍

る一ํで、データՃ޻དྷྺはデータのΫエϦཤྺ、ߋ

新タイϜεタϯϓ৘報のΈの؅ཧがओྲྀとͳって͍た。

w�データ認ূɿデータ ID ΍データఏऀڙの認ূは֤ஂ

ମಠࣗでの؅ཧ、ID 認ূはΞΧ΢ϯτまたは API に

Αる認ূ、ܖ໿データࣜܗは $S7 ͳͲデータϑΝイ

ル、API ྆ํにରԠして͍るύターϯがଟ͘ݟられた。

w�Ϣーβー認ূɿ利用ऀ認ূはΞΧ΢ϯτ؅ཧのஂମが

ओྲྀであった一ํで、DIDˎ�ͳͲのઌ୺技術は一部

のஂମでのݕ౼にとͲまるͳͲগ਺であった。

ଶͰͷௐ査݁果ܗ業ࣄ （2）
てΈると、ຽ間ஂମݟଶ（ビδネεϞデル）をܗ業ࣄ

のଟ͘がデータのऩӹԽまたはデータのࢿ産Խを実ݱす

る、データ取Ҿࢢ৔に֘౰した。PDS� ৘報ۜ行に֘౰

するஂମも一部ଘࡏしたが、͞らͳるऩӹԽに͚޲、こ

れらにՃ͑てデータ୲อ༥ࢿ、データূ݊Խ、データ৴

託と͍ったͭࡾのࣄ業ܗଶもଘࡏして͍る。

੓෎ؔ༩度に͍ͭては、「ެ開৘報からはؔ༩が֬認

できͳかったஂମ」、「׭ຽ࿈合ܕで੓෎からۚࢿをड͚

取って͍るஂମ」、「ެஂڞମがओମで開発して͍るஂମ」

と͍ったͭࡾのύターϯがଘࡏして͍る。

（3） 国ࡍಈ޲を౿·͑た国಺データ࿈ܞ基盤ͷ

立ͪҐஔ
ճのௐࠪ݁果をもとに、ւ֎ஂମとࠓ $ADDE の要ૉ

技術をൺֱしたʢਤ �ʣ。国ڝࡍ૪ྗを࣋ͪͭͭւ֎ஂ

ମとの࿈ܞを実ݱするために、ւ֎ஂମのྫࣄߟࢀ΍ڝ

合Մೳੑ、࿈ܞに͚޲てղܾす΂き՝୊・法੍نを੔ཧ

した。

ϓϥッτϑΥーϜが機ೳఏڙするのか、利用ऀが機ೳ

を用ҙする必要があるのかと͍う؍఺で $ADDE とଞஂ

ମをൺֱすることで、$ADDE がࡏݱ開発தの機ೳঢ়گ

を೺Ѳした。

ঢ়ݱ $ADDE は、ओに DBUB�SUPSBHF と DBUB�AOBMZUJDT

ؔ࿈の機ೳを利用ऀଆでରԠしており、ਤ̐のᶃ、ᶄの

࿦఺がڍがった。

（4） 日本ʹͱͬͯߟࢀͱͳΓ͏Δྫࣄͷௐ査
ճのௐࠪ݁果をもとに、$ADDEࠓ のීٴをՃ଎する

ํ਑をఏҊした。࣌ݱ఺にお͍て、$ADDE は「データ

ετϨーδ機ೳ」がະ実૷である。まͩデータ࿈ܞのイ

ϯϑϥが੔උ͞れて͍ͳ͍෼໺΁、データ࿈ܞ基盤がอ

༗するデータετϨーδ機ೳをఏڙすることがࢀೖোน

をԼ͛、݁果として෼໺間࿈ܞのૣ期֦େにͭͳがるこ

とが期଴͞れる。

また、࣌ݱ఺での $ADDE は「データΞφϦςΟΫε

ྖҬ」に͍ͭてもະ実૷であるが、サーυύーςΟサー

ビεをಋೖすることにΑって、ະରԠ機ೳのิ׬にΑる

エίγεςϜ構ஙと、機ೳ利用をܖ機とした利用ऀ・࿈

。෼໺૿Ճが期଴͞れるܞ

ετϨーδ機ೳ΍ΞφϦςΟΫεのサーυύーςΟサ

ービεのఏڙにΑって、$ADDE のՃ଎が期଴できٴී

る。また、$ADDE でରԠࡁのॏ要機ೳはグϩーバルの

取り૊Έとൺֱしてもେき͘ྼͣͤޙ、ϝタデータ؅ཧ

に AI 活用する等ઌਐతͳ取り૊Έもܭըதである。

෼ܕࢄ
ʢඇ࿈ܞʣ

集中型と分散連邦型の混合形態

෼ࢄ࿈๜ܕ

集தܕ Facebook

DATOS

EsriDataRepublic

Caruso Here

Wejo

Otonomo

Quandl AWS

Streamr

Microsoft

Alibaba

Google

Dawex SAP SE

Data Intelligence Hub Snowflake

IBM Corporation

Salesforce

Adobe

Acxiom Precisely

owner IQ

Harbr
Openprise

Data Marketplace data.world

Narrative.io

DatabrokerDAO Crux Informatics

Googleˎ

31社

HDX

digi.me w/Australia Gov Blue Button

FaST

CNGBdb

Data.gov data.gov.uk.

European Data Portal

GAIA-X

India Stack
Luxembourgish 

data platform

Dataportal.asia

data.gov.sg NDAP

ODX

15社

1社

15社

12社

18社

計

計

45社ˎ

民間団体公共団体

�Google は「分散型（非連携）」と「集中型と分散連邦型の混合形態 」に重複計上されたҝ、総計からআ外

�Google の Dataset Search 製品のみ

ਤ �　Ұ࣍ௐࠪのର৅ஂ体のΞーΩςΫνϟʹΑΔ෼ྨ݁果

ˎ� 中央集権的な ID 発行者に依存せず、自分自身で自分のアイデンティティを証明する仕組み。



2134*Pୈظ�ʮϏοάσータ・"*Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯڀݚ成果ใࠂॻʢ����年౓ʵ����年౓ʣ

෼
໺
ؒ
σ
ồ
λ
࿈
ܞ
ج
൫
ٕ
ज़
ʹ
ؔ
͢
Δ
ࠃ
ࡍ
ಈ
޲
ௐ
ࠪ

ベンνϚーΫௐࠪ݁果
෼໺ؒσータ࿈جܞ൫ٕज़ʹؔ͢Δ国ࡍಈ޲ௐࠪ

ೳཁૉػ ˌ ೳ名ػ C"%%& ("*"�9 *%4" (PPHMF .JDSPTPGU "NB[PO

DataIngestion
1 データ連携方法（データ提供者ଆコネクタ） 〇 ˚ ˚ ˚ ˕ ˕
2 取り込み時エラーチェック × ˕ ˕ ˕ ー ˕
3 データキャッシュ × ˕ ー ˕ ˕ ˕

DataProcessing

4 データ統合 ˚（開発中） ˚ ˚ ˚ ˚ ˚
5 データ標準化 ˚（開発中） ˚ ˚ ˚ ˚ ˚
6 名寄せ処理 ˚（開発中） ˚ ˚ ˚ ˚ ˚
7 仮名化・ಗ名化 ˚（開発中） ˚ ˚ ˚ ˚ ˚
8 パイプライン ˚（開発中） ˚ ˚ ˚ ˚ ˚

DataStorage

9 データ保管 ˘ ˚ ˘ ˚ ˕ ˕
10 バックアップ × ˚ ー ˚ ˕ ˕

11 データ஝積期間
(ৄ細は「日本にとっての参考事例」を参照) × ˚（開発中） ー ˚ ˕ ˕

12 アーカイブ × ˚ ー ˚ ˕ ˕

DataAnalytics
13 データ分析 ˘ ˚（開発中） ˚（開発中） ˚ ˚ ˚
14 データ可視化 ˘ ˚（開発中） ˚（開発中） ˚ ˚ ˚

DataExchange&Marketplace
15 データ提供 〇 ˚ ˚ ˕ ˕ ˕
16 ੥求管理 ˕ ˕（開発中） ˕（開発中） ˕ ˕ ˕
17 約支援ܖ ˕ ˕（開発中） ˕（開発中） ˕ ˕ ˕

DataCatalog

18 データカタログ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕（開発中） ˕
19 ID 管理 ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕
20 語彙管理 ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ー

21 データカタログ検索
(ৄ細は「日本にとっての参考事例」を参照) ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕

22 レイティング × ー ˕ ー ー ー

Privacyand
InformationSecurity

23 トラスト ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕
24 品質管理 × ˕ ˕ ˕ ー ˕
25 アカウント権限管理 ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕
26 データ権限管理 ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕
27 ログ管理 ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕
28 認証・認可 ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕
29 システム監視 ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕
30 コスト管理 × ˕ ー ˕ ˕ ˕

౼合ͱͳΓ͏Δ団ମͷ検ڝ （5）
$ADDE のීٴにあたり、ڝ合とͳりうるஂମをݕ౼

した。ͦの݁果、ఏڙデータの෼໺ͳらͼにデータのऩ

ू・ఏڙ஍Ҭ、࿈ܞҙࢥから、ਂ۷ஂମと $ADDE のڝ

合Մೳੑを෼ྨし、ڠௐʗಠ立ڞଘʗڝ合の �ஈ֊で

੔ཧした。

࿈ܞҙࢥがஂ͍ڧମとは、ޙࠓの࿈ࡦํܞのݕ౼、ま

た、ಠ立ڞଘ、ڝ合であっても、技術の活用Մೳੑにͭ

͍てݕ౼することで、$ADDE の活用Մೳੑを͛޿るこ

とが期଴できる。

「෼໺間データ࿈ܞ基盤技術」ྖҬにお͍て、೔本が

ւ֎֤国のٸ଎ͳ੔උରԠに஗れをとることͳ͘࿈ܞ

し、国ڝࡍ૪ྗをҡ࣋しͳがら҆ఆした৴པੑを࣋ͪ、

࣋続తにӡӦすることを໨ඪとして本国ࡍಈ޲ௐࠪを実

施した݁果、ҎԼのΑうͳことが͑ݟてきた。

（1） CADDE ͱͷ国ࡍൺֱ
$ADDE は、طଘの෼໺಺データ࿈ܞ基盤ಉ࢜を、෼

໺を௒͑て࿈ͤ͞ܞることを໨తとして͍る。ւ֎ஂମ

はすでにデータの取りࠐΈから؅ཧまで、一࿈の機ೳを

サービεఏڙして͍るが、$ADDE の৔合、࣌ݱ఺では

Ϣーβーଆで機ೳ実૷することを要ٻして͍る。

一ํで、すでに $ADDE が機ೳ実૷して͍る「DBUB�

$BUBMPH」΍「PSJWBDZ」ؔ࿈の機ೳに͍ͭては、ւ֎ஂ

ମとಉਫ४の機ೳをఏڙして͍る。$ADDE が実૷して

͍ͳ 「͍DBUB�SUPSBHF���DBUB�AOBMZUJDT」機ೳに͍ͭては、

ւ֎ஂମは実૷しており、ஂମのࢀೖোนをԼ͛、サー

ビε利用をܖ機としたϓϥッτϑΥーϜ利用ऀ֦େにͭ

ͳ͛て͍る。

SIP の一؀でւ֎基盤との࿈ܞ実ূがਐめられてお

り、技術తには $ADDE にΑるւ֎࿈ܞの取り૊Έがਐ

Έͭͭある。

一ํで、೔ԤでデータをѻうจԽ΍੍度にִたりがあ

り、国ࡍతͳ合ҙܗ成はҾき続き՝୊と͑ߟられる。

本ௐࠪのఏݴ「$ADDE 機ೳ֦ு」はීٴଅਐ͚ͩで

ͳ͘、$ADDE の৴པੑ΍ڝ૪ྗڧԽにもͭͳがり、ަ

বにお͚る༏Ґੑ֬อにࢿすると͑ߟられる。

՝୊ܞ合Մೳੑͱ࿈ڝ （2）
(AIA�9、IDSA、)-��')I3 はグϩーバルでサービε

ఏڙしており、ଞஂମとの࿈ܞҙࢥが͍ڧため༏ઌతに

。ௐして͍͘΂きର৅と͍͑るڠ

一ํで、(PPHMF、ANB[PO、.JDSPTPGU、DBUB�XPSME は、

$ADDE とのॏ複部෼がଟ͘࿈ܞҙࢥがബ͍ため、ڝ合

ର৅として஫ࢹして͍͘΂きର৅と͍͑る。たͩし、技

術తには、活用のՄೳੑがଘࡏするとΈられる。

ւ֎ஂମとの࿈ܞにお͍て、੍度໘ではओにଞஂମΑ

り $ADDE のデータఏऀڙ΍データࣗମ΁の௥Ճ৹ࠪ、

技術໘ではओにデータ・ϝタデータ基४΍࿈ܞίネΫタ

੔උに՝୊がଘࡏして͍る。

·ͱΊͱޙࠓͷల๬4

ਤ ೳൺֱの෼ྨ݁果ػ　�

ຌྫ
中央は仕様や機能を提供する

˕ 完全中央
˓ 中央提供 & 利用者実装必ਢ
˚ 中央提供 & 利用者実装任意

中央は仕様や機能を提供しない

˘ 完全利用者
ー 機能対応状況非公開
× 機能開発なし

CADDE はデータストレージを
提供していないため、利用者は
データストレージを用意する
必要がある

他団体は自社開発、または第三
者より関連サービスを補完する
一方、CADDE は現時点では関
連機能を提供していない状況

�

�
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プロジェクトは将来を予見？ コロナ禍によ
って 10 年かかる社会変化が 2 年で起きた

ʕʕ　ࠓճのϓϩジΣΫト͸ɺίϩφՒલの ���� 年ʹ

࢝·Γ·ͨ͠ɻ౰࣌͸ԕִԽ΍ώϡーϚン ŋインタϥΫ

γϣンのඞཁੑ͕ཧղ͞Ε͍ͯͳ͔ͬͨͱࢥΘΕ·͢ɻ

ͦΕ͕͜の �年ؒͰͲのΑ͏ʹมԽ͖ͯͨ͠のͰ͠ΐ

͏͔ɻ

ؙ࣋ɹ࠷もେきͳมԽはίϩφՒにΑってԕִԽに஫໨

がूまったことです。ΞΫηϓタビϦςΟとϦςϥγー

がܶతにมԽし、おͦら͘あと 10年はかかったとࢥΘ

れる΄ͲのܶతͳมԽが、2年͘ら͍でىきました。

「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」にお͍ても、

ԕִԽ΍ςϨϫーΫにٴݴして͍ましたが、ϓϩδΣΫ

τをਐめて͍͘うͪに、ΑりԕִԽにॏ఺をஔ͘ことに

しました。

ྫ͑͹、産業技術総合研究ॴ（産総研）の઀٬のτϨ

ーχϯグは、もともとはԕִରԠがϝイϯではありまͤ

Μでした。Ҡಈが੍໿͞れͣ、ಉ࣌ੑがٻめられͳ͍こ

とにண໨して、Ծ૝空間でϨετϥϯをݱ࠶することに

য఺を౰てて͍ました。とこΖが、ίϩφՒにΑりϑΝ

ϛϦーϨετϥϯでもର໘のτϨーχϯグができͳ͘ͳ

SIP 第 2 期「ビッグデータ・AI を
活用したサイバー空間基盤技術」
͕΋たΒしたՁ஋をੜ͔͢たΊʹ

出੮者
҆੢༞Ұ࿠ プログラムディレクター（公益財団法人東京財団政策研究所所長）

ؙ࣋ਖ਼明 サブプログラムディレクター（国立研究開発法人産業技術総合研究所人間拡張研究センター研究センター長）

݉ଜްൣサブプログラムディレクター（未来報ु株式会社代表取締役）

ӽ௩ొ サブプログラムディレクター（国立大学法人東京大学大学院情報学環教授）

઒্ొ෱イノベーション戦略コーディネーター(株式会社経営共創基盤共同経営者、マネージングディレクター）

࢘会・ਐ行
ԕ౻࿦（角川アスキー総合研究所主੮研究員）

トークセッション

SIP 第 2 期「ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間基盤技術」では、「ヒューマン・イン

タラクション基盤技術」、「分野間データ連携基盤技術」、「AI 間連携基盤技術」、「アーキテクチ

ャ構築」の研究開発が進められた。世界で AI の社会実装、データ連携基盤の構築が進む中、今

回の開発によって得られた価値を高め、国際的にビジネス展開していくためにはどうすれば良い

か、プログラムディレクター、サブプログラムディレクター、イノベーション戦略コーディネー

ターの方々にオンラインでディスカッションしていただいた。
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トークセッション

り、ͦこからԕִରԠのଆ໘をԡしग़すΑうͳܗでϓϩ

δΣΫτをਐめました。

一ํで、ԕִԽはର໘イϯタϥΫγϣϯのՁ஋をߟ࠶

するきっか͚にͳりました。հޢにお͚るഉᔔͳͲ、Ͳ

うしてもԕִԽできͳ͍ものがあります。AI ͳͲを࢖

って、ͦこのՁ஋をͲのΑうにして্͛て͍͘か。ͦう

͍う؍఺にお͍てもίϩφՒは研究をՃ଎ͤ͞たとࢥっ

て͍ます。

҆੢ɹSIP のϓϩδΣΫτが࢝まった౰ॳ、ࣗಈӡస΍

AI ͳͲの࠷新技術をੜ活に取りࠐΜで͍͘ことにؔし

ては、ଟ͘の人がͦの必要ੑを認ࣝして͍ました。しか

し、ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯのॏ要ੑに͍ͭては、

あまりཧղ͞れて͍まͤΜでした。ͦれがこの �年間

でがらりとมΘりましたͶ。ԕִでも、ର໘とಉ༷に人

と人がイϯタϥΫγϣϯできることのେ੾͞を、ੈ間一

ൠのํʑがࣄ࢓の্でもੜ活の্でも実ײしたのがେき

かったとࢥって͍ます。

また、ϫΫνϯ઀छをਐめるにあたっても、国、஍ํ

࣏ࣗମ、อ݈ॴでデータが࿈͞ܞれて͍ͳ͍ことにΑる

໰୊がଟ発しました。͞ま͟まͳデータが݁ͼ͍ͭて͍

ͳ͍ঢ়گがίϩφՒにΑって࿐ఄしたΘ͚です。この �

年間で、これらの人とデータの݁ͼͭきは技術でサϙー

τす΂きであり、ͦう͍うςーϚがେࣄであることが෼

かりました。

ʕʕ　ϫΫνン઀छのͱ͖͸ʮσジタルഊઓʯͳͲਏ᫤

ͳҙݟ΋出͍ͯ·ͨ͠ΑͶɻ

҆੢ɹ೔本はデータ、ある͍はデータ࿈ܞをେࣄにして

こͳかった。͞らには、人と人とのͭͳがりは৘తͳ໰

୊で、技術がհೖする໰୊ではͳ͍とࢥって͍た。ここ

に͍るઌੜํをは͡め、ؔ܎したํʑのおか͛ですが、

って͍͍とݴ௨して͍たとݟճのϓϩグϥϜは࣌୅をࠓ

。ます͍ࢥ

ʕʕ　݉ଜઌੜ͸ͲのΑ͏ʹ͓͑ߟͰ͠ΐ͏͔ɻ

݉ଜɹؙ࣋ઌੜ、҆੢ઌੜのおっしΌるとおりͩと͍ࢥ

ます。�年લ、ੈ間では「γϯギϡϥϦςΟがདྷる」ͳ

ͲとݴΘれて͍ました。౰࣌は AI のςΫϊϩδーにΑ

ってԿが実ݱՄೳでԿがෆՄೳͳのかのۃݟめが͍ͭて

͍ͳかったのͩと͍ࢥます。ͦこが、この �年間でफ़

ผ͞れるΑうにͳってきました。

ͦう͍うҙຯでは、ੈのதも௥͍ͭきͭͭあります

が、SIP「ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間基

盤技術」にはઌݟの໌があったのͩとࢥって͍ます。ྫ

͑͹ڭҭ෼໺ͩと、�年લにઃ立͞れたϕϯνϟーا業

である BUBNB�QMVT ձࣾが開発した「BUBNB�」と͍ࣜג

う AI を用͍たֶशγεςϜが、すでに全国のक़ͳͲで

った࢖ΘれるΑうにͳってきました。͞らに、ອըを࢖

ֶशにؔしては、ूӳࣾがग़ࢿして͍る.BOUSB ձࣜג

ࣾが「-BOHBLV」と͍うεϚϗΞϓϦを 2022 年にϦϦ

ーεして͍ます。

SIP はاըをؚめると �、�年લに࢝まっており、こ

れらのಈきにઌ行して͍ます。SIP は、ϓϩδΣΫτの

தでも֎でも͍Ζ͍Ζͳことを実ݱしてきて͍ます。ࠓ

ճの成果で͍うと、SIP でͭ͘ったϦϞーτ઀٬γες

Ϝが、ࢲはίϛϡχέーγϣϯϩϘッτとڞに発లして、

って͍ます。このΑうࢥらに਎ۙにͳって͍͘と͞ޙࠓ

に、AI 技術で実ࡍに実ݱՄೳかͭࣾձత要੥がେき͍

ྖҬに౤ࢿし、ࣄ業΍技術をઌճってҭててきたことの

ҙٛはେき͍と͡ײて͍ます。

ؙ࣋ɹもともと 10年ܦて͹、ώϡーϚϯ・イϯタϥΫ

γϣϯ技術をࣾձはड͚ೖれたと͍ࢥます。たͩίϩ

φՒҎલは人と人の間に AI がೖるγνϡエーγϣϯを、

Έͳ͞Μが೔ৗతにମݧする機ձが΄΅ありまͤΜでし

た。ͦれが、ࠓではྫ͑͹ϦϞーτձٞͳͲで ;PPNを

にೣࣖを͚ͭたりして͍る。これはإに、ࣗ෼のࡍう࢖

AI がإを認ࣝしてॲཧして͍るのですが、このΑうͳ

ことはϦΞルのର໘ではできͳ͍技術です。ま͞に人と

人との間に৘報γεςϜ、AI がհೖすることで実ݱで

きたΘ͚です。

これはࠣࡉͳྫではありますが、人と人とのイϯタϥ

Ϋγϣϯがָし͘ͳると͍うମݧにΑって、AI հೖ΁

の఍ײ߅がݮったのではと͡ײて͍ます。

ձでデδタルԽがՃ଎したのに、զʑが「こࣾ、ہ݁

れからはԕִの࣌୅です」とࠓから研究開発を࢝めるΘ

͚には͍かͳ͍。ઌにਐめてお͍てྑかったです（স）。

ʕʕ　҆੢ઌੜ͔Βσータ࿈ܞの࿩͕͋Γ·͕ͨ͠ɺӽ

௩ઌੜ͸ͲのΑ͏ʹ͓͑ߟͰ͠ΐ͏͔ɻ

ӽ௩ɹώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯは೉し͍ことにν

ϟϨϯδして͍ると͍ࢥます。ྫ͑͹઀٬にお͍て、ސ
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٬にಉ͡ΫΦϦςΟのରԠを複製して͍͘Αうͩと、デ

ータは͍࢖΍す͍。とこΖが઀٬のݱ実は、ຖճ৚݅が

ҧって、٬ސは๬Μで͍るサービεの࣭もఔ度もҧ͍ま

すので、ある٬ސの઀٬データがผの٬ސにద要できる

かͲうかは෼からͳ͍。

ίϩφՒҎલͩと、઀٬ͳͲの AI 等でରԠが೉し͍

෼໺は、人間が΍れ͹͍͍と͑ߟてしまう。「ͦれは人

間のྖ෼ͩ」と͍うอकతͳ人も͍たはͣです。ですが、

ίϩφՒにΑって人間がରԠできͳ͘ͳった。ͦう͍う

ҙຯでは、ڧҾに機ցԽͳ͍しは AI Խしͳ͍と͍͚ͳ

。が๚れましたڥ؀͍

௕期తにݟたら、100 年ޙも人間͚ͩが઀٬して͍

るかと͍うと、ͦΜͳことはͳ͍と͍ࢥます。Ͳこかで

੾りସΘるはͣです。ؙ࣋ઌੜがおっしΌるΑうに、ͦ

う͍う機ձがࠓճのίϩφՒで๚れたのͩと͍ࢥます。

ヒューマン・インタラクション技術のすそ野
の広さに期待。社会実装を進める中で分かる
課題も

ʕʕ　ϓϩジΣΫトͰ͸͞·͟·ͳڀݚ開発͕ਐΊΒΕ

·ͨ͠ɻڀݚΛࣾ会࣮૷ɺϏジωεԽ͢Δ͜ͱʹؔͯ͠ɺ

日ຊਓ͸͋·ΓಘҙͰ͸ͳ͍Α͏ʹ͡ײ·͢ɻࠓճの成

果ΛϏジωεల開͢Δʹ͸ɺͲ͏͢Ε͹͍͍のͰ͠ΐ͏

͔ɻ

઒্ɹࣄ業Խのݕ౼にお͍ては、ฏた͍͘うと、「୭が、

Կを、Կのために、͍͘らでങうのかʁ」と͍うことを

業のࣄて͍͘ことにͳります。技術の֬立イίール͑ߟ

成立と͍うものではͳ͘、ఏڙՁ஋、ఏํڙ法ͳͲ、͞

ま͟まビδネεࢹ఺でも͑ߟて͍͘必要があります。

�年間と͍う期ݶのதで、技術の研究開発ஈ֊から࢝

めて、ࣄ業Խを実ݱすることはେม೉し͍νϟϨϯδで

す。しかし、ࣄ業Խ・ࣾձ実૷を໨ࢦしたΞΫγϣϯを

実ࡍに行ってΈることにΑって、ॳめて͑ݟて͘る՝୊

もଟ͘あります。

ࣾձ実૷に͚͞޲ま͟まݕ౼して͍ても、実ࡍに΍っ

てΈると、ྫ͑͹ϥετϫϯϚイルのとこΖで、༧૝も

しͳかった՝୊が͑ݟてきたりします。これらのதには、

ଟ͘の技術のࣾձ実૷にお͍てϘτルネッΫにͳって͍

る、もし͘はͳりͦうͳものもあります。これらࣾձ実

૷をਐめて͍͘աఔで෼かった՝୊が、研究にϑΟーυ

バッΫ͞れ、ͦこから新たͳ研究開発のγーζがੜまれ

るルーϓがճって͍͘ڥ؀が必要ͩとࢥって͍ます。

ੲから、೔本は技術でউってࣄ業でෛ͚ると͍Θれて

きました。また、新技術のࣾձ実૷までのεςッϓにお

͍ても、新技術が研究・開発͞れ、ͦこからྔ産Խ΍製

඼ԽͳͲ、ࣄ業Խのݕ౼が行Θれることがଟ͍と͍ࢥま

す。とこΖが、AI ͳͲの৔合は研究とࣾձ実૷がີ઀

にͭͳがっており、εύイϥルでਐΜで͍ます。ͭまり、

「技術でউってࣄ業でෛ͚てができͳ͍ੈք」にͳって

きて͍ると͍うことͩと͑ߟて͍ます。

技術をͭ͘ってࣄ業をڵし、࠶౤͞ࢿれ、͞らに技術

のਐԽをੜΉ、このεύイϥルをߴ଎Խして͍͘ことが

必要ͩと͡ײて͍ます。

ʕʕ　ベンνϟー企ۀΛࢧ・ݧܦԉ͍ͯ͠Δ݉ଜઌੜ͸

Ͳ͜ʹ՝୊͕͋Δͱ͍ࢥ·͔͢ɻ

݉ଜɹಛఆا業の࿩と͍うΑりはࢲがଟ਺ݟฉきした࠷

େެ໿਺としてお࿩ししますが、新し͍ビδネεをͭ͘

って্͍͘で、ϕϯνϟーΩϟϐタルの੹೚がॏ͍とࢥ

って͍ます。実ࡍにす͹らし͍技術を࣋って͍ͳがらも、

まͩ঎඼Խできて͍ͳ͍ا業もଟ͘、ͦれを͑ࢧて͍る

のがϕϯνϟーΩϟϐタルです。おۚをग़して͘れるϕ

ϯνϟーΩϟϐタルͳしでは、ࣄ業のタネとͳる技術の

ଟ͘が೔の໨をݟͳ͍ままにͳってしまうでしΐう。

ϕϯνϟーΩϟϐタルは、まͩ技術開発のஈ֊にあっ

て、ऩӹを্͛るまでには年୯Ґで࣌間がࠐݟまれるا

業にରしても౤ࢿします。৔合にΑっては、ا業がະ成

ख़ͳஈ֊で਺ԯԁΫϥεのग़ࢿをします。ϕϯνϟーا

業ଆとしては、ग़ࢿをड͚るϋーυルが 10年લにൺ΂

てԼがって͍るঢ়گです。

とこΖが、ͦのΑうͳग़ࢿをड͚Αうとするϕϯνϟ

ーا業のܦӦऀが、あるҙຯগしצҧ͍をして͍て、か

りͦめの成ޭをしてしまって͍る部෼があります。൴ら

が本ؾで取り૊Ή΂きは、ͦの技術を利用する٬ސにت

Μでもらうことです。٬ސにتΜでもらうことで、Ͳれ

。ͳ͍と͍͚ͳ͍͑ߟに݋がճऩできるかをਅۚࢿ͚ͩ

ͦれͳのにग़ऀࢿのํをݟͳがら、「これはࠓまでにͳ

͍技術です」、「SD(Tです」、「࠷ઌ୺の AI が࢖Θれて͍

ます」ͳͲと立೿ͳこと΍ྲྀ行のݴ༿を͍࢖ͳがら、ࢿ

ۚूめに஫ྗして͍ます。ͦれが成ޭしてۚࢿがूまっ

てしまうことで、ϕϯνϟーا業の݈全ͳ成௕が્害͞

れて͍ることがあると͡ײて͍ます。
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ϕϯνϟーΩϟϐタルは、本དྷ、この技術は୭の໾に

立ͭのかͳͲを、ྲྀ行に࿭Θ͞れͣきͪΜとۃݟめͳ͚

れ͹͍͚まͤΜ。ͦのう͑でग़ऀࢿをϑΥϩーすること

が必要ͩとࢥうのですが、ࢲの໨からݟると、݄ 1ճ

の取క໾ձにはग़て͘る͚Ͳ、本࣭తͳΞυバイεをす

るΘ͚でもͳ͍。ある͍は、技術がઑったϕϯνϟーا

業にରしてਖ਼໘からࢧԉするೳྗに͚ܽる。݁ہ、ϕϯ

νϟーا業をίϯτϩールできͣ、٬ސのتͿものをܗ

にできͳ͍まま࣌間͚ͩがܦաして͍͘έーεが݁構あ

るΑうに͑ࢥます。

઒্ɹ技術とは、Կかを実ݱするためのํ法の一ͭとߟ

͑て͍ます。技術にΑって実͞ݱれたものが、ビδネε

఺ࢹ業Խのࣄ。てもՁ஋を࣋ͭ必要がありますݟ఺でࢹ

にお͍ては、ͦの技術でԿができるΑうにͳるのか、あ

る͍はԿがした͍のか。技術にΑって実͞ݱれた製඼΍

サービεは、͍͘らで、Ͳの͘ら͍ചれるのか、Կ人に

ചれるのかを、͑ߟると͍うことͩと͍ࢥます。

҆੢ɹ技術ͦのもの͚ͩでͳ͘、ͦの技術でビδネεを

ੜΈग़ͤるか。ྫ͑͹、人と人とのイϯタϥΫγϣϯを

サϙーτして、ͲのΑうͳࣾձతχーζをղܾできるか

がॏ要です。

がこのϓϩδΣΫτが࢝まるલに਎ۙͳྫでχーζࢲ

がありͦうͩと͑ߟて͍たのは、ݐઃ作業ݱ৔でした。

、৔にお͍ては、人手がෆ଍して͍ることからݱઃ作業ݐ

؂ಜは೔本人でも、εタッϑは֎国人と͍うことがଟ͘

をׂりৼる৔合ͳͲ、ίࣄ࢓、ࡍड͚られます。ͦのݟ

ϛϡχέーγϣϯを取るために೔本ޠҎ֎のޠݴが必要

とͳるΑうͳγνϡエーγϣϯを実ࡍに໨ܸします。

これはؙ࣋ઌੜのϓϩδΣΫτにもؔΘってきます

が、人手ෆ଍にىҼする՝୊はҿ৯ళ等の઀٬業でも発

ੜしており、このঢ়گはίϩφޙも続͘とࢥって͍ま

す。これらの人と人のイϯタϥΫγϣϯにؔΘるとこΖ

を AI でߴ度にサϙーτし、ͲのΑうにビδネεにͭͳ

͛て͍͘かを͑ߟることは、Ձ஋のあることͩと͍ࢥま

す。

一ํで、ݸ人తには೔本人の໰୊ઃఆྗがམͪてきて

͍るのではͳ͍かとة機ײを๊͍て͍ます。エϯδχΞ

も技術をੵΈ্͛て͍͚͹、Կかができるのではͳ͍か

とയવと͑ߟ、技術開発を行って͍るέーεがଟ͍ので

はͳ͍でしΐうか。

実ࡍには、ݐங΍ҿ৯、հޢ等の実ଶを࡯؍してΈれ

͹、දにはग़て͍ͳ͘てもࠔって͍ることがた͘͞Μあ

るΘ͚で、ͦこにޫを౰て実ࡍのࣾձతͳχーζからಘ

られた໰୊ઃఆに基͍ͮて、技術のࣾձ実૷を͑ߟてき

たのが、ࠓճのώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯのϓϩグ

ϥϜです。

઒্ɹͲのΑうͳ技術かにもΑりますが、AI のࣾձ実

૷を͑ߟた৔合、AI 技術ಋೖがਐΉのは、もともとあ

るఔ度ࣗಈԽをਐめて͍るا業からにͳると͑ߟて͍ま

す。ྫ͑͹、ͦもͦも I5 γεςϜ΍ࣗಈԽϥイϯがଟ

͘ೖって͍るࣗಈंձࣾのϥイϯに新たͳ AI をೖれる

のと、ҿ৯ళのళฮに新たͳ AI がೖるのは全͘ҟͳり

ます。ҿ৯ళにల開することを͑ߟた৔合、େ手νΣー

ϯでもͳ͍ݶり、ҿ৯ళに I5 部໳ͳͲはͳ͘、౤ࢿで

きる༧ࢉもݶられて͍ます。ֹۚతにも、ϢーβビϦς

Οーにお͍ても、ଟ͘のҿ৯ళにల開Մೳͳ、௿ίετ

で؆୯に͑࢖るϨϕルの AI ιϦϡーγϣϯにͳらͳ͍

と、ීٴするのは೉し͍。人と人とのイϯタϥΫγϣϯ

がଟ͘てίϩφՒでࠔって͍るのは、ͦう͍う業քͳの

です。

では、Ͳうす΂きͳのか。ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγ

ϣϯにؔしては、࠷ऴతͳϓϩμΫτをͭ͘ってビδネ

εにࢀೖするのか、్தまでできて͍る要ૉ技術をల開

オンラインで意見が交わされた。写真ࠨから安西祐一郎プログラムディレクター、持ؙ
正明サブプログラムディレクター、݉村厚範サブプログラムディレクター
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して͍͘のか。これらは、ޙࠓの՝୊ͩと͍ࢥます。

ؙ࣋ɹ՝୊があることはࢲも͡ײて͍ます。SIPࣗମは、

Χタύルτからग़るかग़ͳ͍か͘ら͍かͳとࢥって͍ま

す。とは͍͑、ࣾձのデδタルԽが௥͍෩にͳって͍ま

す。͍ͭ͘かの要ૉ技術が SIP のϓϩグϥϜからग़てき

て͍るので、SIP にؔΘったํʑ、もし͘はͦれに͍ۙ

ํʑがࣾձにਧ͍て͍る෩をಡΈͳがら、ࣾձ՝୊をղ

ܾするҙࣝを࣋って͍たͩきた͍。ͦして、この෩に৐

って、SIP の技術をੜかした՝୊ղܾにνϟϨϯδする

ϑΣーζにҠって΄し͍とࢥって͍ます。ͦう͍うྫࣄ

が͍ͭ͘かग़て͘ると、౰ॳզʑがඳ͍て͍たΑりもૣ

ࣾ͘ձのதにサϯϓルがग़て͍͘のではͳ͍かと期଴し

て͍ます。

データをめぐる覇権争いと日本の競争力強化
への課題

ʕʕ　日ຊ๊͕͑Δ՝୊のҰͭʹɺڝ૪ྗڧԽ͕͛ڍΒ

Ε·͢ɻσータʹ͍ͭͯ͸ͲのΑ͏ͳঢ়گʹ͋Γ·͔͢ɻ

ӽ௩ɹ৘報௨৴技術にؔしては 1��0 年୅にίϯϐϡー

ターがੜまれ、20年͘ら͍のप期でେきͳมԽがあり

ました。�0年୅にͳるとϝイϯϑϨーϜの࣌୅にͳっ

て、͞らに 20 年ܦって 80 年୅にͳるとϚイΫϩίϯ

ϐϡーターの࣌୅にͳりました。�0 年୅は OS と͍͑

͹8JOEPXT が੮רしてͦれҎ֎にબ୒ࢶがͳ͍とࢥっ

て͍たら、イϯターネッτのࣗ༝Խがあって、2000 年

にͳりイϯターネッτの঎用利用の޿がり΍Ϋϥ΢υ、

εϚーτϑΥϯがݱれてがらりとมΘってきました。͞

らにυッτバϒルがىき、新し͍ϓϨイϠーが続ʑとग़

てきました。ࠓ、ͦのイϯターネッτの࣌୅から͞らに

20 年がͪܦ、ͦの間にਂ૚ֶशがੜまれ IP5 もීٴが

ਐΈ、ڝ૪ྖҬがデータ活用と͍った্ҐϨイϠーにͳ

って͍ます。

ͦう͍うҙຯでは、ࠓはస׵期ͩとࢥって͍ます。ྫ

͑͹ϝΨϓϥッτϑΥーϚーの新し͍ಈきもϖーεがಷ

って͍ますし、ۙ࠷は新し͍こと΍໘ന͍ことがग़てき

て͍まͤΜ。ΉしΖ8FC� ͳͲ新し͍サービεは、ͦ

れҎ֎のا業からग़てきて͍るΑうͳؾがします。ͭま

り࣌୅がมΘり、新し͍࣌୅のイχγΞνϒをとって͍

かͳ͘ては͍͚ͳ͍࣌期にあると͍͑ます。

ʕʕ　���� ʙ ���� 年のࠓ͸σータの࣌୅ͱ͍͏͘͘

ΓͰ͍͍のͰ͠ΐ͏͔ɻ

ӽ௩ɹࢲのউ手ͳ͘͘りですが、データの࣌୅と͍って

͍͍と͍ࢥます。一ํで、データはఱવݯࢿ、ੴ༉であ

ると͍うΑうͳදݱがありますが、ੴ༉とはࠜ本తにҟ

ͳりͳがらも、ͦの࣌୅のイχγΞνϒを技術తにも産

業తにもとって͍͘と͍う໘ではੴ༉とಉ͡かもしれͳ

͍。ですから、データ基盤を構ஙして͍͘ことがॏ要で、

ͦれが೼権૪͍にͳりͭͭあります。

ʕʕ　۩体తʹ͸ɺͲのΑ͏ͳ೼ݖ૪͍ʹͳ͍ͬͯΔの

Ͱ͔͢ɻ

ӽ௩ɹまͣデータをकることから࢝まります。E6はデ

ータが E6 にΉ΍Έにग़ͳ͍Αうに法律をͭ͘っ֎ݍ

て、ࣗ෼たͪの権ӹをकΖうとして͍ます。もしデータ

がੴ༉ͩとしたら、ϝΨϓϥッτϑΥーϚーがੴ༉ϝ

δϟーのΑうͳଘࡏで、ͦこからデータをकるために

OPE$ をͭ͘って͍るΑうͳঢ়گにたと͑ることができ

るかもしれまͤΜ。

ੈքで࠷もグϩーバルԽがਐΜで͍た 2000 年のࠒ、

ྫྷઓがऴΘって౦੢のนが่͞れ、ΈΜͳがࣗ༝にੈք

தを͚ۦ८って͍たのに、20 年ܦったࠓ、イϯターネ

ッτのੈքでまたนができてしま͍ました。ࣗ༝ᮣୡに

Կでも΍って͍͍࣌୅ではͳ͘ͳり、ͦれͧれの国΍஍

Ҭのதで、あるఔ度ൣنを࣋ってਐめて͍͘ྲྀれにͳっ

て͍ます。

ͭまり、データが্ҐϨイϠーにͳって、ൣنにԊっ

た I5 の࢟とはͲのΑうͳものͳのかを࢝͑ߟめて͍る

のです。ಛにओಋ権をѲって͍るのがϤーϩッύで、デ

ータのルールを͍Ζ͍Ζとܾめて、͞ま͟まͳ基盤をͭ

͘って͍ます。ΞδΞでは、イϯυが lIOEJBSUBDLz と͍

うΦーϓϯ API をͭ͘り、国がデータを全てऩूして

基盤ͮ͘りをਐめて͍ます。த国はデータ取Ҿࢢ৔をͭ

͘って͍ます。このデータ取Ҿࢢ৔とは、データをചങ

するΑうͳϚーέッτです。ചങする৔ॴからͭ͘って

͍͘と͍うのがத国らし͍΍りํͩと͍ࢥます。

ʕʕ　ΞϝϦΧ͸ͲのΑ͏ͳঢ়گʹ͋Γ·͔͢ɻ

ӽ௩ɹΞϝϦΧ΍Χφμはࣗ༝ڝ૪です。ͦこに੓෎は

հೖす΂きではͳ͍、ຽ間で೚ͤる΂きͩと͍うํ͑ߟ
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です。データに͍ͭては (�でもٞ࿦͞れるΑうにͳっ

て͍ます。ΞϝϦΧは、੓෎がデータ෼໺をओಋする

E6の΍りํに൷൑తです。

のとこΖ、ルールͮ͘りもؚめて、データにؔしہ݁

てはもうຽ間೚ͤの࣌୅ではありまͤΜ。੓෎もؔ༩し

て法律をͭ͘り、産業քと׭が࿈ܞするのです。ͦう͍

う໘でも、ຽ間がओಋしたࣗ༝ͳイϯターネッτの࣌୅

とはかͳりҟͳってきました。

ʕʕ　ຊใࠂॻʹ͸ɺӽ௩ઌੜのインタϏϡー΋ܝ載͠

͍ͯ·͢ʢQ���� 参রʣɻͦ͜Ͱ͸ɺࣗಈंΛചΔʹ΋

σータ࿈͕ܞඞཁʹͳͬͯ͘Δͱ͍͏࿩͕͋Γ·͢Ͷɻ

ӽ௩ɹE7（ిࣗؾಈं）がීٴし、ྫ͑͹౦ژのंが

全て E7にͳったら、໷にͳると全һがॆిを࢝めるで

しΐう。ͦの݁果、ిྗফඅのϐーΫが໷தに͘ること

にͳります。ͦれͩとిྗ໢がもたͳ͍ですΑͶ。です

ので、E7のॆిはεέδϡーϦϯグすることにͳりま

す。ं͝とに、ॆిできる࣌間をܾめͳ͚れ͹͍͚ͳ͍

のです。ͦのࡍには、ిྗ໢と௨৴しͳ͚れ͹͍͚まͤ

Μ。すͳΘͪ、౎ࢢのイϯϑϥ基盤とのデータަ׵が必

要にͳってきて、ͦう͍うҙຯではंはചり੾りの୯ମ

঎඼ではͳ͘、εϚーτγςΟの 1ϊーυにͳって͘

るでしΐう。

ͭまり、データ࿈ܞが、産業ڝ૪ྗにͦのまま௚݁す

る࣌୅にͳりͭͭあるのです。೔本国಺はগࢠԽがਐ

Έ、この�年間でも人ޱがݮগして͍ます。ͦうすると、

産業のありํも人ޱが૿͑て͍るときとはҟͳります。

ྫ͑͹、஍ํのమಓ΍バεͳͲ、ެަڞ௨が成り立たͳ

͘ͳっており、国಺の͍Ζ͍ΖͳとこΖで౷合しͳ͚れ

͹ͳらͳ͍ঢ়گがىき࢝めて͍ます。࣌ݱ఺では೔本の

ಛघͳࣄ৘ͳので、Կもͣ͑ߟに೔本ಠࣗの手をଧって

しまうと、ւ֎のϚーέッτで௨用するものができͳ͘

ͳってしまうڪれがあります。

҆੢ɹAI にݶらͣ、೔本がこれから技術でੈքにଧっ

てग़て͍こうとࢥったら、ΞϝϦΧとத国を৐りӽ͑ͳ

͚れ͹ͳりまͤΜ。ͦのࡍの技術はԿかと͑ߟると、お

ͦら͘ΞϝϦΧとத国がෆಘ手ͳサービεのとこΖͩと

・ます。ͦのため、本ϓϩδΣΫτではώϡーϚϯ͍ࢥ

イϯタϥΫγϣϯにྗをೖれることにしました。

サービεのࢹ఺でଊ͑ると、ڭҭ΍հޢ、઀٬͚ͩで

ͳ͘、製଄業΍ઌ΄Ͳ৮れたݐઃ作業ݱ৔ͳͲもؚめて、

をຬ଍ͤ͞るサービऀࣄ٬΍ैސ΍͞ま͟まͳ৬छのࠓ

εがٻめられるΑうにͳって͘ると͑ߟて͍ます。ࢲは

201� 年 �݄に੓෎にઃஔ͞れた人޻஌ೳ技術ઓུձٞ

Ҏདྷ、੓෎の AI ઓུにؔΘってきましたが、サービε

を技術にΑって本֨తにࢧԉすることが、これからの೔

本のಓͩΖうと͡ײて͍ます。

しかし、ݱ実にはサービεと͍うྖҬにお͍て、人間

がؔΘる部෼はඇৗに複ࡶで͍Ζ͍Ζͳデータの活用が

ෆՄܽです。

ӽ௩ɹ҆੢ઌੜがおっしΌって͍るサービε΍ SPDJFUZ�

��0 の実ݱには、ϑϩϯτエϯυにサービεΞϓϦέー

γϣϯがあり、バッΫエϯυにイϯϑϥがあります。࣋

ؙઌੜが取り૊Έをਐめてきたのはϑϩϯτエϯυの部

෼で、ま͞に人間に௚઀サービεするとこΖです。ͦこ

を、͍かに҆͘௿ίετでできるのかはॏ要ですが、ͦ

のサービεに必要ͳデータを௿ίετでूめて͘るのも

ॏ要です。ྫ͑͹、৐り͑׵Ҋ಺のサービεは、ࠓから

ではもう୭もࢀೖできͳ͍でしΐう。ͳͥかと͍͑͹、

మಓのӺ΍バεのఀཹॴはԿສもあり、ͦれらの࣌ࠁද

ͳͲのデータを௿ίετでूめることはͳかͳか೉し͍

からです。

とこΖが、データを࿈ͤ͞ܞ、ྲྀ௨ͤ͞る基盤があれ

͹、୭でも௿ίετで͞ま͟まͳデータがେྔに΍りと

写真ࠨから越塚登サブプログラムディレクター、川上登福イノベーション戦略コーディ
ネーター、司会を務めた遠藤論氏
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りできて、新し͍サービεをす͙にͭ͘ることができま

す。ͦれがイϊϕーγϣϯにͭͳがるし、ࣦഊしてもେ

きͳଛࣦにͳらͳ͘てࡁΈます。国಺ͩと、すでに෼໺

͝とのデータ基盤ができて͍ます。たͩしデータ基盤の

෼໺を௒͑た࿈ܞが೔本はऑ͍。SIP のϓϩδΣΫτに

Αって、೔本のデータ基盤が全て࿈ܞできるΑうにͳっ

たΘ͚ではありまͤΜが、গͳ͘ともݱঢ়でも、೔本の

ͲこにͲΜͳデータがあるのかが෼かるΑうͳԣ断ࡧݕ

するこڙճのϓϩδΣΫτですでにఏࠓ、Χタϩグをܕ

とができて͍ます。

日本が技術で世界と戦うために必要なことは
何か

ʕʕ　日ຊのͱΔ΂͖ಓͱͯ͠ɺ҆੢ઌੜ͔ΒαーϏε

Λٕज़Ͱࢧԉ͢Δ࿩͕͋Γ·ͨ͠ɻ日ຊのޙࠓのઓུʹ

͍͓ͭͯฉ͖͍͖͍ͯͨ͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ　

ؙ࣋ɹ技術を࢖ったサービεの研究開発෼໺を、ࢲたͪ

はサービεֶ޻とݺΜで͍ます。ͦこにはͭࡾの研究ྖ

Ҭがあり、೔本はର人ܥのサービε研究が͍ڧ。ΞϝϦ

Χが͍ڧのは I5 に഑ྀした࣋ڥで、Ԥभの৔合は؀ܥ

続Մೳੑのࡁܦ͍ߴγεςϜとして஫໨͞れる「サーΩ

ϡϥーエίϊϛー（॥ࡁܦܕ؀）」の研究ྖҬが͍ڧ。

ҭ、઀٬ͳڭ΍ޢճ、҆੢ઌੜのςーϚでબ͹れたհࠓ

Ͳは೔本が๊͑て͍るࣾձ՝୊にີ઀にؔΘり、೔本の

かのઌ΄、ޙࠓΈをੜかす෼໺でもあります。ͦしてڧ

ਐ国でも必ͣىきるগࢠԽ΍ྸߴԽにϑΥーΧεして͍

ます。ࠓまでのର人ܥのサービε研究では、イϯϑϥ構

ஙと͍う؍఺が๡しかったのですが、SIP ではサービε

エϯΧ΢ϯターにϑΥーΧεし、ͦこにイϯϑϥを構ங

できたことはྑかったとࢥって͍ます。ӽ௩ઌੜから人

গしたときに必要ݮがޱগの࿩がありましたが、人ݮޱ

とͳるイϯϑϥをͭ͘ってお͍て、࣍に人ޱがݮগした

国にചれるのがཧ૝ですͶ。

ʕʕ　ͦΕ͸ιϑト΢ΣΞʹͳΓ·͔͢ɻ

ؙ࣋ɹサービεֶ޻はιϑτ΢エΞがத৺ですが、੍度

と一ମにͳって͍͘ので、全ମతͳࣾձγεςϜデβイ

ϯと、ͦれを͑ࢧるイϯϑϥのํ法࿦がத৺にͳるとࢥ

͍ます。೔本がಘҙͳサービεのඪ४ԽのΨイυϥイϯ

をͭ͘り、イϯϑϥと一ॹにしてւ֎にചって͍͘Αう

にͳるかもしれまͤΜ。ࠓճの SIP でϑΥーΧεしたタ

ーήッτはઓུతͩったし、産業తに͍ڧとこΖをうま

͘ւ֎ઓུにੜかすΑうͳετーϦーにͳって͍͘のͩ

Ζうͳとཧղして͍ます。

݉ଜɹࢲは೔本ا業のࡏりํに՝୊があると͡ײて͍ま

す。SIP のड託ऀ΍実施ऀ、ある͍は͍Ζ͍Ζͳا業で

新ࣄن業として AI をಋೖした͍と͍うํʑをݟてきま

したが、ࣗら手をಈかす人がࣄ業ձࣾのதに͍ͳ͍と೉

し͍と͡ײます。ཪをฦͤ͹、֎から AI をങって͘れ

͹͍͍と͍うεタϯεͩと೉し͍でしΐう。

ྫ͑͹、バεձࣾ΍タΫγーձࣾが、ࣗಈӡసは人݅

අݮ࡟にͭͳがる、̓ 全ੑがߴまると͍うことをฉ͍て、

「ࣗಈӡసをಋೖした͍」と͍って、ͦの技術を࣋って

͍るا業に૬ஊしても、ͳかͳかݱ実తͳܭըをͭ͘る

のは೉し͍でしΐう。ͦれをԡして঎ஊが成立したとし

ても、「�年間で਺ઍສԁを౤Լした݁果、ものにͳり

まͤΜでした」Έた͍ͳことが、೔本தでىきて͍ます。

これはあるҙຯ、AI が෼かり΍す͘て෼かりに͍͘

からىきる໰୊です。一ൠの人にとって、AI は人間を

ஔき͑׵るΑうͳものͩとฉ͚͹一ݟ෼かり΍す͍。し

かし、த਎はͲうͳって͍るのかは෼かりに͍͘。本དྷ、

技術のத਎が෼かれ͹、ͦのద用ൣғもあるఔ度໌らか

にͳります。これは೔本ا業が I5 を֎஫してきたこと

とؔ܎して͍るのではͳ͍かとࢥって͍ます。

҆੢ɹ೔本はԤถॾ国にൺ΂て、৘報ܥのֶ部をग़た

େֶのଔ業ੜが I5 ϝーΧー΍ϕϯμーに͹かり行って、

Ϣーβーاܥ業にはあまり行かͳ͍。ͦの݁果、Ϣーβ

ーاܥ業は I5 ੜのߍߴ。業にؙ౤͛ͤ͟るをಘͳ͍ا

ときにจܥとཧܥに෼͚てしまう໰୊をؚめて、ม͑て

͍͘必要がありますͶ。

あと、೔本はا業も行੓もେֶもඇޮ཰తͳとこΖが

ଟ͍。

઒্ɹ೔本には、ҙܾࢥఆྗが必要と͡ײて͍ます。ྫ

͑͹、த間؅ཧ৬で 2ઍສԁのܾࡋ権があっても、೔

本人の৔合はଟ͘の৔合、্࢘に૬ஊします。ͦれがΑ

͘૬ஊして͘れたと͍う࿩にͳる。ͭまりࣗ෼でҙܾࢥ

ఆをͤ͞る、ҙܾࢥఆができる人をੜΈग़すจԽ・ϝΧ

χζϜにͳって͍ͳ͍。また、ͦの΄かにもଟ͘のࣾձ

γεςϜతͳ՝୊がབྷΈ合っており、一ͭ一ͭղܾして
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͍͘必要があります。

҆੢ɹத間؅ཧ৬が、ए͍人にࣄ࢓を೚ͤͳ͍Αうにし

て͍ると͍ったํがૣ͍かもしれまͤΜ。ࢲがݟたݶり

では、໰୊ઃఆྗに͍ͭてはத間؅ཧ৬が༏लかͲうか

でܾまって͘るとࢥって͍ます。೔本はए͍人がܹٸに

఺では࣌ݱ、るとݟって͍るΘ͚ですが、ੈքのதでݮ

ઈର਺がͦれ΄Ͳগͳ͍Θ͚でもͳ͍。ए͍人をԠԉす

る࢓૊Έが必要です。

ʕʕ　ڭҭΛม͑ͯɺ企ۀΛม͑Δʹ͸ɺͲ͏͢Ε͹͍

͍のͰ͠ΐ͏͔ɻ

҆੢ɹڭҭと͍う໘では、େֶೖֶݧࢼのとこΖからม

ֵをਐめͳ͍と、本౰のイϊϕーターはҭͪに͍͘とࢥ

͍ます。

また、೔本全ମで間ҧ͍を認めͳ͍ΑうͳจԽにͳっ

てきて͍ますΑͶ。ࢲは೔本ֶ術ৼڵձにؔ༩して͍ま

すが、ֶৼはϊーϕルஂࡒと࠵ڞのγϯϙδ΢ϜͳͲも

開࠵して͍ます。これらのγϯϙδ΢Ϝは本౰にϑϥϯ

Ϋです。ಛにԤถのߨԋऀはܾまったߘݪをಡΉのでは

ͳ͘、ͦの৔でྟ機Ԡมにίϛϡχέーγϣϯをとって

͍ます。೔本のը一తでࣜܗをॏΜ͡る、લもってܾめ

てお͍たことしかしͳ͍、できͳ͍、ෆ׮༰͞とはਅٯ

です。

ͦもͦも AI に 100� ਖ਼֬をٻめては͍͚ͳ͍し、ͦ

う͍うことを一ൠのํにཧղしてもらう活ಈもෆՄܽͩ

と͍ࢥます。ͦして೔本の技術ֵ新に͍ͭては SIP がし

っかりਐめ、人ࡐもҭ成しͳ͚れ͹ͳらͳ͍と͍うこと

ですͶ。

ʕʕ　ޙ࠷ʹɺࠓճのϓϩジΣΫトʹؔ৺Λ࣋ͭಡ者ʹ

ɺϝοηージΛ͓願͍͠·͢ɻ͚ͯ޲

ؙ࣋ɹこのϓϩδΣΫτを҆੢ઌੜが立Ҋしたޙ、ίϩ

φՒと͍うෆଌのࣄଶがىきました。デδタルԽが研究

の௥͍෩にͳったのはͦのとおりͩと͍ࢥます。Կでも

ࣗಈԽするのではͳ͘、人と人とのϑΟδΧルͳؔΘり

に͍ͭて、େࣄにするとこΖはେࣄにしͳがら、AI で

Ձ஋をߴめられるとこΖには AI がೖって͍͘΂きͩと

って͍ます。これからはサイバーͳ空間とϑΟδΧルࢥ

ͳ空間をϋイϒϦッυにしたΑうͳڥ؀に、あらΏるサ

ービεがҠ行して͍きます。ࠓはͦのա౉期にͳって͍

て、ࠓճのϓϩδΣΫτで行ったࣄ業が、ͦの࠷ॳのྫ

にͳると͍͍ͳとࢥって͍ます。こう͍うྫࣄ΍技術を

に、೔本の産業が࣍ʑとνϟϨϯδして͘れるとうߟࢀ

れし͍です。

݉ଜɹSIP では、ड託ऀ΍実施ऀのํʑにඇৗにؤுっ

て͍たͩきましたが、ࣗら技術を਎に͚ͭて࢖おうとし

て͍る人たͪは、΍はり͍ڧͳと͡ײました。ͦこには

͞ま͟まͳέーεがあるのですが、ࢲがこの技術にはこ

う͍うݶքがあるので、こう͍うことにؾを͚ͭͳ͍と

͍͚ͳ͍ですΑͶと͍う࿩をすると、す͙に͝ཧղ͍た

͚ͩて「͡ΌあこうしΑう」、「こうします」と͍った、

ඇৗにͪ࣋ؾがྑ͍ίϛϡχέーγϣϯができました。

一ํで、ड託ऀのํʑのࣄ業ల開には、ͦのままࣗࣾ

でࣄ業に͞れる৔合と、ଞࣾを௨͡てల開する৔合とが

あります。͍ͣれにしましても、υϝイϯυϦϒϯで技

術をͭ͘って͍͘ことはす͹らし͍取り૊Έですので、

ͦれがܧ続すれ͹͍͍とࢥって͍ます。

ӽ௩ɹデータ基盤と͍う、Կを΍って͍͍のかΑ͘෼か

らͳかったとこΖから࢝まり、この �年間で࠷ऴతͳ

にすることができました。લड़したとおり、データ基ܗ

盤の構ஙにؔしては、ຽ間ओಋでڝ૪తに行うΞϝϦΧ

తの΍りํと、׭ຽが࿈ܞしてڠௐతに行うϤーϩッύ

తͳ΍りํがありますが、ࠓճの取り૊Έはऀޙでੈք

にףたるものにͳりました。ࠓ、ੈքதで「データεϖ

ーε」と͍Θれるものに取り૊Μで͍るのは、E6と೔

本͚ͩです。このઌには、ΞϝϦΧతͳ΍りํとのڝ૪

も଴って͍るので、ؤுらͳ͍と͍͚まͤΜ。ͦのため

に、産業ք、行੓とも࿈ܞしͳがら、೔本のデータεϖ

ーεをҭてて͍きた͍ͳとࢥって͍ます。

あと、実はզʑのϓϩδΣΫτでは、εϚーτγςΟ

を構ஙするためのઃܭਤもͭ͘りました。これが、デδ

タルాԂ౎ࢢ国Ո構૝ͳͲの基४にͳって͍ます。ࡏݱ、

ͦのઃܭਤをվగして͍るのですが、これもେきͳ成果

ͩったとࢥうので、ޙࠓもҾき͍ܧで͍きた͍と͍ࢥま

す。

઒্ɹى͍ࢥこͤ͹、ࢲもϓϩδΣΫτ 2年໨͘ら͍

からϓϩδΣΫτにՃΘって、ώϡーϚϯ・イϯタϥΫ

γϣϯってͳΜでしΐうͶ、Կを΍る΂きͳのかΈた͍

ͳ೰Έからೖりました。

SIP でੜΈग़͞れたͦれͧれの成果に͍ͭては、ޙࠓ
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実ࡍのϚーέッτのதで成௕して΄し͍とࢥって͍ま

す。全てがେ成ޭをऩめると͍うことはͳ͍と͍ࢥます

が、ෆ֬実ੑのੈքですから、͍Ζ͍Ζ͑ߟるΑり、と

にか͘εϐーυ͘ߴײ、લにਐΉと͍うことͩとࢥって

͍ます。

҆੢ɹこの �年間の間に、ࣾձが͍Ζ͍ΖとมΘりま

した。ίϩφՒ͚ͩでͳ͘、ੈք৘੎΍ࡁܦͳͲ、あら

Ώることにお͍てมԽがىきて͍ます。೔本もͦのେき

ͳྲྀれのதにרきࠐまれてきて͍ます。ͦう͍うதで、

΍る΂きことの本ےは、໰୊ઃఆと技術ֵ新です。

౰ॳは、このϓϩδΣΫτのҙٛをཧղしてもら͑る

のかෆ҆にࢥって͍ましたが、ؙ࣋ઌੜがࢦఠ͞れたΑ

うに、࣌୅が͍ͭてきたײがあるかと͍ࢥます。これか

らの೔本にとってࡁܦ成௕はඇৗにॏ要ͳςーϚです。

ͦこに޲かって͍͘には、ࠓճの SIP を総ׅした্で、

ΑりॊೈͳܗでϓϩδΣΫτに取り૊めるΑう SIP ϓϩ

グϥϜࣗମのվળもਐめて͍͘ことがॏ要ͩと͑ߟて͍

ます。

これから೔本のྑ͞をଧͪग़して͍͘ためにも、ࣗ৴

を࣋ってࣗ෼の΍りた͍ことをイϊϕーςΟϒにਐめら

れる人が、一人でも૿͑ることを期଴して͍ます。

SIP 第 2 期「ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間基盤技術」 の成果を
もとに、内閣府では、「スマートシティリファレンスアーキテクチャホワイト
ペーパー」（ࠨ画像）や、各地域でスマートシティに取り組むための「スマー
トシティリファレンスアーキテクチャのつかい方導入ガイドブック」を公開
している。

https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/20200318siparchitecture.html



2234*Pୈظ�ʮϏοάσータ・"*Λ׆༻ͨ͠αイόーۭؒج൫ٕज़ʯڀݚ成果ใࠂॻʢ����年౓ʵ����年౓ʣ

͋ͱ͕͖
ɹ研究開発՝୊として取り૊Μͩ「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」、「෼໺間データ࿈
基盤技術」、「AIܞ 間࿈ܞ基盤技術」は、これからもॏ要ͳ෼໺である。ϓϩグϥϜをऴ͑るに
あたり、研究成果とՄೳੑ、զが国が໨ࢦす΂きํੑ޲に͍ͭてड़΂る。

成果ͱՄೳੑڀݚ
ɹࠓ、ಇきํがେき͘มΘりͭͭある。ϦϞーτϫーΫのಋೖにΑり、ͦれͧれがผの৔ॴに͍
ͳがらಇ͘ことができるΑうにͳって͍る。「ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間基盤技
術」では、サイバー空間とϦΞル空間を༥合ͤ͞、人と人のίϛϡχέーγϣϯを AI がࢧԉす
る技術を開発した。これにΑり、Ͳこに͍てもネッτϫーΫ΍ AI をհして、ࣄ࢓に໾立ͭ৘報
をڞ༗することができるΑうにͳるとともに、৘報ڞ༗のための஌తࣾձ基盤の੔උがਪਐ͞れ
た。研究の༏ઌターήッτとしたհޢ෼໺にお͍ても、AI がඃհऀޢの要๬をΑりత֬にհޢ
࢜に఻͑ることで、հ࢜ޢ・ඃհऀޢ૒ํのෛ୲をܰݮしͭͭ、ඃհऀޢの2O- を্ͤ͞޲る
。Έが࢝まって͍るࢼ
ɹまた、෼ࢄ࿈๜ܕの෼໺間データ࿈ܞ基盤技術を開発、෼໺を௒͑たデータڞ༗と利活用のた
めのϓϥッτϑΥーϜを構ஙするとともに、ӡӦに͚޲た੔උ΍国の΄かのࣄ業との࿈ܞをਐめ
てきた。ݸผに؅ཧ͞れて͍るデータが෼໺を௒͑て利活用͞れれ͹、新たͳサービεが૑ग़͞
れるՄೳੑがある。国΍࣏ࣗମが࣋ͭデータが࿈ܞすることにΑって、デδタルԽが஗れて͍る
。て͍る͑ߟがるきっか͚にͳりಘると޿෼໺でのサービεがര発తにڞ४ެ・ڞެ

日ຊ͕໨͢ࢦ΂͖方ੑ޲
ɹࣗಈं産業をྫにաڈのྺ࢙をৼりฦると、20ੈلのॳ಄にϑΥーυがେऺंの製଄を開࢝
すると、ΞϝϦΧがこの産業をϦーυしてきた。とこΖが、20ੈޙل൒にͳるとੈքதで೔本
ंが૸るΑうにͳった。೔本ंはΞϝϦΧंとൺֱして඼࣭がྑ͘、҆Ձで、しかもサービεが
༏れて͍たからである。ͭまり、೔本ंはੜ活ऀにとって͍࢖΍す͍ंͩったのͩ。ɹ
ɹώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ技術のࢹ఺で͑ߟると、ྫ͑͹、Χϝϥは୯にࣸਅをࡱる͚ͩ
ではͳ͘、Χϝϥを௨した人と人との間のίϛϡχέーγϣϯを行って͍るととら͑ることがで
きる。ࡱったデータをͲのΑうに活用す΂きか、ͦこに AI をͲのΑうに利用する΂きか。ͦう
͍う発૝がٻめられて͍る。
ɹSPDJFUZ���0 を実ݱするには、զが国はੈքのதでΉしΖ஗れて͍るとݴってΑ͍。しかし、ੈ
քをݟ౉しても、「ώϡーϚϯ・イϯタϥΫγϣϯ基盤技術」、「෼໺間データ࿈ܞ基盤技術」、「AI
間࿈ܞ基盤技術」に͍ͭてੵۃతに取り૊Μで͍る国はまͩগͳ͍。೔本人が人とࣾձのことを
Α͑͘ߟ、ਅに人とࣾձに໾に立ͭ技術を֬立して͍͘ことができれ͹、࠶ͼੈքにތれる製඼
΍サービεを૑って͍͚ると֬৴して͍る。
ɹ୭もがॅΈ΍す͍と͡ײるࣾձの実ݱに͚޲て、Ҿき続きઌ୺技術開発おΑͼࣾձ΁のಋೖと
。に取り૊Μで͍きた͍ٴී

プログラムディレクター
安西祐一郎
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1.   国立研究開発法人産業技術総合研究所
●研究発表・講演

若林克弥 , 近井学 , 高松誠一 , 伊藤寿浩 , 井野秀一 , テキスタイル型電極を用いたウェアラブルな振動刺激呈示デバイスの試作 , 第 19 回計測自動制御学会 システムインテグレーション部門講演会
（SI2018）, （2018 年）

Choi Minkyu, 陳傲寒 , 星野准一 , 対話場面における複数バーチャルアバターの視線制御手法 , 情報処理学会インタラクション 2019, （2019 年）

落合拓朗 , 植田裕貴 , 藤田智 , 益子宗 , 星野准一 , リダイレクト・ネスト手法：バーチャル環境に固定された視覚的オブジェクトを用いた VR リダイレクション手法 , 情報処理学会インタラクション 2019, 
（2019 年）

Satoshi Nishimura, and Ken Fukuda, Towards Developing Measurement Indicator for Value, The 13th International Value Modeling and Business Ontologies, （2019）

福田賢一郎 , 西村悟史 , 対人業務訓練・支援のための認知的インタラクション支援技術に必要となる領域オントロジーについて , 人工知能学会セマンティックウェブとオントロジー研究会 , （2019 年）

西村悟史 , 太田祐一 , 福田賢一郎 , 高齢者行動ライブラリの定性的記述に関する一考察 , 第 48 回セマンティックウェブとオントロジー研究会 , （2019 年）

福田賢一郎 , AI と人の協働に向けたマルチモーダル認知インタラクション情報基盤 , 第 48 回セマンティックウェブとオントロジー研究会 , （2019 年）

富田直人 , 山本道貴 , 高松誠一 , 伊藤寿浩 , インクジェットによる e-textile 用配線形成の検討 , 2019 年度精密工学会秋季大会学術講演会 , （2019 年）

Hiroshi Sato, AI and VR technology for training service skills of ground staffs of an airport, Aviation XR Weekend 2019, （2019）

Hiroyasu Ujike, Training system and its operation guidelines for skills of airport customer service staffs, Aviation XR Weekend 2019, （2019）

Satoshi Nishimura and Ken Fukuda, Prototyping a taxonomy of value types, SOLEE2019 （The International workshop on Ontology of Social, Legal and Economic Entities）, （査読あり）, （2019）

Julio Vizcarra, Ken Fukuda, and Kouji Kozaki, Violence Identification in Social Media, JIST2019 （The 9th Joint International Semantic Technology Conference）, （査読あり）, （2019）

富田直人 , 山本道貴 , 高松誠一 , 伊藤寿浩 , インクジェットによる e-textile 用配線形成の検討 , 2019 年度精密工学会秋季大会学術講演会 , （2019 年）

若林克弥 , 高松誠一 , 伊藤寿浩 , 触覚情報フィードバック用振動デバイスの試作法と評価 , 第 36 回「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポジウム , （2019 年）

Soichiro Iida, Takehito Utsuro, Hiromitsu Nishizaki, and Junichi Hoshino, Scenario-based Customer Service VR Training System with Honorific Exercise, 第 176 回 CG・第 23 回 DCC・第 219 回 CVIM 合同研
究発表 , （2019 年）

王東皓 , 藤田智 , 星野准一 , 対話型顧客アクターによるクレーム応対 VR 訓練システム , 第 176 回 CG・第 23 回 DCC・第 219 回 CVIM 合同研究発表 , （2019 年）

Tomohiro Tanikawa, Yuki Ban, Kazuma Aoyama, Eiji Shinbori, Shigeru Komatsubara, and Michitaka Hirose, Service VR Training System: VR Simulator of Man-to-Man Service with Mental/Emotional Sensing 
and Intervention, International Conference of 3D Systems and Applications, （2019）

Masahiro Inazawa, Yuki Ban, Development of Easy Attachable Biological Information Measurement Device for Various Head Mounted Displays, 2019 International Conference on Cyberworlds （CW）, （2019）

佐藤洋 , 伊藤納奈 , 近井学 , 遠藤博史 , 水浪田鶴 , 山口忠克 , 曽原倫太郎 , 市川庸彦 , 曽布川美穂 , 遠藤康平 , 鳥居由紀子 , サービス品質向上のための接遇現場におけるインタラクションのモデル化 , サ
ービス学会第 8 回国内大会（オンライン）, （2020 年）

伊藤納奈 , 近井学 , 遠藤博史 , 水浪田鶴 , 山口忠克 , 曽原倫太郎 , 市川庸彦 , 曽布川美穂 , 遠藤康平 , 鳥居由紀子 , 梶川忠彦 , 沈東昇 , 森瑞穂 , 今村文弥 , 佐藤洋 , アンケート調査による接遇スキルの構造
化 , サービス学会第 8 回国内大会（オンライン）, （2020 年）

近井学 , 伊藤納奈 , 遠藤博史 , 水浪田鶴 , 山口忠克 , 曽原倫太郎 , 市川庸彦 , 曽布川美穂 , 遠藤康平 , 鳥居由紀子 , 佐藤洋 , 接遇中の身のこなしに着目した熟練度の違いによる身体動作の評価 , サービス
学会第 8 回国内大会（オンライン）, （2020 年）

水浪田鶴 , 伊藤納奈 , 近井学 , 遠藤博史 , 山口忠克 , 曽原倫太郎 , 市川庸彦 , 曽布川美穂 , 遠藤康平 , 鳥居由紀子 , 佐藤洋 , 熟練度の違いによる接遇時の視線行動特性 , サービス学会第 8 回国内大会（オ
ンライン）, （2020 年）

大槻麻衣 , 大隈隆史 , 飲食サービス業における VR 業務訓練システムの開発 , 第 187 回 ヒューマンコンピュータインタラクション研究会 , （2020 年）

Huaijin Deng, Youchao Lin, Takehito Utsuro, Akio Kobayashi, Hiromitsu Nishizaki, and Junichi Hoshino, Analyzing Effects of Features in Automatic Fluency Detection of Spontaneous Speech, 日本音響学会
2020 年春季研究発表会 , （2020 年）

富樫凌 , 坂本修一 , トレビーニョ ホルヘ , サルバドール セザル , 鈴木陽一 , 空間方向の平滑化頭部伝達関数が SENZI 音空間再現精度に及ぼす影響 , 日本音響学会 2020 年春季研究発表会 , （2020 年）

廣瀬通孝 , ポストコロナ社会と VR, 台日科学技術シンポジウム（オンライン）, （2020 年）

Ken Fukuda, Julio Vizcarra, Satoshi Nishimura, Massive Semantic Video Annotation in High-End Customer Service，International Conference on Human-Computer Interaction　2020（オンライン）, （査読
あり）, （2020）

Satoshi Nishimura, Yuichi Oota, Ken Fukuda, Ontology construction for annotating skill and situation of airline services to multi-modal data，International Conference on Human-Computer Interaction 
2020（オンライン）, （査読あり）, （2020）

廣瀬通孝 , ポストコロナ社会と VR, CEDEC2020, （2020 年）

廣瀬通孝 , 諸星一行 , 船越靖 , 青柳隆宏 , 雨宮智浩 , ブラウザオーバー VR とサービス , 第 25 回バーチャルリアリティ学会大会（オンライン）, （2020 年）

廣瀬通孝 , 鈴木貴博 , 原豪紀 , 船越靖 , ニュー・ノーマル時代のヒューマン・インタラクション技術 , デジタルコンテンツ EXPO2020（依頼講演）, （2020 年）

Wei Yang and Jun Ogata, An Investigation of Sentiment Recognition with Error Prone Multimodal Language Sequences, 言語処理学会 （NLP2021）, （2021 年）

遠藤聡志 , 伊藤寿浩 , 高松誠一 , 近井学 , VR 溶接シミュレータの触覚フィードバックデバイスの検討 , 精密工学会春季講演大会 , （2021 年）

水谷綾奈 , 高松誠一 , 伊藤寿浩 , Zymelka Maria, 中川潤哉 , 牧本なつみ , 山下崇博 , 小林健 , フレキシブル MEMS センサを用いたハンドモーションセンサの研究 , エレクトロニクス実装学会春季講演大会 , 
（2021 年）

片田晃輔 , 坂本修一 , 分散マイクロホンアレイのアレイ配置を考慮した仮想球モデル型広領域音場収音法の検討 , 日本音響学会 2021 年春季研究発表会 , （2021 年）

堀井大輔 , 伊藤彰則 , 能勢隆 , 音声感情認識における畳み込みニューラルネットワークによる特徴量抽出の分析と有効性の検証 , 東北大学電気通信研究所 工学研究会分科会音響工学研究会 , （2021 年）

西尾瞳希 , 飯田宗一郎 , 佐野裕太 , レオ チー シャン , 西崎博光 , 宇津呂武仁 , 星野准一 , 音声発話トレーニングが可能な接客訓練 VR システム , メディアエクスペリエンス・バーチャル環境基礎研究会
（MVE）, （2021 年）

廣瀬通孝 , ニューノーマルとリモートが高齢社会にもたらす大変化～登場するサービス、衰退するサービス～ , 東京ケアウィーク（依頼講演）, （2021 年）

青山一真 , 教育現場への VR 技術の応用 , 専修学校における先端技術利活用実証研究～検証 PJ の特色課題について～分野横断連絡調整会議（第 2 回）（依頼講演）, （2021 年）

Masaaki Mochimaru, Human Augmentation Technologies towards Competence Sharing through Augmented Telework, IEEE InTech 2020、2020/12/03、Human Augmentation Technologies towards 
Competence Sharing through Augmented Telework、IEEE Computer Society

近井学 , 伊藤納奈 , 水浪田鶴 , 遠藤博史 , 氏家弘裕 , 岩木直 , 山口忠克 , 曽原倫太郎 , 曽布川美穂 , 遠藤康平 , 鳥居由紀子 , 名倉千紘 , 佐藤洋 , 接客場面における対人コミュニケーションのインタラクショ
ンモデルの基礎的検討 , 第 112 回福祉情報工学研究会 , （2021 年）

Takashi Okuma, Masakatsu Kourogi, Ryosuke Ichikari, Mai Otsuki and Satoki Ogiso, Technologies for Improving “Quality of Working”, The 28th International Display Workshops（IDW 21）, Online, （査読あり）
, （2021）

Mai Otsuki and Takashi Okuma, "Service Skills Training in Restaurants Using Virtual Reality", ACM SIGGRAPH ASIA 2021, Poster, （査読あり）, （2021）

Shusaku Egami, Satoshi Nishimura, Ken Fukuda, VirtualHome2KG: Constructing and Augmenting Knowledge Graphs of Daily Activities Using Virtual Space, The 20th International Semantic Web 
Conference, （2021）

Shusaku Egami, Satoshi Nishimura, Ken Fukuda, A Framework for Constructing and Augmenting Knowledge Graphs using Virtual Space: Towards Analysis of Daily Activities, The 33rd IEEE International 
Conference on Tools with Artificial Intelligence, （2022）

研究発表・講演、論文、特許等
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Satoshi Nishimura, Shusaku Egami, Takanori Ugai, Mikiko Oono, Koji Kitamura, Ken Fukuda, Ontologies of Action and Object in Home Environment towards Injury Prevention, IJCKG 2021: The 10th 
International Joint Conference on Knowledge Graphs, （2021）

青山一真 , 松本啓吾 , 松田勇祐 , No Motion VR の挑戦，日本バーチャルリアリティ学会大会 OS（サービス VR 研究委員会）,  （2021 年）

廣瀬通孝 , ニューノーマルと VR の進化 , 第 27 回画像センシングシンポジウム , （2021 年）

Michitaka Hirose, Advances in VR Technology and the Post-Coronavirus Society（Keynote Speech）, HCI International 2021, （2021）

雨宮智浩 , VR/ メタバース講義の実践と課題 , 第 44 回 大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイバーシンポジウム , （2021 年）

近井学 , 緒方淳 , 水浪田鶴 , 瀧澤大吾 , 佐藤洋 , 接客データベースの構築に向けた基礎的検討 , 日本人間工学会第 63 回大会 , （2022 年）

水浪田鶴 , 近井学 , 伊藤納奈 , 氏家弘裕 , 岩木直 , 緒方淳 , 佐藤洋 , 熟練度の違いによる接遇時の発話傾向に関する実験的検討 , 日本人間工学会第 63 回大会 , （2022 年）

近井学 , 伊藤納奈 , 水浪田鶴 , 遠藤博史 , 氏家弘裕 , 岩木直 , 大曲哲雄 , 遠藤圭悟 , 伊藤州平 , 佐藤洋 , 接客行動の熟練度評価指標構築に向けたアンケート調査 , ヒューマンインタフェースシンポジウム
2022, （2022 年）

水浪田鶴 , 近井学 , 伊藤納奈 , 緒方淳 , 瀧澤大吾 , 佐藤洋 , 発話音声を活用した接客行動分類のためのキーワード選出に関する基礎的検討 ,　ヒューマンインタフェースシンポジウム 2022, （2022 年）

Takashi Okuma, Skills training using VR technology for awareness and priority judgment in customer service, Augmented Humans 2022, （2022）

江上周作 , 鵜飼孝典 , 窪田文也 , 大野美喜子 , 北村光司 , 福田賢一郎 , 家庭内の事故予防に向けた合成ナレッジグラフの構築と推論 , 人工知能学会セマンティックウェブとオントロジー研究会第 56 回
SWO 研究会 , （2022 年）

鵜飼孝典 , 江上周作 , 大野美喜子 , 福田賢一郎，川村隆浩，古崎晃司，松下京群：コンペティションによる協創：安心安全を守る AI の開発に向けて , 第 191 回ヒューマンインタフェース学会研究会「社
会のデザイン・市民のデザイン」（2022 年）

福田賢一郎 , 江上周作 , 鵜飼孝典 , 森田武史 , 大野美喜子 , 北村光司 , Qiu Yue, 原健翔 , 古崎晃司 , 川村隆浩 , イベント中心知識グラフによる人間生活を含む環境のサイバー空間への転写に向けて , 2022
年度人工知能学会全国大会 , （2022 年）

江上周作 , 鵜飼孝典 , 太田雅輝 , 川村隆浩 , 松下京群 , 古崎晃司 , 福田賢一郎 , イベント中心ナレッジグラフ埋め込みにおけるメタデータ表現モデルの分析 , 第 57 回人工知能学会セマンティックウェブ
とオントロジー研究会 , （2022 年）

太田雅輝 , 江上周作 , 鵜飼孝典 , 福田賢一郎 , シーングラフ生成の精度向上に向けた最適なデータセット生成の調査，第 58 回人工知能学会セマンティックウェブとオントロジー研究会 , （2022 年）

Jun Ogata, Estimating Emotions from Spoken Language in Human/Human Conversation, Augmented Humans 2022, （2022）

Wei Yang, Satoru Fukayama, Heracleous Panikos, Jun Ogata, Exploiting Fine-tuning of Self-supervised Learning Models for Improving Bi-modal Sentiment Analysis and Emotion Recognition, 
Interspeech2022 （2022）

Heracleous Panikos, Satoru Fukayama, Jun Ogata, Mohammad Yasser, Applying Generative Adversarial Networks and Vision Transformers in Speech Emotion Recognition, HCI International 2022 （2022）

Kanade Sumino, Ikuhisa Mitsugami, Ryusuke Sagawa, Expression-Controllable Facial Video Generation for Impression Quantification, Proc. IEEE 11th Global Conference on Consumer Electronics （GCCE）, 
（2022）

工藤悠佑 , 高松誠一 , 伊藤寿浩 , 接客現場における感情推定のためのマルチモーダルウェアラブルデバイスの研究 , 第 36 回エレクトロニクス実装学会春季講演大会 , （2022 年）

堀井大輔 , 伊藤彰則 , 能勢隆 , 音声感情認識における CNN による特徴量抽出の有効性の検証 , 日本音響学会 2021 年秋季研究発表会 , （2022 年）

堀井大輔 , 伊藤彰則 , 能勢隆 , 演技発話を用いた日本語マルチモーダル感情コーパス構築のための検討 , 日本音響学会 2021 年秋季研究発表会 , （2022 年）

松岡広泰 , 坂本修一 , 直交平面アレイを用いた室内スポット収音に関する検討 , 東北大学電気通信研究所音響工学研究会 , （2022 年）

堀井大輔 , 伊藤彰則 , 能勢隆，クラウドソーシングを利用した感情演技発話マルチモーダルデータの収録と分析，日本音響学会 2022 年秋季研究発表会 （2022 年）

坂本修一 , 球状マイクロホンアレイと頭部伝達関数を用いたバイノーラル音空間収音再生（招待講演）, 音学シンポジウム , （2022 年）

廣瀬通孝 , VR/ メタバースで実現する活力ある超高齢社会 , 東京 CareWeek2022 専門セミナー , （2022 年）

廣瀬通孝 , VR からメタバースへ , 第 34 回日本ものづくりワールド（特別講演） （2022 年）

廣瀬通孝 , DX と VR の融合世界：メタバースが切り拓く新たなビジネス領域 , フロントオフィス DXPO 東京 ’22 （2022 年）

Ken Fukuda, Human Daily Activity as Event-centric Knowledge Graphs: Toward Explainable AI Technology for Older Adults’ Support, Workshop “Realization of Avatar-Symbiotic Society" on ICSR2022（招
待講演）.（2022）

●研究発表・講演（公開セミナー）
タイトル 開催日 場所 参加者

第 1 回 認知的インタラクション支援技術プロジ
ェクトシンポジウム

2019 年 4 月 26 日 東京大学 159 名

第 2 回 認知的インタラクション支援技術プロジ
ェクトシンポジウム

2019 年 10 月 4 日 東京大学 120 名

ヒューマン・インタラクション基盤技術コンソ
ーシアム公開シンポジウム 2019

2019 年 12 月 2 日 イイノホール＆カンファレンスセンター 129 名

SIP_DCEXPO シンポジウム　－ニュー・ノーマ
ル時代のヒューマン・インタラクション技術－

2020 年 11 月 18 日 オンライン開催 108 名

サービス VR シンポジウム 2021 年 10 月 20 日 オンライン開催 340 名

人と人とのインタラクションを高度化する AI 技
術の社会実装展開

2021 年 11 月 18 日 オンライン開催 328 名

介護サービスにおける標準化の取り組み
—新たな介護サービスに向けて－

2022 年 2 月 3 日 オンライン開催 113 名

企業の視点と研究開発の最前線　－サービス産
業における先端技術の活用可能性について－

2022 年 6 月 24 日 オンライン開催 117 名

成果発表シンポジウム 2022 年 10 月 7 日 秋葉原 UDX 467 名（会場 263 名、オンライン 204 名）

XR 総合展 2022 年 10 月 26 日 -28 日 幕張メッセ
延べ 1022 名（VR 体験数 795 名、名刺交換数
227 名）
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●論文
Shuichi Sakamoto, César Salvador, Jorge Treviño and Yoichi Suzuki, Binaural synthesis using spherical microphone array based on the solution to an inverse problem （invited lecture）, Proceedings of 
Inter-Noise 2019, （2019）

Julio Vizcarra, Ken Fukuda and Kouji Kozaki., Violence Identification in Social Media, Proceedings of JIST2019 （The 9th Joint International Semantic Technology Conference）, （2019）

Seiichi Takamatsu, Takahiro Yamashita, and Toshihiro Itoh, Development of extremely large-area light-emitting diode-embedded fabric assembled and investigation of its mechanical properties, Sensors 
and materials. pp. 1103–1112, （2020）

Seiichi Takamatsu, Kanon Minami, and Toshihiro Itoh, Fabrication of Highly Stretchable Strain Sensor Fiber by　Laserslitting of Conductive-polymer-coated Polyurethane Film for Human Hand Monitoring, 
Sensors and materials. pp. 1091-1102, （2020）

Satoshi Nishimura, Yuichi Oota and Ken Fukuda, Ontology Construction for Annotating Skill and Situation of Airline Services to Multi-modal Data. In: Yamamoto S., Mori H. （eds） Human Interface and the 
Management of Information. Designing Information. HCII 2020. Lecture Notes in Computer Science, vol 12184. Springer, Cham. pp.265-278, （2020）

Ken Fukuda, Julio Vizcarra and Satoshi Nishimura, Massive Semantic Video Annotation in High-End Customer Service. In: Nah FH., Siau K. （eds） HCI in Business, Government and Organizations. HCII 2020. 
Lecture Notes in Computer Science, vol 12204. Springer, Cham. pp.46-58, （2020）

小柳陽光 , 青山一真 , 大村廉 , 谷川智洋 , 廣瀬通孝 , バーチャルリアリティ環境を利用したサービス業のための業務訓練シミュレータの構築 , 日本バーチャルリアリティ学会論文誌 , Vol. 25, No. 1, pp.78-
85 （2020 年）

塩崎敬祐 , 小柳陽光 , 青山一真 , 鳴海拓志 , 谷川智洋 , 葛岡英明 , 廣瀬通孝 , 対面接客訓練 VR における交替潜時がアバタの印象に及ぼす影響 , 日本バーチャルリアリティ学会論文誌 , Vol.26, No.3, pp. 
169-176 （2021 年）

稲澤将太 , 伴祐樹 , VR 体験中の人の覚醒度推定のための生体情報計測 Head Mounted Display の開発、日本バーチャルリアリティ学会論文誌 , Vol.24, No.4, pp.377-388, （2019 年）

Tomohiro Tanikawa, Keisuke Shiozaki, Yuki Ban, Kazuma Aoyama, Michitaka Hirose, Semi-automatic reply avatar for VR training system with adapted scenario to trainee’s status, Proceedings of Human 
Computer Interaction International 2021, （2021）

Yuuki Harada and Junji Ohyama, Quantitative evaluation of visual guidance effects for 360-degree directions、Virtual Reality, 1-12, （2021）

Shusaku Egami, Satoshi Nishimura and Ken Fukuda, VirtualHome2KG: Constructing and Augmenting Knowledge Graphs of Daily Activities Using Virtual Space, Proceedings of the ISWC 2021 Posters, 
Demos and Industry Tracks, （2021）

Shusaku Egami, Satoshi Nishimura and Ken Fukuda, A Framework for Constructing and Augmenting Knowledge Graphs using Virtual Space: Towards Analysis of Daily Activities, Proceedings of the 33rd 
IEEE International Conference on Tools with Artificial Intelligence, （2021）

Wei Yang and Jun Ogata, Stronger Baseline for Robust Results in Multimodal Sentiment Analysis: Utilizing Selfsupervised Models to Improve Crossmodal Transformer, Proceedings of the 35th Pacific Asia 
Conference on Language, Information and Computation PACLIC, （2021）

Satoshi Nishimura, Shusaku Egami, Takanori Ugai, Mikiko Oono, Koji Kitamura and Ken Fukuda, Ontologies of Action and Object in Home Environment towards Injury Prevention, Proceedings of the 10th 
International Joint Conference on Knowledge Graphs, （2021）

伴祐樹 , 生体情報センシング HMD, 日本バーチャルリアリティ学会誌 , Vol.26, No.3, pp.30-33, （2021 年）

Akimi Oyanagi, Takuji Narumi, Kazuma Aoyama, Kenichiro Ito, Tomohiro Amemiya, Michitaka Hirose, Impact of Long-Term Use of an Avatar to IVBO in the Social VR, Proceedings of Human Computer 
Interaction International 2021, （2021）

近井学 , 伊藤納奈 , 水浪田鶴 , 遠藤博史 , 氏家弘裕 , 岩木直 , 山口忠克 , 曽原倫太郎 , 曽布川美穂 , 遠藤康平 , 鳥居由紀子 , 名倉千紘 , 佐藤洋 , 航空接客場面における「おもてなし」の要素抽出のための
顧客視点評価 , 人間工学 , vol.57, no.6, pp.303-309, （2021 年）

Daisuke Horii, Akinori Ito, and Takashi Nose, Analysis of Feature Extraction by Convolutional Neural Network for Speech Emotion Recognition. Proceedings of IEEE 10th Global Conference on Consumer 
Electronics （GCCE）, pp.425-426 （2021）

古野友也 , 藤田智 , 王東皓 , 尾身優治 , 西崎博光 , 宇津呂武仁 , 星野准一 , 対話型顧客アクターによるシナリオベース接遇訓練システム , 芸術科学会論文誌 , vol.1, no.5, pp.1234-1237, （2022 年）

Daisuke Horii, Akinori Ito, and Takashi Nose. Design and Construction of Japanese Multimodal Utterance Corpus with Improved Emotion Balance and Naturalness. Proc. APSIPA ASC, Chiang Mai, accepted. 
2022.

Wei Yang, Satoru Fukayama, Heracleous Panikos, and Jun Ogata, Exploiting Fine-tuning of Self-supervised Learning Models for Improving Bi-modal Sentiment Analysis and Emotion Recognition, 
Proceedings of Interspeech2022, pp.1998-2002 （2022）

Heracleous Panikos, Satoru Fukayama, Jun Ogata, and Mohammad Yasser, Applying Generative Adversarial Networks and Vision Transformers in Speech Emotion Recognition, HCI International 2022 - Late 
Breaking Papers. Multimodality in Advanced Interaction Environments. HCII 2022. Lecture Notes in Computer Science, vol 13519, pp.67-75 （2022）

Seiichi Takamatsu, Suguru Sato, Toshihiro Itoh, Stress concentration-relocating interposer in electronic textile packaging using thermoplastic elastic polyurethane film with via holes for bearing textile 
stretch, Scientific Reports vol.12, Article number: 9269 （2022）

古野友也 , 藤田智 , 王東皓 , 尾身優治 , 西崎博光 , 宇津呂武仁 , 星野准一 , 対話型顧客アクターによるマルチモーダル接客訓練 VR システム，情報処理学会論文誌 , vol.63, no.1, pp.231-241 （2022 年）

Seiichi Takamatsu and Toshihiro Itoh, Investigation of mechanical and electrical properties of e-textile bioelectrode consisting of conductive polymer and ionic liquid gel on knit fabric, 電気学会 E 部門論文
誌 ,  vol.143, no.1, pp.2-5

Seiichi Takamatsu, Katsuya Wakabayashi, Junji Ohyama, Manabu Chikai and Toshihiro Itoh, Multilayer interconnection structure for a wearable vibration motor array in tactile-feedback devices, 電気学会 E
部門論文誌 , vol.143, no.1, pp.19-20

Yuki Ban and Masahiro Inazawa, Development of the Biological Sensing Head Mounted Display, HCII 2022. Lecture Notes in Computer Science, vol 13306, pp.317-329 （2022）

●特許等
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 名称

東京大学
CEREBA

特願 2019-157559 国内 2019 年 8 月 30 日
人の脈波および呼吸波形を測定する
測定装置および測定方法

●受賞実績
タイトル 受賞内容 日付 発表元

飲食サービス業における VR 業務訓練システム
の開発

2020 年度（令和 2 年度）山下記念研究賞 2020 年 10 月 1 日 一般社団法人情報処理学会

VR 体験中の人の覚醒度推定のための生体情報
計測 Head Mounted Display の開発

第 22 回論文賞 2020 年 9 月 17 日 日本バーチャルリアリティ学会

VirtualHome2KG: Constructing and Augmenting 
Knowledge Graphs of Daily Activities Using 
Virtual Space

Best Poster Award 2021 年 10 月 25 日 ISWC （GST20）

直交平面アレイを用いた室内スポット収音に関
する検討

優秀発表賞 2022 年 3 月 音響工学研究会

発話音声を活用した接客行動分類のためのキー
ワード選出に関する基礎的検討

優秀プレゼンテーション賞 2022 年 9 月 2 日 ヒューマンインタフェース学会
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●成果普及の努力（プレス発表等）
日付 タイトル 媒体

2020 年 1 月 24 日 ユーザーの覚醒度を計測する VR HMD 用生体センサー 東大が発表 ITmedia NEWS

2022 年 6 月 29 日
吉本興業が AI の “ 国家プロジェクト ” に全面協力 !? タレントたちの「感情データ」を
集める実験とは…

FANY magazine

2022 年 10 月 成果発表シンポジウムに関連する内容（42 件） ウェブ媒体・紙媒体

2022 年 10 月 XR 総合展（33 件） ウェブ媒体・紙媒体

2.   国立大学法人筑波大学、茨城県産業技術イノベーションセンター、株式会社クリアタクト、エーテック株式会社
●研究発表・講演

発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月

大里美波，飯島脩平，相山康道 筑波大学
マスターアームを要しないマニピュレ
ータのマスタースレーブ型操作

日本機械学会ロボティクス・メカトロ
ニクス部門講演会（ROBOMECH2020）

2020 年 5 月

Takumi Tsuji & Sumika Arima Univ. of Tsukuba
Automatic multi-class classification of 
tiny and faint printing defects based 
on semantic segmentation

13th International KES Conference 
(Virtual)

2020 年 6 月

Zhuo Zhao, Yusuke Nishi & Sumika 
Arima

Univ. of Tsukuba
Interaction effects of environment and 
defect features to human cognition 
and skills in visual inspections

13th International KES Conference 
(Virtual)

2020 年 6 月

大沼悠人 , 有馬澄佳 筑波大学
「微小欠点の高精度検出手法の構築と

検証」
日本経営工学会秋季大会 2020 2020 年 10 月

青木邦知 ITIC 茨城
現場の人手不足を解決する２つの最
先端 AI システム

茨城県産業技術イノベーションセンタ
ー令和 2 年度研究成果発表会

2020 年 11 月

Yasumichi Aiyama Univ. of Tsukuba
Robot Remote Operation/Teaching 
with VR TeleWork System

IEEE InTech Forum 2020 年 12 月

大里美波，飯島脩平，相山康道 筑波大学
自由視点映像を利用したロボット遠隔
操作システム

第 26 回ロボティクスシンポジア 2021 年 3 月

枝谷昌博 エーテック IoT・AI・VR ソリューション

いばらき成長産業振興協議会 IT・次
世代技術研究会　ロボット /IoT・AI
関連企業との交流会 ＆ エッジコンピ
ューティング活用講演会

2021 年 2 月

●論文
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 ページ番号 発表年月

Takumi Tsuji & Sumika Arima Univ. of Tsukuba

A u t o m a t i c  m u l t i - c l a s s 
classification of tiny and faint 
printing defects based on 
semantic segmentation

Smart Innovation, Systems and 
Technologies, Vol.189

101-113 2020 年

Zhuo Zhao, Yusuke Nishi & 
Sumika Arima

Univ. of Tsukuba

I n t e r a c t i o n  e f f e c t s  o f 
env ir onment  and  de f ec t 
features to human cognition 
and skills in visual inspections

Smart Innovation, Systems and 
Technologies, Vol.189

431-448 2020 年

●特許等
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 名称

有馬澄佳 , 辻拓幹 ,   大沼悠人 , 西雄介 特願 2020-038172 国内 2020 年 3 月 5 日
欠陥検出分類システム及び欠陥判定
トレーニングシステム

●受賞実績
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月

大沼悠人 筑波大学 Best Presentation Award 日本経営工学会秋季大会 2020 2020 年 10 月

大沼悠人 筑波大学 優秀学生表彰 日本経営工学会 2020 年 3 月

3.   国立研究開発法人理化学研究所、国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構、計測検査株式会社、一般社団法人社会基盤情報
流通推進協議会、株式会社フォトンラボ

●研究発表・講演　
内閣府発行「インフラ技術総覧（2019 年 1 月）」「レーザーを活用した高性能・非破壊劣化インフラ診断技術」として「レーザー打音」が掲載

文部科学省発行「科学技術白書（2019 年 4 月）」 身近な科学技術の成果（選定 12 種）として「私たちの生活を守るインフラ検査のハイパワーレーザーによる自動化」で「レーザー打音」が掲載

国際会議 LSSE2019（招待講演）パシフィコ横浜（2019 年 4 月 24 日）、長谷川登、Verification Test for the High-Speed Laser Hammering Method in Road Tunnels

INTERGEOILMF2019（2019 年 9 月 17 日 - 19 日）、有高慎也、大手電機メーカと共同出展するブース内で事例紹介のプレゼンを実施

レーザー学会中国支部研究会（招待講演）広島大学（2019 年 10 月 17 日）、長谷川登、高強度レーザーを用いたレーザー応用研究

ビーム物理研究会（招待講演）大阪大学（2019 年 11 月 25 日）、長谷川登、量子ビームの屋外利用 ｰレーザーによるトンネル点検 -

レーザー学会東京支部 セミナー （招待講演） 東海大学（2019 年 11 月 29 日）、木暮繁・村上武晴、危機的状況に近づく社会イン フラのレーザー高分解能計測 とその社会実装

レーザー学会第 40 回年 次大会 仙台国際センター（2020 年 1 月 21 日）、北村俊幸、レーザー打音装置を用いたコンクリート内部欠陥検出手法の高度化

点検支援技術性能カタログ（案）令和 2 年 6 月／非破壊検査技術（トンネル） , 技術番号 TN020003-V0020 , 技術名：レーザー打音検査装置 , 開発者：株式会社フォトンラボ（QST 認定・理研ベンチャ
ー）, 国土交通省ホームページによる発表 ,2020 年 6 月 30 日
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「最新レーザー技術を利用したインフラ計測のビジネス化」、第 81 回応用物理学会　フォトニクスが生み出すイノベーションと新産業創出Ⅲ　～羽ばたく大学・国研発ベンチャーにて招待講演

「屋外でも使える高エネルギー・高繰り返しパルスレーザー技術の開発」, Opto2020 Symposium on Photon and Beam Science, Digital Conference, 2020 年 9 月 29 日 , 招待講演

オープンイノベーションから持続的市場創造へ - 戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」の経験から学ぶ -, 土木学会誌 , 2020 年 10 月 1 日

「インフラ維持管理分野における新技術普及のための開発課題」土木学会、2020 年 9 月 11 日、招待講演

“Demonstration of High-Speed Laser Hammering System for the Lining Concrete Inspection”, World Tunnel Congress 2020, Digital Conference, 2020/09/14 - 16, 学会発表

「オープンイノベーションから持続的市場創造へ」, 土木学会誌 vol 105, No.10, pp 22-25, 2020 年 

「インフラ点検用レーザー装置の社会実装への最前線」, レーザー学会学術講演会第 41 回年次大会シンポジウム , 招待講演 , 2021 年 1 月 20 日

情報処理学会 第 132 回数理モデル化と問題解決研究発表会（2021 年 3 月 1 日）、錦野将元、レーザー打音分析によるコンクリート内部状態の推定

“Social Implementation for the Laser Hammering System”, Laser Solutions for Space and the Earth 2021, 招待講演 , 2021 年 4 月 22 日

経営者紹介番組「埼玉、彩響のおもてなし」に出演しフォトンラボの事業を説明、ラジオ日本、2021 年 4 月 27 日

内閣府主催の「Society5.0 科学博（東京スカイツリー）に出展、2021 年 7 月 15 日 - 28 日

「インフラメンテナンス総合委員会 新技術適用推進小委員会／インフラマネジメントに関わる新技術の社会実装の現状とその展望」土木学会、2021 年 9 月 7 日、招待講演・パネルディスカッション

点検支援技術性能カタログ令和 3 年 10 月版
〇非破壊検査技術（トンネル） 技術番号 TN020003-V0020 , 技術名：レーザー打音検査装置 , 開発者：株式会社フォトンラボ（QST 認定・理研ベンチャー）, 
〇非破壊検査技術（橋梁）技術番号 BR020016-V0021、技術名：レーザー打音検査装置 , 開発者：株式会社フォトンラボ（QST 認定・理研ベンチャー）・建設技術研究所・計測検査
いずれも国土交通省ホームページによる発表 , 2021 年 10 月 29 日

経済産業省関東経産局主催・中小機構共済「ベンチャー企業ミートアップ」
インフラ老朽化対策のビジネス展開「レーザーによるインフラ計測システム」　フォトンラボ

経済産業省関東経済産業局　定例プレス会見
新たな取り組みや優れた技術をもつ「きらりと光る企業」として株式会社フォトンラボが紹介され、記者団に技術と事業展開を講演　2022 年 1 月 24 日

国土交通省関東経済産業 局の月次定例プレス会見
インフラ点検ベンチャー株式会社フォトンラボ「光でインフラを測る」　2022 年 1 月 25 日

「インフラ点検のデジタル管理に向けたレーザー打音計測技術」, 木暮繁 , 錦野将元 , デジタル庁第 2 回デジタル臨時作業部会 , 行政のデジタル化に関する調査作業部会に国土交通省道路局国道・技術
課の「点検支援技術カタログ施策」が調査対象となり、株式会社フォトンラボが同施策に適切に対応している民間 4 企業の中に国土交通省道路局から推薦され、技術開発の状況や施策への対応およ
びデジタル行政の課題について意見を述べた　2022 年 2 月 22 日

“Digitizing hammering operation in tunnel inspection with wearable camera system toward skill learning and training”, 佐々高史, Featured Session “SIP project on Human-interaction platform technology”, 
The Augmented Humans （AHs） International Conference 2022, 2022/03/13

「宇宙と地球のためのレーザー利用の現状と展望」，長谷川登 , Optics & Photonics International Exhibition 2022, 招待講演 , Pacifico 横浜 , 2022 年 4 月 21 日

「世界初の完全非破壊コンクリート遠隔打音検査手法を開発 コンクリート構造物のひび割れをレーザーで素早く視覚化」 プレスリリース , 芝浦工業大学 , 量子科学技術研究開発機構 , 2022 年 2 月 22 日

「~ 人の手に頼らないロボット点検技術へのイノベーション ~ 『レーザー打音検査装置』の社会実装を鉄道トンネルへ拡大」 プレスリリース，建設技術研究所 , フォトンラボ，量子科学技術研究開発機
構 , 2022 年 8 月 9 日

SIP 公開実証実験 - 山口 , 山口県周南市矢地峠トンネル , 2022 年 8 月 25 日

SIP 公開実証実験 - 静岡 , 静岡県焼津市浜当目トンネル , 2022 年 9 月 6 日

SIP 公開実証実験 - 山梨 , 山梨県山梨市広瀬トンネル , 2022 年 10 月 18 日

「インフラ領域における職人の技の伝承教育と機器実装」XR 総合展、幕張メッセ、理化学研究所，フォトンラボ、2022 年 10 月 26 日 - 28 日

「創業・ベンチャーについて　～時代は挑戦者が切り開いて来た～」， 木暮繁 , 埼玉大学　2022 年度後期　工学部「技術者のための産業経営論」, 招待講演 , 埼玉大学 , 2022 年 12 月 9 日

東京都主催のスタートアップ・エコシステム 東京コンソーシアム　「Greater Tokyo Startup & Government Pitch ～広域連携自治体の取組とスタートアップの可能性を探る～」において広域連携自治体：
和光市と協力機関：理化学研究所・中小機構の連携推薦としてユニコーン期待スタートアップ企業 7 社の 1 社に（株）フォトンラボが選定され、SIP 成果の社会実装段階での公的機関（自治体・国研・
政府支援機関）の連携支援体制における事業展開について報告 ,  WEB 会議（一般公開）,  2023 年 1 月 17 日

●論文
木暮繁、坂本勝哉、レーザーによるインフラ計測を中心技術とした国家プロジェクトのビジネス化、第 1 回土木学会 AI・データサイエンスシンポジウム、2020 年 6 月 30 日 , DOI https://doi.
org/10.11532/jsceiii.1.J1_48

Katsuhiro Mikami, Noboru Hasegawa, Toshiyuki Kitamura, Hajime Okada, Shuji Kondo, and Masaharu Nishikino, Characterization of laser-induced vibration on concrete surface toward highly efficient laser 
remote sensing, Jpn. J. Appl. Phys. 59 （2020）, 076502-1 -10, doi.org/10.35848/1347-4065/ab9849.

Noboru Hasegawa, Masaharu Nishikino, Hajime Okada, Shuji Kondo, Toshiyuki Kitamura, Masamichi Abe, Kazuhisa Masuzoe, Shigeru Kogure, “Demonstration of High-Speed Laser Hammering System for 
the Lining Concrete Inspection”, ITA-AITES World Tunnel Congress, WTC2020 and 46th General Assembly Kuala Lumpur, Malaysia 11-17 September 2020, pp.653-656,  eISBN 978-967-18427-0-6.

和田智之 , 村上武晴 , 斎藤徳人 , 重田将宏 , Zaixing Mao: “ トンネル壁面画像からのクラック自動検出 ” 建設機械施工 , Vol.72, No.9, P.89-93, 2020 年 9 月 25 日

長谷川登 , 錦野将元 , 岡田大 , 近藤修司 , 北村俊幸 , 木暮繁：高出力レーザーによるインフラ長寿命化に貢献する先進診断技術 - レーザー打音装置 -、フォトニクスニュース、第７巻、第１号 （2021 年） 
pp.20-24.

戸本悟史 , 藤崎能正 , 長谷川登 , 北村俊幸：レーザー打音検査装置による浮き・はく離のデータ化への挑戦 人の手に頼らないトンネル診断技術の開発 , 土木施工 , vol.67, No.7, pp.84-87, 2021 年

長谷川登 , 岡田大 , 近藤修司 , 北村俊幸 , 錦野将元 , 坂本勝哉 , 木暮繁：トンネル覆工コンクリートのうき検知を遠隔で行うレーザー打音検査装置の現状と社会実装について，計測と制御 , VOL.60, 
No11, pp.765-769, 2021 年

坂本勝哉 , 木暮繁 , 錦野将元 , 岡田大 , 近藤修司 , 北村俊幸 , 長谷川登：高強度レーザーを利用したインフラ点検技術の社会実装 , 光アライアンス 2021 年 12 月号 , pp.38-43, 2021 年

戸本悟史 , 長谷川登 , 岡田大 , 近藤修司 , 北村俊幸 , 錦野将元 , 中村光：ラスター（格子状）スキャン機能を有するレーザー打音検査装置を用いたトンネル覆工コンクリートの診断支援技術の高度化に
関する研究 , 土木学会 構造工学 論文集 , Vol.68A, pp.671-684, 2022 年

長谷川登 , 錦野将元 , 岡田大 , 近藤修司 , 北村俊幸 , 坂本勝哉 , 舛添和久 , 木暮繁：コンクリートの中の見えない欠陥をレーザーで検知 - レーザー打音検査装置 -, オプトロニクス 2022 年 8 月号 , pp.83-
89.

●特許等
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 名称

量子科学技術研究開発機構レーザ技
術総合研究所

特許 7129067 国内 2019 年 3 月 27 日
計測装置、計測システム、移動体、
および計測方法

理化学研究所 特願 2022-140194 国内 2022 年 9 月 2 日
打撃点分析システム、打撃点分析方
法、及びプログラム
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●受賞実績
タイトル 受賞内容 日付 発表元

量子科学技術研究開発機構令和元年度理事長表
彰

研究開発功績賞 特賞 2019 年 7 月 1 日 量子科学技術研究機構

Noboru Hasegawa, Hajime Okada,　 Toshiyuki 
Kitamura, Syuji Kondo, Katsuhiro Mikami,　
Development of high energy, high repetition 
rate pulsed laser technology for use in the 
outdoor field

The 14th Osaka University Kondo Prize 
-Technological Contribution Award-

2020 年 9 月 29 日 大阪大学

令和 2 年度彩の国ベンチャーマーケット（ビジ
ネスコンテスト）

埼玉県知事賞 2021 年 1 月 21 日 埼玉県

●成果普及の努力（プレス発表等）
日付 タイトル 媒体

2019 年 3 月 25 日
建設テック争奪戦 ベンチャーへの出資競争が勃発

（新技術の社会実装を目的とした、フォトンラボと建設技術研究
所の業務提携が報道）

日経コンストラクション

2019 年 4 月 11 日 理研ベンチャーに出資　埼玉りそな銀行優良企業育成 日本経済新聞

2019 年 5 月 29 日
私たちの生活を守るインフラ検査のハイパワーレーザーによる自
動化

文部科学省
科学技術白書

2019 年 9 月 12 日 トンネル剥離をレーザーで発見　フォトンラボ、打音システム 日刊工業新聞

2019 年 9 月 27 日 コンクリート構造物の非破壊検査技術 レーザー法 日刊工業新聞

2020 年 10 月
「オープンイノベーションから持続的市場創造へ」株式会社フォ
トンラボ

土木学会誌

2021 年 3 月 11 日
「人の手に頼らないロボット点検技術へのイノベーション「レー

ザー打音検査装置」の社 会実装に向け大きく前進！」
日刊建設通信新聞

2021 年 3 月 11 日
建設技術研究所 / レーザー打音検査装置の適用開始 / トンネル
定期点検を効率化

日刊工業新聞

2021 年 3 月 12 日
「人の手に頼らないロボット点検技術へのイノベーション「レー

ザー打音検査装置」の社 会実装に向け大きく前進！」
Optinews

2021 年 3 月 22 日
道路トンネルの定期点検で初のレーザー打音、ベテラン検査員
と同精度

日経クロステック

2021 年 4 月 12 日 レーザー打音で道路トンネルの定期点検 日経コンストラクション

2021 年 9 月 4 日 職人の世界にも広がる AI 近未来の光と影 毎日新聞デジタル

2021 年 9 月 8 日 レーザー 未来切り開く 産経新聞

2021 年 10 月 14 日
DX 振興 4 社に出資 JFE エンジ 連携して災害予測 - フォトンラボ
紹介

日本経済新聞

2021 年 10 月 15 日 JFE エンジ スタートアップ企業を支援 磐田市と連携協定 鉄鋼新聞

2021 年 10 月 23 日
追跡：トンネル打音検査、エビ養殖エサ調節　ＡＩ職人修業中、
微妙な違いのデータ集積

毎日新聞

2021 年 11 月 7 日
中性子線、テラヘルツ波、ドローン　老朽インフラ見抜く科学の
目

産経新聞

2022 年 1 月 12 日 災害に備え、インフラ守る技 朝日新聞

2022 年 1 月 16 日
遠隔操作ロボットにレーザー光、人の技も　災害に備えインフラ
を守る

朝日新聞

2022 年 1 月 25 日 レーザー検査技術を実用化　道路、鉄道 T で 24 年から活用 建設通信新聞

2022 年 3 月 5 日 レーザーでひび割れ可視化 検査機器ニュース

2022 年 3 月 9 日 コンクリ欠陥 非破壊検査 日刊工業新聞

2022 年 3 月 25 日 コンクリートを衝撃波で検査 芝浦工業大などが新手法 日経産業新聞

2022 年 5 月 26 日 レーザーでハンマー代替 - 打音検査を効率化 - 日刊工業新聞

2022 年 6 月 2 日 高強度レーザー屋外稼働 - 打音装置 小型・安定化目指す - 日刊工業新聞

2022 年 6 月 9 日 レーザー打音検査 進化 - 点検支援ツール 社会実装 - 日刊工業新聞

2022 年 8 月 10 日 目地部劣化を定量評価　レーザー打音検査 覆工診断支援に活用 日刊建設工業新聞

2022 年 8 月 10 日 レーザー打音検査　鉄道トンネルに拡大 建設通信新聞

2022 年 8 月 15 日 レーザー打音検査　鉄道トンネル展開 日刊工業新聞

2022 年 8 月 26 日 レーザー打音検査装置を鉄道トンネル診断に活用 科学新聞

2022 年 9 月 7 日 レーザーでトンネル点検 建通新聞

2022 年 9 月 13 日 公開実験で紹介 /AI 活用インフラメンテ技術 建設通信新聞

2022 年 10 月 5 日 レーザー光で精密計測　トンネル点検「脱ハンマー」 読売新聞

2022 年 10 月 13 日 打音検査の技 AI 解釈 日刊工業新聞

2022 年 10 月 18 日 笹子トンネル事故 10 年を前に最新技術で設備損傷の点検公開 NHK 山梨

2022 年 10 月 18 日
デジタル技術で “ 熟練の打音検査 ”　AI が分析　トンネル点検の
最新技術を実証実験　中央道・笹子事故を受け開発

TBS

2022 年 10 月 18 日 トンネル点検に AI 技術活用　実証実験を公開 YBS 山梨放送

2022 年 10 月 19 日 トンネル壁損傷　レーザーで点検　理研が実証実験 読売新聞

2022 年 10 月 19 日 レーザー打音 AI 判定 日刊工業新聞

2022 年 10 月 19 日 レーザーでトンネル点検　理研など山梨市で実証実験　 山梨日日新聞
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日付 タイトル 媒体

2022 年 11 月 30 日
［笹子１０年 残された思い］〈４〉点検の技術開発進む…機械化

で人手不足補う
毎日新聞

2022 年 12 月 1 日
山梨で実証実験　笹子事故を教訓に　レーザーとＡＩ駆使　トン
ネルの異常発見

中部経済新聞（共同通信配信）

2022 年 12 月 1 日
ニュースウォッチ９「笹子トンネル崩落事故から 10 年」の特集
の中で、最新技術として理化学研究所チームの山梨県山梨市広
瀬トンネル公開実証実験およびインタビューが放送

NHK 総合テレビ

2022 年 12 月 6 日
「笹子トンネル事故 10 年インフラ老朽、維持困難　自治体　財源、

人手足りず」の特集記事の中で最新技術としてレーザー打音が
紹介

毎日新聞

4．   KDDI 株式会社、国立研究開発法人情報通信研究機構、NEC ソリューションイノベータ株式会社
●研究発表・講演

鳥澤健太郎、Two Dialog Systems for Two Extreme Environments: WEKDA and SOCDA、国際会議 PACLING 2019、Keynote Talk、2019 年 10 月 12 日、ベトナム・ハノイ

滝嶋康弘、介護モニタリング支援のためのハイブリッド型マルチモーダル音声対話システム、ヒューマン・インタラクション基盤技術コンソーシアム公開シンポジウム 2019、2019 年 12 月

淺尾仁彦・Julien Kloetzer・水野淳太・齊木大・門脇一真・鳥澤健太郎、介護用対話システムのための高齢者の発話理解、言語処理学会第 26 回年次大会 （NLP2020） 、 pp.125-128、2020 年 3 月、オン
ライン開催

鳥澤健太郎、コロナ対策に向けた NICT の自然言語処理、NICT 特別オープンシンポジウム「アフターコロナ社会のかたち」、2020 年 6 月 12 日、オンライン開催

鳥澤健太郎、進化する人工知能　「人工知能研究開発ネットワーク」中核センター長が語る研究開発の最前線、AI・人工知能 EXPO、2021 年 10 月 27 日 - 29 日、幕張メッセ

武智聡平・小関千穂・村田淳・高橋茂太・甲斐正義、個人の特徴的表情を考慮した感情推定の補正、情報処理学会第 84 回全国大会、2022 年 3 月 3 日、愛媛大学

鳥澤健太郎、Semantic Interpretation in MICSUS, a Multi-modal dialog system for Long-term Care of Older People、The Augmented Humans （AHs） International Conference 2022、2022 年 3 月 13 日、
オンライン開催

浅尾仁彦・水野淳太・呉鍾勲・Julien Kloetzer・大竹清敬・福原裕一・鎌倉まな・緒形桂・鳥澤健太郎、介護支援対話システム MICSUS のための意味解釈モジュール、言語処理学会第 28 回年次大会
（NLP2022）、2022 年 3 月 16 日、オンライン開催

淺尾仁彦、高齢者の言葉を理解する AI を目指して、けいはんな R&D フェア 2022、技術講演、2022 年 10 月 7 日、オンライン開催

滝嶋康弘、Web 等に存在するビッグデータと応用分野特化型対話シナリオを用いたハイブリッド型マルチモーダル音声対話システムの研究、内閣府 SIP ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間基
盤技術研究成果シンポジウム、2022 年 10 月 7 日、秋葉原 UDX

鳥澤健太郎、MICSUS: A Multimodal Dialog System for Elderly Care、第 3 回日独仏 AI シンポジウム（Plenary Session, AI for a sustainable society）、2022 年 10 月 27 日、日本科学未来館

サービス業向け次世代技術 EXPO ～サービス Tech2020、2020 年 2 月 18-21 日、東京ビッグサイト

CEATEC2020、2020 年 10 月 20 日 - 23 日、オンライン開催（NICT ブース）

けいはんな R ＆ D フェア 2020、2020 年 11 月 5 日 - 7 日、オンライン開催

けいはんな R&D フェア 2021 「誰もが分かり合えるユニバーサルコミュニケーションの実現を目指して」、2021 年 11 月 12 日、オンライン開催

CareTEX One 横浜 ’22　2022 年 5 月 25 日 - 26 日、横浜産貿ホール マリネリア

NICT オープンハウス 2022、2022 年 6 月 24 日 - 25 日、NICT 小金井本部

けいはんな R&D フェア 2022、2022 年 10 月 6 日 - 7 日、オンライン開催

内閣府 SIP ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間基盤技術研究成果シンポジウム、2022 年 10 月 7 日、秋葉原 UDX

CEATEC2022、2022 年 10 月 17 日 - 21 日、幕張メッセ（NICT ブース）

HANAZONO EXPO　いのち輝く未来社会にふれてみよう Road to 大阪・関西万博、2022 年 11 月 5 日 - 6 日、花園中央公園

●研究発表・講演（公開セミナー）
タイトル 開催日 場所 参加者

Kentaro Torisawa, "Two Dialog Systems for Two 
Extreme Environments: WEKDA and SOCDA", 
PACLING 2019, Keynote, pp. 46-48, Ha Noi, 
Vietnam, October, 2019.

2019 年 10 月 11 日 - 13 日 ベトナム、ハノイ 不明

NICT 特別オープンシンポジウム「アフターコロ
ナ社会のかたち」

2020 年 6 月 12 日 オンライン開催（Zoom+Youtube） 3,601 名

AI EXPO　進化する人工知能 「人工知能研究開
発ネットワーク」

2021 年 10 月 29 日 幕張メッセ 6,627 名

●論文
Jong-Hoon Oh, Kazuma Kadowaki, Julien Kloetzer, Ryu Iida and Kentaro Torisawa,"Open Domain Why-Question Answering with Adversarial Learning to Encode Answer Texts", In the Proceedings of the 
57th Annual Meeting of the Association for Computational Linguistics （ACL 2019）, pp.4227-4237, Florence, Italy, July 2019.

Kazuma Kadowaki, Ryu Iida, Kentaro Torisawa, Jong-Hoon Oh and Julien Kloetzer, "Event Causality Recognition Exploiting Multiple Annotators’ Judgments and Background Knowledge.", In the 
Proceedings of the 2019 Conference on Empirical Methods in Natural Language Processing and 9th International Joint Conference on Natural Language Processing （EMNLP-IJCNLP 2019）, pp.5820-5826, 
Hong Kong, China, November 2019.

Yoshihiko Asao, Julien Kloetzer, Junta Mizuno, Dai Saiki, Kazuma Kadowaki and Kentaro Torisawa, "Understanding User Utterances in a Dialog System for Caregiving.", In the 12th Edition of its Language 
Resources and Evaluation Conference （LREC 2020）, pp.653-661, May 2020.

Jong-Hoon Oh, Ryu Iida, Julien Kloetzer, and Kentaro Torisawa, BERTAC: Enhancing Transformer-based Language Models with Adversarially Pretrained Convolutional Neural Networks, In the Proceedings 
of the Joint Conference of the 59th Annual Meeting of the Association for Computational Linguistics and the 11th International Joint Conference on Natural Language Processing （ACL-IJCNLP 2021）, pp. 
2103–2115, Bangkok, Thailand, August 2021.

●特許等
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 名称

NEC ソリューションイノベータ 特願 2022-029674 国内 2022 年 2 月 28 日
感情補正装置、感情推定装置、感情
補正方法、感情推定方法、及びプロ
グラム
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出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 名称

情報通信研究機構 特願 2022-029327 国内 2022 年 2 月 28 日
言語モデル学習装置、対話装置及び
学習済言語モデル

●受賞実績
受賞者 所属 タイトル 受賞内容 日付 発表元

鳥澤健太郎 情報通信研究機構
令和２年度 情報通信月間推進
協議会会長表彰

志田林三郎賞 2020 年 6 月 1 日 総務省

鳥澤健太郎 情報通信研究機構
2021 年度 情報処理学会フェロ
ー

情報処理学会フェロー 2022 年 3 月 28 日 一般社団法人情報処理学会

●成果普及の努力（プレス発表等）
日付 タイトル 媒体

2020 年 7 月 12 日 AI に五感、人間らしく 複数のデータで察する力 日本経済新聞

2020 年 10 月 16 日 見守り×話し相手　介護の味方　柴犬ロボ 読売新聞

2020 年 12 月 25 日 AI に言葉の意味はわかるか　進化する自然言語処理 日経サイエンス　2021 年 2 月号

2021 年 9 月 4 日 AI は人間の敵になるの？　深層学習で知性「人並み」に 日本経済新聞

2021 年 11 月 25 日 介護現場、DX 競う　「日本モデル」を磨く好機に 日本経済新聞

2021 年 12 月 9 日 介護現場は DX の実験場 日本経済新聞

2021 年 12 月 27 日
【京都スマートシティエキスポ 2021】「超快適」スマート社会の

創出 オータムフェア 2021 けいはんな R&D フェアなど開催
日刊工業新聞

2022 年 10 月 29 日 英語を 3 カ国語に同時通訳 NICT 大阪万博で活用計画 高知新聞

2022 年 10 月 29 日 英語を 3 カ国語に同時通訳 NICT、AI 技術公開 山形新聞

2022 年 10 月 29 日 英語を 3 カ国語に AI 使い同時通訳 NICT が技術公開 静岡新聞

2022 年 10 月 29 日 3 カ国語へ変換 AI 瞬時に通訳 NICT 25 年万博活用へ 宮崎日日新聞

2022 年 11 月 1 日
【情報通信】NICT 多言語への同時通訳システム 2025 年の実用化

へ研究成果公開
電波新聞

2022 年 11 月 1 日 英語を 3 カ国語に同時通訳 神戸新聞

2022 年 11 月 2 日
秋葉原で研究成果シンポジウム開催 ビッグデータ・AI のサイバ
ー空間技術 SIP・NEDO

電波タイムズ

2022 年 11 月 4 日 AI と雑談 試してね！ あす開幕 花園エキスポに最先端技術集結 毎日新聞 大阪

2022 年 11 月 4 日
英語を 3 ヵ国語同時通訳 NICT が技術公開 大阪・関西万博で活
用へ

大阪日日新聞

2022 年 11 月 10 日 英語、3 カ国語に変換 NICT AI 同時通訳技術公開 茨城新聞

2022 年 11 月 17 日 人工知能活用し英語を同時通訳 NICT 最新技術 千葉日報

2022 年 11 月 1 日（Web 掲載）
NICT 多言語への同時通訳システム 、2025 年の実用化へ研究成
果公開

DEMPA DIGITAL

2022 年 11 月 1 日（Web 掲載） NICT 公开 AI 同传技术 可同时翻译成 3 种语言 客觀日本

2022 年 11 月 2 日（Web 掲載） 日本发布 AI 同传技术：可同时翻译成 3 种语言
腾讯网（同様掲載：Cankao Xiaoxi / 参考消息・新浪财经・搜狐
新闻・NetEase News / 网易新闻・今日头条・news.sina.com.cn / 
新浪新闻・Chinanews.com / 中国新闻网・推薦 : 六度新聞）

2022 年 11 月 2 日（Web 掲載）
内閣府 SIP 第 2 期「高度マルチモーダル対話システム (MICSUS)」
の高知県日高村での実証実験レポート

KDDI 地域共創活動レポート

2022 年 11 月 4 日（Web 掲載） 日本发布 AI 同传技术：可同时翻译成 3 种语言
中国新闻网 - 海南新闻（同様掲載：DRCNet・中国机器人网・中
国青年网・Voc News・新浪網 - 香港・SEMI 半导体产业・中国新
闻网 - 吉林新闻 ）

2022 年 11 月 4 日（Web 掲載） AI と雑談、試してね！ あす開幕 花園エキスポに最先端技術集結 大阪　毎日新聞

2022 年 11 月 7 日（Web 掲載） 日本发布 AI 同传技术：可同时翻译成 3 种语言 Zaker

2022 年 11 月 7 日（Web 掲載） 日本发布 AI 同传技术：可同时翻译成 3 种语言
新浪财经头条（同様掲載：今日头条・news.sina.com.cn / 新浪新闻・
NetEase News / 网易新闻・腾讯网・Hexun.com / 和讯网・搜狐
新闻）

5．   エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社、国立大学法人東京大学、国立大学法人京都大学、 日本電信電話株式会社、エ
ヌ・ティ・ティラーニングシステムズ株式会社

●研究発表・講演　
開一夫 , "「認知脳科学に基づく EdTech の実証実験」", プレスリリース , 2019 年 5 月 27 日

Hiraki, K., "Towards BabyTech: How infants and small children perceive technology.", CBCD Anniversary Workshop, London, England, 2019/11/16

Yamamoto, E., & H iraki, K., "Does voluntary production of body movement have long-term effects on infants’ learning about others’ body movement?", ICLC-15, Nishinomiya, Japan, 2019/8/7

Takahashi, S., Hi raki, K., "Interpersonal Body-Synchronization in Young Childresn When Watching Video Together.", International Conference on General Psychology and Behavioral Science（IC GPBS2020）
, New Yor k, United States,, 2020/1/30

開一夫 , " 脳科学最新事情～ここまでわかってきた赤ちゃんの育ちのメカニズム . フレーベル館セミナー：保育がもっとおもしろくなる！", 0・1・2 歳児保育セミナー 2020, 2020 年 1 月 17 日

開一夫 , " 認知科学と人工知能の挑戦：赤ちゃんから高校生まで ", オープンキャンパス模擬講義 , 東大本郷キャンパス , 2019 年 8 月 8 日

開一夫 , " 赤ちゃんの不思議について ", 大阪府社会福祉協議会 保育士会創立６０周年記念総会記念講演 , 2019 年 5 月 14 日

開一夫 , " 新生児医療に心のモニタリングを！第三弾 ", 第 22 回新生児呼吸療法モニタリングフォーラム , 2020 年 2 月 14 日

開一夫 , " テクノロジーの時代における人間の学問 ", 第 4 回 EAA 座談会 , 2020 年 7 月 14 日

開一夫（2021）. AI で「学び」「教え」を変えられるか！？－課題と挑戦－ . SIP 学習支援シンポジウム「Ed-AI への挑戦」 パネリスト , オンライン開催 , 2021 年 3 月 9 日
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橋田浩一 . データのガバナンスと価値創造 . 情報処理学会連続セミナー 2021 第 2 回「情報技術のポストコロナ社会への貢献（2）」, 2021 年 6 月 9 日

開一夫（2021）. テクノロジーで「教え・教えられること」をどうかえるのか？－課題と挑戦－ . Ed-AI 研究会設立シンポジウム , オンライン開催 , 2021 年 7 月 6 日

開一夫（2021）. パネルセッション「Ed-AI が目指すもの」. Ed-AI 研究会設立シンポジウム パネリスト , オンライン開催 , 2021 年 7 月 6 日

開一夫（2021）. Ed-AI 教育理論 WG の活動方針について . 第一回 Ed-AI 教育理論 WG（WG1）, オンライン開催 , 2021 年 7 月 26 日

谷沢智史（2021）. マンガリッシュにおけるデータ利活用 . 第一回 Ed-AI 教育理論 WG（WG1）, オンライン開催（発表日 7 月 26 日）

今井倫太（2021）. 穴埋め問題自動生成のための AI 技術 . 第一回 Ed-AI 教育理論 WG（WG1）, オンライン開催（発表日 7 月 26 日）

開一夫（2021）. Live Interaction:「今性」と「応答性」. 東京芸術祭 2021 シンポジウム「ライブでしか伝わらないものは何か？～教育、育児、ダンスの現場から～」, オンライン配信 , 2021 年 9 月 7
日

橋田浩一 . パーソナルデータの分散管理による個人のエンパワメント . NTT-GLOCOM メガトレンド・ワークショップ , 2021 年 10 月 26 日

今井倫太（2021）. AI による穴埋め問題の生成 . 第二回 Ed-AI 教育理論 WG（WG1）, オンライン開催（発表日 11 月 2 日）

坂本一憲（2021）. 個性に応じた学習の動機づけに向けて . 第二回 Ed-AI 教育理論 WG（WG1）, オンライン開催（発表日 11 月 2 日）

Hiraki, K., How can cognitive science and technology contribute to student learning?, Augmented Humans International Conference 2022,  2022/3/13

開一夫（2022）. 教育と学びのイノベーション . 公益社団法人 経済同友会 教育改革委員会 第 5 回会合 （発表日 3 月 15 日）

開一夫（2022）. テーラーメイド教育と EdTech: 漫画を使った個別適応教育の「新しい」プラットフォーム . Ed-AI 研究会 第 2 回シンポジウム「Ed-AI が生みだす未来の教育」 （発表日 4 月 12 日）

開一夫（2022）. 赤ちゃん学から見た教育（基調講演）. 2022 発達科学研究所公開シンポジウム「就学前教育の過去・現在・未来：赤ちゃん学から見た教育」 （発表日 5 月 21 日）

開一夫（2022）. 『個別最適』な保育とは？（講演）. 第４９回幼児教育研究会「子どもの最善の利益と質の高い教育」 （発表日 6 月 4 日）

開一夫（2022）. テクノロジーの発展と「学び方」. 模擬授業 , 実践学苑高等学校（発表日 7 月 11 日）

開一夫（2022） 漫画リッシュ：英語学習の新しいプラットフォーム , Ed-AI 研究会第 3 回シンポジウム「Ed-AI の未来」 （発表日 12 月 3 日）

今井倫太（2022） 英語表現力向上のための AI 技術 , Ed-AI 研究会第 3 回シンポジウム「Ed-AI の未来」 （発表日 12 月 3 日）

坂本一憲（2022） 漫画リッシュ：アクティブユーザ獲得に向けた課題と展望 , Ed-AI 研究会第 3 回シンポジウム「Ed-AI の未来」 （発表日 12 月 3 日）

橋田浩一（2022） 分散 PDS による学習ログの活用 , Ed-AI 研究会第 3 回シンポジウム「Ed-AI の未来」 （発表日 12 月 3 日）

久徳泰知 , 西岡千文 , 緒方広明 , " 学生向け論文推薦システムにおける説明インタフェースの比較評価 ", 情報処理学会 CLE 研究会 , 2019/3

Louis Lecailliez, Brendan Flanagan, Hiroaki Ogata, "Construction of a Knowledge Map-based System for L2 Personalized Grammar Learning", 情報処理学会 CLE 研究会 , 2019 年 3 月

Patrick Ocheja, Brendan Flanagan, Hiroaki Ogata, "Decentralized e-Learning Marketplace: Managing Authorship and Tracking Access to Digital Contents Using Blockchain", 情報処理学会 CLE 研究会 , 2019
年 3 月

Yuanyuan Yang, Rwitajit Majumdar, Huiyong Li, Hiroaki Ogata, "Task Design and Skill Measurement of Data Analysis Phase in GOAL System", 情報処理学会 CLE 研究会 , 2019 年 3 月

Christopher C.Y. Yang, Gökhan Akçapınar, Brendan Flanagan, Hiroaki Ogata, " Ranking Lecture Slides for E-Book Preview Recommendation", 情報処理学会 CLE 研究会 , 2019 年 3 月

緖方広明 , Majumdar Rwitajit, Akçpinar Gökhan, Brendan Flanagan, "Data-driven Infrastructure for Evidence-based Education and Learning", 2019 年度人工知能学会全国大会 , 1P3-OS-21-01, 2019 年 6 月
1 日

緖方広明 , " 高等教育における先進的な実践例の紹介「教育データの利活用と人工知能：エビデンスに基づく教育の実現に向けて」", 日本デジタル教科書学会研究会 , 2019 年 6 月 8 日

小村桐子、緒方広明、中村央志、宮部剛 , " 教育ビックデータを活用した授業改善：京都市の中学・高等学校での実践事例 ", データ活用社会創成シンポジウム , 2019 年 9 月 2 日

山田政寛，島田敬士，陳莉，濵田さとみ，耿学旺 , 馬場寿士，古川毅，南里駒門，黒岩晃平，吉本悟 ブレンダン フラナガン，ゴーハン アカピナー，リトジット マジュンダール , 緒方 広明 , " ラーニン
グアナリティクスによるエビデンスに基づいた授業デザインに向けて～高等学校における実践事例～ ", 日本教育工学会 2019 年秋季全国大会 , 2019 年 9 月 7 - 8 日

緒方広明 , 初等中等教育における取組 , 【第 3 回】4 月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム（オンライン開催）, 2020 年 4 月 10 日

緒方広明 , LMS を使ってオンライン授業をやってみよう！, 【第 7 回】4 月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム（オンライン開催）, 2020 年 5 月 8 日

フラナガン・ブレンダン , Open e-Book Assessment による成績評価 , 【第 8 回】4 月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム（オンライン開催）, 2020 年 5 月 15 日

緒方広明 , 続：LMS を使ってオンライン授業をやってみよう！～教育データの利活用編～ , 【第 8 回】4 月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム（オンライン開催）, 2020
年 5 月 15 日

Hiroaki Ogata, Combining Formal and Informal Language learning through Evidence-Based Education, PPTELL2020, University of North Texas （UNT）, Denton, Texas, USA （held online）, 2020.6.30.

Hiroaki Ogata, The research and development of learning analytics in Kyoto University, The Workshop on BookRoll Partnership Taiwan （virtual workshop）, National Central University, Taoyuan City, 
Taiwan, 2020.7.8.

Hiroaki Ogata, International Technical Standards and Learning Analytics, IMS Japan Conference 2020 （held online）, 2020.9.10.

緒方広明 , 日本学術会議からの提言『教育のデジタル化を踏まえた学習データの利活用に関する提言～エビデンスに基づく教育に向けて～』の報告 , 【第 18 回】4 月からの大学等遠隔授業に関する取
組状況共有サイバーシンポジウム（オンライン開催）, 2020 年 10 月 9 日

緒方広明 , ビッグデータ時代の教育 , 滋賀県教育委員会研修会 , 2020 年 10 月 22 日

緒方広明 , Toward Data and Evidence Driven Education, AIVR2020: 4th International Conference on Artificial Intelligence and Virtual Reality, 2020 年 10 月

緒方広明 , これからの教育の在り方～ GIG A スクール構想を見据えて～ , 大阪府高槻市教育委員会研修会 , 2020 年 11 月

滝井健介 , フラナガン ブレンダン , 緒方広明 , 語彙知識マップを用いた多読用絵本推薦システム , 第 32 回教育学習支援情報システム研究発表会（CLE32）, 2020 年 11 月 27 日～ 28 日

TARO NAKANISHI, HIROYUKI KUROMIYA, RWITAJIT MAJUMDAR, HIROAKI OGATA, Evidence Mining Using Course Schedule, 第 32 回教育学習支援情報システム研究発表会（CLE32）, 2020 年 11 月 27 日 - 
28 日

緒方広明 , BookRoll のログ分析とラーニングアナリティクスを始めるには , 【第 22 回】4 月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム , 2020 年 12 月 11 日

緒方広明 , コロナ禍での教育データの利活用と今後の展望 , データ活用社会創成シンポジウム , 2020 年 12 月 25 日

緒方広明 , 教育データの利活用による教育変革：これまでの実践知を踏まえた今後の展望 , 学術情報メディアセンターセミナー , 2021 年 1 月

緒方広明 , 教育データを活用したエビデンスに基づく教育～ GIGA スクール構想を見据えて～ , 川崎市有識者との意見交換会 , 2021 年 1 月 15 日

緒方広明 , 教育・学習効果の向上に向けた教育データの利活用 , CAUA シンポジウム 2020, 2021 年 2 月 16 日

緒方広明 , 教育データの利活用とエビデンスに基づく教育の実現に向けて , 超教育協会 CHANNEL・第 32 回オンラインシンポ , 2021 年 2 月 26 日

緒方広明 , 教育データとラーニングアナリティクス：エビデンスに基づく教育の実現に向けて , α× SC2021Q 教育とスーパーコンピュータシンポジウム , 2021 年 3 月 23 日

黒宮寛之 , 中西太郎 , 緒方広明、グラフデータベースを活用した事例推薦システムの開発－実世界エビデンスの活用に向けて、第 33 回情報処理学会 CLE 研究会 , 2021 年 3 月 25 日

Hiroaki Ogata, Brendan Flannagan, and Rwitajit Majumdar, Learning and Evidence Analytics Framework （LEAF）: Design and Large-scale Implementation of LA Driven Infrastructure in the Japanese 
Context, LEARNING ANALYTICS LEARNING NETWORK, 2021.5.13.

緒方広明 , 大学全体でラーニングアナリティクスを始めるには？：教育データ利活用ポリシーの策定について , 大学教育 ICT 協議会 CIO 部会 , 2021 年 5 月 13 日

緒方広明 , 教育データ解析チャレンジコンテストについて , 【第 33 回】 大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイバーシンポジウム「教育機関 DX シンポ」, 2021 年 5 月 28 日

Chris Yang, 台湾におけるオンライン学習の状況 , 【第 33 回】 大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイバーシンポジウム「教育機関 DX シンポ」, 2021 年 5 月 28 日

緒方広明 , 教育データの活用とラーニングアナリティクス , 帝京大学 TLAC セミナー , 2021 年 5 月 26 日

緒方広明 , 島田敬士 , 殷成久 , 山田政寛 , 教育データ活用の仕組みづくり～各種システムの構築、運用を通じ～ , New Education Expo（NEE）, 東京 , 2021 年 6 月 3 日

緒方広明 , 宮部剛 , 芳賀康大 , 内田洋行教育総合研究所 , 教育データの利活用による教育変革～実践知を踏まえた今後の展望～ , New Education Expo（NEE）, 東京 , 2021 年 6 月 4 日
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緒方広明 , 宮部剛 , 内田洋行教育総合研究所 , 教育データの利活用による教育変革～実践知を踏まえた今後の展望～ , New Education Expo（NEE）, 大阪 , 2021 年 6 月 12 日

緒方広明 , ラーニングアナリティクスと高等教育 DX, 日本工学教育協会 , 2021 年 7 月 8 日

緒方広明 , DX による教育変革 , ICT コンソーシアム京都総会 , 2021 年 7 月 13 日

緒方広明 , ラーニング・アナリティクス研究の最新動向 , 東北大学大学院情報学研究科ラーニングアナリティクス研究センター・キックオフシンポジウム , オンライン , 2021 年 7 月 26 日

緒方広明 , 教育データの利活用 , 群馬県教育委員会 , 2021 年 7 月 28 日

緒方広明 , 教育データの利活用による教育革新 , キャンパス・コンソーシアム函館 , 2021 年 8 月 3 日

緒方広明 , 教育データの利活用による教育 DX, 山口県教育庁教員対象セミナー , 2021 年 8 月 20 日

緒方広明、ポストコロナ時代の教育 DX, 第 43 回教育システム情報学会全国大会 ,2021 年 9 月

中西太郎， 黒宮寛之， 緒方広明、ラーニングアナリティクス・ダッシュボードを活用した リアルワールド教育エビデンスの自動収集の仕組みと検討、第 43 回教育システム情報学会全国大会 ,2021 年 9
月

近藤大翔， 緒方広明， Rwitajit MAJUMDAR、学生の学習ログを可視化するアクティブリーディングダッシュボードの設計と評価、第 43 回教育システム情報学会全国大会 ,2021 年 9 月

滝井健介， Brendan Flanagan， 緒方広明、教育ビッグデータを用いた知識マップの作成とアダプティブ英語学習環境の構築、第 43 回教育システム情報学会全国大会 ,2021 年 9 月

黒宮寛之 , 中西太郎 , MAJUMDAR, Rwitajit、緒方広明、Sharing Best Practice of Teachers for Learning Analytics at Scale、日本教育工学会 2021 年秋全国大会、2021 年 10 月

緒方広明 , ラーニングアナリティクスの今 , 「EdTech を活用した新しい学び」研究会 , 2021 年 11 月 12 日

緒方広明 , with コロナ時代の日本語教育を目指して , 台湾日語教育学会 2021 年国際シンポジウム , 2021 年 11 月 27 日

緒方広明 , Pushing Forward to Data and Evidence Informed Education and Learning for a Post Covid-19 Era., TAECT 2021, 2021 年 12 月 3 日

緒方広明、角田和巳、李慧勇、高見享佑、内田洋行教育総合研究所 . AI を活用したラーニングアナリティクス研究と今後の展望 . New Education Expo （NEE） Tokyo. 2022 年 6 月 3 日

Hiroaki Ogata. Connecting Policy-makers, Researchers, and Practitioners through Data and Evidence-driven Education Infrastructure Towards Sustainable Education. ISLS Annual Meeting 2022. ISLS Annual 
Meeting 2022. 2022/06/07

Jeremy Rochelle, Toshio Mochizuki, Jun Oshima, Nancye Blair Black, Chee-Kit Looi, Inge Molenaar, Hiroaki Ogata, and Simon Buckingham Shum. Engaging Learning Scientists in Policy Challenges: AI and 
the Future of Learning. ISLS Annual Meeting 2022. 2022/06/07

緒方広明、長濱澄、豊川裕子、田中英歳、内田洋行教育総合研究所 . 初等中等教育におけるラーニングアナリティクス研究と今後の展望 . New Education Expo（NEE）Osaka. 2022 年 6 月 11 日

緒方広明 . Connecting Sustainability of Education and Education for Sustainable Development and Environments. 2022 Summer School International Environmental Humanities Workshop. 2022 年 6 月
20 日

緒方広明 . ラーニングアナリティクス研究の最前線と展望、ラーニングアナリティクス研究の最前線と展望 . 日本人事テスト事業者懇談会第 68 回研究会 . 2022 年 6 月 20 日

Hiroaki Ogata. Data and Evidence- Informed Education and Learning in Post Covid-19. WCCE 2022. 2022/08/24

Hiroaki Ogata. Towards Data and Evidence-Informed Teaching and Learning in the Context of Language Learning. 大学英語教育会 （JACET） オンライン . 2022 年 8 月 26 日

緒方広明 . ラーニングアナリティクスと国際技術標準 . IMS Japan Conference 2022　オンライン . 2022 年 8 月 27 日

緒方広明 . ラーニングアナリティクスとは？公益社団法人私立大学情報教育協会「教育イノベーション大会」オンライン . 2022 年 9 月 7 日

安田クリスチーナ、桐生崇、緒方広明、堀口悟郎 . AI 活用・教育データの利活用とその課題 . 日本教育工学会 2022 年秋季全国大会オンライン . 2022 年 9 月 10 日

堀越泉、緒方広明 . LEAF システムを用いた教育データ利活用の事例 . 日本教育工学会 2022 秋季全国大会 . 2022 年 9 月 11 日

緒方広明 . 教育データの利活用の動向と今後の方向性 . 東京書籍株式会社社内講演オンライン . 2022 年 10 月 18 日

緒方広明 . ラーニングアナリティクスと教育の未来 . オンラインラーニングフォーラム　オンライン . 2022 年 11 月 2 日

緒方広明 . ラーニングアナリティクス研究の最前線 . 広島大学内講義「情報科学の最前線」. 広島大学情報科学部 . 2022 年 5 月 24 日 

緒方広明、デジタル教材配信システム BookRoll を用いた教育 DX の促進、文部科学省 Scheem DCIC Tokyo、2022 年 10 月 31 日

奥村光貴、堀越泉、緒方広明、リアルワールド教育データからのエビデンスの自動抽出に向けた「対照群」の探索手法の開発、第 38 回情報処理学会 CLE 研究会、2022 年 11 月 4 日

藤田早苗、服部正嗣、小林哲生、納谷　太 , "「日本人英語初学者の語彙数推定方法の検討」2020 年度人工知能学会全国大会（6 月 9 日 -12 日）", 人工知能学会 , 2020 年 6 月 10 日

服部正嗣、澤田宏、殿岡貴子、坂田岳史、藤田早苗、小林哲生、亀井鋼次、納谷太 , "「Variational Autoencoder を用いたテスト結果分析による学習者・問題の特徴抽出」", 人工知能学会 , 2020 年 6
月 11 日

小林哲生 , 廣谷定男 , 「語彙数推定のための DB 構築 / 英語発話リズム訓練アプリの紹介と実証実験」, 第１回 Ed-AI 教育理論 WG（WG1）, 2021 年 7 月 26 日 （online）

納谷太，「人と人とのインタラクションを高度化する AI 技術の社会実装展開（パネリストとしての発表）」，DIGITAL CONTENT EXPO2021，2021 年 11 月 18 日

廣谷定男，「英語発話リズム訓練スマートフォンアプリの開発と実証実験」，日本音響学会 2022 年春季研究発表会 , 2022 年 3 月 11 日 

納谷太（2022） ペダゴジカル AI を活用した英語学習支援 , Ed-AI 研究会第 3 回シンポジウム「Ed-AI の未来」（発表日 12 月 3 日）

NTT コミュニケーションズ , " まなびポケットを活用した「学びをとめない」ための「One School」プロジェクトを実施 ", プレスリリース , 2020 年 5 月

NTT コミュニケーションズ , " まなびポケットのコンテンツである schoolTakt で音声通話（β版）の提供開始 ", プレスリリース , 2020 年 6 月

NTT コミュニケーションズ , " 大垣市、大垣市教育委員会、NTT Com、WEBQU 教育サポートによる「先端技術を活用した教育・学習環境の充実に向けた連携協力に関する協定」の締結について～「ま
なびポケット」と「WEBQU」の活用による教育・学習環境の充実に向けて～ ", プレスリリース , 2020 年 10 月 28 日

NTT コミュニケーションズ , "「まなびポケット」の申し込み ID 数が 100 万を突破 ", プレスリリース , 2020 年 12 月 14 日

小金井市、東京学芸大学、NTT Com による、「GIGA スクール構想による個別最適化された深い学び等の実現に関する連携協定」の締結について ,　2021 年 4 月 20 日

NTT コミュニケーションズ ,“ クラウド型教育プラットフォーム「まなびポケット」が文部科学省が推進する「MEXCBT」との連携を開始 ”, プレスリリース ,2021 年 11 月

NTT コミュニケーションズ ,“「まなびポケット」の申込 ID 数が 300 万を突破 ”, プレスリリース ,2022 年 3 月 24 日

NTT コミュニケーションズ ,“「まなびポケット」の申込 ID 数が 400 万を突破 ”, プレスリリース ,2022 年 10 月 3 日

サービス産業向け次世代技術 EXPO ～サービス Tech2020 ～（HCJ2020）, 展示会 , 2020 年 2 月

●研究発表・講演（公開セミナー）
タイトル 開催日 場所 参加者

NTT Communications Digital Forum2020 2020 年 10 月 14 日～ 16 日 オンライン開催 10,009 名

NTT Communications Digital Forum2021 2021 年 10 月 20 日～ 22 日 オンライン開催 13,592 名

Ed-AI 研究会設立シンポジウム 「Ed-AI が目指す
もの」

2021 年 7 月 6 日 オンライン開催 62 名

第一回 Ed-AI 教育理論 WG（WG1）「『個別最適』
な英語学習の実現に向けた取り組みと AI」

2021 年 7 月 26 日 オンライン開催 47 名

日本学術会議公開シンポジウム「教育データの
利活用の動向と社会への展開」

2021 年 10 月 17 日 オンライン開催 182 名

第ニ回 Ed-AI 教育理論 WG（WG1）「オンライン
授業のメリットとデメリット：AI をどう使うか？」

2021 年 11 月 2 日 オンライン開催 37 名
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タイトル 開催日 場所 参加者

教育 DX 研修会 教育データの利活用の実践～
BookRoll を使ってみよう！

2021 11 月 13 日 オンライン開催 120 名

学術情報メディアセンターセミナー「教育デー
タの利活用による教育変革：これまでの実践知
を踏まえた今後の展望」

2021 11 月 19 日 オンライン開催 198 名

第三回 Ed-AI 教育理論 WG：「非認知能力」とは
どんな「能力」なのか？

2022 年 2 月 21 日 オンライン開催 78 名

Ed-AI 研究会 第 2 回シンポジウム「Ed-AI が生
みだす未来の教育」

2022 年 4 月 12 日 オンライン開催 50 名

学術情報メディアセンターセミナー「デジタル
教材配信システム BookRoll と教育データ分析コ
ンテスト」

2022 年 4 月 19 日 オンライン開催 97 名

第四回 Ed-AI 教育データ WG（WG3）： 「教育デ
ータの標準化の動向とその課題」

2022 年 6 月 9 日 オンライン開催 38 名

第 1 回 Ed-AI 教育実践 WG（WG2）： 「教員視点
から見た教育システムの自治体共同調達やデー
タの標準化」

2022 年 8 月 4 日 オンライン開催 33 名

第五回 Ed-AI 教育データ WG（WG3）：「教育現
場における教育データの利活用とその課題」

2022 年 9 月 28 日 オンライン開催 22 名

第 2 回 Ed-AI 教育実践 WG（WG2）：「デジタル
人材の育成」

2022 年 11 月 14 日 オンライン開催 22 名

Ed-AI 研究会第 3 回シンポジウム「Ed-AI の未来」 2022 年 12 月 3 日
東京大学　大学院情報学環福武ホール　福武ラ
ーニングシアター

（オンラインとハイブリッド開催）
138 名

docomo business Forum’22 2022 年 10 月 18 日 - 21 日
大手町プレイスカンファレンスセンター / オン
ライン

7,740 名

●論文 
Kokubun, K., Yama kawa, Y., Hiraki, K., "K. Association bet ween Behavioral Am bidexterity and Br ain Health.", Brain Sciences. 10 （3）, 137., 2020/2/29

Taishi Kawamoto & Kazuo Hiraki, "Parental presence with encouragement alters feedback processing in preschoolers: An ERP study,", Social Neuroscienc e,14:4, 499-504, 2019/8/14

Ozawa, S., Kanayama, N., & Hiraki, K., "Emotion-related cerebral blood flow changes in the ventral medial prefrontal cortex: An NI RS study.", Brain and Cognitio n. 134:21-28., 2019/5/15

開一夫、安西祐一郎、中島秀之、浅田稔、橋田浩一、松原仁、山川宏、栗原聡、松尾豊 , "AI 事典 第 3 版 ", 近代科学者（東京）．33-34, 2019 年 12 月 21 日

池上 高志、石黒 浩、梅田 聡、 佐藤 理史、中島 秀之、開 一夫 ., " 人工知能研究は何をめざすか（後編）", 雑誌『科学』 2019 年 5 月号 VOL.89 NO.5, 2019 年 5 月

開一夫 , " テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（一）：なぜ赤ちゃん研究なのか？（1）", 究 ,105, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2019 年 12 月 1 日

開一夫 , " テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（二）：なぜ赤ちゃん研究なのか？（2）", 究 , 106, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 1 月 1 日

開一夫 , " テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（三）：テクノロジーは我々の生活をどう変えるのか（1）", 究 , 107, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 2
月 1 日

開一夫 , " テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（四）：テクノロジーは我々の生活をどう変えるのか（2）", 究 , 108, 28-31 ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 3
月 1 日

開一夫（監修）、市原淳（作）, " もいもい（韓国語版）", RedStone（Gyeonggi-Do, Korea）, 2019 年 2 月

開一夫（監修）、市原淳（作）, " もいもい（ベトナム語版）", Wabooks Co. Ltd（Hà Nội, VIỆT NAM）, 2019 年 2 月

開一夫（監修）、市原淳（作）, " もいもい（中国語繁体字版）", 台湾東販（股）有限公司（台北市）, 2019 年 2 月

開一夫（監修）、ロロン（作）, " うるしー（中国語繁体字版）", 台湾東販（股）有限公司（台北市）, 2019 年 2 月　

開一夫（監修）、みうらし～まる（作）, " モイモイとキーリー（韓国語版）", RedStone（Gyeonggi-Do, Korea）, 2019 年 2 月

開一夫（監修）、市原淳（作）, " もいもい、どこどこ？ ", ディスカヴァー・トゥエンティワン（東京）, 2019 年 12 月

開一夫（監修）、ロロン（作）, " うるしー（ボードブック）", ディスカヴァー・トゥエンティワン（東京）, 2019 年 3 月

Keshmiri1, S., Alimardani, M., Shiomi, M., Sumioka, H., Ishiguro, H., Hiraki, K. , "Higher Hypnotic Suggestibility Is Associated with the Lower EEG Signal Variability in Theta, Alpha, and Beta Frequency Bands.", 
Plos One, 2020/4

Ohki, T., Matsuda, T., Gunji, A., Takei, Y., Sakuma, R.,  Kaneko, Y., Inagaki, M., Hanakawa, T., Ueda, K., Fukuda, M., Hiraki, K., "Timing of phase-amplitude coupling is essential for neuronal and functional 
maturation of audiovisual integration in adolescents.", Brain and Behavior., 2020/4

開一夫 , " テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（五）：テクノロジーは我々の生活をどう変えるのか（3）", 究 , 109, ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 4 月

開一夫 , " テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（六）：テクノロジーと子育て（1）", 究 , 110, ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 5 月

開一夫 , " テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（七）：テクノロジーと子育て（2）", 究 , 111, ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 6 月

開一夫 , " テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（八）：テクノロジーと子育て（3）", 究 , 112, ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 7 月

Matsunaka, R., Jouen, AL., & Hiraki, K., "Do infants learn foreign words from robot?: an ERP study. ", The virtual International Congress of Infant Studies., 2020/7/6

Suzuki, K., Yazawa, S., Matsunaka, R., Iwasawa, T., & Hiraki., K., "RAPIDLY GRASPING LEARNERS’ MATHEMATICAL PERFORMANCE FROM BRAIN ACTIVITY.", 14th International Conference on Interfaces and 
Human Computer Interaction, 2020/7/24

開一夫 , " テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（九）：「今性」と「応答性」（1）", 究 , 113, ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 8 月

Alimardani, M., Kemmeren, L., Okumura, K., Hiraki, K., "Robot-Assisted Mindfulness Practice: Analysis of Neurophysiological Responses and Affective State Change.", Human-Computer Interaction, 2020/8

開一夫 , " テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（十）：「今性」と「応答性」（2）", 究 , 114, ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 9 月

Barbot, B., Hiraki, K., et al., "Manifesto for New Directions in Developmental Science. ", New Directions for Child and Adolescent Development., 2020/9

開一夫 , " テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（十一）：「今性」と「応答性」（3）", 究 , 115, ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 10 月

Alimardani, M., Hiraki, K., "Passive Brain-Computer Interfaces for Enhanced Human-Robot Interaction.", Frontiers in Robotics and AI-Computational Intelligence in Robotics., 2020/10

開一夫．テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（十二）：注意と期待と環境と（1）、究 , 116, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 11 月

開一夫．テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（十三）：注意と期待と環境と（2）、究 , 117, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2020 年 12 月

開一夫．テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（十四）：注意と期待と環境と（3）、究 , 118, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2021 年 1 月

開一夫．テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（十五）：注意と期待と環境と（4）、究 , 119, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2021/ 年 2 月
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開一夫．テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（十六）：知的好奇心とテクノロジー（1）、究 , 120, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2021 年 3 月

開一夫．テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（十七）：知的好奇心とテクノロジー（2）、究 , 121, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2021 年 4 月

開一夫．テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（十八）：知的好奇心とテクノロジー（3）、究 , 122, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2021 年 5 月

開一夫．テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（十九）：知的好奇心とテクノロジー（4）、究 , 123, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2021 年 6 月

開一夫．テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（二〇）：知的好奇心とテクノロジー（5）、究 , 124, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2021 年 7 月

開一夫．テクノロジーの進化と人間の発達－私たちはどのような世界を生きているのか？（二一）：知的好奇心とテクノロジー（6）、究 , 125, 28-31, ミネルヴァ書房（東京）．2021 年 8 月
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Hiroyuki Kuromiya, Rwitajit Majumdar, and Hiroaki Ogata. Detecting Teachers’ in-Classroom Interactions Using a Deep Learning Based Action Recognition Model. In Rodrigo, M.M., Matsuda, N., Cristea, A.I., 
Dimitrova, V. （eds） Artificial Intelligence in Education （AIED 2022）. Posters and Late Breaking Results, Workshops and Tutorials, Industry and Innovation Tracks, Practitioners’ and Doctoral Consortium. Vol. 
13356, pp. 379-382. 2022/07/26

Ryosuke Nakamoto, Brendan Flanagan, Yiling Dai, Kyosuke Takami and Hiroaki Ogata. An Automatic Self-explanation Sample Answer Generation with Knowledge Components in a Math Quiz. In Rodrigo, 
M.M., Matsuda, N., Cristea, A.I., Dimitrova, V. （eds） Artificial Intelligence in Education （AIED 2022）. Posters and Late Breaking Results, Workshops and Tutorials, Industry and Innovation Tracks, Practitioners’ 
and Doctoral Consortium. Vol. 13356, pp. 254-258. 2022/07/26

Patrick Ocheja, Brendan Flanagan and Hiroaki Ogata. Assessment Results on the Blockchain: A Conceptual Framework. In Rodrigo, M.M., Matsuda, N., Cristea, A.I., Dimitrova, V. （eds） Artificial Intelligence in 
Education （AIED 2022）. Posters and Late Breaking Results, Workshops and Tutorials, Industry and Innovation Tracks, Practitioners’ and Doctoral Consortium. Vol. 13356, pp. 306-310. 2022/07/26

Chia-Yu Hsu, Rwitajit Majumdar, Huiyong Li, Yuanyuan Yang, and Hiroaki Ogata. Extensive Reading at Home: Extracting Self-directed Reading Habits from Learning Logs. Artificial Intelligence in Education. 
AIED 2022. Vol. 13355, pp. 614-619. 2022/07/27

Brendan Flanagan, Rwitajit Majumdar, and Hiroaki Ogata. Early-warning Prediction of Student Performance and Engagement in Open Book Assessment by Reading Behavior Analysis. International Journal 
of Education Technology in Higher Education （SSCI, IF=7.611）. Vol. 19, No. 41. 2022/08/09. 

Changhao Liang, Rwitajit Majumdar, Izumi Horikoshi, Brendan Flanagan and Hiroaki Ogata. Exploring predictive indicators of reading-based online group work for group formation assistance. ICCE 2022. 
2022/11.

Yuta Nakamizo, Rwitajit Majumdar, Izumi Horikoshi, Changhao Liang, Brendan Flanagan and Hiroaki Ogata. GWpulse: Supporting Learner Modeling and Group Awareness in Online Forum with Sentiment 
Analysis. ICCE 2022. 2022/11.

Chia-Yu Hsu, Izumi Horikoshi, Huiyong Li, Rwitajit Majumdar, and Hiroaki Ogata. Extracting Students’ Self-Regulation Strategies in an Online Extensive Reading Environment using the Experience API （xAPI）
. ICCE 2022. 2022/11.

Izumi Horikoshi, Changhao Liang, Rwitajit Majumdar, and Hiroaki Ogata. Peer Evaluation Behavior Analysis: Applicability and Reproducibility of the Method Across Systems and Activity Contexts. ICCE 
2022. 2022/11.

Hiroyuki Kuromiya, Rwitajit Majumdar and Hiroaki Ogata. Evaluating Course Grading Fairness in Comparison of Learning Activity Logs Before and After COVID-19. WCCE 2022. 2022/11.

Changhao Liang, Rwitajit Majumdar, Thomas Gorham, Izumi Horikoshi, and Hiroaki Ogata. Estimating peer evaluation potential by utilizing learner model during group work. CollabTech2022. 2022/11.

Gustavo Zurita, Carles Mulet-Forteza, José M. Merigó, Valeria Lobos-Ossandón, and Hiroaki Ogata. A Bibliometric Overview of the IEEE Transactions on Learning Technologies. IEEE Transaction on Learning 
Technologies. 2022/11.

Changhao Liang, Rwitajit Majumdar, Yuta Nakamizo, Brendan Flanagan and Hiroaki Ogata. Algorithmic group formation and group work evaluation in a learning analytics-enhanced environment: 
implementation study in a Japanese junior high school. Interactive Learning Environments. 2022/09/19. 

Patrick Ocheja, Friday J. Agbo, Solomon S. Oyelere, Brendan Flanagan, and Hiroaki Ogata. Blockchain in Education: A Systematic Review and Practical Case Studies. IEEE Access. 2022/09/15.
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Christopher C. Y. Yang and Hiroaki Ogata. Lag sequential analysis for identifying blended learners’ sequential patterns of e-book note-taking for self-regulated learning. Educational Technology & Society. 
2023/04 （in press）.

Albert C.M. Yang, Brendan Flanagan, and Hiroaki Ogata, Adaptive formative assessment system based on computerized adaptive testing and the learning memory cycle for personalized learning, 
Computers and Education: Artificial Intelligence, Vol.3, No. 100104, 2022/10/29

Taisei Yamauchi, Kyosuke Takami, Brendan Flanagan and Hiroaki Ogata, Nudge Messages for E-Learning Engagement and Student’s Personality Traits: Effects and Implication for Personalization, 
Proceedings of 30th International Conference on Computers in Education （ICCE 2022）. Asia-Pacific Society for Computers in Education （APSCE）, 2022/11.

Kyosuke Takami, Gou Miyabe, Brendan Flanagan and Hiroaki Ogata, Automated Test Set Quiz Maker Optimizing Solving Time and Parameters of Bayesian Knowledge Tracing model extracted from 
Learning Log, Proceedings of 30th International Conference on Computers in Education （ICCE 2022）. Asia-Pacific Society for Computers in Education （APSCE）, 2022/11.

Changhao Liang, Izumi Horikoshi, Rwitajit Majumdar, and Hiroaki Ogata, Learning long-based group work support: GLOBE framework and system implementations, Proceedings of 30th International 
Conference on Computers in Education （ICCE 2022）. Asia-Pacific Society for Computers in Education （APSCE）, 2022/11.

Taito Kano, Izumi Horikoshi and Hiroaki Ogata, Classification and analysis of learners' proficiency level in marker use based on learning longs, Proceedings of 30th International Conference on Computers in 
Education （ICCE 2022）. Asia-Pacific Society for Computers in Education （APSCE）, 2022/11.

Rwitajit Majumdar, Hiroaki Ogata, Jayakrishnan Warriem and Prajish Prasad, LA-ReflectT: A Platform for Data-informed Reflections in Micro-learning tasks, Proceedings of 30th International Conference on 
Computers in Education （ICCE 2022）. Asia-Pacific Society for Computers in Education （APSCE）, 2022/11.

Zejie Tian, Brendan Flanagan, Yiling Dai, and Hiroaki Ogata, Automated Matching of Exercises with Knowledge Components, Proceedings of 30th International Conference on Computers in Education （ICCE 
2022）. Asia-Pacific Society for Computers in Education （APSCE）, 2022/11.

Izumi Horikoshi, Changhao Liang, Rwitajit Majumdar, and Hiroaki Ogata, Applicability and Reproductibility of Peer Evaluation Behavior Analysis Across Systems and Activity Contexts, Proceedings of 30th 
International Conference on Computers in Education （ICCE 2022）. Asia-Pacific Society for Computers in Education （APSCE）, 2022/11.

Naomichi Tanimura, Kensuke Takii, Brendan Flanagan and Hiroaki Ogata, A Learning Path Recommendation System for English Grammar Quiz Using Knowledge Map, Proceedings of 30th International 
Conference on Computers in Education （ICCE 2022）. Asia-Pacific Society for Computers in Education （APSCE）, 2022/11.

Hiroaki Ogata, Rwitajit Majumdar, Brendan Flanagan, Learning in the Digital Age: Power of Shared Learning Logs to Support Sustainable Educational Practices, IEICE Transactions on Information and 
Systems, Vol.E106-D, No.2, 2023/02

緒方広明 , キャリアデザインにおける教育ビッグデータの活用と可能性 , 調査月報 , 2021 年 1 月号 , pp.2-3, 2021 年 1 月

緒方広明 , ラーニングアナリティクス：教育ビッグデータの分析による教育変革 , Nextcom, 45 号 , pp.14-2 1, 2021 年 3 月

緒方広明 , デジタル教科書で積み上げられる「データ」のゆくえ , 教職研修 , 2021 年 6 月号 , pp.2-3, 2021 年 5 月 19 日

●特許等
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 名称 発明者

日本電信電話株式会社 2019-48173 PCT/JP 2019 年 10 月 12 日
学習支援装置、学習支援方法、
プログラム

服部正嗣 , 藤田早苗 , 白井良成

日本電信電話株式会社 2021-18588 PCT/JP 2021 年 5 月 17 日
ニューラルネットワーク学習装
置、ニューラルネットワーク学
習方法、プログラム

服部正嗣 , 澤田宏 , 岩田具治

日本電信電話株式会社 2021-18589 PCT/JP 2021 年 5 月 17 日
ニューラルネットワーク学習装
置、ニューラルネットワーク学
習方法、プログラム

服部正嗣 , 澤田宏 , 岩田具治

日本電信電話株式会社 2022-25898 PCT/JP 2022 年 6 月 29 日
問題推薦装置、問題推薦方法、
プログラム

服部正嗣 , 澤田宏 , 亀井剛次 , 
納谷太

日本電信電話株式会社 2022-25899 PCT/JP 2022 年 6 月 29 日
状態推定装置、問題推薦装置、
状態推定方法、問題推薦方法、
プログラム

服部正嗣 , 澤田宏 , 亀井剛次 , 
納谷太

●受賞実績
タイトル 受賞内容 日付 発表元

VocabGO-An Augmented Reality English 
Vocablary Learning App

2020 International Innovation and Invention 
Competition (IIIC220) Gold Medal

2020 年 11 月
International Innovation and Invention 
Competition

●成果普及の努力（プレス発表等）
日付 タイトル 媒体

2019 年 4 月 8 日 
「International Symposium on Evidence-Based Education through 

Learning Analytics at Kyoto University, Japan」
SoLAR

2019 年 5 月 7 日 「教育データを多方面で利活用へ」 時事通信社 内外教育（第 6746 号・合併号）

2019 年 5 月 28 日
授業受ける生徒の脳状態　リアルタイムに色で表示　東大、学
習支援システム実証　

日刊工業新聞

2019 年 5 月 28 日
脳活動測定し授業改善　三浦学苑高と東大大学院全国初実証実
験

神奈川新聞

2019 年 5 月 28 日 ICT 授業効果は？　生徒の脳活動計測　東大実験 毎日新聞

2019 年 6 月 7 日 授業集中　脳血流で確認 読売新聞

2019 年 6 月 8 日 「AI で授業改善」 京都新聞

2019 年 6 月 10 日 「ラーニングアナリティクスで変わるこれからの教育」 学習情報研究 7 月号

2019 年 6 月 25 日 「学校の ICT 活用遅れ、解消へ一歩 文科省が工程表」 日本経済新聞

2019 年 6 月 26 日 0.4 秒 脳力が勝負を分かつ　ブレインテックで鍛える 日本経済新聞

2019 年 10 月 
「教育・学習データの活用により、生徒一人ひとりに応じた学習

が可能になり、教育の在り方が変化」
河合塾進路指導情報誌 ガイドライン 10 月号

2019 年 11 月
「先駆的な ICT 活用校が選んだ Surface Go の、安定性とコストパ

フォーマンス」
日本 Microsoft HP

2020 年 3 月 5 日 【脳科学と教育】開一夫・東京大学教授インタビュー 教育新聞

2020 年 4 月 3 日 教育データ利活用の可能性を探る 時事通信社 内外教育（第 6822 号）

2020 年 6 月 8 日 魅力ある遠隔授業、「MOOC」に学べ 日本経済新聞 電子版
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日付 タイトル 媒体

2021 年 6 月 15 日 「生徒の「分からない」を可視化するラーニングアナリティクス」 教育と ICT Online

2021 年 7 月 19 日 「データとエビデンスに裏打ちされた教育へ」 教育と ICT, No.17

2021 年 8 月 23 日
「エビデンスに基づく教育実践とは？——EDE 協議会が旗揚げの

シンポジウム開催」
教育と ICT Online

2021 年 9 月 7 日
「教育データでエビデンス駆動型教育へ 　BookRoll 等で学びのデ

ータ活用」
教育家庭新聞

2021 年 10 月 18 日
知見がない 1 人 1 台端末の授業こそデータとエビデンスが役に立
つ

教育と ICT

2021 年 11 月 1 日
内田洋行、文科省 CBT システム「MEXCBT」に使われてきた学
習 e ポータル「L-Gate」の製品版を本格的に提供開始

株式会社内田洋行プレスリリース

2021 年 12 月 5 日 学生対面授業「前面」二の足 読売新聞

2022 年 4 月 18 日
特集　急加速する「日本型教育 DX」の全貌　「教育データの分
析と可視化が教員を助ける」

日経パソコン教育と ICT 第 20 号　pp. 20-23

2022 年 4 月 19 日 「AI 先生」阻む壁 教育データの利用、ルール作りに遅れ 日本経済新聞電子版

2022 年 5 月 26 日
教育 DX の焦点【4】 ラーニングアナリティクスは未来の教室を夢
見る

教育と ICT Online

2022 年 5 月 31 日
広がる教育データ活用　宿題の解答時間・弱点がリアルタイム
で教師に

朝日新聞デジタル

2022 年 5 月 31 日 学習データ活用　成長を実感 朝日新聞 31 面

2022 年 6 月 7 日 デジタル庁や自治体が教育データ利活用の最新状況を語る 教育と ICT Online

2022 年 7 月 19 日
教育データ利活用に向けて研究や実証が進むラーニングアナリテ
ィクスやダッシュボードで活用

日経パソコン 教育と ICT 第 21 号　pp. 8-9

6．   国立大学法人広島大学
●研究発表・講演

発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月

林雄介 広島大学
Open Information Structure Approach 
to Learning Support and Management 
with Kit-build Concept Map 

The 4th International Conference 
on Educational Management and 
Administration (CoEMA2019)Invited 
Talk

2019 年 10 月

平嶋宗 広島大学
「組み立てることによる学習」の設計

とその支援環境の開発—　読解過程
のホワイトボックス化の試みとして－　

情報処理学会第 152 回 CE 研究会　招
待講演　

2019 年 11 月

平嶋宗 広島大学
外的表象のデザインと心的状態のセ
ンシング　

第 14 回医療系 e ラーニング全国交流
会 招待講演

2019 年 12 月

平嶋宗 広島大学

iOS アプリケーション「AI と問題作
り i3Monsakun 1」「AI と 問 題 作 り 
i3Monsakun 3」のリリース（株式会社
ラーニングエンジニアリング※）

http://www.learning-engineering.
co.jp/monsakun.html 

2020 年 1 月

※株式会社ラーニングエンジニアリングは研究代表者の研究成果をソフトウェア化して販売するために 2013 年に設立された大学発ベンチャー企業である。

●論文
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 ページ番号 発表年月

Banni Satria Andoko､ Yusuke 
Hayashi､ Tsukasa Hirashima 

広島大学

A n  A n al y s i s  o f  C o n c e p t 
Mapping Style in EFL Readin
ｇ Compr e-hension f r om 
the Viewpoint of Paragraph 
Structure of Text 

The Journal of Information and 
Systems in Education

63-68 2020 年 10 月

Nur Hasanah､ Yusuke Hayashi､ 
Tsukasa Hirashima 

広島大学

P o sing  A r i t hme t ic  W or d 
P r o b l e m s  in  a  S e n t e n c e 
I n t e g r a t i o n  L e a r n i n g 
Environment in English and 
Indonesian:  A  Util izat ion 
Analysis

The Journal of Information and 
Systems in Education

51-62 2020 年 10 月

Banni Satria Andoko､ Yusuke 
Hayashi､ Tsukasa Hirashima､ 
Atiqah Nurul Asri 

広島大学
Improving English reading for 
EFL readers with reviewing kit-
build concept map 

Research and Practice in 
Technology Enhanced Learning

1-19 2020 年 3 月

Lia SADITA､ Tsukasa HIRASHIMA､ 
Yusuke HAYASHI､ Pedro GF 
FURTADO､ Kasiyah JUNUS､ 
Harry b. SANTOSO

広島大学

The ef f ect  of  dif f erences 
in group composit ion on 
knowledge transfer､ group 
achievement､ and learners’ 
affective responses during 
reciprocal concept mapping 
with the Kit-Build Approach

Research and Practice in 
Technology Enhanced Learning

1-19 2020 年 6 月

Lia SADITA､ Pedro GF FURTADO､ 
Tsukasa HIRASHIMA､ Yusuke 
HAYASHI

広島大学

Analysis of The Similarity of 
Individual Knowledge and The 
Comprehension of Partner’s 
R e p r e s e n t a t i o n  d u r i n g 
Collaborative Concept Mapping 
with Reciprocal  K it  Build 
Approach

IEICE Transactions on 
Information and Systems

1722-1731 2020 年 7 月



240

研
究
発
表
・
講
演
、論
文
、特
許
等

発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 ページ番号 発表年月

Lia SADITA､ Tsukasa HIRASHIMA､ 
Yusuke HAYASHI､ Warunya 
WUNNASRI､ Jaruwat PAILAI､ 
K asiy ah  JUNUS､ Harr y  b . 
SANTOSO

広島大学

Collaborative concept mapping 
with reciprocal kit-build: a 
practical use in linear algebra 
course

IEICE Transactions on 
Information and Systems

1-22 2020 年 7 月

●受賞実績
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月

林雄介、岩井健吾、平嶋宗 広島大学 研究会優秀賞 人工知能学会 2020 年 6 月

7.   国立大学法人岡山大学
●研究発表・講演

発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月

山本康裕・益岡都萌・宮崎康夫・寺
澤孝文

岡山大学・バージニア工科大学
大学生における短時間での語彙習得
学習が総合的な英語能力の向上に与
える影響

日本教育心理学会第 63 回総会
発表登録済み

2021 年 8 月

●論文
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 ページ番号 発表年月

寺澤孝文 岡山大学

高精度教育ビッグデータで変
わる記憶と教育の常識－マイク
ロステップ・スケジューリング
による知識習得の効率化－

（著書）
風間書房

全 135 頁 2021 年 3 月 31 日

●受賞実績
発表者 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月

寺澤孝文
（岡山大学）

高精度教育ビッグデータによる学力測定精度の
飛躍的向上

日 本 e-Learning ア ワ ード： 文 部 科 学 大 臣 賞
（e-Learning Awards 2019 フォーラム実行委員

会、日本工業新聞社）
2019 年 11 月

●成果普及の努力（プレス発表等）
タイトル 発表方法・媒体名 発表年月

大学院教育学研究科の寺澤教授が「戦略的イノベーション創造
プログラム（SIP）第 2 期 ビッグデータ・ＡＩを活用したサイバー
空間基盤技術」に採択

岡山大学新着ニュースでの発表 2019 年 1 月

寺澤研究室：YouTube チャンネルの開設
https://www.youtube.com/channel/UCpJ3bEIQTyv1KXdlWI50Lpg

YouTube 2019 年 7 月

【マイクロステッフプ】学びが変わる 効果的学習の意外な姿 （特
集記事）

教育新聞による取材 2019 年 11 月

ビッグデータで学習意欲向上 開発者の寺澤岡山大教授が講演 e
ラーニングアワード 2019 フォーラム

教育新聞による取材 2019 年 11 月

【株式会社 MAYA SYSTEM 】文部科学大臣賞受賞の e ラーニンク
グシステムに クラウド SIM 搭載スマートフォン「jetfon P6」採用 

プレスリリース ( 株式会社 MAYA SYSTEM 発信 ) 2019 年 12 月 

GIGA スクール構想の一歩先を行く、小型で安価な学習端末の実
証実験が全国で初めて自治体でスタート

プレスリリース 2020 年 10 月

自主学習の高度化へ　高森中１、２年生 岡山大の協力で端末配
布

南信州新聞（長野県）による取材 2020 年 10 月

【増進堂・受験研究社】岡山大学・寺澤教授が推進する NEDO・
SIP のプロジェクトに参画。文部科学大臣賞を受賞したマイクロ
ステップ・スタディをコンテンツで支援

プレスリリース（増進堂発信） 2020 年 11 月

成績アップには学習意欲向上がカギ！　教育格差をなくす高精度
教育ビッグデータを活用した新しい e-Learning

SDGs メディア／豪田ヨシオ部による取材 2021 年 1 月

岡山大学 実践データサイエンスフォーラム／ SIP 成果報告会開
催のお知らせ

プレスリリース 2021 年 2 月

【学ぶ 育む】「見るだけで暗記」岡大発の画期的ドリル／大学院・
寺澤教授が開発（特集記事）

山陽新聞（岡山県）による取材 2021 年 3 月

令和時代の新型 e- ラーニング：最新研究に基づき記憶定着に特
化 やる気を引上げる新型 e- ラーニング

月刊先端教育による取材 2021 年 4 月 ( 取材は 2021 年 3 月 )

8.   株式会社エクサウィザーズ、国立大学法人静岡大学
●研究発表・講演

発表年月日 発表媒体 発表タイトル 発表者

2019 年 3 月 9 日 第 3 回 日本臨床知識学会学術集会
人間中心の人工知能学は臨床知識を広く深くす
る

竹林洋一

2019 年 2 月 6 日
東京 CareWeek2019　超高齢社会のまちづくり
展　専門セミナー

「本人と家族の視点を重視する「自立共生支援
AI」と認知症情報学～みんなが「ごちゃまぜ」
になってつくる心豊かな共生社会」

竹林洋一
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2019 年 5 月 12 日 全日本鍼灸学会第 68 回学術大会愛知大会 かけがえのない記憶の再興戦略 本田美和子

2019 年 5 月 14 日
International Masterclass on Dementia Care, 
Design and Aging, Keynote

Designing for Dementia 堀田聰子

2019 年 6 月 6 日
2019 年度 人工知能学会全国大会（第 33 回）企
画セッション

KS-11 ヒューマンインタラクション技術による自
立共生支援 AI の研究開発と社会実装に向けて

桐山伸也

2019 年 6 月 6 日
2019 年度 人工知能学会全国大会（第 33 回）企
画セッション

KS-11 ヒューマンインタラクション技術による自
立共生支援 AI の研究開発と社会実装に向けて

小林美亜

2019 年 6 月 6 日
2019 年度 人工知能学会全国大会（第 33 回）企
画セッション 

KS-11 ヒューマンインタラクション技術による自
立共生支援 AI の研究開発と社会実装に向けて

石川翔吾

2019 年 6 月 6 日
2019 年度 人工知能学会全国大会（第 33 回）企
画セッション 

KS-11 ヒューマンインタラクション技術による自
立共生支援 AI の研究開発と社会実装に向けて

竹林洋一

2019 年 6 月 6 日
2019 年度 人工知能学会全国大会（第 33 回）

［3Rin2］ インタラクティブセッション１

認 知 症 の 状 態 像 理 解 を 深 め る た め の
ConceptNet を用いた認知症見立て表現モデル
の構築

神谷直輝、吉沢拓実、石川翔吾、上野秀樹、小
林美亜、前田実、西山千秋、村上佑順、桐山伸也、
竹林洋一

2019 年 6 月 6 日
2019 年度 人工知能学会全国大会（第 33 回）

［3Rin2］ インタラクティブセッション１
認知症のある人の個性表現に基づく自立を重視
した生活環境デザインの評価と分析

寺面美香、石川翔吾、桐山伸也、加藤忠相、井
出猛、竹林洋一

2019 年 6 月 7 日
第 34 回日本老年精神医学会特別企画シンポジ
ウム

認知症のある人の暮らしをともに紐解き未来を
つくる：認知症未来共創ハブの活動を手がかり
に

筧裕介、猿渡進平、徳田雄人、樋口直美、粟田
主一・堀田聰子（座長）

2019 年 6 月 7 日 第 33 回人工知能学会全国大会
認知症ケア協調学習環境における多重思考モデ
ルに基づく指導知識の表出化

小俣敦士　本田美和子他

2019 年 6 月 7 日 第 33 回人工知能学会全国大会
認知症ケア協調学習環境における多重思考モデ
ルに基づく指導知識の表出化

小俣敦士、石川翔吾、松井佑樹、原寿夫、宗形
初枝、中野目あゆみ、坂根裕、本田美和子、桐
山伸也 ,、竹林洋一

2019 年 6 月 22 日 第 29 回東北作業療法学会特別講演
地域包括ケアから地域共生社会へ－参加とつな
がりを手がかりに

堀田聰子

2019 年 6 月 30 日
みんなの認知症情報学会 第１回 ポスター発表
交流会

みんなの認知症情報学からみた慢性の痛み - 自
立共生支援 AI のための多視点データベースの
構築 -

柴田健一

2019 年 6 月 30 日
みんなの認知症情報学会 第１回 ポスター発表
交流会

マルチモーダルセンシング基盤を活用した認知
症ケアの見える化

小野塚優志 , 青木渉 , 宮坂光太郎 , 船橋美沙子 ,
田中とも江 , 石川翔吾 , 桐山伸也

2019 年 6 月 30 日
みんなの認知症情報学会 第１回 ポスター発表
交流会

認知症ケアの協調学習環境におけるコーチング
知の可視化と分析

小俣敦士 , 石川翔吾 , 原寿夫 , 宗形初枝 , 中野目
あゆみ , 香山壮太 , 坂根裕 , 本田美和子 , 桐山伸
也 ,, 竹林洋一

2019 年 6 月 30 日
みんなの認知症情報学会 第１回 ポスター発表
交流会

介護記録の見える化による認知症のある人の個
性理解の深化

寺面美香 , 石川翔吾 , 桐山伸也 , 加藤忠相 , 井出
猛 , 竹林洋一

2019 年 6 月 30 日
みんなの認知症情報学会 第１回 ポスター発表
交流会

認知症見立て塾の ICT 化と学びの見える化
神谷直輝 , 石川翔吾 , 上野秀樹，小林美亜，村
上佑順 , 桐山伸也，竹林洋一

2019 年 6 月 30 日
みんなの認知症情報学会 第１回 ポスター発表
交流会

見立て塾と認知症支援 上野秀樹

2019 年 6 月 30 日
みんなの認知症情報学会 第１回 ポスター発表
交流会

認知症見立て塾と生活環境デザイン塾の普及と
本格発展に向けて

石川翔吾

2019 年 7 月 6 日 第 13 回日本慢性看護学会教育講演
改 め て 地 域 の レ ジ リ エ ン ス を 考 え る －
Compassionate Community（思いやりに満ちた
コミュニティ）を手がかりに－

堀田聰子

2019 年 7 月 20 日 第 21 回日本医療マネジメント学会学術総会 優しさを届けるケア技術ユマニチュード 本田美和子

2019 年 7 月 23 日 21 世紀政策研究所シンポジウム
誰もが参加できる社会に向けたチャレンジ：認
知症未来共創ハブと健康の新しい概念を手がか
りに

堀田聰子

2019 年 8 月 23 日 日本キリスト者医科連盟第 71 回総会 優しさを届けるケア技術ユマニチュード 本田美和子

2019 年 8 月 26 日
研究報告高齢社会デザイン（ASD），2019-ASD-
15（2），pp.1-5

認知症ケアエビデンス創出のためのマルチモー
ダル状況理解センシング基盤の構築

小野塚優志，青木渉，田中とも江，船橋美沙子，
桐山伸也

2019 年 8 月 31 日
第 29 回日本保健医療社会福祉学会シンポジウ
ム

地域共生社会の実現に向けて compassionate 
community を手がかりに

堀田聰子

2019 年 9 月 4 日 第 37 回日本ロボット学会
マルチモーダル・ケア技術の技術評価と臨床効
果

本田美和子

2019 年 9 月 4 日 第 37 回日本ロボット学会
認知症ケア高度化のための構造化映像を用いた
協調的コーチング環境

小俣敦士

2019 年 9 月 7 日
みんなの認知症情報学会 第２回年次大会 特別
企画

SIP の取り組み 石山洸，宮田裕章，桐山伸也，小林美亜

2019 年 9 月 7 日 みんなの認知症情報学会第２回年次大会
継承道場の IT を用いた可視化～人に教えること
で自分が変容する姿を見て、また変わる

神谷直輝

2019 年 9 月 7 日 みんなの認知症情報学会第２回年次大会
多視点観察情報からみた慢性の痛みデータベー
ス構築に向けた取り組み

柴田健一

2019 年 9 月 8 日
みんなの認知症情報学会 第２回年次大会 特別
セッション

自立共生支援 AI の取り組み－ AI は認知症の課
題にどのように貢献できるのか？－

坂根裕，石川翔吾

2019 年 9 月 8 日
みんなの認知症情報学会 第２回年次大会 市民
公開ワークショップ

認知症のある本人の声を中心とした自立共生社
会について考えるワークショップ

桐山伸也，石川翔吾

2019 年 9 月 29 日
一般社団法人日本認知症ケア学会 2019 年北海
道ブロック大会

優しさを届けるケア技術ユマニチュード 本田美和子

2019 年 10 月 2 日 日経認知症シンポジウム 認知症未来共創ハブ 堀田聰子
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2019 年 10 月 10 日 第 4 回 CareTEX 関西 2019 専門セミナー
認知症当事者と家族の視点を重視する『自立共
生支援 AI』と地域づくり

竹林洋一

2019 年 10 月 11 日 第 33 回日本手術看護学会年次大会 優しさを届けるケア技術ユマニチュード 本田美和子

2019 年 10 月 20 日 日本ユマニチュード学会
HOCORECO：歩行× AI による適切な介入手法
の提案

坂根裕、江崎日淑、山崎寛、亀山悟

2019 年 10 月 27 日
The IEEE International Conference on Computer 
Vision

First-Person Camera System to Evaluate Tender 
Dementia-Care Skill

Atsushi Kanakzawa, Miwako Honda

2019 年 11 月 1 日
人工知能 34 巻 6 号（2019 年 11 月），pp.845-
846

企画セッション KS-11「ヒューマンインタラクシ
ョン技術による自立共生支援 AI の研究開発と社
会実装に向けて」

桐山伸也，石山洸

2019 年 11 月 8 日 第 73 回国立病院総合医学会 優しさを伝えるケア技術・ユマニチュード 本田美和子

2019 年 11 月 9 日
日本認知症ケア学会九州・沖縄ブロック大会特
別講演

認知症未来共創ハブ－認知症とともによりよく
生きるいまと未来に向けて

堀田聰子

2019 年 11 月 10 日
第 24 回 静岡健康・長寿学術フォーラム
 「県民フォーラム」

みんなでマルチモーダルなエビデンスと知を創
り出す認知症情報学―サイバー・フィジカルＡ
Ｉによるお茶の多面的理解と文化の振興―

竹林洋一

2019 年 11 月 10 日
第 24 回 静岡健康・長寿学術フォーラム
 「県民フォーラム」

からだとこころの状態のビッグデータ構築と知
識化を推進するセンシング情報基盤―誰といつ
どこでどんな「お茶」をすると健康になれるか？
―

桐山伸也

2019 年 11 月 13 日 公益社団法人群馬県看護協会年次総会 尊厳を回復させるケア “ ユマニチュード ” 本田美和子

2019 年 11 月 23 日
人工知能学会 合同研究会 2019 第 14 回 コモン
センス知識と情動研究会

ミンスキー理論に基づく物語／対話理解とコミ
ュニケーション支援への応用

桐山伸也

2019 年 11 月 23 日
人工知能学会 合同研究会 2019 第 14 回 コモン
センス知識と情動研究会

認知症ケアの創造力を高める症例理解 石川翔吾

2019 年 11 月 23 日
人工知能学会 合同研究会 2019 第 14 回 コモン
センス知識と情動研究会

ケアのナラティブな世界の構造化 小林美亜

2019 年 11 月 28 日 第 43 回日本高次脳機能障害学会
認知症のある人の生活困難事例における神経心
理学的考察

矢野真沙代

2019 年 11 月 30 日 日本建築学会・福祉施設小委員会シンポジウム 地域に向かう福祉施設 堀田聰子

2019 年 11 月 30 日 第 21 回神奈川看護学会
AI の看護への活用と未来―AI は認知症の人を看
護できるのか―

竹林洋一

2019 年 12 月 15 日
日本科学未来館 Miraikan フォーカス トークセッ
ション

AI ×超高齢社会 ～データでかわる？ 介護の現
場

石川翔吾，加藤忠相

2020 年 1 月 15 日 デジタルプラクティス ,11（1）,pp.154-172
医学的知識を持つ介護従事者育成のための認知
症見立て遠隔講義システムの開発

神谷直輝，吉沢拓実，石川翔吾，小林美亜，上
野秀樹，村上佑順，桐山伸也，竹林洋一

2020 年 1 月 17 日 第 20 回日本クリニカルパス学会学術集会
人間中心のマルチモーダルな AI と IoT が拓く医
療介護の未来

竹林洋一

2020 年 2 月 13 日
（研究発表）東京 CareWeek 第 3 回超高齢社会

のまちづくり展 CareCITY2020 専門セミナー
当事者視点の介護機器システム高度化に向けた
事例紹介とエビデンスづくりのワークショップ

石川翔吾、佐藤武、田中克明

2020 年 2 月 13 日
東京 CareWeek 第 3 回超高齢社会のまちづくり
展 CareCITY2020 専門セミナー

当事者視点の介護機器システム高度化に向けた
事例紹介とエビデンスづくりのワークショップ

桐山伸也

2020 年 2 月 14 日
東京 CareWeek 第 3 回超高齢社会のまちづくり
展 CareCITY2020 専門セミナー

認知症当事者の心身状態のビッグデータ構築と
生活環境デザイン　～人間中心の AI・IoT 活用
を通じて～

竹林洋一

2020 年 2 月 14 日
東京 CareWeek 第 3 回超高齢社会のまちづくり
展 CareCITY2020 専門セミナー

在宅医療・介護領域における人材定着に向けた
マネジメント

小林美亜

2020 年 2 月 14 日 日本学術会議学術フォーラム ユマニチュードと認知症 本田美和子

2020 年 3 月 19 日（2020 年 10 月に開催延期） Alzheimer disease international
Effect of an educational method thatuses role 
playing for carecommunication -techniques with 
patients with dementia 

Hisami Aoyagi, Miwako Honda

2020 年 6 月 11 日
2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）企
画セッション

一人称視点ビッグデータを創るみんなの認知症
情報学とマルチモーダル自立共生支援 AI

ー

2020 年 6 月 11 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
当事者視点重視のケアビッグデータの構築と利
活用

小林美亜

2020 年 6 月 11 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回） みんなで創るマルチモーダル自立共生支援 AI 桐山伸也

2020 年 6 月 11 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
障害による引きこもり様態からの脱却プロセス
における感情表現モデルの構築

川崎 一平 , 永井邦明 , 原田瞬 , 柴田健一 , 小川敬
之 , 桐山伸也

2020 年 6 月 11 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
マルチモーダル環境センシングによる認知症高
齢者の生活支援ケアエビデンスの創出

徳元敦 , 安間泰登 , 小野塚優志 , 小俣敦士 , 田中
とも江 , 船橋美沙子 , 桐山伸也

2020 年 6 月 11 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）

認知能力の多様な個性に対応する多世代学習環
境の構築「子どもの願望」と「高齢者が幼少期
から抱く願望」をつないで愛着形成と生涯発達
を促進する

沢井佳子 , 石川翔吾 , 桐山伸也

2020 年 6 月 11 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
臨床判断能力の向上を目指した口腔ケアの実践
知学習システムの構築

小林美亜 , 島田直哉 , 小俣敦士 , 奈良とみ子 , 田
中とも江 , 小野塚優志 , 神谷直輝 , 桐山伸也

2020 年 6 月 11 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
認知症の状態像理解深化のためのマルチモーダ
ル多視点観察情報を用いた共学支援

柴田健一 , 箸方陽介 , 石川翔吾 , 桐山伸也 , 玉井
顯

2020 年 6 月 11 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
認知症見立て塾における状態像理解モデルを用
いた学習プロセスの分析

神谷直輝 , 田中遥介 , 石川翔吾 , 上野秀樹 , 小林
美亜 , 村上佑順 , 桐山伸也
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2020 年 6 月 12 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
認 知 症 見 立 て 塾 の 地 域 展 開に向け た Open 
Source Software 型見立て知マネジメントシステ
ムの開発

田中遥介 , 神谷直輝 , 石川翔吾 , 上野秀樹 , 小林
美亜 , 楠田理佳 , 村上佑順 , 桐山伸也

2020 年 6 月 12 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
認知症ケアエビデンス創出のための表情の変化
に着目したインタラクション分析

小野塚優志 , 高原祥平 , 飯山将晃 , 田中とも江 ,
船橋美沙子 , 小林美亜 , 桐山伸也

2020 年 6 月 12 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
多重思考モデルに基づく認知症ケアの内省を高
度化させるマルチモーダル映像学習環境

小俣敦士 , 石川翔吾 , 中野目あゆみ , 香山壮太 ,
宗形初枝 , 原寿夫 , 桐山伸也 , 竹林洋一

2020 年 6 月 12 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
多層思考モデルに基づく処遇困難事例に対する
福祉支援

岡田太造 , 石川翔吾 , 桐山伸也 , 竹林洋一

2020 年 6 月 12 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
認知症見立ての継承道場講師養成における講師
の継承スキルの評価

楠田理佳

2020 年 6 月 12 日 2020 年度 人工知能学会全国大会（第 34 回）
生活環境デザイン知の表出化による当事者視点
の評価

寺面美香 , 石川翔吾 , 加藤忠相 , 田中克明 , 小林
美亜 , 桐山伸也

2020 年 10 月 2 日 - 4 日 第 58 回日本医療・病院管理学会学術総会
人工知能による介護・医療・健診・税賦課デー
タを用いた個人の将来介護費と医療費の予測モ
デル開発

林慧茹 , 亀山悟 , 高柳智美 , 今中雄一

2020 年 10 月 20 日 - 22 日 第 79 回日本公衆衛生学会総会
機械学習を用いた医療・介護・健診・所得から
の個人将来要介護度予測に関する研究

林慧茹 , 亀山悟 , 高柳智美 , 池田（園田）紫乃 , 
高橋新 , 一原直昭 , 宮田裕章 , 今中雄一

2020 年 11 月 28 日 - 29 日 みんなの認知症情報学会　第３回年次大会
リモートでもごちゃまぜ
～コロナ禍で気づいたことをオンラインで語り
合おう～

ー

2021 年 1 月 26 日
medRxiv:
https://doi.org/10.1101/2021.01.20.21250146

Development and validation of  gradient 
boosting decision tree models for predicting 
care needs using a long-term care database in 
Japan

Huei-Ru Lin, Koki Fujiwara, Sasaki Minoru, Ko 
Ishiyama, Shino Ikeda-Sonoda, Arata Takahashi, 
Hiroaki Miyata

2021 年 3 月 5 日 第 20 回高齢社会デザイン（ASD）研究会
当事者本人の状態像理解を深める認知症ケアイ
ンタラクション表現モデルの構築

小野塚優志 , 中野目あゆみ , 香山壮太 , 小俣敦士
, 石川翔吾 , 桐山伸也

2021 年 3 月 5 日 第 20 回高齢社会デザイン（ASD）研究会
認知症ケアの高度化に向けた ICF を活用した個
性表現に基づく当事者視点アセスメント支援シ
ステムの開発

寺面美香 , 柴田健一 , 小林美亜 , 石川翔吾 , 桐山
伸也

2021 年 3 月 18 日
東京 CareWeek 第 4 回超高齢社会のまちづくり
展 CareCITY2020 専門セミナー

「本人視点」の介護機器システムを創るには？ 桐山伸也

●特許等
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 名称

株式会社エクサウィザーズ 特願 2019-112268 国内 2019 年 6 月 17 日
情報処理装置、情報処理方法、プロ
グラム及び学習済みモデル

株式会社エクサウィザーズ 特願 2019-112269 国内 2019 年 6 月 17 日
情報処理装置、情報処理方法及びプ
ログラム

株式会社エクサウィザーズ 特願 2020-116102 国内 2020 年 7 月 6 日
情報処理装置、情報処理方法及びプ
ログラム

一般社団法人 みんなの認知症情報学
会

特願 2020-185833 国内 2020 年 11 月 6 日 学習システム

●受賞実績
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月

林慧茹 1,3, 亀山悟 1, 高柳智美 1, 池田 (
園田 ) 紫乃 2, 高橋新 2, 一原直昭 2, 宮
田裕章 2, 今中雄一 3.

1 株式会社エクサウィザーズ
2 慶応義塾大学
3 京都大学大学院医学系研究科医療経
済学専攻

機械学習を用いた医療・介護・健診・
所得からの個人将来要介護度予測に
関する研究

第 79 回日本公衆衛生学会総会 : 京都 ,
オンライン開催（優秀口演賞受賞）

2020 年 10 月

林慧茹 1,2, 亀山悟 1, 高柳智美 1, 今中雄
一 2

1 株式会社エクサウィザーズ
2 京都大学大学院医学系研究科医療経
済学専攻

人工知能による介護・医療・健診・税
賦課データを用いた個人の将来介護
費と医療費の予測モデル開発

第 58 回日本医療・病院管理学会学術
総会 : 福岡 , オンライン開催 （優秀演
題賞受賞）

2020 年 10 月

●成果普及の努力（プレス発表等）
発表年月日 成果普及の形態 発表媒体 内容

2019 年 1 月 20 日 テレビ出演
NHK 「クローズアップ現代 + 認知症時代に希望
“ 科学的介護 ” 最前線」

ユマニチュードに対する、科学的アプローチの
紹介

2019 年 3 月 21 日 テレビ出演
NHK E テレ「人間ってナンだ？ 超 AI 入門シーズ
ン２」第 11 回「老いる」

介護分野における人工知能の活用事例（コーチ
ング AI）の紹介

2019 年 5 月 12 日 市民公開講座 NHK 厚生文化事業団・NHK フォーラム
市民が学ぶケア技術と本研究成果を用いたその
評価方法の紹介

2019 年 4 月 -10 月 新聞連載 東京新聞　全 12 回
ケア技術の基礎と本研究成果を用いたその評価
方法の紹介

2019 年 5 月 31 日 NHK テキスト
NHK ガ ッ テ ン！ 健 康 プ レ ミ ア ム ･ プ ラ ス
Vol.16,50-51

ケア技術の基礎と本研究成果を用いたその評価
方法の紹介

2019 年 6 月 30 日 イベント開催 / 参加
みんなの認知症情報学会第１回 ポスター発表交
流会

ー

2019 年 8 月 7 日 イベント開催 / 参加 当事者重視のワークショップ
みんなの認知症情報学による自立共生支援 AI の
実践～認知症の本人と人間中心の AI・IoT の連
携～
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発表年月日 成果普及の形態 発表媒体 内容

2019 年 8 月 9 日 新聞記事 中日新聞
認知症 AI で支援　静大がシステム開発　患者
と対話、服装など助言

2019 年 8 月 29 日 新聞記事 静岡新聞朝刊
2019 年 8 月 7 日開催の当事者重視のワークショ
ップの紹介

2019 年 9 月 7 日～ 8 日 イベント開催 / 参加 みんなの認知症情報学会第２回年次大会
みんなごちゃまぜで考えよう～ホントにでき
る？自立共生支援 AI によるまちづくり～

2019 年 9 月 13 日 新聞記事 静岡新聞朝刊
グラウンドゴルフの競技者データ分析や AI 研究
の取り組みの紹介

2019 年 11 月 2 日 ラジオ出演 山形放送 ｢Life is ･･･｣ 本研究成果を用いたケア技術評価方法の紹介

2019 年 11 月 7 日 雑誌特集 文藝春秋 本研究成果を用いたケア技術評価方法の紹介

2019 年 11 月 12 日 イベント開催 / 参加 第 5 回 心身健康創造学連続セミナー エビデンス＆ナラティブを考える

2019 年 11 月 16 日 新聞記事 読売新聞夕刊 本研究成果を用いたケア技術評価方法の紹介

2019 年 11 月 30 日 新聞記事 静岡新聞朝刊 ケア情報学研究所開設について

2019 年 12 月 イベント開催 / 参加 2019 国際ロボット展
本研究成果を用いた介護予防ロボット「ロコピ
ョン」を出展

2019 年 12 月 21 日 イベント開催 / 参加 第２回みんなの認知症情報学シンポジウム みんなで創る「関係性」のみえるコミュニティ

2020 年 1 月 30 日 市民公開講座 米国コーネル大学同窓会日本支部 本研究成果を用いたケア技術評価方法の紹介

2020 年 1 月 31 日 - 2 月 11 日 新聞特集連載記事 読売新聞　医療ルネサンス 本研究成果を用いたケア技術評価方法の紹介

2020 年 2 月 11 日 新聞記事 中日新聞
認知症ケアで AI 活用　加賀市と静岡大共同事
業

2020 年 2 月 13 日 イベント開催 / 参加
みんなの認知症情報学会 当事者視点の介護機
器システム高度化に向けた事例紹介とエビデン
スづくりのワークショップ

ー

2020 年 2 月 13 日 イベント開催 / 参加
みんなの認知症情報学会 第 2 回自立共生支援
AI を考える会

ー

2020 年 2 月 20 日 Web メディア記事 CNET Japan
「女優のいとうまい子さんが「ロボット開発者」

に転身したワケ -- 超高齢社会に技術で挑む」

2020 年 2 月 21 日 新聞記事 静岡新聞朝刊
静岡大学ケア情報学研究所、みんなの認知症情
報学会による加賀市での健康増進・ケア向上事
業の紹介

2020 年 2 月 25 日 ラジオ出演 京都 KBS ラジオ 本研究成果を用いたケア技術評価方法の紹介

2020 年 3 月 20 日 プレスリリース
株式会社エクサウィザーズ

（ホームページ）
宮崎市と「ケアマネジメント業務の最適化」に
向けた実証事業を開始

2020 年 3 月 20 日 新聞記事 宮崎日日新聞 「AI、ICT で介護計画　宮崎市と３社研究へ」

2020 年 3 月 21 日 雑誌特集 NHK きょうの健康テキスト
本研究成果を用いたケア技術評価方法の紹介と
参加した家族のコメント

2020 年 3 月 25 日 新聞記事 静岡新聞朝刊 静岡大学ケア情報学研究所 発足会議の紹介

2020 年 8 月 27 日 イベント開催 / 参加
第６回　静岡大学「心身健康創造学」連続セミ
ナー

コロナ騒動から考える心身の健康・ケアと新し
い高齢社会のデザイン

2020 年 9 月 3 日 イベント開催 / 参加 オンライン交流会 ―地域・社会づくり #0 ー

2020 年 10 月 17 日 新聞記事 静岡新聞 AI 活用　健康増進　静岡大と加賀市連携協定へ

2020 年 11 月 3 日 新聞記事 日本経済新聞
AI で健康長寿まちづくり実験　静大、加賀市越
境連携　フレイル予防などデータ分析・提案

2020 年 11 月 17 日 イベント開催 / 参加 みんなの認知症情報学会 オンライン交流会
Ｈｕｇのできること、介護支援のこれから
～介護支援ロボットの開発秘話と技術の良い関
係～

2021 年 1 月 27 日 イベント開催 / 参加
第 7 回静岡大学ケア情報学研究所「心身健康デ
ザイン」連続セミナー

AI で考える心の健康・ケアと地域づくり

2021 年 3 月 18 日 イベント開催 / 参加
みんなの認知症情報学会　介護機器開発やケア
現場の事例から「本人視点」について考えるワ
ークショップ

ー

2021 年 3 月 26 日 イベント開催 / 参加
第 8 回静岡大学ケア情報学研究所「心身健康デ
ザイン」連続セミナー

痛みと AI をつなぐシステムづくり

9．   株式会社アルム、学校法人慈恵大学東京慈恵会医科大学、日本テクトシステムズ株式会社、データセクション株式会社
●研究発表・講演

業界団体（日本医療ベンチャー協会）にてオープンプラットフォーム化に向けて発表（2019 年 9 月）

未来投資会議「健康・医療・介護会合」にて当分野の規制改革、保険適応についてプレゼン（2019 年 11 月）

日本テクトシステムズプレスリリース「第 5 回日本脳神経外科認知症学会にて脳画像解析ツールの発表」（2021 年 6 月 20 日）

日本テクトシステムズプレスリリース「第 57 回日本肝臓学会総会にて脳画像解析ツールを用いた研究成果の発表」（2021 年 6 月 17 日～ 18 日）

坂野哲平「Well Aging Society Summit Asia-Japan」にてプレゼン（2021 年 11 月 15 日～ 16 日）

舞草伯秀、日本認知症学会学術集会「MRI 画像解析ツールを用いた「規模健常データベースを用いた Harmonized Z-score による AD 代理バイオマーカーの検討」をプレゼン（2021 年 11 月 26 日～ 28 日）

坂野哲平、経済同友会 47th AJBM Plenary Session 3 Paving the Way to the New Normal through Digitalization「Healthcare/Medical ICT Business Collaboration」（2022 年 3 月 10 日）

日本テクトシステムズ「第 6 回日本脳神経外科認知症学会学術総会にて脳画像解析ツールの発表」（2022 年 6 月 11 日）

日本テクトシステムズ「第 31 回日本脳ドック学会総会にて脳画像解析ツールの発表」（2022 年 6 月 23 日）

坂野哲平、ITU in Tokyo Telemedicine and e-Health Session「Telemedicine & partnership bringing Medical DX in healthcare」（2022 年 9 月 29 日）

坂野哲平、ITU in Rumania Telemedicine and e-Health Session「Telemedicine & partnership bringing Medical DX in healthcare」（2022 年 9 月 23 日）
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坂野哲平、AMED　開発途上国・新興国がビジネスチャンスに！ニーズに合った製品開発のノウハウ「新興国・途上国向け機器開発に必要な組織作り」　（2022 年 10 月 5 日）

坂野哲平、第 76 回国立病院総合医学会「医療 DX と働き方改革」（2022 年 10 月 7 日）

坂野哲平、救急医療学会　第 50 回日本救急医学会　「医療 DX 後の未来を考えてみよう」（2022 年 10 月 20 日）

坂野哲平、がん治療学会 UICC シンポジウム　Close the Care Gap” がん治療の GAP を埋める「デジタルが乗り越える」（2022 年 10 月 22 日）

竹下康平、HOSPEX 2022「何が変わる？ ～スマホを使った働き方への取り組み～」（2022 年 10 月 28 日）

坂野哲平、Local Cancer Day 2022：地域でがんを生き延びる「がん医療を届けるためのアクセス改善の方策とは」（2022 年 11 月 13 日）

竹下康平、デジタルツインカンファレンス「東京慈恵会医科大学附属病院でのデジタル医療の取組紹介」（2022 年 11 月 30 日）

坂野哲平、SIP 第三期人協調型ロボティクスの拡大に向けた基盤技術・ルールの整備　ワークショップ「介護 DX をもたらす介護支援ロボットの課題と可能性」（2022 年 12 月 8 日）

●研究発表・講演（公開セミナー）
日経 BP 総研主催「経営課題×社会問題解決フォーラム 2019 ～ 2020」～ゲームチェンジでプラットフォーマーになったスタートアップ「アルム」の取り組み（2019 年 10 月 17 日）

ITU Virtual Digital World 2020、バーチャル出展（2020 年 10 月 20 日～ 22 日）

坂野哲平、「医師対医師オンライン診療と IoMT プラットフォームの可能性」、第 4 回 IoMT サミット、2019 年 12 月 14 日

アルム出展「アフリカ・オンライン商談会」（2021 年 1 月 25 日～ 2021 年 2 月 10 日）

アルム出展「東南アジア健康・スポーツ産業オンライン商談会」（2021 年 1 月 19 日～ 1 月 21 日）

竹下康平「三菱 UFJ 銀行セミナー、病院における DX を活用した業務効率化の実践」（2021 年 10 月 21 日～ 11 月 11 日）

●論文
日本テクトシステムズの脳画像解析ツールを使用した舞草先生の論文公刊「（Geriatric Medicine） Automatic detection of Alzheimer’s dementia using speech features of Hasegawa’s Dementia Scale-
Revised」（2019 年 2 月 1 日）

日本テクトシステムズの脳画像解析ツールを使用した舞草先生の論文公刊「（PROGRESS IN MEDICINE）マルチアトラス法と大部位領域分割を利用した脳関心領域の高速自働体積算出法の開発」（2019
年 8 月 10 日）

日本テクトシステムズの脳画像解析ツールを使用した舞草先生の論文公開「Harmonized Z-Scores Calculated from a Large-Scale Normal MRI Database to Evaluate Brain Atrophy in Neurodegenerative 
Disorders」（2022 年 9 月 21 日）

●特許等
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 名称

アルム 特許第 6737487 号 国内 2019 年 5 月 20 日
画像処理装置、画像処理システム、
および画像処理プログラム

アルム 特許第 6683960 号 国内 2019 年 5 月 20 日
画像処理装置、画像処理システム、
および画像処理プログラム

日本テクトシステムズ 特許第 6738003 号 国内 2020 年 7 月 21 日
MRI 画像に基づく解剖学的部位の抽出
装置、方法、プログラム

アルム 特許第 6958880 号 国内 2020 年 4 月 17 日 遠隔診断支援システム

アルム、東海大学 特願 2021-075064 国内 2021 年 4 月 20 日
予測システム、予測装置、および予
測プログラム

●成果普及の努力（プレス発表等）
日付 タイトル 媒体

2019 年 5 月 海外事業化に向けた杭州市ヘルスケア特区での取り組み 中国キー局

2019 年７月
日本テクトシステムズとグローバル大手 GE と本研究の認知症画
像診断の加速に向けて提携発表

日経産業新聞

2021 年 1 月 日経産業新聞「NEXT ユニコーン」特集 日経産業新聞

2021 年 2 月 18 日 脳画像解析ツールの医療機器認証 日本テクトシステムズプレスリリース

10.   株式会社aba　
●研究発表・講演　

ヒューマン・インタラクション基盤技術コンソーシアム公開シンポジウム 2019 排泄センサーを基軸とした介護者支援システムの開発 , 2019 年 12 月 2 日

JFlex2020 スタートアップセッション 排泄センサーで実現する、必要な時に必要な介護の未来 , 2020 年 1 月 30 日

文部科学省 科学技術・学術政策研究所 ナイスステップな研究者 2020 講演会　『介護者負担の軽減を目指し AI により予測を用いた「排泄」ケアシステムの開発』, 2020 年 7 月 15 日

福岡市ケアテック推進コンソーシアム　第２回ケアテックオンラインセミナー 2020 「介護業界における新たな技術の活用事例 / 活用のヒント」 ～介護現場編（省力化・負担軽減・夜間介護・排泄介護など）
～ , 2020 年 11 月 17 日

日経クロステック EXPO 2021　介護ロボットで未来を支える～『日経テクノロジー展望 2022 世界を変える 100 の技術』出版記念 , 2021 年 10 月 14 日

●論文
Shohei Sugano, Kazushiro Tanimoto, Toshiki Kobayashi, and Yoshimi Ui: “Excretion Detection Systems with Gas Sensors - Development of Excretion Detection Device with Non-suction utilizing Floor 
Cushion -,” Journal of Robotics and Mechatronics, Vol.35, No.3, 2023. (Under review)

●特許等
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 名称

aba
特願 2018-143930

（PCT/JP2019/29307）
PCT 2019 年 7 月 25 日 排泄又は放屁検知器

aba 特願 2019-173211 JP：日本 2019 年 9 月 24 日
介護支援装置、介護支援方法、プロ
グラム及び介護支援システム

aba 特願 2021-068877 JP：日本 2021 年 4 月 15 日 排泄検知クッション
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出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 名称

aba
202080064451.5

（PCT/JP2020/035268）
PCT（中国） 2022 年 3 月 14 日

介護支援装置、介護支援方法、プロ
グラム及び介護支援システム

aba 17/695,461 （PCT/JP2020/035268） PCT（アメリカ） 2022 年 3 月 15 日
介護支援装置、介護支援方法、プロ
グラム及び介護支援システム

aba
11202202680U

（PCT/JP2020/035268）
PCT（シンガポール） 2022 年 3 月 17 日

介護支援装置、介護支援方法、プロ
グラム及び介護支援システム

aba 特願 2022-160632 JP：日本 2022 年 10 月 5 日
排泄検知センサデバイス及び排泄検
知センサパッド

●受賞実績
タイトル 受賞内容 日付 発表元

介護者負担の軽減を目指し AI による予測を用い
た「排泄」ケアシステムの開発

科学技術への顕著な貢献（ナイスステップな研
究者）2019（文部科学省科学技術・学術政策研
究所） 選出

2019 年 12 月 6 日 文部科学省科学技術・学術政策研究所

排泄センサーで実現する、必要な時に必要な介
護の未来第

2 回 JFlex AWARD（委員長：山形大学 時任静士
教授）デバイス分野 グランプリ受賞

2020 年 1 月 30 日 JFlex AWARD

必要な時に必要な介護を。においで尿と便を検
知する排泄センサー「Helppad」（ａｂａ）

ICCサミット FUKUOKA2020 Sessoion 3B
「REALTECH CATAPULT リアル テック・ベンチャ

ーが世界を変える」優勝
2020 年 2 月 18 日 ICC パートナーズ株式会社

介護の最大課題 ” 排泄ケア ” を解決！「ａｂａ」
はテクノロジーでだれもが介護できる社会をつ
くる

Industry Co-Creation（ICC） サ ミット KYOTO 
2020 「カタパルト・グランプリ」 2 位

2020 年 9 月 2 日 ICC パートナーズ株式会社

排泄ケアシステム Helppad ～介護に関わるすべ
ての人が輝く未来を、一緒に～

2021 61st ACC TOKYO CREATIVITY AWARDS ／
クリエイティブイノベーション部門／ ACC ゴー
ルド賞

2021 年 10 月 28 日 All Japan Confederation of Creativity

世界で最も高齢化が進む日本。介護現場の現実
的な課題「排泄ケア」の負担をテクノロジーで
軽減。

2021 年「Innovators Under 35 Japan 2021」（MIT 
U35）において「コンピューター／電子機器」
部門受賞

2021 年 12 月 17 日 MIT Technology Review

「排泄ケアシステム［Helppad（ヘルプパッド）］」
GOOD DESIGN GOLD AWARD
2022 年度グッドデザイン金賞（経済産業大臣賞）

2022 年 10 月 7 日 公益財団法人日本デザイン振興会

●成果普及の努力（プレス発表等）
日付 タイトル 媒体

2020 年 2 月 7 日
『アクティブ 10　ミライのしごとーく』

第 7 回「センパイに聞く！介護の仕事」　
NHK E テレ

2020 年 2 月 14 日
『アクティブ 10　ミライのしごとーく』

第 8 回「どうなる？介護業界のミライ」
NHK E テレ

2020 年 4 月 25 日 介護をしたくなる。マイナスをプラスにできるケアテック Forbes JAPAN 2020 年 06 月号

2020 年 6 月 2 日
aba が 10 年越しに実現した介護ロボ、排泄ケアが介護現場を救
う

STARTUP DB

2021 年 5 月 30 日 台頭する女性起業家　テック利用、社会課題に挑む 日本経済新聞

2021 年 6 月 7 日 ディーブテックを追え！　排泄ケア　におい検知　スムーズ介護 日刊工業新聞

2021 年 10 月 11 日
介護の世界に工学を　33 歳社長、目指すは現代のナイチンゲー
ル

朝日新聞デジタル

2021 年 10 月 18 日 介護の世界に変革を　「ケアテック」で魅力ある未来に 朝日地球会議 2021

2021 年 10 月 29 日
介護の世界に変革を　「ケアテック」で魅力ある未来に

「ケアテックで変える介護現場　求められる意識改革とテクノロ
ジー」

朝日新聞デジタル

2021 年 12 月 3 日
社長が自らおむつを履いて　介護をアップデート「ケアテック」
最前線

朝日新聞デジタル

2021 年 12 月 4 日
（フロントランナー）宇井吉美さん　「『日本の介護』を世界に発

信していきたい」
朝日新聞デジタル

2021 年 12 月 17 日
介護現場の判断をセンサーやデータで支援、ベンチャーのツール
がじわり浸透

日経クロステック

2022 年 1 月 12 日
【宇井吉美】排泄センサー Helppad の株式会社 aba 代表インタビ

ュー（前編）たゆまぬ研究開発、現場との約束。
AI ケアラボ

2022 年 1 月 14 日
【宇井吉美】排泄センサー Helppad の株式会社 aba 代表インタビ

ュー（後編）介護職の価値を明るみに出す。
AI ケアラボ

2022 年 3 月 8 日 女性リーダーの「私が泣いた日」 日経 WOMAN 2022 年 4 月号

2022 年 3 月 18 日
宇井吉美：AI センサーで「誰もが介護したくなる」社会を目指す
起業家

MIT Technology  Review

2022 年 3 月 22 日
宇井吉美「においセンサーで排せつを感知」テクノロジーで介護
支える

読売新聞夕刊

2022 年 4 月 18 日
【aba CEO・宇井吉美 1】オムツの中見ずに排泄感知するロボット

を開発。介護の負担減らす ｢ケアテック｣ で 10 億円調達
LIFE INSIDER ミライノツクリテ

2022 年 5 月 27 日
介護イノベーション・レポート
においを科学し、心の通う「楽しい」介護を実現   
排泄ケアシステム「ヘルプパッド」

おはよう 21 (2022 年 7 月号 )

2022 年 6 月 7 日 排せつ物の臭い AI 検知　abaCEO　宇井吉美氏 日本経済新聞

2022 年 8 月 4 日 介護で起業：先端技術の「においセンサー」で排せつを感知 ニッポンドットコム
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日付 タイトル 媒体

2022 年 9 月 19 日
【特集】「敬老の日」インタビュー　介護テック企業「aba」（船橋

市）宇井吉美さん　淑徳大の藤野達也教授
千葉日報オンライン

2022 年 11 月 3 日
「探求の階段」№ 157

排泄ケアシステム開発／宇井吉美（株式会社 aba 代表取締役）
テレビ東京

11.   株式会社日立製作所、日本電気株式会社、富士通株式会社、 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立情報学研究所、
SB テクノロジー株式会社、国立大学法人東京大学、JIP テクノサイエンス株式会社、株式会社NTT データ

●研究発表・講演
Nakajima, K., Parallel Multigrid with Adaptive Multilevel hCGA on Manycore Clusters, Extreme-Scale/Exascale Applications China, Japan, World, ISC High Performance 2019, Frankfurt, Germany, 2019 （Invited 
Talk）.

Nakajima, K., Innovative Methods for Scientific Computing in the Exascale Era by Integrations of （Simulation+Data+ Learning） （S+D+L） -Supercomputing in “Society 5.0”-, University Day of 
Supercomputing 2019, Cineteca FICG of the University of Guadalajara, 2019 （Keynote Talk）.

Nakajima, K., An Innovative Method for Integration of Simulation/Data/Learning in the Exascale/Post-Moore Era, Asian Pacific Congress on Computational Mechanics （APCOM 2019）, Taipei, Taiwan, 2019 
（Semi-Plenary Talk）.

越塚登：「日本型スマートシティ：アーキテクチャの狙いと本質」, プラットフォームとしての都市研究 スマートシティ・インスティテュート特別フォーラム ,「日本型スマートシティアーキテクチャの実
装に向けて：戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の実証成果を踏まえた次なるアクション」, 2020 年 6 月 29 日 . 

越塚登：「IoT・AI 時代のデータの利活用とイノベーション」,2020 年度 経済同友会 会員セミナー ,  2020 年 8 月 .

越塚登：「Smart City: 中国と日本」, NRI 中国イノベーションオンラインセミナー ,「ソーシャル・イノベーションのあり方～中国のスマートシティの進化」, 2020 年 8 月 4 日 .

越塚登：「スマートシティの動向と狙い」,IoT 国際シンポジウム 2020, パネルディスカッション 2（日・欧連携）,「スマートシティ分野におけるデータ利活用の推進」, 2020 年 8 月 5 日 . 

越塚登：「オープンデータとその利活用」,TRON フォーラムオープンデータ利活用セミナー ,  2020 年 9 月 11 日 . 

越塚登：「IoT や AI を支えるデータ流通基盤」, 情報処理学会 連続セミナー , 2020 年 10 月 13 日 .

越塚登：「リアルな都市空間は必要か？」, 都市計画学会 全国大会 , パネルセッション「with/after コロナ時代のスマートシティを考える」,  2020 年 11 月 7 日 .

越塚登：「IoT から IoP へ」,  CSTI 全国キャラバン in 高知 m 2020 年 11 月 14 日 .

越塚登：「分野を越えたデータ連携促進団体 “dataex.jp” および、その設立準備協議会ついて」, 日本経済団体連合会 産業技術本部 , 2020 年 10 月 30 日 .

越塚登：「IoT・AI・データによる地域課題の解決・地域活性化」, 2020 年度 地域未来産業研究会 , 2020 年 11 月 27 日 . 

越塚登：「データ駆動型スマートシティ：そのアーキテクチャと都市 OS」, 豊田中央研究所 第３回 R フォーラム 2020, 「これからの事業に向けた先端研究を切り拓く」, 2020 年 12 月 3 日 . 

越塚登：「デジタル庁とマイナンバー」, 日本記者クラブ , 2020 年 12 月 7 日 .

越塚登：「持続可能なモビリティシステムの実現にむけて：スマートシティ、データ連携、IoT 等の視点から」, 横浜国立大学 持続可能なモビリティシステム研究拠点シンポジウム 2020, 2020 年 12 月
8 日 .

越塚登：「スマートシティ / スーパーシティとオープンデータ」, オープンデータシンポジウム 2020（第 2 部）, 一般社団法人オープンデータ＆ビッグデータ活用・地方創生推進機構（VLED）. 2020 年
12 月 16 日 . 

越塚登：「IoT や AI を活用した地域経済の活性化と地域課題の解決」, 中部社研 IT フォーラム , 2020 年 12 月 22 日 .

P. Nguyen, I. Yamada, N. Kertkeidkachorn, R. Ichise and H. Takeda: MTab4Wikidata at SemTab 2020: Tabular Data Annotation with Wikidata, in E. Jiménez-Ruiz, O. Hassanzadeh, V. Efthymiou, J. Chen, K. 
Srinivas and V. Cutrona eds., Proceedings of the Semantic Web Challenge on Tabular Data to Knowledge Graph Matching （SemTab 2020） co-located with the 19th International Semantic Web Conference 

（ISWC 2020）, Virtual conference （originally planned to be in Athens, Greece）, November 5, 2020, Vol. 2775 of CEUR Workshop Proceedings, pp. 86-95, CEUR-WS.org （2020）.

P. Nguyen, K. Shinoda, T. Sakamoto, D. Petrescuand, H.-N. Tran, A. Takasu, A. Aizawa and H. Takeda: NII Table Linker at the NTCIR-15 Data Search Task: Re-ranking with Pre-trained Contextualized 
Embeddings, Data Content, Entity-centric, and Cluster-based Approaches, in Proceedings of the NTCIR-15 Conference on Evaluation of Information Access TechnologiesACM （2020）.

石田明久 , Society5.0 の実現に向けた分野間データ連携基盤の取組みの紹介 , 電気システムセキュリティ特別技術委員会 （電気学会内の特別委員会）, 2020 年 11 月 25 日 .

森脇康貴 , SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）における統制語彙作成支援の研究について , 戦略的国際標準化検討委員会　次世代画像プラットフォーム・小委員会  第 1 回セミナー , 2020 年
12 月 8 日

NTT データ経営研究所、SIP サイバー / 分野間データ連携基盤の概要紹介、スマート IoT 推進フォーラム 第 53 回技術標準化分科会、2021 年 5 月 25 日

Hung Nghiep Tran, Atsuhiro Takasu: Towards Efficient and Expressive Knowledge Graph Embedding for Link Prediction, The 13th Forum on Data Engineering and Information Management, A14-4, 2021.

Nakajima, K., Matsuba, K., Hanawa, T., Furumura, T., Tsuruoka, H., Nagao, H., Integration of 3D Earthquake Simulation & Real-Time Data Assimilation on h3-Open-BDEC, MS290: Progress & Challenges in 
Extreme Scale Computing & Data SIAM Conference on Computational Science & Engineering （CSE21） （Online, March 4, 2021）

中島研吾，古村孝志，鶴岡弘，坂口吉生，松葉浩也 ，住元真司，八代尚，荒川隆，塙敏博：「観測データ同化による長周期地震動リアルタイム予測へ向けた試み」、情報処理学会研究報告（2021-HPC-182-08）、
2021 年（in press）.

西山晃 , Japan-Europe Pilot project towards mutual recognition of trust services, EU-Japan-U.S. International Digital Trust Workshop, 2021 年 6 月

石橋香織 , SIP サイバー / 分野間データ連携基盤　説明会 , データ社会推進協議会　技術基準検討委員会 WG1, 2021 年 6 月

廣野正純 , 分野間データ連携基盤技術開発の概要 , 国立情報学研究所オープンハウス , 2021 年 6 月

濱口総志 , SIP: Use of Trust Lists in Japan to build global trust spaces, Trust Services Forum-CA Day 2021, 2021 年 9 月

西山晃 , SIP/ Japan pilot for international recognition of trust services, 11th International Cybersecurity Symposium, 2021 年 10 月

西山晃 , トラストサービスの国際相互運用について（欧州での例）, 情報処理学会　連続セミナー 2021, 2021 年 11 月

石田明久 ,「データ利活用に関する取組の紹介」＠日本技術士会 情報工学部会 2021 年度部会総会・講演会 , 2021 年 5 月 .

石田明久 ,「多分野・組織を超えたデータ活用のための分野間データ連携基盤の取組紹介」＠デジタルサービス・プラットフォーム技術 第七回 DPF 研究会 ,2021 年 6 月 .

石田明久 ,「多分野・組織を超えたデータ活用のための分野間データ連携基盤の取組紹介」＠電気学会 2021 年度電子・情報・システム部門大会 ,2021 年 9 月 .

内閣府「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 2 期」における「ビッグデータ・AI を活用したサイバー空間基盤技術」の研究開発において分散型の分野間データ連携基盤技術を開発し、社
会実装に向けて実証を開始
SB テクノロジー株式会社 ホームページ 2022 年 2 月 28 日
https://www.softbanktech.co.jp/news/release/press/2022/004/

自治体におけるゼロカーボンシティ施策の推進に向けた実証実験を実施、EV 公用車の走行情報など多様なデータを活用し CO2 削減量を可視化
SB テクノロジー株式会社 ホームページ 2022 年 3 月 31 日
https://www.softbanktech.co.jp/news/release/press/2022/005/

SB テクノロジー株式会社，富士通株式会社 , 自治体におけるゼロカーボンシティ施策の推進に向けた実証実験を実施、EV 公用車の走行情報など多様なデータを活用し CO2 削減量を可視化 , 2022 年
3 月 31 日

根本直一 ,「分野間データ連携基盤向けデータカタログ作成ツールの開発」＠ 2022 年電子情報通信学会総合大会 , 2022 年 3 月 .

石橋香織 , SIP サイバー / 分野間データ連携基盤　説明会 , データ社会推進協議会　技術基準検討委員会 WG1, 2022 年 5 月
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石田明久 ,「Society5.0 実現に向けた分野間データ連携基盤の取組紹介」＠日本機械学会 2022 年次大会 ,2022 年 9 月 .

Shinji Sumimoto, Takashi Arakawa, Yoshio Sakaguchi, Hiroya Matsuba, Hisashi Yashiro, Toshihiro Hanawa and Kengo Nakajima, A System-Wide Communication to Couple Multiple MPI Programs for 
Heterogeneous Computing, EuroMPI/USA 2022 Poster, Sept. 2022

濱口総志 , Progress of SIP Project and Japanese Trust Framework, Trust Services Forum-CA Day 2022, 2022 年 10 月

K. Nakajima, Innovative Scientific Computing by Integration of （Simulation + Data + Learning） in Information Technology Center, The University of Tokyo, NHR PerfLab Seminar, June 09，2022 （Invited 
Talk）

住元真司 , 荒川隆 , 坂口吉生 , 松葉浩也 , 八代尚 , 塙敏博 , 中島研吾，Wisteria/BDEC-01 における異種システム間連成計算実行環境 , 情報処理学会研究報告 2022-HPC-185（21），2022 年

中島研吾，住元真司，八代尚，荒川隆，松葉浩也，h3-Open-BDEC：「計算・データ・学習」融合による革新的スーパーコンピューティング，RIMS 共同研究：数値解析が拓く次世代情報社会～エッジ
から富岳まで～，2022 年 10 月 12 日～ 14 日，京都大学益川ホール

Kengo Nakajima, h3-Open-BDEC: Innovative Software Infrastructure for Scientific Computing in the Exascale Era by Integrations of （Simulation + Data + Learning）, The 31st International Toki Conference 
on Plasma and Fusion Research （ITC31）, November 8-11, 2022 （Invited Talk）

住元真司 , 荒川隆 , 坂口吉生 , 松葉浩也 , 八代尚 , 塙敏博 , 中島研吾 , WaitIO-Hybrid: 共有ファイルシステムと Socket を併用可能なシステム間通信ライブラリ , 情報処理学会研究報告（2022-HPC-187-06）、
2022 年

Kengo Nakajima, Integration of 3D Earthquake Simulation & Real-time Data Assimilation, EU-ASEAN High-Performance Computing （HPC） School 2022, Kasetsart University, Bangkok – Thailand, December 
5 – 10, 2022

松塚貴英 , 高橋貢 , 野間唯 , 鷲尾傑 , 池田栄次「データ利活用における社会的状況と富士通の取り組み」富士通テクニカルレビュー , 2020 年 3 月 19 日

2022 年国内データ流通／ DataOps に関わるプレイヤー分析：データ取引／シェアリング基盤、個人データ流通基盤、Data as a Service 関連事業者を中心に ,IDC Japan, 2022 年 8 月

Hung-Nghiep Tran, Atduhiro Takasu, A Unified Approach to Multi-field Dataset Search by Using Contextual Link Prediction, The 15th International Conference on Knowledge Discovery and Information 
Retrieval （KDIR2023）, November 13-15, 2022 （Poster）

西山晃 , New Proposal for CSC API Expansion, the CSC Member inSIGHTS, 2022 年 12 月

●研究発表・講演（公開セミナー）
タイトル 開催日 場所 参加者

第 10 回サイバーセキュリティ国際シンポジウム　
産官学のデータ流通・利活用

2020 年 10 月 9 日
慶應義塾大学サイバーセキュリティ研究センタ
ー & The MITRE Corporation

103 名

「データ社会推進協議会」設立シンポジウム ―
データ利活用によりイノベーションが持続的に
起こる世界を目指して

2021 年 1 月 14 日 オンライン開催 ー

ゼロカーボンシティ宣言後に必要な脱炭素社会
に向けた取組とは
～環境省の支援策と先進事例～

2022 年 7 月 12 日
学校法人先端教育機構 月刊事業構想主催のセ
ミナー
オンライン及びアーカイブ配信

ー

「データ駆動型社会論」講義 2022 年 6 月 20 日 秋田県立大学 約 20 名

データ流通の最新動向 2022 年 11 月 2 日

デジタルサービス・プラットフォーム技術 特別
研究専門委員会 

（Technical Committee on Digital Service Platform 
Technology）

（オンライン開催）

ー

●論文
Phuc Nguyen, Khai Nguyen, Ryutaro Ichise, Hideaki Takeda, “EmbNum+: Effective, Efficient, and Robust Semantic Labeling for Numerical Values,” New Generation Computing, 2019, https://doi.
org/10.1007/s00354-019-00076-w

Phuc Nguyen, Khai Nguyen, Ryutaro Ichise, Hideaki Takeda, “Mtab: Maching Tabular Data to Knowledge Graph using Probability Models,” arXiv:1910.00246, 2019.

Padipat Sitkrongwong, Atsuhiro Takasu: “Unsupervised Context Extraction via Region Embedding for Context-Aware Recommendations” 23rd International Database Engineering and Applications 
Symposium （IDEAS2019） , pp.123 - 132, 2019.

Manabu Ohta, Ryoya Yamada, Teruhito Kanazawa, Atsuhiro Takasu: “A Cell-detection-based Table-structure Recognition Method,” 19th ACM Symposium on Document Engineering （DocEng2019） , p.4, 
2019. 

Phannakan Tengkiattrakul, Saranya Maneeroj, Atsuhiro Takasu: “Translation-based Embedding Model for Rating Conversion in Recommender Systems” IEEE/WIC/ACM International Conference on Web 
Intelligence （WI2019） , pp.217 - 224, 2019.

相原健郎 : “ サイバーフィジカルシステムでの実世界データ収集 ,” 電子情報通信学会論文誌 B, J102-B（6）, pp.387-398, 2019 年

Takuma Udagawa and Akiko Aizawa: “An Annotated Corpus of Reference Resolution for Interpreting Common Grounding.” The 34th AAAI Conference on Artificial Intelligence （AAAI-20）, 2020.

Yosuke Ikegami, Milutin Nikoli, Ayaka Yamada, Lei Zhang, Yoshihiko Nakamura: "Multi-TB High-Bandwidth Video Mocap of Competitive Team Sports", Subumitted to IEEE International Conference on 
Robotics and AUtomation （ICRA 2020）.

Kenji Satake, Hiroshi Tsuruoka, Satoko Murotani, and Kenshiro Tsumura, Analog Seismogram Archives at Earthquake Research Institute, the University of Tokyo, Accepted to Seismological Research Letters 
（2019）.

K. Fujita, M. Horikoshi, T. Ichimura, L. Meadows, K. Nakajima, M. Hori and L. Maddegedara, Development of Element-by-Element Kernel Algorithms in Unstructured Implicit Low-Order Finite-Element 
Earthquake Simulation for Many-Core Wide-SIMD CPUs, Proceedings of ICCS 2019 （International Conference on Computational Science）, Lecture Notes in Computer Science 11536, 267-280, 2019.

Nakajima, K., Gerofi, B., Ishikawa, Y., Horikoshi, M., Parallel Multigrid Methods on Manycore Clusters with IHK/McKernel, IEEE Proceedings of 10th Workshop on Latest Advances in Scalable Algorithms for 
Large-Scale Systems in conjunction with SC19 （The International Conference for High Performance Computing, Networking, Storage, and Analysis）, 2019.

Kawai, M., Ida, A., Matsuba, H., Nakajima, K., Bolten, M., Multiplicative Schwartz-Type Block Multi-Color Gauss-Seidel Smoother for Algebraic Multigrid Methods, ACM Proceedings of the International 
Conference on High Performance Computing in Asia-Pacific Region, （HPC Asia 2020）, 2020 （in press）.

Padipat Sitkrongwong, Atsuhiro Takasu, Saranya Maneeroj, Context-Aware User and Item Representations Based on Unsupervised Context Extraction from Reviews, IEEE Access, Vol. 8, pp.87094 - 87114, 
2020, https://doi.org/10.1109/ACCESS.2020.2993063

Tung Doan, Atsuhiro Takasu, Deep Multiview Learning from Sequentially Unaligned Data, IEEE Access, Vol. 8, pp.217928 - 217946, 2020, https://doi.org/10.1109/ACCESS.2020.3042217

Hung Nghiep Tran, Atsuhiro Takasu, Multi-Partition Embedding Interaction with Block Term Format for Knowledge Graph Completion, European Conference on Artificial Intelligence （ECAI2020） , Aug. 
2020.

Kenro Aihara, Atsuhiro Takasu, Development of One-Stop Smart City Application by Interdisciplinary Data Linkage, International Conference on Human-Computer Interaction （HCII2020）, LNCS 12203, 
pp.379-390, July 2020, https://doi.org/ 10.1007/978-3-030-50344-4_27

Takuma Udagawa, Takato Yamazaki, Akiko Aizawa, “A Linguistic Analysis of Visually Grounded Dialogues Based on Spatial Expressions,” The 2020 Conference on Empirical Methods in Natural Language 
Processing （EMNLP 2020）, findings, Sep.2020.

Taichi Iki, Akiko Aizawa, “Language-Conditioned Feature Pyramids for Visual Selection Tasks,” The 2020 Conference on Empirical Methods in Natural Language Processing （EMNLP 2020）, findings&WS, 
Sep.2020.
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西山晃 :“ 押印廃止後のデジタル社会におけるトラストサービスの活用と利便性 ”, 日本セキュリティ・マネジメント学会誌 34 巻 3 号 , pp.22-32, 2021 年

Kenro Aihara, Atsuhiro Takasu, “Integrating Inter-field Data into Space-Time to Grasp and Analyze Activities in Town,” Distributed, Ambient and Pervasive Interactions LNCS 12782, pp.3-14, July 2021, 
https://doi.org/10.1007/978-3-030-77015-0_1

Phannakan Tengkiattrakul, Saranya Maneeroj, Atsuhiro Takasu: "Attentive Hybrid Collaborative Filtering for Rating Conversion in Recommender Systems" International Conference on Web Engineering 
（ICWE 2021） , （LNCS 12706）, pp.151 - 165, May 2021.

Manabu Ohta, Ryoya Yamada, Teruhito Kanazawa, Atsuhiro Takasu: "Table-structure Recognition Method Using Neural Networks for Implicit Ruled Line Estimation and Cell Estimation" 21st ACM 
Symposium on Document Engineering （DocEng2021）, pp.7, Aug.2021.

Thanakrit Julavanich and Akiko Aizawa: “NumER: A Fine-grained Numeral Entity Recognition Dataset,” The 26th International Conference on Natural Language & Information Systems （NLDB 2021）. 
Online, June 23-25, 2021. 

Taku Sakamoto and Akiko Aizawa: “Predicting Numerals in Natural Language Text Using a Language Model Considering the Quantitative Aspects of Numerals.” The Second Workshop on Knowledge 
Extraction and Integration for Deep Learning Architectures （DeeLIO）, collocated with NAACL 2021, pp.140-150. Online, June 10, 2021.

Kazutoshi Shinoda, Saku Sugawara, and Akiko Aizawa: “Improving the Robustness of QA Models to Challenge Sets with Variational Question-Answer Pair Generation.” The Joint Conference of the 59th 
Annual Meeting of the Association for Computational Linguistics and the 11th International Joint Conference on Natural Language Processing: Student Research Workshop （ACL-IJCNLP 2021 SRW）, 
pp.197-214. Online, August 1-6, 2021.

Kazutoshi Shinoda, Saku Sugawara, Akiko Aizawa: “Can Question Generation Debias Question Answering Models? A Case Study on Question-Context Lexical Overlap.” The 3rd Workshop on Machine 
Reading for Question Answering （MRQA）, at the 2021 conference on Empirical Methods in Natural Language Processing （EMNLP）, pp. 63-72. Nov 10, 2021.

P. Nguyen, I. Yamada and H. Takeda: “MTabES: Entity Search with Keyword Search, Fuzzy Search, and Entity Popularities”The 35th Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, No. 
1N4-IS-1a-02 The Japanese Society for Artificial Intelligence （2021）, 2021

Le Hong Van, Atsuhiro Takasu: “An Efficient Distributed Spatiotemporal Index for Parallel Top-k Frequent Terms Query,” IEEE International Conference on Big Data and Smart Computing, pp.149 – 156, 
2022.1.  https://doi.org/10.1109/BigComp54360.2022.00037.

Hiroyuki Aoyagi, Ryoya Yamada, Teruhito Kanazawa, Atsuhiro Takasu, Fumito Uwano, Manabu Ohta: “Table-structure Recognition Method Consisting of Plural Neural Network Modules,” 11th International 
Conference on Pattern Recognition Applications and Methods （ICPRAM2022）, pp. 542 - 549, 2022.2.  https://doi.org/10.5220/0010817700003122

Takafumi Ujibashi, Atsuhiro Takasu: “A Neural Approach to Program Synthesis for Tabular Transformation by Example,” IEEE Access, Vol.10, pp. 24864 - 24876, Mar.2022. https://doi.org/10.1109/
ACCESS.2022.3155468

Hung Nghiep Tran, Atsuhiro Takasu: “MEIM: Multi-partition Embedding Interaction Beyond Block Term Format for Efficient and Expressive Link Prediction,” Proc. 31th International Joint Conference on 
Artificial Intelligence （IJCAI-ECAI 2022）, pp. 2262 – 2269, July.2022.

Takafumi Ujibashi, Atsuhiro Takasu: “Two-Dimensional Encoding Method for Neural Synthesis of Tabular Transformation by Example,” International Conference on Artificial Neural Networks （ICANN2022） 
Lecture Note in Computer Science 13532, pp. 321 - 332, Sep.2022. https://doi.org/10.1007/978-3-031-15937-4_27

Pongsakorn Jirachanchaisir, Saranya Maneeroj, Atsuhiro Takasu: “User Embedding Sharing with Deep Canonical Correlation Analysis for Dual-Target Cross-Domain Recommender System,” IEEE/WIC/ACM 
International Conference on Web Intelligence and Intelligent Agent Technology （WI2022）, p. 8, Nov.2023.

Phuc Nguyen and Hideaki Takeda: Wikidata-lite for Knowledge Extraction and Exploration, 2nd Workshop on Knowledge Graphs and Big Data in Conjunction with IEEE Big Data 2022, 2022

Hiroki Uematsu, Phuc Nugyen, and Hideaki Takeda: Design for Data Structures: Data Unification and Federation with Wikibase, Special Session on Platform for DFFT, IEEE Big Data 2022, 2022

Nam Tuan Ly, Atsuhiro Takasu: “An End-to-End Multi-Task Learning Model for Image-based Table Recognition,” International Conference on Computer Vision and Applications （VISAPP2023）, Feb.2023. 
（accepted）

Nam Tuan Ly, Atsuhiro Takasu, Phuc Nguyen, Hideaki Takeda: “Rethinking Image-based Table Recognition using Weakly Supervised Methods,” International Conference on Pattern Recognition 
Applications and Methods （ICPRAM2023）, Feb.2023. （accepted）

●特許等
出願者 出願番号 国内・国外・PCT 出願日 名称

国立大学法人東京大学（著作権） C13207004（産業財産権番号） 国内 2021 年 9 月 8 日
ビデオ・モーションキャプチャーとサ
ーバー・ソフトウェア

株式会社日立製作所 特願 2019-167132 国内・国外 2021 年 9 月 13 日 データカタログ作成支援技術

富士通株式会社 特願 2020-000451 国内・国外 2020 年 1 月 6 日 原本性保証技術

富士通株式会社 特開 2021-111810 国内・国外 2020 年 1 月 6 日
不正利用検出システム、情報処理装
置、不正利用検出プログラムおよびデ
ータ履歴のデータ構造

富士通株式会社 特願 2021-046008 国内 2021 年 3 月 19 日
データ修正方法およびデータ修正プ
ログラム

富士通株式会社
https://github.com/fujitsu/controlled-
vocabulary-designer

Open Source Software 2021 年 3 月 22 日 Controlled Vocabulary Designer

NII 商願 2022-21150 国内 2022 年 2 月 25 日 「CADDE」の商標

NII 商願 2022-21151 国内 2022 年 2 月 25 日 「ジャッデ」の商標

富士通株式会社

https://github.com/CADDE-sip/cdl-
front-server
https://github.com/CADDE-sip/cdl-
chaincode-go

Open Source Software 2022 年 3 月 29 日 来歴管理サーバ一式

富士通株式会社 特願 2022-057621 国内 2022 年 3 月 30 日
修正支援方法、修正支援プログラム
および情報処理装置

●受賞実績
タイトル 受賞内容 日付 発表元

Semantic Web Challenge on Tabular Data to 
Knowledge Graph Matching

1st Prize 2019 年 10 月 30 日
18th International Semantic Web Conference  
(ISWC2019)

SemTab 2020: Semantic Web Challenge on 
Tabular Data to Knowledge Graph Matching: 1st 
Prize

ー 2020 年 11 月 6 日 Semtic Web Challenge 2020

NTCIR-15 Presentation Awards: Data Search ー 2020 年 12 月 17 日 NTCIR-15

Towards Efficient and Expressive Knowledge 
Graph Embedding for Link Prediction

優秀論文賞 2021 年 5 月 11 日
The 13th Forum on Data Engineering and 
Information Management
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タイトル 受賞内容 日付 発表元

Sem Tab 2021: Semantic Web Challenge on 
Tabular Data to Knowledge Graph Matching, 
Usability Track

1st Prize 2021 年 10 月 27 日
20th International Semantic Web Conference 
(ISWC2021)

S.Sumimoto, T. Arakawa, Y. Sakaguchi, H. 
Matsuba, H. Yashiro, T. Hanawa, K. Nakajima,A 
System-Wide Communication to Couple Multiple 
MPI Programs for Heterogeneous Computing

Best Paper Award 2022 年 12 月 7 日～ 9 日
The 23rd International Conference on Parallel 
andDistributed Computing, Applications 
andTechnologies (PDCAT'22)

●成果普及の努力（プレス発表等）
日付 タイトル 媒体

2019 年 7 月 17 日
経済教室：データ駆動型社会の展望（上）データ連携、基盤作
りが急務

日本経済新聞

2020 年 7 月 17 日 産官学データ 一括検索　日立や東大、利用促進へ新団体 日本経済新聞 電子版

2020 年 7 月 17 日
日立・富士通・NEC・NTT データ・東大が参画へ、産官学 5 団体
がデータ流通の新組織

日経クロステック

2020 年 7 月 18 日 産官学データ 一括検索　日立や東大、利用促進へ新団体 日本経済新聞

2020 年 7 月 18 日
データの流通や活用を促す連携組織　日立や東大など産官学が
12 月発足

電波新聞

2022 年 2 月 28 日
東大・日立・NEC・富士通・SB テクノロジーなど、分散型の分野
間データ連携基盤技術を開発し社会実装に向けて実証を開始

日本経済新聞（電子版）

2022 年 3 月 1 日 交通・観光データを集約横断検索が可能 電波新聞

2022 年 3 月 21 日 関節や筋肉の動きを可視化する新システム 東京大学が開発 NHK

2022 年 3 月 25 日 骨格・筋肉の動きを自動解析　東大、スポーツや医療に 日経産業新聞

2022 年 3 月 31 日
自治体におけるゼロカーボンシティ施策の推進に向けた実証実験
を実施、EV 公用車の走行情報など多様なデータを活用し CO2 削
減量を可視化

PRTIMES（WEB）

2022 年 3 月 31 日
SB テクノロジーと富士通、EV 公用車の走行情報など多様なデー
タを活用し CO2 削減量を可視化する実証実験を実施

IoT NEWS（WEB）

2022 年 3 月 31 日
富士通と SB テクノロジー、自治体におけるゼロカーボンシティ
施策の推進に向けた実証実験の結果を発表

Biz/Zine（WEB）

2022 年 4 月 8 日 富士通、自治体の EV 活用分析 日経産業新聞

2022 年 10 月 17 日
富士通、「Fujitsu CaaS」にセキュアなデータ流通を実現する機能
を追加

クラウド Watch

12．   日本電気株式会社、沖電気工業株式会社、豊田通商株式会社、国立大学法人東京農工大学、 国立大学法人東京大学
●研究発表・講演

発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名等 発表年月

和泉潔 東京大学
データ解析とシミュレーションの統合
による経済市場制度設計

情報処理学会知能システム研究会 2019 年 3 月 9 日

平野正徳 東京大学 "SCM League: UTokyo Izumi Lab." ACAN2019 2019 年 8 月 11 日

平野正徳 東京大学
Simulation of Unintentional Collusion 
Caused by Auto Pricing in Supply 
Chain Markets

The 23rd International Conference on 
Principles and Practice of Multi-Agent 
Systems （PRIMA2020）

2020 年 11 月 19 日

Takaki Matsune, Katsuhide Fujita 東京農工大学
Designing a Flexible Supply Chain 
Network with Autonomous Agents

11th International Conference on 
Agents and Artificial Intelligence 

（ICAART 2019）
2019 年 2 月 19 日

川田涼平，藤田桂英 東京農工大学
複数回交渉のための多腕バンディット
に基づくメタ戦略

第 81 回情報処理学会全国大会 2019 年 3 月 5 日

細川雄太，藤田桂英 東京農工大学
複数論点交渉問題における時系列情
報を考慮した効用値推定

第 81 回情報処理学会全国大会 2019 年 3 月 5 日

Ryohei Kawata and Katsuhide Fujita 東京農工大学
Me t a- S tr at e gy  f or  Mult i - T ime 
Negotiation: A Multi-Armed Bandit 
Approach

18th International Conference on 
Autonomous Agents and Multiagent 
Systems （AAMAS 2019）

2019 年 5 月 15 日

Reyhan Aydogan, Katsuhide Fujita, 
Tim Baarslag, Catholijn M. Jonker, 
Takayuki Ito

東京農工大学
ANAC 2018: Repeated Multilateral 
Negotiation League

Annual Conference of  Japanese 
Society of Artificial Intelligence （JSAI 
2019）

2019 年 6 月 4 日

川田涼平 , 藤田桂英 東京農工大学
複数回交渉問題における多腕バンデ
ィットアルゴリズムを用いたメタ交渉
戦略の効果

電子情報通信学会 人工知能と知識処
理研究会

2019 年 7 月 15 日

Yuta Hosokawa and Katsuhide Fujita 東京農工大学
Estimating the Opponent's Preference 
Considering a Time Series in Multi-
issue Negotiation

The 12th International Workshop on 
Agent-based Complex Automated 
Negotiations （ACAN2019）

2019 年 8 月 10 日

松下昌悟 , 藤田桂英 東京農工大学
心理的効果を用いた人間とエージェン
トの繰り返し交渉戦略

電子情報通信学会 人工知能と知識処
理研究会

2019 年 7 月 15 日

川田涼平 , 藤田桂英 東京農工大学
複数論点交渉問題における相手の選
好推定精度を向上させる提案戦略

合同エージェントワークショップ＆シ
ンポジウム 2019 （JAWS2019）

2019 年 9 月 9 日

高橋唐樹 , 藤田桂英 東京農工大学
不完全な効用情報下における歩み寄
りに基づく自動交渉戦略

合同エージェントワークショップ＆シ
ンポジウム 2019 （JAWS2019）

2019 年 9 月 9 日
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発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名等 発表年月

藤田桂英 東京農工大学
自動交渉における学術研究の現状と
実応用にむけた取り組み

情報処理学会連続セミナー 2019「デ
ータ駆動で新時代を切り拓く」, 第 5
回「シミュレーションと人工知能」

2019 年 11 月 15 日

細川雄太 , 川田涼平 , 藤田桂英 , 東京農工大学
複数論点交渉問題における交渉空間
事前絞り込みプロトコル

電子情報通信学会 人工知能と知識処
理研究会

2019 年 12 月 6 日

川田涼平 , 細川雄太 , Mark Klein, 藤田
桂英

東京農工大学
複数論点交渉問題のための遺伝的ア
ルゴリズムを用いた仲介プロトコル

電子情報通信学会 人工知能と知識処
理研究会

2019 年 12 月 6 日

細川雄太 , 川田涼平 , 藤田桂英 東京農工大学
複雑な交渉問題における交渉空間事
前絞り込みプロトコルの効率性

Symposium on Multi Agent Systems 
for Harmonization 2020 （SMASH20）

2020 年 2 月 17 日

川田涼平 , 藤田桂英 東京農工大学
交渉戦略のパフォーマンスに対するド
メインと相手エージェントの影響およ
びメタ交渉戦略

Symposium on Multi Agent Systems 
for Harmonization 2020 （SMASH20）

2020 年 2 月 17 日

石川諒人，藤田桂英 東京農工大学
マルチエージェントサプライチェーン
におけるブルウィップエフェクトの抑
制

情報処理学会 第 82 回全国大会 2020 年 2 月 17 日

谷口直也，藤田桂英 東京農工大学
不完全な効用情報下での交渉問題に
おける受け入れ戦略

情報処理学会 第 199 回知能システム
研究会

2020 年 3 月 24 日

高橋唐樹 , 藤田桂英 東京農工大学
自動交渉エージェントのための効用推
定に基づく深層強化学習

2020 年度人工知能学会 全国大会 2020 年 6 月 12 日

小森一輝，藤田桂英 東京農工大学
Supply Chain Management League に
おける取引量を考慮した自動交渉戦
略

SMASH20 Summer Symposium 2020 年 9 月 14 日

細川雄太，藤田桂英 東京農工大学
ドメイン絞り込み交渉を用いた自動交
渉プロトコルの効率化

情報処理学会第 83 回全国大会 2021 年 3 月 18 日

小森一輝，藤田桂英 東京農工大学
多腕バンディットアルゴリズムを用い
た並列交渉における提案相手の選択

情報処理学会第 83 回全国大会 2021 年 3 月 18 日

吉岡幸輝，藤田桂英 東京農工大学
人間とエージェントの繰り返し交渉に
おける Misrepresentation の効果

情報処理学会第 202 回知能システム
研究会

2021 年 3 月 29 日

森永聡 , 中台慎二 NEC
Quarterly Meeting　”Negotiation 
Automation Platform Testbed”

Industrial Internet Consortium 2018 年 9 月より 3 カ月毎に

森永聡 NEC AI 間連携技術の社会実装に向けて
合同エージェントワークショップ＆シ
ンポジウム 2018

2018 年 9 月 15 日

森永聡 NEC
Industiral Usecase and Societal 
Implementation of  Automated 
Negotiation”

The 21st International Conference on 
Principles and Practice of Multi-Agent 
Systems “

2018 年 10 月 29 日

森永聡 NEC 自動交渉技術 神戸大学講義：データサイエンス特論 2018 年 11 月 7 日

森永聡 NEC
”NEC the WISE – AI Technology 
Portfolio”

日独仏 AI シンポジウム 2018 年 11 月 22 日

森永聡 NEC “Negotiation Automation Platform” Swiss Innovation Park Workshop 2019 年 2 月 25 日

森永聡 NEC
“Realizing Smart Supply Chains by 
Next-generation AI Technologies”

ハノーファーメッセ 2019 年 4 月 3 日

森永聡 NEC 製造業における AI/IoT の活用 金型・精密加工技術研究会　 2019 年 4 月 18 日

森永聡 NEC
データサイエンス、AI が変える製造
バリューチェーンと新たな価値づくり

ネクストリーダー育成ワークショップ　 2019 年 7 月 19 日

森永聡 NEC
自動意思決定・自動交渉　ー機械学
習・最適化技術によるアプローチ

意思決定ワークショップ 2019 年 7 月 25 日

森永聡 NEC “Supply Chain Management League”

The Tenth International Automated 
Negotiating Agents Competition 

（ANAC2019） of IJCAI 2019, Macau, 
China

2019 年 8 月 15 日

森永聡 NEC
 “Industrial Application of Automated 
Negotiation Technologies”

オジェギン大学特別講演 2019 年 9 月 23 日

中台慎二 , 森永聡 NEC ”Automated Negotiation Tutorial”
The 21st International Conference on 
Principles and Practice of Multi-Agent 
Systems

2019 年 10 月 28 日

森永聡 NEC 自動交渉技術 神戸大学講義：データサイエンス特論 2019 年 11 月 8 日

森永聡 NEC AI ×製造業がもたらす未来社会
名工大テクノフェア　パネルディスカ
ッション

2019 年 11 月１日

中台慎二 NEC
 “Advancements  in AI  towards 
facilitating cross border paperless 
trade”

35th UN/CEFACT Forum Webinar: 2020 年 10 月 12 日

中台慎二 NEC “eNegotiation Project”
35th UN/CEFACT Forum, 5-16 Oct. 
2020 Supply Chain Management and 
Procurement Domain

2020 年 10 月 13 日

津村幸治 東京大学
自動交渉のフィードバックシステムに
よる定式化と解析

第 62 回自動制御連合講演会 2019 年 11 月 9 日

Tomomitsu Suzuki, Koji Tsumura 東京大学
Optimal Control Points Problem in 
Domination Game on Large Scale

IFAC World Congress 2020 2020 年 7 月 11 日 - 17 日

Yunzhuo Wang, Koji Tsumura 東京大学
Preconditioned Distributed Trajectory 
Optimiz at ion Algor i thm using 
Differential Dynamic Programming

59th IEEE Conference on Decision and 
Control

2020 年 12 月 16 日
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発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名等 発表年月

津村幸治 東京大学 相互最尤推定の収束性について
第 8 回計測自動制御学会制御部門マ
ルチシンポジウム

2021 年 3 月 4 日

樋田愛 沖電気工業
マルチエージェントの協調・交渉によ
る動的最適化と合意形成 ～物流輸配
送計画最適化への挑戦～

数理システムユーザーコンファレンス 
2019

2019 年 11 月 22 日

樋田愛，伊加田恵志 沖電気工業
協力ゲームによる輸配送計画最適マ
ージ問題定式化

オ ペレ ーション ズ・リサ ーチ 学 会
2020 年春季研究発表会

2020 年 3 月 11 日

樋田愛，伊加田恵志 沖電気工業
協力ゲーム，複数論点交渉を用いた
輸配送計画マージ方式の提案

2020 年度人工知能学会 全国大会 2020 年 6 月 9 日

近藤愛 沖電気工業
物流に革命を！
AI が実現する物流効率化

大阪府工業協会 AI 研究会 2021 年 2 月 15 日

●論文
発表者 所属 タイトル 発表誌名 ページ番号 発表年月

モハマッドヤセル , 中台慎二 , 
森永聡 , 藤田桂英

NEC, 東京農工大学

サプライチェーンマネジメント
リーグ (SCML) : 製造バリューチ
ェーンにおける自動交渉エージ
ェントを想定した競技会

人工知能学会誌 , Vol.35, No.3 pp.351 – 359 2020 年 5 月 1 日

Yuta Hosokawa and Katsuhide 
Fujita

東京農工大学

O p p o n e n t ' s  P r e f e r e n c e 
Estimation Considering Their 
Offer Transition in Multi-issue 
Closed Negotiations

IEICE Transactions, Vol.E103-D, 
No.12

pp.2531-2539 2020 年 12 月 1 日

Ryohei Kawata and Katsuhide 
Fujita

東京農工大学
Meta-Strategy based on Multi-
Armed Bandit Approach for 
Multi-Time Negotiation

IEICE Transactions, Vol.E103-D, 
No.12

pp 2540-2548 2020 年 12 月 1 日

近藤愛，伊加田恵志 沖電気工業
自動交渉プラットフォームを有
する混載マッチングシステムの
提案

オペレーションズ・リサーチ　
66(1), 18-24, 2021-01

pp.18-24 2021 年 1 月

●特許等
出願者 出願番号 国内・外国・PCT 出願日 名称 発明者

NEC JP2020/005193 外国 2020 年 2 月 10 日
交渉装置、交渉方法及びプロ
グラムが格納された非一時的
なコンピュータ可読媒体

森永聡
中台慎二
清水数馬
安藤友人

沖電気工業 特願 2019-208852 国内 2019 年 11 月 19 日
最適輸配送計画生成装置及び
方法

樋田愛

沖電気工業 特願 2020-164600 国内 2020 年 9 月 30 日
階層構造のプレイヤーに対す
る資源分配量決定装置

近藤愛

沖電気工業 特願 2021-014335 国内 2021 年 2 月 1 日
条件調整により決定する選好
を元にした全体最適マッチング
システム

近藤愛

●受賞実績
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月

平野正徳 東京大学 1st place in Standard Track ANAC2019 in IJCAI2019 2019 年 8 月 15 日

平野正徳 東京大学 1st place in Collusion Track ANAC2019 in IJCAI2019 2019 年 8 月 15 日

川田涼平 東京農工大学 研究奨励賞
電子情報通信学会 人工知能と知識処
理研究会

2019 年 7 月 15 日

川田涼平 東京農工大学
Winner of ANAC 2019 Diplomacy 
Strategy Game League

ANAC2019 in IJCAI2019 2019 年 8 月 15 日

細川雄太 東京農工大学
3rd Place of Agent Negotiation with 
Partial Preferences （Individual Utility）

ANAC2019 in IJCAI2019 2019 年 8 月 15 日

川田涼平 東京農工大学
2nd Place of Agent Negotiation with 
Partial Preferences （Individual Utility）

ANAC2019 in IJCAI2019 2019 年 8 月 15 日

石川諒人 , 細川雄太 東京農工大学
Honorary Award of  ANAC 2019, 
Supply Chain Management （Sabotage 
Track）

ANAC2019 in IJCAI2019 2019 年 8 月 15 日

細川雄太 東京農工大学 学生奨励賞
Symposium on Multi Agent Systems 
for Harmonization 2020 （SMASH20）

2020 年 2 月 17 日

谷口直也 東京農工大学 2020 年度山下記念研究賞 情報処理学会 2020 年 3 月 24 日

小森一輝 東京農工大学
学生奨励賞 , ベストプレゼンテーショ
ン賞

SMASH20 Summer Symposium 2020 年 9 月 14 日

高橋唐樹 東京農工大学
2nd place of ANAC2020 Automated 
Negotiation League

ANAC2020 in IJCAI2020 2021 年 1 月 15 日

小森一輝 東京農工大学
1st place of ANAC2020 Supply Chain 
Management League （Collusion 
Track）

ANAC2020 in IJCAI2020 2021 年 1 月 15 日

Yunzhuo Wang 東京大学 SIYA-CDC2020
59th IEEE Conference on Decision and 
Control

2020 年 12 月 16 日

近藤愛 沖電気工業 優秀賞 2020 年度人工知能学会 全国大会 2020 年 6 月 9 日
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●成果普及の努力（プレス発表等）
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月

ー ー
NEC、AI 間交渉の基盤システム開発国
際標準目指す

日本経済新聞 2019 年 8 月 22 日

ー ー
AI 間自動交渉プラットフォーム」のテ
ストベッドを IIC が承認─ NEC、沖電
気などが提案

IT Readers 2019 年 8 月 22 日

ー ー
共創型 R&D により新事業創出を加速
する BIRD INITIATIVE 社を異業種 6 社
で設立

日本経済新聞など 2020 年 9 月 10 日

ー ー
AI を企業間交渉の調整役に NEC､ 22
年度までの実証目指す

電波新聞 2021 年 1 月 25 日

NEC ー 展示ブースへ出展 第 4 回　スマート工場 Expo 2020 年 2 月 12 日 - 14 日

NEC ー 展示ブースへ出展 第 5 回　スマート工場 Expo 2021 年 1 月 20 日 - 22 日

NEC ー 展示ブースへ出展 第 14 回　国際物流総合展 2021 年 3 月 9 日 - 12 日

津村幸治 東京大学
5.6 節：制御理論からみたコロナ社会
の課題

オンライン・ファースト，東京大学出
版会

2020 年 12 月 18 日

13．   学校法人慶應義塾大学、国立研究開発法人理化学研究所、 国立研究開発法人国立成育医療研究センター、国立大学法人佐賀大
学

●研究発表・講演
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月

矢作尚久
慶應義塾大学大学院　政策・メディ
ア研究科

次世代の生活基盤としての医療社会
システムを考える

第 19 回日本抗加齢医学会総会 2019 年 6 月

矢作尚久
慶應義塾大学大学院　政策・メディ
ア研究科

個人情報の取り扱いと同意形成をど
うするか

第 5 回クリニカルバイオバンク学会シ
ンポジウム

2019 年 7 月

矢作尚久
慶應義塾大学大学院　政策・メディ
ア研究科

個人の意思に基づいた健康・医療・
介護の情報流通制御の世界を考える

AMED シンポジウム 2019- 医療研究が
未来を変える -

2019 年 12 月

森川和彦、矢作尚久、他
東京都立小児総合医療センター臨床
研究支援センター

小児科外来における問診システムの
入力時間に影響する因子

第 123 回日本小児科学会学術集会 2020 年 8 月

矢作尚久
慶應義塾大学大学院　政策・メディ
ア研究科

医薬をシステム視点で俯瞰する「診
療プロセスの技術化による医療の再
定義」　など

化学工学会第 51 回秋季大会システム 2020 年 9 月

森川和彦、矢作尚久、他
東京都立小児総合医療センター臨床
研究支援センター

PROJECT TO IMPROVE WAITING TIME 
AT MEDICAL INSTITUTIONS USING 
AN AUTOMATED HISTORY TAKING 
SYSTEM IN A PEDIATRIC OUTPATIENT 
DEPARTMENT AT A CLINIC

The 8th Congress of the European 
Academy of  Paediatric Societies

2020 年 10 月

川本章太、森川和彦、矢作尚久、他
慶應義塾大学大学院　政策・メディ
ア研究科

INNOVATIVE IDENTIFICATION SYSTEM 
WITH AI OF RSV INFECTION

The 8th Congress of the European 
Academy of  Paediatric Societies

2020 年 10 月

●論文
矢作尚久 , 藤井進 , 森川和彦 , 川本章太 , 加藤省吾．競争戦略としての「医療の DX」イノベーション , 2021 年 36 巻 1 号 , p. 79-97, 2021/06/30

●成果普及の努力（プレス発表等）
発表者 所属 タイトル 雑誌名・学会名・イベント名等 発表年月

シーエスアイ ー
新型コロナウイルス感染拡大に対応
し、従業者等の健康把握サービスを
無償提供

インターネット：シーエスアイ HP 2020 年 4 月

ー ー
柏葉脳神経外科　AI 活用のスマート
問診導入　診療効率化、コロナ対策
も

北海道新聞 2020 年 8 月

シーエスアイ ー

「かかりん DX 問診」( 院内問診版 ) の
提供について
~ 電子カルテベンダーだからできる、
簡単に連携可能な問診サービス ~

インターネット：シーエスアイ HP 2020 年 10 月

14．   日本電気株式会社、一般社団法人データ流通推進協議会、国立大学法人東京大学、 アクセンチュア株式会社、国立大学法人名
古屋大学、株式会社 JTB、株式会社日建設計総合研究所、 エブリセンスジャパン株式会社、株式会社日建設計総合研究所、大日
本印刷株式会社、 国立大学法人大阪大学、KDDI 株式会社、セコムトラストシステムズ株式会社

●研究発表・講演
発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名等 発表年月

久本拓也
樋口泰三

日本電気
内閣府 SIP 地域実証（高松市 – 交通・
観光）について

スマートシティたかまつ推進協議会
第５回観光 WG

2019 年 10 月 16 日

長坂友則 日本電気
スマートシティたかまつ「交通 観光」
･「防災」 取り組み紹介

2019 年度第 3 回 NEC 情報サービス事
業グループ九州ブロック社長会議

2020 年 2 月 7 日

望月康則 日本電気
グローバルに活用が広がるデータ連
携基盤 - FIWARE

IMI 共通語彙基盤セミナー 2020 年 2 月 21 日
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発表者 所属 タイトル 学会名・イベント名等 発表年月

田代統 日本電気

戦略的イノベーション創造プログラム 
（SIP） 第 2 期ビッグデータ・AI を活用

したサイバー空間基盤技術における
アーキテクチャ構築及び実証研究ス
マートシティ分野
高松市における実証のご報告

スマートシティたかまつ推進協議会 
第 10 回運営委員会

2020 年 2 月 26 日

村田仁 日本電気
都市内の異なるシステム連携による
分野横断サービスの実証（交通・観光）

富山市スマートシティ推進基盤実証実
験成果報告会

2020 年 3 月 16 日

藤田範人、岩井孝法
藤井篤之
Kyoung-Sook Kim

日本電気
アクセンチュア
産業技術総合研究所

Reference Architecture Evaluation
Smart City Reference Architectures 

（SCRA 2020）
（東京 お台場）

2020 年 1 月 13 日

藤田範人 日本電気
スマートシティのアーキクテチャ設計
の取り組み

データ視点のアーキテクチャ設計を考
えるシンポジウム（東京　新橋）

2020 年 2 月 25 日

松村泰志 大阪大学
「医療 AI への道筋」～データ収集・自

然言語解析・画像診断支援～

日本医用画像情報専門技師会主催 医
用画像情報の管理・運用における実
務者向けセミナー

2019 年 10 月 20 日

松村泰志 大阪大学
製薬企業等が Real World Data を活用
するための道筋

第 5 回 Health Outcomes & Technology 
Forum

2019 年 10 月 24 日

松村泰志 大阪大学
個人起点での医療データ利活用のた
めのプラットフォーム

LINK-J シンポジウム 第 2 回メドテッ
ク・イノベーションシンポジウム＆ピ
ッチ

2019 年 11 月 5 日

松村泰志 大阪大学 ICT がもたらす未来の医療の姿
第 64 回日本聴覚医学会総会・学術講
演会

2019 年 11 月 7 日

松村泰志 大阪大学
電子カルテ化後から始まる 3 つの課
題

第 3 回 MI・RA.・Is ソリューション展示・
セミナー

2019 年 11 月 26 日

松村泰志 大阪大学
医療データ二次活用環境構築のため
のロードマップ

第 22 回関西ライフサイエンス・リー
ディングサイエンティストセミナー

2019 年 12 月 9 日

河口信夫 名古屋大学
Harmoware-VIS：手軽に使える時空間
情報の 3 次元可視化・分析ツール

FOSS4G TOKAI 2019 2019 年 8 月

米澤拓郎 , 河口信夫 名古屋大学
異種スマートシティ基盤を柔軟につな
ぐプログラマブル・フェデレーション
機構

計測自動制御学会 スマートセンシン
グ部会

2019 年 11 月

米澤拓郎 名古屋大学
CPS 時代における自治体サービスのス
ペクトラム

日本学術会議シンポジウム 2019 年 11 月

河口信夫 名古屋大学
Synerex：変化への対応を可能にする
新しい需給交換モデル

WIDE Project 2019 年 12 月 研究会 2019 年 11 月

河口信夫 , 米澤拓郎 , 廣井慧 名古屋大学
Synerex：超スマート社会を支える需
給交換プラットフォームの設計コンセ
プトと機能

情報処理楽器研究報告ユビキタスコ
ンピューティングシステム（UBI）

2020 年 3 月

●論文
発表者 所属 タイトル 発表誌名 ページ番号 発表年月

松村泰志，武田理宏，真鍋史朗，
小西正三，宮内恒，坂田健太郎，
杉下滉紀，東博暢，五味健太
郎，片岡宏輔，高石友博，高木
かなえ，山内玲

大阪大学大学院  医学系研究科  
医療情報学

医 療 情 報 銀 行 を中 心とする
Personal Health Record のアー
キテクチャとその試行

日本医療情報学会 41（1）： 17-28 2021 年 1 月 29 日

●成果普及の努力（プレス発表等）
発表者 発表年月 タイトル 媒体

KDDI 2019 年 8 月 27 日
KDDI と横浜 DeNA ベイスターズ両社でのプレ
スリリース発信
https://iot.kddi.com/cases/baystars/

HP

一般社団法人データ流通推進協議会 2020 年 6 月 25 日

内閣府の Web ページ、および、当協議会の
Web ページにて成果を報告
https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/20200318
siparchitecture.html
https://data-trading.org/sipb-1_personaldata
architecuture_dta/

HP

日建設計 2019 年 12 月 20 日

加古川市、連携事業者（株式会社日建設計総合
研究所、ユニファ株式会社）「子どもたちと先生
が、より快適にすごせる園づくりをめざして！」
加古川市スマート保育園に関する記事提供

東洋経済オンライン（2022 年 8 月号）

日建設計 2019 年 10 月 23 日
「さっぽろ健幸ポイントプロジェクト」の実施に

ついて」
札幌市 HP

日建設計 2020 年 2 月 7 日 「AI タクシーによる実証実験の実施について」 札幌市 HP

JTB 2019 年 10 月

観光予報プラットフォーム WEB サイトトピック
への掲載
観光予報プラットフォームメルマガ（配信数
9,100 通）

News Rerease
2019 年 10 月号
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発表者 発表年月 タイトル 媒体

JTB 2019 年 12 月

観光予報プラットフォーム WEB サイトトピック
への掲載
観光予報プラットフォームメルマガ（配信数
9,350 通）

News Rerease
2019 年 12 月号

JTB 2020 年 1 月

観光予報プラットフォーム WEB サイトトピック
への掲載
観光予報プラットフォームメルマガ（配信数
9,434 通）

News Rerease
2020 年 1 月号

JTB 2020 年 2 月
観光予報プラットフォームメルマガ（配信数
9,227 通）

News Rerease
2020 年 2 月号

アクセンチュア 2019 年 11 月 26 日
会津若松市に於けるスマートシティ実証研究に
関する記者説明会

記者会見

アクセンチュア 2019 年 11 月 26 日
会津若松市の協力のもと スマートシティ・デジ
タルガバメントを推進する実証研究を実施

リリース

日本電気株式会社 2019 年 10 月 25 日

南紀白浜「IoT おもてなしサービス実証」の顔
認証サービス施設が拡大～観光名所やバス、ゴ
ルフ場など 5 施設が新たに追加～
https://jpn.nec.com/press/201910/20191025_01.
html

NEC News Room
プレスリリース

日本電気株式会社 2019 年 11 月 27 日 ＜ Eyes on ＞復活のカギは “ 共創 ” NHK「おはよう日本」

日本電気株式会社 2019 年 12 月 11 日
NEC、顔認証に量子暗号、漏洩防止で安全性を
武器に、日本勢、中国企業に対抗

日本経済新聞

日本電気株式会社 2019 年 12 月 28 日
顔認証　支払いも解錠も　観光入り口で　空港
売店で　NEC、和歌山・白浜で実験中

朝日新聞

日本電気株式会社 2020 年 2 月 5 日～ 6 日
ResorTech Okinawa　イベント内ブースにて、本
実証を PR
https://www.resortech.okinawa/about/

おきなわ国際 IT 見本市
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